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序 に 代 え て

わが国の社会経済の発展はめざましいものがあ り、それにともなう情報処理の需要は飛躍的に増大し

つつあります。

また、情報処理そのもの も第5世 代電子計算機の登場以来、その利用分野の拡大とともに経営の意思

決定システム、コンピュータの不特定多数 による共同利用といつた高度化の方向が検討されつっあり・

従来の事後処理的な利用から見ると、現在の情報処理は大きく変革しているともいえます。

このような情勢において情報処理および情報処理産業の前途には解決を要する幾多の課題が あります。

す左わち現代の企業は、ますます大規模化の傾向にあ り、組織 も複雑化 しつつあります。 このため組織

で扱われる情報 も増大する一方で、企業の経営においては情報処理が重要な問題とな り、組織のあらゆ

る人に、必要 なときに必要 な情報を、必要左形で与えることのできるよう在情報システムの確立が強 く

望まれてきてお ります。

企業において情報処理システムを合理的に構成し運用するためには、情報処理システムへのむだな投

資をはぶき、運用の簡易性を高めるとい う観点から、標準プログラム・パッケージの必要性が広く認識

されつつあります。当財団は情報処理に関するこれら諸問題解決のため各種の調査研究事業を実施 して

お りますが、本年度はその一環として販売業務を とりあげ、販売業務における標準化指向を広い視野か

ら考察 し、その理論的位置づけをはかるとともに、実例としてチケット販売業と食品卸売業の2つ の各

モデルにおける標準管理プログラムの研究、開発を実施 しましたので、その研究結果をシステム設計か

らフローチャートの主要部分までにわたつて とりまとめここに報告する次第であ ります。 なおアプリケ

ーション ・プログラムの標準化は業種 ・形態・規模などの相異により広域性を考慮 したうえで各ケース

・スタディごとにモデル化をはかる必要があるため、本年度に引 きつづき来年度 も研究 ・開発を継続す

ることになつてお ります。

この事業は 日本自転車振興会の機械工業振興資金による 「昭和43年 度、情報処理に関する調査 ・研

究補助事業 」の一部として実施 した ものであります。ここに本研究実施にご尽力ならびに御支援を賜っ

た涌田宏昭、 関根敏博、国井利秦1木 立義也、西川仙之、牧原宏之、小笠原義政、三井善夫の各氏bよ

び関係各位に心より感謝の意を表 しますとともに、本報告書が各方面に利用され、わが国情報処理産業

発展の一助 として寄与でき謁すよう念願いたす次第であります。

昭和44年5月

財団法人 日本情報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾
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1.序 論

・1.1販 売 業務 機 械 化 の 概 観

イ

本 報 告 書 は、 販売 業 務 に 設け る標 準 プ ログ ラ ムパ ッ ケー ジ につ い て ま とめた もの

で ある。 こSで は、 この標 準 プ ログ ラム パ ッケー ジに つ い て き わめ て広 義 に解釈 し、

EDP適 用の 際 に考 慮 さ るべ き一 定 のプ ロセ ス ない し・7・ 七 一 デ ユア と、 ソフ ト

ウ エア 開発 に役 立 ち うる プ ・グ ラム ・パ ター ン、 あ るい は、 コン パ ク トな ア プ リケ

ー シ ョン ウエ アの 探 求 ない し模 索 とい つ た点 に主点 をお いて みた 。 そ こでまず 最 初

に板売 業務 に お け るE⊃P化 につ い て若干 の考 察 を与 え てお くことに し よう。

現 在、 販 売 面 に電子 計 算 機 を どの よ うに利 用 してい る か、 ま た将来 どの よ うに利

用 じでい る か、 ま た将 来 どの よ うな利 用法 が考 楚 られ る か といつ た 問 題 につい て考

えてみ る こと にす る。 結 論 を先 にい うと、 い ま の とこ ろ販 売そ の もの … …販売 政策

貼売 促進 な ど … …に 電子 計 算 機 が利 用 され る 可能 性 は あま 力ない。 つ ま り、 販売 そ

の もの が 自動 化 さ れ る とい うよ りぱ 、 よ り精 密 な販 売活 動 が実 現可能 に な りつつ あ

る とい う一 段 階 とい うべ きで あ ろ う。

販売 面 に電子 計 算 機 が 応 用 され る分 野 を考 え てみ る と、 ①販 売計 画、 ② 仕 入れ、

@販 売 促 進、④ 在庫 管理 、 ⑤ 会 計 処理、 ⑥ 人 事 管理 な どの諸 分野 が ある。

まず 企 業 には一 定 の 目標 が あ るが、 これ を達 成 す る には 計画 が立 案 さ れ る。 い わ

ゆ る経 営 計 画 で ある。 そ して、 この経 営計 画 に示 され た路 線 に 沿っ て、 販 売計 画 や

商品計画 が立 て られ る。 企 業 の浮 沈 は この計 画 の精 度 や 質 に よつて 左右 され るとい

える。

した がつ て、 企 業 と して、 ま た販 売 管理 者 と して は、 そ れ らの計 画 の 策定 に際 し

て、 質 の よい情 報 を 適 切 な形 で タ イム リー に処 理 し、 計 画 に反 映 さ せ る 必要 が あ る。

それ に、 計画 の作 成 法、 伝 達法 に も工 夫 が 凝 らされ ね ば な ら ない。 ここ に、 電子 計

算機本 来 の活 躍 の場 があ る とい つ て も よい で あろ う。

と ころが、 現 在 の と こ ろ、 求 め ら れ る情報 の ある一 部 を 作成 し、 計 画立 案 の資 料

を提供 す る に止 どまる こ とが 多 く、 いわ ゆ る計 画 管 理 そ の もの まで もEDPに ゆ だ

ね る ことに は、 い く多 の 困 難 が ある。

では どの よ うな面 に 活 用 さ れ改 善 が試 み られ てい る か とい うと、 仕 入 れ、 販売 統
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計 、 また在 庫 管理 とい つ た 譜面 を挙 げ る ことが で きる。 この 面 で は す でに か な り高

度 の利 用 が行 わ れ てい る。特 に在 庫 管 理 面 ではEDPの 力 を フ ルに発 揮 さ せ てい る、

'い くつ か の優 れ た企 業 の事 例 を 見 る こ とが で きる。

次 に会 計 処理 の 分野 に 関 係す る と とろ は どこ であ ろ う。 これ は販 売活 動 全体 の 流

れ を 貨 幣 的数 量 で把握 し、 健 全 な企 業 経営 を維 持す る重要 な分 野 で あ る。 なかで も、

売 掛金 、 買 掛 金 の変 動状 況、 代金 回 収 状 況、 営 業 費 の支 出状 況、 これ らは 企 業の将

来 を左 右 す る力 さ え もつ てい る。 そ うした重要 な分野 だ け に、 各 企 業 も電 子 計算 機

の 活 用 を 真剣 に考 え てお り、 実 際 に か な りの成 果 を あげ てい る とい つ て も よい。

ま た販売 ス タ ッ フの成 績把 握、 配置 、 教 育 な どに も、 電 子 計 算 機 が応 用 され る余

地 が あ る。 人 員 の増 大は い ろい ろな記 録 管理 を 複雑 にす る の で、 機 械 的 な処理 が望

まれ る か らで ある。 しか し、 セー ル ス マ ン管理 な どの入事 面 で は、 単 な る記録 管理

に と どまつ て お り、 適 正 配置 な どの積 極 的利 用 の段階 には至 っ てい ない 。

1.2企 業 に お け る利 用 実態

次 に、 二 、 三 の企業 の例 をみ なが ら、 電 子 計算 械利 用 の 現状 を考 察 してみ よう。

(A)中 北薬 品 株式 会 社 の機 械化 目的

同 社 は、 資本 金5,000万 円、 従 業員900名 の総 合医 薬 品 問屋 で、 昨年一

月 か らTOSBAC4,200を 導 入 した。 中北薬 品 株式 会 社 の よ うな規 模 に おい て

は、大 規 模な生産会 社や保 険 会 社と異 り、 事 務 量 が 比 較的 少 な く、 事 務 経 費 そ の も

のは大 した比 重 になつてい ない。このた め、 単 に経 費 の節 減 だ け の 目的 で電 子計 算

機 を導 入 した のでは 、 あま り大 きな 効果 は期 待 で きない。 や は リデ 一 夕処理 シ

ス テ ムを機 械 化 す る こ とに よつ て、 従来 のシ ステ ム 自体 を改 善 す る こ と を考 え

る 必要 が あつ た

この よ うな 目的 に した が つ て、 同 社 では商 品 管理 、 販 売 管 理、 売掛 金管理 の

機 械化 を実 施 して、 管 理 資料 の 作 成 を意 図 した ので ある。 電 子計 算機 に よつ て

行 わ れ る計 算 お よび情 報 提供 は、

① 商 品 管 理

○ 適 正在 庫 量 の 指示

○ 商 品動 態 の把 握

② 販 売 管 理
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○ 辞 別 ・営 業 所別 売 上 高 の把 握

○ 得 意 先別 ・商 品別 売 上 高 の把 握

○ セー ルス マ ン別 の荒利 計 算

○ 得 意先 別 ・商 品 別売 利 計 算

○ 商 品値 引 明細

③ 売 掛金 管 理

○ 得 意先 ご との 売 掛 残 高 の 迅 速 な把 握

○ 請 求 書発送 事 務 の機 械化

等 で ある。

この よ うな数 値 や状 況 を 的 確 に把握 して、 商 品、 販 売単 価 の多様性 や メー カ

ー 側 の販売 政 策 の輻秩 に よつ て もた ら され る管 理 の困難 さ を緩 和 し、 敏 速 に市

場 の情 勢に対 処 す る …… …

同 社 で は電 子 計 算 機 導入 の 意 図 を この よ うに述 べて い る。

(封 大西 衣 料株 式 会 社 の場 合

繊 維 二 次 製 品 の現 金 問 屋 ・大西 衣 料(資 本金 二 億 円、 従 業 員490名)は 、

昨年8月 、 流通 業 界初 の オ ン ライ ン ・リア ル タ イム ・シ ステ ム(多 数 の窓 口か

ら入 っ て くる デー タ を即 時 に処 理 して、 情 報 を提供 す る方 式)を 導入 した。 電

子 計 算機 はNEAC2,200-10で ある。

同 社 の社 内報 「セヲレス の泉 」 では、 電 子 計算 機 に よつ て行 う仕 事 の「 部 を次

の よ うに紹 介 してい る。

(1)在 庫 商 品 の管理

① そ の 日の単 品 ご と(約2万5,000分 類)の 売上 け、仕 入 れ、 在 庫量 を

算 出す る 。

② 過去一 週 間 の単 品別 の売上 状 態 か ら、 そ の 日の 発 注量 を求 め る。

③ 売行 き状 況 に応 じて、 電 子 計 算 機 が マ ー チヤ ン ダ イザ ・に対 して陳列 の

指 示 や 品切 れ の告 示 をす る。

④ 商 品 の素材 別 、 デ ザ イ ン別 、 色 別、 価格 別等 の売 上状 況 を把 握す る。

これ に よつ て、 ア ン ダ ー ウエ アや ア ウ トウエ ア な どの商 品 の一 部 に は 自動 発

注 方式 が採 用 され、 マ ーチ ヤ ン ダ イザ の仕 事 が 改革 で きる こと に なつ た。 こ

れ ま で マー チヤ ンダ イ ザ ・は 一 日の うち何 時 間 か売場 に立 っ て、 商 品 の売行 き
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状 況 をチ ェ ック してい た が、そ の必要 が な くな る。 した がつ て、 彼 らは本 来 の

仕入 れ 業務 、 仕入 先 と の折 衝、 商 品 開発 、 商 品計 画 に専 念 で き る。 また、販 売

係 も、 正 確 な デ ー タに基 づ い て売 れ 筋案 内 な ど、 接 客 サー ビス(売 場 におけ る

デ ィー ラー ヘ ル プス)を す る こ とが で きる こ と に なつ た。

② 棚 卸

電 子計 算 機 は、 夕 方五 時半(閉 店30分 後)に なる と、 ホ ン ライ ン ・シス テ

ムに よつ て棚 卸計 算 を 始 め る。 そ して次 の 日の朝 には す でに単 品 ごとの帳簿 在

庫 と のチ ェ ック リス トが打 出 さ れる。

また 、 オ ン ライ ン ・シス テ ム を利 用 す る と、 品番 や単 価 を誤う て タイ プした

もの を計 算 機 に入 れ て も、 処 理 され ず に 戻っ て くる の で、 従来 の よ うな帳票 作

成 上 の ミスは 皆無 と なる。

伺 販 売(お 得 意 先)関 係

① 一 定基 準以 上 の売上 げ を示 してい る商 品 を 〃売 れ 筋案 内 〃と して紹 介 す

る。

② 得 意先 別 の売 上高 を把 握 す る。

(4)仕 入 管 理

① 仕入 先 別 買 掛元 帳(会 計 機か ら電子 計 算 機 へ の転 記 業 務)

② 仕入 先別 状 況資 料 の作 成

(5)勘 定 場 業 務1

端 末 タイ プ ラ イ ター に よつ て、 勘 定場 と電 子 計 算 機 が直 結 され る。

(C)ス ー パ ー マー ケ ッ トが 導入 す る場 合

人 件費 の節 減 に よる コス トダ ウ ン、 そ して そ れ に よる大 量廉 売 は ス ー ペー マ

ー ケ ソ トの有 力 な 武器 で あ る。

しか し、 スー パ ー マー ケ ッ トで は、 電 子計 算 機 導入 に よつ て、 販売 を機械化

す る こ とは非 常 にむ ず か しい ことと され てい る。 日本 電 子 工 業振 興協 会 は、 そ

れ を次 の よ うに報 告 してい る。

「ス ー パ ー マー ケ ッ トほ取 扱 う商 品種 類 が非 常 に 多 い た め、 現 在 どの 商品 が

よ く売 れ、 利 益 が大 き く、 これ か ら どの 商 品 が伸 び る か、 など をで きる だけ早

く把 握 す る こ とが大 きな ポ イン トに なつて い る。 もち ろん、 スー パ ーマ ーケ ッ

トが大 量 販 売、 高速 回転 を方 針 と してい る以 上 、 な お さ ら売 上 傾 向を確 実に 掴
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む こ とが必 要に な る。 そ して、 そ の情 報 をい ち早 く仕入 政 策 に結 びつ け なけ れ

ば なら ない 。

また、 機 械 化 とい う面 か ら考 察す れ ば、 徹 底 した在 庫 管理 を 行 い、 機 会損 失

を で きるだ け 少 な くす る方 法 が 必要 で あ る。

と ころ が現 用 の、 レジ スター では、 商品 分 類 の数 に 限界 が あb、 最 大 で12

～15分 類 程度 に と どまつ て い る。 と くに スー パー マー グ ッ トで は 百貨 店 と異

り、 レ ジ スタ ーが 出 口に あつ て一 括 され てい るの で、 売場 ご との 分 類 が 不可 能

で あ り、 分 類 機 能 は 著 し く制約 さ れ てい る。 この ため、 レ ジス ター以 外 の、 あ

るいは レジ ス ター の付 加 装 置 と して のデ ー タ収集 機 器 を考 え なけれ ば な らない。

今後 、 商 品政 策 を徹 底 す る た めに は、 仕 入 政策 に密接 に結 びつ い た 在庫 管 理

が行 わ れ なけれ ば な らない が、 これ をす る た め に は、 商 品分 類 口座1,000、

デー タ処理 一 万 件 以 上 の能 力 を もつ 低 価 格 の電 子 計 算 機 が必要 とな ろ う。 … …

この報 告 か ら、 スー パー マ ー ケ ッ トの 電子 計 算 機 導入 につい て、 次 の諸 点 を

考 え なけ れ ば な らない こ とが わ か る。

⑦ 数 多い 取 扱 い 商 品 の うち、 どの部 分 に最 も機 械化 の必要 が あ る か を考 え

る。 そ して 、 主 力 商 品 を限 定 して、 機 械 に か け るとい つ た方 法 を と る必要

が あ る。

④ 在 庫 量 が迅 速、 正確 に把 握 で きる よ う左管 理 や チ エ ツク方 式 を工 夫す る 。

⑰ レ ジス タ ー と電 子 計 算 機 の連 結 方 法 を考 え る。

㊦ 商品 を一 定 の単位 匠 包装 して、 そ の単 位 ご とに販売 す る よ うな方法 を考

え、 端 数 は 扱 わ ない よ うに す る(こ の場 合 は、 商 品見 本 だ け を陳 列 すれ ば

よい)。

② チ ケ ッ トや カー ドを 利 用 した商 品管 理 を行 う。

この よ うに、 電 子 計算 機 導 入 には、 そ の企 業 の実 態 に応 じた準 備 と考 え方 を

整 備 す る必要 が あ る。 ・

倒 ボ ランタ リー チ ェ イ ン の機 械化計 画(フ ランス ・プ ロモー ド社 の例)

プ ロモー ド ・ボ ラン タ リー チ ェ イン は、 提携 会 社 と姉 妹会社 で構 成 され てい

る。 提携 会 社 が 卸部 門 を担 当 し、ぺ独 立採 算 制 を とつ てい る姉妹 会 社 が スー パー

マ ー ケ ッ ト網 に よつ て小 売 部 門 を担 当す る とい う組 織 に なつ てい る。 そ の主 な

活 動 は、 ③加 盟 店 に対 す る販 売 促進 活 動 、 ② 卸 部 門 お よび直 営 ス ー パ ーに お け
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る販 売、 ⑤ 自社 所 有 工場 にお け る製 造 ・加工 等 で あ る。 年 間売上 高 は1966

年 で495億 円 に のぼ る といわ れ てい る。

こ の プ ロモー ド社 の機 械化 ス ケ ジ ュー ル は左 の よ うな も ので あ る。

〔第一 段階 〕

請 求書 作 成

○ 各 卸倉 庫{在 庫 管 理

顧客 勘 定 の処 理

集 中在 庫 管 理○本 社{

各種 統 計 作 業

〔第 二 段 階 〕(デ ー タ伝送 シ ステ ム)

プ ロ モー ドは、 本 部 …… 卸 倉庫 間 を デー タ伝 送 で結 ぶ ボ ラン タ リー チ エ

そ ン と な る。 この 伝送 は、 す で に完備 してぷ るテ レ ゾクス回 線 を用 い て行

われ る。

卸 倉庫 に設 置 され た電 子 計 算 機 は、 デー タ を紙 テー プに パ ン チ ・ア ウ ト

し、 これ をテ レ ックス 回線 を通 じて本 部 に デー タ伝 送 す る。 本 部 は、 穿孔

テ ー プ と して これ を受 信す る。 たS'し 、 す べ て の デー タが機 械 的 に伝送 さ

れ るわ け で は な く、 本 部 か ら卸 倉庫 へ、 ま た卸 倉 庫 か ら本 部 へ と伝 送 され

る のは、 サ マ リー テー プ(要 約 され た 情 報)の み で あ る。

そ して、 本 部 で は、 商 品 管理 、 小 売 店 援 助、 商 品配置 、 配 車 な ど、 す べ

て 電 子 計算 機 の仕 事 と して吸 収 し よ うとい うもの であ る。

以 上、 簡単 にみ て きた ように、 販 売 面 に おい て の電算 機 利 用は 、 い わ ゆ る マ

ー ケ ッテ ィ ング活 動 の 全体 を ド一 夕ル 的 に把握 し
、 管 理 す る とい う段 階 にほ ど

遠 い。 販 売 事務 機 械 化 段 階 に あ る とい える の で ある。 しか しなが ら、 この2、

5の 例 に よつ て もわ か る よ うに、 そ の もと で の情 報作 成 も、 次第 に管 理 その も

の に実際 に役 立 ち うる よ うな質 的 に 高 い もの へ と移 行 し始 めてい る6

そ の ため に、 販 売 面 にお け る電 算 機 利 用 は 、 従来 の手 作 業 に代 る に機 械 を も

つ て す る とい うよ うな単 純 な もの で な く、 組 織 と して これ を全 体 的 に組 み立 て

な お し、 新 しい視 点 に よつ て これ に ア プロ ーチ を試み る とい う よ うな、 高等 戦

術 が必 要 と され る よ うに な る。 した がつ て、 販 売業 務 の もとに個 々に 工夫 さ れ

て きた パ ター ン化 、 プ ロ 七一 デ:一ア化 は、1つ 次元 の 高 い と ころか ら再構 成 さ
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れ、 よ り密 接 に 関 連 づ け られ る こ とに な る。 そ して ま た、 プ ログ ラム パ ッケー

ジは 、 単 な る小 手 先 の プ ログ ラ ミング技法 や シ ス テ ム設計 を抜 けて、 よ り広 い

基 盤 の支 え と構 想 に よつ て工 夫 され な けれ ば な らな くなつ て こ よ う。 つ ぎに シ

ス テ ム と組 織(Organization)の か らみ 合 が、 どの よ うな傾 向 に よつ て発 展

してい くの か、 そ の一 般 性 につ い て考 察 してみ よ う。

1.3情 報 シ ス テ ム

組 織 は なぜ デー タや 情報 を必 要 とす る の で あろ うか 。 企業 の組 織 は、 ある特 定 の

企 業 目的 の ため に集 め られ た人 間 の集団 で あ る。 この 集 団 がそ の 目的 を達 す るた め

には 、 お互 い に協 力 し合 わ ね ば ならな い。 そ の ため に は リー ダー が 必要 とされ る が、

同 時 に集 団 の個 々人 を 関連 づけ 、 全体 と して統一 ある 行 動 とす るた め の し くみ も必

要 と され る。 この し くみ の主 要 な武 器 の1つ と して情 報 システ ムが あ る。 情 報 シス

'テ ムは
、 集 団 の 内 部 に一 定 の情 報経路 を設 定 し、 デ ー タ や情 報 を必要 とす る地 点、

必要 に応 じて、 必 要 な形 で流 す よ うに仕組 まれ た と ころ の人 為 的 システ ム で ある。

この情 報 シ ステ ムに よつ て組 織 の部 分 は、 そ の行 動 を 適 切 に尊 び き、 全体 に融 合 す

る ことが で きる。 つ ま り、 情 報 を うる こ とに よつ て部 分 は、 何 を、 どの程 度、 どれ

くらい の間 に行 な うべ きか を判断 で き、 ま た、 各部 分 か ら の情 報 に よつ て リー ダー

は組 織 行 動 の大 局 を知 る こと がで き る のであ る。情 報 に よっ て企 業 は、 安 定的 か つ

合理 的行 動 を採 択 して ゆ くこ とが で きる の で あ る と もい える で あ ろ う。 この ような

情報 の作 用 を組 織 にお け る結 合 機 能(1inkingfUnctiOn)と い う。

コン ピ ュー タ は、 この 結合 機能 の上 に導入 され る。 つ ま りそ れ は 結合 機 能 の担

い 手 と して働 くと解 し て よい で あ ろ う。 と とろ で、 これ までの企 業 に お け る情報 シ

ステ ムは、 すべ て ハ ン ドワー ク を前 提 と し て組 み立 て ら れ てい た 。 した がつ て、 そ

の もとで 作成 され る情 報 の量 ・質 ・速度 とい う もの は、 ハ ン ドワー ク の限 界 内 に と

どま り、 情 報 の活 用 に もおの ず か ら限 界 が あつ た もの とい つて よい。 そ の ために 経

営管 理 の考 え方 が進 ん だ と して も、 この よ うな技 術 的 限界 に よつ て、 実 際 の発展 は

著 し く阻 害 され て きた こ とは 十 分 うなず け る こ とで ある。

1.4デ ー タ 処 理

コン ピュー タ の発 展 は、 このノ・ン ドワー ク の限界 を打 ち破 り、 阻害要 因 を除去す
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る こ とに よつ て、 経営 管 理 に 新 しい 可 能 性 を もた ら しっつ あ るとみ ら れ る。 そ の基

礎 を形 づ くっ てい る ものは、 つ ぎの諸 点 で あ ろ う。

バリ

勾

引

4

司

θ

大量情報 の迅速 かつ高度処理

大量情報 の記憶

大量情 報間 の比 較 ・照会

データ処理 の多様化

情報伝 達の迅速 性

ネッ トワークの立体化

これ らに よつ て、 わ れ われ は経 営管 理 の た め に よ り積 極 的 に情 報 を活 用す る こ と

が で きる。 た と えば、 大 量 の デー タ を処 理 して.作成 す る統 計表 の場 合、 も しそ れ が

数 年 もかか る な らばそ の活 用 範 囲 は 拡 ま り、 使 用価 値 は 高 くな る こ とで あろ う。 ま

た、 そ れ らの統 計表 に して も、 デ ー 久を各 種 の視 点 か ら処 理 する こ とに よ り従来 よ

りも次 元 の高 い情 報 を うる こ とが で きる。 これ を デ ータ 処理 の多様 化 とい う。

1・5情 報 の接 合 とその 継 続的 提 供

さ らに ま た、 多 くの情 報 群 の中 か ら、 ある特 定 の情 報 に適 合 す る情 報 を採 り出 し

た り、 ある情 報群 とあ る情 報 群 とを突 き合 わ す こ とに よつ て、 ある1つ の結 果 を生

み 出 した りす る こと も期 待 で きる。 求 人 と求 職、 不 動産 の売 買 な どに み られ る現 象

で あ る。 これ を情報 の接 合 とい う。 これは また因 果情 報 の 突 き合 わ せ に発 展 させ て

考 え てみ る と、1つ の事 柄 を2つ の 側面 か ら促 え る ことが で きる。 い わゆ る因果 情

報 に よる二 重表 示 の方 式 で あ る。

つ ぎに 加 え て重要 な もの は、 情 報 の継 続 的 提供 とい え よ う。 わ れ わ れ は、1つ の

決 定 を下 す 時、 完 全情 報 を も とに して決 定 で きえ ない場 合 が 多い。 そ の様 な時 に は、

そ れ に 関連 す る情報 が一 定 間隔 で継 続 的 に与 え られ る な らば、 決 定 内 容 を適 当に 修

正 す る こと に よ り、 行 動 を よ り適 切 に導 くこ とが で きる。 図1は そ の関 係 を表 わ し

た もの で あ る。

図4行 動 と情報 の継 続 行動 の継 続

情 へ
報三

倍(報 二 挺 次

報 → 提 次 供)_.市 報 処 理 の継 続

供)一 ノ提 次

供)
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す なわ ち、 第1次 情報 に よる決 定 に もとず き行 動 が 開 始 され た 後、 一 定 時 間 内 に第

2次 情 報、 第3次 情 報等 が提 供 さ れ、 そ れ が行 動 に反映 され て、 所 定 の 目的 が達 成

され る。 との様 に情 報 の取 り方、.与 え方 に よつ て実 際の 行動 そ の もの が よ り精 密 に

コ ン トロー ル され うる の で あ る。 コン ピュ ー タ ーは、 よ り高 度 な.周辺 機 器、 端 末 機

器 を もつ こと に より、 そ の能 力 を増 し、 有効 かつ 広 範囲 な情 報 活 動 を遂行 す る こ と

が で きるの で ある。

したがつ て、 コ ン ピュー タ ー導 入 し、 これ を駆 使 して ゆ く組 織 に おい て は、従 来 に

み られ ない 組 織条 件 の もとに お か れ て、 組 織 自体 、 お のず か ら変 革 せ ざる をえ ない

もの と な ろ う。 ま た コ ン ピュー タ …の有 効利 用 の ため に も組 織 は 当然 改 革 の運 命 を

た どる もの とい え る の で ある。 そ こで本 稿 では、 組 織 の変 革 に どの よ うな傾 向 が あ

る の か。 組織 原 則 に対 して は どの よ うな考慮 が払 われ るべ きで ある か。 さ らに組 織

の成 員 に 対 して は どの よ うな反 応 がみ られ る か につ い て、 若 干 の考 慮 を試 みて み る

こ とに し よ う。 な お、 コ ン ピュー タ に つい て は、 そ れ が情 報 の 機械 で あ る とい う

意味 を強 調 して、 以 下EDP(eユectron'icdataPrOceSSing)と い う表 現 を

使 用 す る ことに す る。

1・6組 織 の 変 革

組 織 にお け る情 報 シス テ ムにEDPが 適用 され るに従 い、 情 報 シ ステ ムの従 来果

^して きた結合 機 能 の方 式 にい くつ か の変 化 がみ ら れ て きた
。 そ してそ れ に応 じて組

織部 門 の編 成 に も進歩 が生 じ、 ま た意 思 決 定 の 過程 に も検 討 が加 え られ てい る。

しか しな が ら現段 階 では、 試 行錯 誤 的に そ の方 向 を求 めてい る段 階 で あつ て、 問題

点 は 数 多 くあ リパ ター ンと な り うる よ うな ものは きわ め て少 ない。 最 近 わ が国 で も

話 題 となつ て い る経 営情 報 システ ム(ManagemθntInformationSyStem)と

い わ れる もの も、 そ の1つ の方 向 と して 提 唱 され てい る方 式 で あ ると い え よ う。

そ こで本 稿 で は、 組 織上 と くに 重要 と思 われ る点 につ いて 若 干 の考 察 を試 み、 進 行

しつつ あ る組 織 変革 の傾 向 性 を探 っ てみ る こと に したい。 なお 組 織 原 則 上 の点 に関

して は、 次項 に おいて 扱 うこ とに する。

1・7要 素 の 結 合

組 織 はい ろ い ろ な要 素 の集 ま りで あ る と もみ られる 。組 織 内の 個 々人 もそ の1つ
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で あ り、 機 械 設 備 も要 素 であ る とい つ て よい。 個 々人 は そ れぞ れ特定 の職 務 に たず

さわ つ てい るか ら、 仕 事 を中心 に 考 え る と職 務 も1つ の 要素 と して 拡大 解釈 で き る。

わ れ わ れ は ここで、 た だ単 に組 織 を構 成 す る個 々人 とそ の相 互 関 係 を採 り上 げて も、

そ の扱 う範 囲 が広 くな りす ぎて しま うの で、 そ れ らを 職務 に結 びつ け て捉 え る方 が

便 利 で あ る。 つ ま り機 能 的 に要 素 を考 え る の で あ る。 そ の場 合、 要 素 の ある グル ー

プ と して、 部 門別 、 い わ ゆ る組織 の縦 割、 階 層 別、 い わ ゆ る横 割、 ある いは、 マネ

ジメ ン ト ・サイ クル に従 っ て、 計 画 一 執行 ・一 統 制 とい つ た観 点 か ら これ らを分 け

る こと もで きる。

(a)単 純 な要 素 の結 合

さて、 要 素 は い ず れ に して も、 ある一 定 の基 準 の もと に結 合 し、 何 らか の関係

を もつ て 活 動 しな け れ ば な らない 。 そ の た めに組 織者 は この結 合方 式 に い くつ か

の 工夫 を払 っ て きた。 そ の もつ と も単 純 な形 は、 図2に 表 現 され て い る よ うな も

の で あ る 。

〆

萎 ＼、

(素 ノ
し ノ

1_

③
に

　

ノ

盲
きパ

]

遷己 ピ③
・ 図2単 純 な要 素 の結合

す な わ ち、 そ れぞ れ の要 素 は他 の2つ の要 素 と結 び つ きな が ら全 体 の結 合 が図 ら

れ て い る。 全 体 が1つ の統一 あ る集 団 と して機 能 す るた め にそ の形 は、 環 状形 と

なつ て、 一 方 か ら流 れ て きた情 報 が あ る処 理 を ほ ど こさ れて 他方 に流 れ る ことに

よ り、 云 未 聞 に情 報 が循 環 して、 組 ぼ の 目的 が達 成 され る よ うに構成 され てい る

の で あ る。

(∋ 複雑 な要 素 の結 合

しか しなが ら、 組 蔵 内の 各要 素 は、 そ れ が 目的 に 向っ て全 体 と してバ ラ ンス よ

く機能 して ゆ くた め に は、 任 務 上相 互 の関 係 を調 整 しなが ら活 動す る必要 が ある。

そ の場 合 は 、 単 純 な環 状 形 の結 合方 式 ではそ の要 素 を完全 に満 す こ とは で きない。
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す なわ ち、 要 素 の結合 関係 は さ ら に複 雑 と な り、 そ の組 合 せ は そ れ ぞ れの 任 務 に

応 じて、 い ろい ろ な形 を と り、 そ こに は、 い く多の 情報 の流 れ が形 成 され る。

図3複 雑 な要 素 の 結 合

そ の典 型 的 形 を示 す と図3の よ うに な る。 と ころが、 この 図5に 表 わ さ れ る よ う

な方 式 で あ る と、 これ ら の関係 を 総合 化 して、 もつ と も効 率 よ く全 体 を バ ラン ス

させ て ゆ こう とす る と き、 困 難 な問 題 が生 じる。要 素 の関 係 が個 々 の立 場 で結 合

しが ち.であつ て、1つ の 関係 が、 他 の結 合 関係 と どの よ うに調 整 した ら よい かが、

あ る1つ の メ カニ ズ ムか ら全体 と して 統一 化 で きか ね るか ら で あ る。 そ れ は ど う

して も部 分 の調 整 に偏 りが ち と なつ て し ま う。

1.8ト ー タ ル ・ シ ス テ ム

そ と で 次 に 考 え ら れ た も の は 、 あ る1つ の メ カ ニ ズ ム を 通 し て 、 全 体 の 諸 要 素 を

コ ン ト ロ ー ル し、 調 整 す る と い う も の で あ る 。 い わ ゆ る トー タ ル ・シ ス テ ム(Tota■

System)と い わ れ て い る も の が こ れ で あ る 。 厳 密 に い う な ら ば
、 情 報 機 能 を 働 か

せ て トー タ ル 化 を 実 現 す る 方 式 で あ る か ら、 トー タ ル ・ イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・ シ'

ス テ ム と い う べ き で あ ろ う
。 こ の 方 式 は 、 図 で 描 け ば 、 図4の ご と く に な る。

図4ト ー タ ル ・ シ ス テ ム
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す なわ ち、 中央 の核 を 中 心 と してそ れぞ れ の要 素 が結 合 さ れ てい る。 要 素 は機 能 に

した がつ て一応 環 状 式 に 関連 させ られ てい る が、 各 要 素 に必要 な情 報 は 中央 の核 と

なつ てい る部 分 か ら提 供 さ れ、 かつ、 それ ぞ れ の要 素 にお い て生 じた デー タお よび

情 報 はす べ て この中央 の核 に集 め られる。 そ して 各 要 素 は核 を通 じて調 整 され、 目

的 に向 っ て うま くバ ラ ンス さ れ るの で あ る。

この よ うに要 素 り結 合方 式 には、 大 雑 把 にい つ て5つ の型 が あ る。 そ れ ぞ れの型

は、 企 業 の お か れ た環 境 条 件、 進 歩 の度 合 に よつ て 選択 され る が、 ま た結合 に必要

な技 術手 段 の状 況 に よつ て も変 化す る。 今 日で は、E]⊃Pが 次第 に発 達 し、 多 くの

情 報 技 術 的側 面 に 貢献 して きてい る の で、 この 結 合方 式 に著 しい 影響 を与 え てい る。

す なわ ち、 ハ ン ドワー ク 中心 のデ ー タ処理 では、 と うてい トー タル ・シ ステ ムは 実

現 で きない 。 デ ー タ処 理 に時 間 の かか る上、 高 度 演算 は不 可 能 に近 い か らで ある。

しか し、EDPに よれ ば、 従来 の デー タ処理 を変 え、 期 待 で き なかっ た情 報 やシ ミ

ュ レー シ ョン ・モ デ ル の活 用 ま で可 能 に して い る。 結 合 方 式 の複雑 化 を可能 に した

ので あ る。 結 合 方 式 が進歩 す れば 、 組織 もお の ず か ら変 化 す る。 また変 らね ば進 歩

の意 味 を十 分生 か す こ とは で きない 。 そ こで一 番 問題 とな るの は、 組 織 編成 にお け

る 縦割 の 点 で ある。 この点 につい て は、 ろ項 で ふ れ よ う。 つ ぎに、 結 合方 式 に関 連

す る ネ ッ トワー ク の問 題 に移 る。

1.9コ ン ピュ ー タ 。ネッ トワ ー ク

情 報 シ ス テム が、EDPを 中心 に して形 成 さ れ る よ うに な る と、 情 報 の ネ ッ トワ

ー ク は次 第 にEDPを1つ の単位 と して 巨大 なネ ッタ ワ ー ク を作 り出す よ うに な る
。

とい うの は、 従来 の 方 式 では1っ の情 報 シス テ ム と他 の 情報 システ ムが融 合 した り

す る こ と にい くつ か の難 点 が あつ た。 デ ー タ の処理 基 準 が異 っ た り、 そ の交換 が 迅

速 かっ 適 切 に行 な え な か つた か らで あ る。 と ころ が、EDP化 がすす む と図5に み

られ る よ うに、 複 数 のEDIPが そ れぞ れ結 び あつ て巨大 な情報 の ネッ トワー クを構

成 で きる よ うに 浸 る。 で
図5

コ ン ピュー タ ー の

の ネ ッ トワー ク

EDP
(中 央)
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この個 々 のEDPは 、1つ の部 門、 事業 部 ある いは 企 業 と考 え て よい。 この よ うな

シ ステ ムが実 現 で きる と情報 の有 効 性 が増 大 し、 管 理 ・統 制 が タイ ミン グ よ くゆ く。

そ して情 報 の集 中化 は ます ます促 進 され る こ と に なろ う。

1・10EDPを 中心 とす るチ ェ イ ン方 式

コン ピュー ター ・ネ ッ トワー ク は
、 い くつ か のEDPが い わ ば チ ェ イ ンで結 びつ

い た もの で あ るが、1つ の 巨大 なEDPを 中 心 と した チ ェ イン方 式 を考 え る こと も

で きる。 この場 合、 数 個 の コ ン ピュー ター を必 要 とす る 時 もあ り、 巨 大 なEDPに

優 れ た端 末 機 を用 意 す れ ば十 分 で あ る と きも あ る。 そ れ らは情 報 シ ステ ム を活用 す

る条件 に よつ て異 っ て くる 。 具 体 的 なチ ェ イ ン方 式 は と もか く、 この チ ェ イ ン方 式

を今 日、 エDS(エntegratθdDa'taS七 〇rθ)と 呼 ん でい る。 この方 式 は、 従来

存 在 して い た個 々 の プアイ ル を廃 止 し、 これ を一 括 統 合 して情 報 を有 機 的 に関係 ず

け、 そ れ を ある 一 つ の プ アイ ル と して ま とめ て しま うもの で ある。 そ の特 色 は、 ラ

ンダ ム な デー タ をそ のデ ー タ特 性 を生か しな が ら、 そ れ ら相 互 の関係 を ある一 つ の

情 報 と して表 現 す る ため に チ ェ イ ン と して つ なげ てゆ く ことに あ る。

つ ま り、 関連 の ある デ ー タを この チ ェイ ン で結 ん で プア イ ル し よ うとい うことに

あ る。 い ま ある特 定 の デ ー タ を取 り 出 した とす る と、 つ ぎ にそ れ と関連 の あ るデー

タは、 特 定 の チ ェ イ ン をた どつ て取 り出 され、 そ の 目的 とす る と ころ に した がつ て

使 用 す る こ とに な る。 図6に よつ て説 明 し よ う。

ア

べ

A

/
'

B
、

B

A

ぺ
D

工 イ
～

℃

E

/
A ＼('ウ

＼)/石
図6工DSチ ェ イン

そ こで は矢 印 の つ い た線 で ⑦ ④ ⑰㊤ が そ れぞ れ結 ば れ てい る が、 そ の線 は チ ェイ ン

を表 わ して い る。 このチ ェ イン にはABCDEの 名 称 が付 さ れて エ・る。 そ れ はチ ェ

イ ン に特 定 の 目的 が あ る とい う意 味 で あ る。 さて、 ○ 中 の ア イ…… … は、1つ の企
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業、 また1つ の部 門、 あ るい は 事業 部 と考 え て も よい。 そ して これ らは、 ある情 報

要 求 に対応 す るた め に、 そ れぞ れ チ ェ イ ンで結 ば れ、 そ こか ら共通 の デー タが取 り

出 され 、 処 理 され る よ うに し くま れ て い る。

た とえば、Aは カ ラ ーテ レ ビ に関 す るデ ー タチ ェイ ン と しよ う。 ⑦ ④ ⇔ ⇔はそ の

場 合 電 気 製 品 メー カー で ある。Aの チ ェ イン をた どる こ とた より、 わ れ わ れは カ ラ

ー テ レ ビの生 産 台 数 につい ての 各 種 の情 報 を入手 す る ことが で き る
。B、C、D、

Eに もそ れ ぞ れ、 製 品 な り、 ま た人 事、 経理kど の情 報 要 求 を考 え て チ ェ イ ンを構

成 して み れ ば よい 。 つ ま りこれ は、 あ る1つ の情 報 の 源泉群 か ら、 特 定 の情 報を取

り出 し、 多 くの群 が ら取 り出 した共 通 情報 を もとに、 あ る 目的 にそ つ た情 報 加工 を

行 な う特 別 の情 報 シ ス テ ムで あ る とい うこ とが で きる。 これ に よ り、 組織 は よ り広

範 囲 にわ た り、 密着 かつ 合理 的 な一 体 関係 を構 成 す る こと がで きる 。 親 会社 と子 会

社 、 あ るい は 関連 企 業 間 同 の新 しい 結 合関 係 が 生 れ る もの とい え るで あろ う。

1.11EDP部 門 の発 展

以 上 の よ うな背 景 か ら、EDPの 部 門 に もい くつ か の変 化 が表 わ れ て い る。元 来 、

EDPは 組 織 の 中 の あ る部門 に 設置 され、 そ の部 門 の個 有 の仕 事 と結 びつ きなが ら、

次第 にそ の適用 領 域 を拡 大 して きた。 図7に よる よ うに、 第1段 階 がそ れ で ある。

〔第1段 階 〕 〔第2段 階 〕 〔第5段 階 〕
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図7EDP部 門 の発 展

そ して 次 の段階 では 逆 に、EDP設 置 の部 門 が主 となつ て、 そ こに あ る特 定 の業務

が呼 収 さ れ る とい うよ うな形 を とる。

これ は 主点 がそ の よ うに変 わ る とい う意味 で あ る。 しか し この第2段 階 で は、ED
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Pが 全 体 の 情 報 シ ステ ムの 中核 とは なつ てい ない。 あ る一 面 に特 に 偏 っ た存在 と な

つ て い る。 た とえば、 生産 管 理 を中 心 と した経 営情報 シ ス テ ム とい つ た よ うな もの

で ある。

同 トー タル化 の方 向

そ こで、EDP化 は さ らに第5段 階、 す なわ ち トー タル化 の方 向 へ と進 む ので

あ る。 この 意 義 につ い て は す で に1つ 項 で 述 べ た とお りで ある。 そ して 部 門組 織

の構成 も情報 分 析 、 情報 活 用 の 側 面 に重点 を おい て変 っ て ゆ くと予想 され る。1

つ の例 と して事務 管理 部 と して の変 化 を描 くな らば 図8とtkろ う。 ・
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図8事 務管理 部 の変化

(b)プ ロジ ェク トと組 織 編 成

と ころ で変 化 は この ようなEDP部 門 の発 展 とい うこ とだ け で と どま る であろ

うか。 もつ と も新 しい方 式 を採 用 す るか し左い かは、 トップ マ ネジ メン トの判 断

で あ る か ら、 個 々の企 業 に よつ てそ の進 み 方 は違 うに して もEDP化 の も とに は 、

そ れ な りの新 しい方 式 が ある と考 え られ る。 そ の一つ の方 向 は、 組 絵 編 成 の各要

素 を従 来 の結 合 方 式 を くず す こ とに よつ て、 これ を新 しい 観 点 か ら組 み立 て てみ

る とい う ことで ある。 しか もそ の組 合 わ せ に 柔軟 性 を もたせ て 時 と場 合 とに よつ

て組 合 わ せ を変 え る とい う よ うな方 式 を採 用 で き るか も しれ ない。 プ ロ ジ ェク ト

ご とに人 の編 成 を考 え るや り方 は この1つ で あ る。 図9は そ の1例 を表 わ してい

る。

ある特 定 の技 術 を もつ た人 た ちの群 とプ ロジ ェ ク トを管理 す る リー ダー群 とそ れ

らを結 合す る ため に情 報 シ ス テ ムを管 理 す る群 とにそ こで は分 か れ てい る。そ し
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て ある プ ロジ ェ ク トが与 え られる とそ こに1つ の組 合 わ せ がで き上 る。 この よ う

な方 式 を筆者 は、 プ ロジ ェク ト別 組 み変 え方 式 と呼 ん でい る。 今 後 の組続 発 展 の

傾 向 と して 検討 ね がい たい もの で ある。
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図9プ ロジ ェ ク トの組 織 編 成

1.12決 定 と パ タ ー ン

EDP部 門 が発 展 す る と経 営 の意思 決 定 の機 能 に大 きな影 響 が でて くる。 なぜ な

らば決 定 は多 くの情 報 に も とつい て行 なわ れ るか らで あ る。 そ してそ の もとでは 次

第 に決 定 の多 くの部 分 を自動 化 の よ うな方 式 で行 な うよ うに;夫 され る こと になる

で あ ろ う。EDPに よつ て ル ー チ ン的 な判 断 は処 理 して しま うとい う考 え方 で ある。

しか しそ の た めに は、 情 報 を分 析 して そ れ が何 らか の パ タ ー ン に属 してい ないか ど

うか を確 か め る必要 が ある。 決 定 機能 におい て も同様 で ある。 さ らにそ れ を行動 に

移 して ゆ くと きに もパ タ ー ン が必要 となる。 逆 に い うな らば、 これ らパ ター ンの開

発 に ょつ て、 情 報 分析 → → 決 定 → → 行 動 とい う活 動 が一 連 の活 動 と して機能 する よ

うに なる と もい え るの であ る。 こSで 重要 なのは、 決 定 と行動 とを パ ター ン の選 択

方 式 に ょつ て 結 びつ け てゆ くこ とで あ る。 筆者 は、 情 報 が提 供 さ れ て も決 定 にそ れ

が活 用 され な け れば意 味 が ない と常 々考 えて い る。 しか しそ れ が活 用 され るため に

は、 活用 され る よ うに そ こに何 らか の工 夫 を し、 仕 組 ま ねば な ら ない。 ま た、決 定

か ら行動 に と適 切 な行 為 が生 れ るた め に も、1つ の し くみ が要 求 さ れ よ う。 そ して

そ の仕組 の主 な 内容 を なす ものが パ ター ン といわ れ る もの で あ る。EDP化 に ょっ

て部 門 編成 力竣 っ て も、 この よ うな側 面 の改 善 が 行 なわ れ なけ れ ばそ の効 果 は上 ら
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な い。EDPが 意 思決 定 機能 に接 近 し、 経 営機 械 化 を実現 してゆ くには、 組 織 機構

の中 にかか る パ タ ー ン化 の メ カニ ズ ム を導入 す る 必要 が ある とい うわ け で あ る。変

革 は ま た そ の辺 に1つ の大 きな ポイ ン トをお い てい る で あろ う(経 営 シス テ ムにつ

い ては、 図10、 パ タ ー ンに つい ては 図11を 参 照 の こと)

　 ヨ 　 よ　
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計 く一 貫 ・ ・一 ・h.〈・ ク ーS1

茎 鍵i可 倉岬 一 義_-9一 魎
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図11決 定 と パ タ ー ン
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1・15組 織 の 原 則

EDP化 に よつ て、 これ ま で検 討 して きた よ うな諸 影 響が 起 こ る と、 組 歳 の原 則

に もい くつ か の改 正 が要 求 され る ことに な ろ う。 一 般 に組 織 原 則 に は、 分権 化 の原

則・ 命 令 一 元 化 の原則 、 専 門化 の原 則、 統 制 限界 適 正化 の原 則、 階 層 短 縮 化 の原 則

な どが あ る が、 これ に対 して、EDP化 が促 進 され る と情 報 シス テ ム が高 度 化 し、

全 体 性 の観点 、 相互 関連 性 の観 点 とい うもの が重 要 と なつ て こ よ う。 そ の主 動力 と

なる ものは 、 組織 にお け る情 報 の集 中化 とそ の高 度利 用 に よ リ コン トロー ル ・テ ク

ニシ ク が飛 躍 的 にす す ん でい るこ とに ょる で あろ う
。 ま た トー タル ・シ ステ ムの思

考 が実 際 に導入 され る につ れ て、 トー タル ・シ ステ ム を容 易 にす る よ うな組 織原 則

が 重 視 され る のは当 然 で あ る。 こ の場 合、 統一 あ る全体 と して組 織構 成 を計 るとい

う こ と が強調 され る の であ る。

(a)分 権 化 の 原 則

つ ぎに これ迄 の組 織 原則 の 中 で影 響 を受 け る もの を挙 げ てみ よ う。 まず、 分 離

化 の原 則 で ある。 これ は一層 促 進 さ れ る。 コ ン ト ロール手 段 の発 達 に よつ て分 権

が 現 在 よ り も よ り可 能 に なつ た とい うべ きだ か らで ある。 また管理 の 限 界(Span

ofOOntrOユ)も 、EDPの 使 い方 に よつ て は、 そ の限 界 を拡 げ る ～二とが できる

の で は ない か と思 う。 入 間の能 力 の限 界 内 で 統 制 の範 囲 を考 え て きた の で ある が、

た とえ ばPERT手 法 をEDP化 す る ことに ょり、 ある特 定 の プ ロジ ェ ク トに参

加す る人 々は、 計 数 的 にかつ 機 械 的 に統 制 し、 そ の行 動 を修 正 して ゆ くこ とが、

可 能 とな る。 そ して さ らに そ の限 界 に対 す る 再検 討 が行 なわれ る ことに なる。 ま

た階 層短 縮 化 も推進 され る で あろ う。 管理 の範 囲が 拡 大 す れ ば当 然そ の 高 さは低

くな るか ら で あ る。 ま た ミ ドル ・マ ネ ジ メン トを中 心 とす る管理 活 動 の ある部 分

がEDPに ゆだね られ る傾 向 に'もある か らで あ る。

㈲ 照応 の原 則

そ の他EDP化 の もとで は各 職務 が他 の職務 との関 連 性 を強 め、 ま た そ れぞ れ

の 実 態 を、 よ り明 確化 で き るの で、 秩 序 あ る組 織 構 成 に大 きな力 を貸 す で あろ う

し、 チ エ ツク ・シス テ ム など の発 達 に よ り、 イ ン ・ア ウ トの関係 が 明瞭 とな るか

ら、 い わ ゆ る照応 の 原 則 とい わ れ る ものが よ り一 層 精 密 化 され る こ とが 期待 で き

る。 組 織 原 則 め変 化 は ま だそ の 過 程 で ある が、以 上 の よ うな点 が考 慮 され ねば な

ら ない と ころ であろ う。
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1.14む す び

この ような、 情 報 シ ステ ムそ の もの と、 組 織構 成 そ れ 自体 に おけ る変 革 と新 しい

定 型 化 へ の模 索 は、EDP化 の具体 的 手 段、 すkわ ち、 シス テ ム分 析、 シ ステ ム設

計、 プ ログ ラ ミン グ、 導入 管 理 とい つ て諸 点 に対 して、 さ らに き め の細 い 仕 様 と同

時 に使 用 上簡 易化 され た もの と して の技 術 手段 の提 供 を求 め る よ うに な る。 つ ま り、

機 構そ れ 自体 は ます ま す複 雑 に、 そ して そ れ を使 用 す る場 合 の手 段 は きわ め て簡 易

化 され る。 建 築 にみ られ る プ レハ ブ住 宅 の発 達 に 似 か よる も の とい つ て も よい。 し

た がつ てそ こで は、 個 性 を充 分生 か した 芸術 作 品 よ り も、 型 に は まつ た機 械 的作 品

の 感 が強 く、 他 面 多 くの研 究 課 題、 問題 点 も残 され る であ ろ う。

現在 の 時点 で は、 そ れぞ れ の企 業 が そ の 企業 の独 自性 を生 か した電 算 機 利 用 を試

み てい る段階 が 多い の で、 そ れ らの問題 点は む しろ5章 、4章 あた りで 指摘 され る

点に 集 中され て い る が、 今 後 は次 第 に そ の 関心 を引 くことに な る で あろ う。'

本 報 告書 は、 これ らを深 く追 求 す る こ とは、 時 間 的 に も制限 が あ り、 あ ま り行わ な

か つ た。 たy、 現 時 点 にお い て、 標 準 プ ログ ラ ムパYケ ー ジ な る もの を考 え た場 合 、

どの よ うな問 題 点 が あ り、 そ れ らを作 成 す るた め に は、 具 体 的 に どの よ うな諸技 術

が 必 要 か を、 特 定 の視 点 か ら眺 め て み た もの といつ て も よい であ ろ う。
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2.技 術

2.1技 術 上 の 問 題 点

この章 で は標 準 プ ロ グ ラ ム パ`ソケ ー ジ作 製 に必 要 な技 術 の説 明 を行 な う。 標

準プ ログ ラムの備 え て 居 るべ き資格 としては、 個 々の 問題 の特殊 性にしばられず に

広い 適用 範 囲 を持 っ て い る こと、 機種 に殆 ど関係 な く使用 可能 な こ と、 他 の 隣接

分野 の パ ッケー ジ との連 絡 が で きる こ と等 数 多 い が 、 そ れ 等 の 資格 を プ ログ ラム

パッ ケー ジ に与 え る に は プ ログ ラ ミン グ上 多 くの配 慮 が 要求 され る。 他 方、 汎 用

性 を備 え るた め に 実行 速 度 が 落 ちる、 プ ログ ラムが 大 き くな る等 の問 題 点 が 出 て

来 る の で、 実 際 の 作製 に当 っ て の具 体 的 手順 は あま り単 純 で は な い。

しか し最 近 の コン ピュ ー タ'技 術 の 進歩 は 処理 速 度 を 飛躍 的 に高 め てい るの で、

プ ログラ ムは そ の 処理 能 率 よ り も汎 用 性 で 評 価 され る こ とが 多 くな つ た。 金物 の

コ ス トに比 較 して ソ フ トの開 発 費 が 次第 に 割 高 に な る傾 向が 強 ま っ て い るの で、

標準 仕様 の 汎 用 プ ログ ラム パ ッ ケー ジの市 場 性 も高 まっ て きて い る。 この よ う

な状況 下 で、 汎 用 プ ログ ラ ム作 製 の技 術 は極 め て重 要 な もの とな りつつ あ る。

以 下、 表 現 、 コー ド、 デ ー タ構 造 、 プ ログ ラ ム構 造 に 分 け て解 説 を 進 め て ゆ く。

2.2表 現

2.2.1表 現 の 特 性 、

標 準 プ ログ ラム の表 現 は 次 の2つ の特 性 を持 つ もの でな けれ ば な らない:

1)機 種 に 依存 しな い(machine-independence)

2)明 白 で あ る(cユarity)

イ)の 特 性 が要 求 さ れ る理 由 はほ とん ど自 明で あ る。 例 え ば特 定 の機種 の ア ツ ・

セン ブ ラ一 語 で 書 か れ た プ ログ ラムは、 そ の ま まで は他 の計 算 機 には 全 く使 え

ない6書 き換 え には ほぼ 新規 作 製 に 匹 敵す る労 力 を要 す る。2)の 特 性 は汎 用

.プ ログ ラムに とつ て 不要 の こと に思 われ るか も しれ ない。 なぜ 左 ら汎 用 とい う

以上 プ ログ ラム に手 を加 え た くて も あ らゆ る場 合 に有 効 に働 くこ とが 期待 され

るか らで あ る。 しか し事 実 はそ うで は ない。 例 えFORTRANエV,COBOL,

A'LGOL等 の標 準 コ ンパ イ ラ 語 で書 か れ た プ ログ ラ ムで も、 そ の ま ま一 方 の

機種 か ら他 方 の 機 種 に通 用 す る こ とは 希 で あ る。 そ の ような時、 プ ログ ラム表
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現 が 明 白 で ない と手 直 しが 効 か な い か効 い て も多 くの働 力 を要 す るの で、 そ の

プ ログ ラムの価 値 はか た り低 い もの とた る。

2.2.2machine・-in(iependence

Aコ ンパ イ ラ ・語 に よる表 現

1)の 特 性 を プ ログ ラム に持 た せ る技 術 は 幾 通 りか あ る。 まず コン パ イ ラ

ー語 を用 い て プ ロ グ ラ ムの表 現 を す る場 合 につ い て述 べ る こ とにす る
。 この

目的 に用 い られ る コ ンパ イ ラ 語 は科 学 技 術計 算、 社 会 ・経 済計 算 の い ず れ

に 於 て もFORTRANエVが 最 も普 通 で あ る。 事務計 算 の場 合はCOBOLに

よ る こ と も多 い 。ALGOLは 日本 及 び ア メ リカに おい て は実 用 標 準 パ ッケー

ジ に用 い られ る こ とは 少 く、 む しろ学 術 発 表 の表 現 と して用 い られ る。機 種

間 の互 換 性 を持 た せ るた め に、FORTRANエV・ も 」エS規 格 が 制定 さ れ、

言 語 水 準 も5,000、5,000、 ス000の3種 が 用 意 され て い る。 主要 国

産 メー カ ・のFORTRAN工Vコ ンパ イ ラttも 大 型、 中型、 小 型機 ともそれ

ぞ れ 水 準7,000、5,000、3,000の 」 工S規 格 に 次第 に統 一 さ れ つつ

ある の で、JISで 規 定 さ れ て い る範 囲で ズ ログ ラムの 記 述 を行 え ば汎 用 性

を備 え られ る よ うに 宏っ て きた 。ALGOLも 同様 で あ る。COBOLに 関 して

も現 在 検討 が 進 め られつ つ あ る。

FORTRANは この よ うに コ ンパ イ ラ 語 の 中 で も標準 プ ログ ラム作 製 上

特 に重要 な位 置 を 占 め てい る の で、 」 エS水 準.ス000程 度 のFORTRAN

に よる標 準 プ ログ ラム記 述 の 際 の チ ェ ックポ イ ン トを 説 明 す る。

A・1ま ず配 列江 つ いて は、 そ の紅 は3ま で に す る。・3よ り大 きい 次

元 の配 列、 例 え ばA(工,J,K,L)を 用 い て よい コ ンパ イ ラー・も あるが、

3ま で の もの が 多 い。 次 に 副 プ ログ ラムの 仮 引数、 実 引 数 と して配 列名 を 用

い る ときは、 添 字 の 大 き さ を 同 じ に して お くべ きで あ る。 違 うと、 仮 引 数 と

実 引数 の対応 は コン パ イ ラ'に よつ て変 わ るの で、 互 換 性 が失 なわ れ る。

例 え ばSUBR'OUT工NEAR〔}(A・D)

D工MENS工ONA(5040)

RETURN

END
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と い う サ ブ ル ーー チ ン の 場 合 、 こ れ を 呼 ぶ プ ロ グ ラ ム で は 、 サ ブ ル ー チ ン の 引

数Aに 対 応 す る 実 引 数 は

D工MENS工ONFM(50,40)

OALLARG(FM,S)

の よ う に 仮 引 数 と 同 じ50×40の 配 列 に し て お く。

ま た こ れ を 呼 ぶ プ ロ・グ ラ ム で 、 実 引 数 と し て

1'・,;DエMENs工ON(}(50,40)

OALLARG(G(8,5),T)

の よ う に 配 列 要 素 名 を 書 く こ と も 許 さ れ 、 多 く の 場 合

G(8,5)

G(9,5)

G(10,5)

A(1,1)

A(2,1)

A(5,1)

の よ うに対 応 す る。 しか しこれ と異 な る対 応 をつ け る コンパ イ ラー もあ るの

で、 この よ う左書 き方 は して は な らない 。

A・2 .ス テ ー トメ ン ト

ステ ニ トメン トは 一 つ の行 に書 き切 れ な い ときは何 行 に も渡 っ て書 か れ る

がへ.こ れ も合計10行 ま で に してお くべ きで あ る。20行 ま で許 す コンパ イ

ラ もふ え て きて い るが 、 以 前 作 られ た コ ンパ イ ラー は 大低10行 ま で で あ る。

ス テ ー トメ ン ト番 号 も1か ら5桁 ま で の整数 が許 され てい る が、5桁 の 場

倉 は そ の 大 きさ に制 限 が 付 く場 合 が 多 いの で、4桁 以 内 で書 くのが よい 。
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A・3入 出 力

入 出力 を行 うREAD、WRエTEス テ ー トメ ン トに用 い る論 理 装 置番 号

は そ れぞ れ の計 算 機 に よ り全 く任 意 に指 定 され て い る。 カー ド リー ダ ・か

らの入 力 には5、 ラ イン プ リン タ か らの 出力 に は6の 論 理装 置 番 号 が用 い

られ る こ とが 多 い 。 磁 気 テ ー プ、 磁 気 デ ィス ク等 の補 助 記 憶装 置の 番号 に至

っ て は ま だそ の よ うな一応 の慣 習す らな い 。従 っ て、 論理 装置 番 号 と して は

適 当 な番 号 を用 い て お き、 実 際 の入 出力 装 置 との 対 応 付 けは ジ ョブ制 御 ステ

ー トメン トは(制 御 指 令 ともい う)に よ り行 うのが よ い。

いず れ に して も入 出 力ス テ ー トメン トは この よ うに特 別 の 考慮 を必 要 とす

るの で、 別 の 副 プ ロ グ ラムに して お くか、 コ メ ン トと して論理 装 置 番 号 と実

際 の装 置 の対応 を明 らか に してお くべ きで ある。

ま た ライ ン プ リン タ ーに 出力す る際 に1行 に実 際 に 印字 で き る字 数 も機 械

に より異 な る。120字 、132字 、136字 と様 々 あ る が、 少 くと も

120字 は印 字 で き る ものが ほ とん どで あ るの で、 この範 囲で 出力FOR-

MATを 作 っ て お くのが よ い。

A・4変 数

変 数 に文字 を 記憶 させ る こ とが で きる。変 数 と して は整 数型 変数 を用 い る

の が よい01変 数 に記 憶 で きる文 字 の数 は1語 の ビ ッ ト数 や コ ー ドkど に よ

D変 わ るが、 少 く も4文 字 は 許 さ れ る のが 普通 で あ る。従 っ て、 例 えば エN

とい う配 列 に文 字 を記 憶 さ せた い と きは 、'

・ヨ∋工MENS工ONIN(50)'

REAE)(5,101)工N

101FORMAT(20A4)

の よ う にA4の 欄 記 述 子 に よ リ デ 一 夕 か ら読 み 込 む か 、 そ れ と も

D工MENS工ON工N(50)
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工N(1)=4HEXAM

工N(2)=4HPI]E

IN(3)=4HOFC

工N(4)=4HHARA

IN(5)=4HCTER・

IN(6)=4H工NP

工N(7)=4HUT.

の よ う に4桁 の 文 字 型 定 数 を 代 入 す る の が よ い 。

次 にDOス テ ー ト メ ン ト

DOn工=nl,n2,n3

のn1,n2,n3と し てR±3の よ う に 式 を 書 く こ と を 許 す コ ン パ イ ラ も

多 く な つ た が 、 か な ら ず し も ま だ 全 部 が そ う で は な い の で 、 こ れ も定 数 か

整 数 型 変 数 の い ず れ か に し て お く の が よ い 。 従 っ て 例 え ば

三DOG1工=1,N-2

三DO12J=工 十1,N

A(エ,」)=2.0*S(エ,」)*FLOAT(エ*2+J)

12CONT工NUE

1100NT工NUE

め よ うにAと い う行 列 の 対 角 よ り上 の部 分 の 演 算 を行 う場 合 で あれ ば、 そ

れ は 次 の よ う に 書 い て お い た 方 が よ い:

N2==-N-2

DO11工=1,N2

工1=工 十1

DO12」=工t,N

A(1,2)A(1.3)…A(1.N)

A(2,3)…(2.N)

%

/
A(N-1.N)

=

A(工,」)=2.0*S(工,J)*FLOAT(工*2十 」)
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A・5組 込み 関 数、 基 本 外 部 関数

組 込 み関 数 、 基 本 外 部 関数 と して シス テ ムが 持 っ て い る プ ロ グ ラムの 数 は

新 しい コ ンパ イ ラ ほ ど多 く左っ てお り、 色 々 と便 利 な ものが使 え る よ うに

な つて い る が、 これ もJエSで 規 定 してい る以外 の ものは 用 い ない 方 針 で プ

ログ ラ ムを記述 す る。例 え ば 正接 のTAN(×)が 基 本 外部 関 数 に なつ て い る コ

ンパ イ ラ も ある が、 これ も 」 工Sに は な いか ら、

sエN(×)/cOs(×)

と書 か ない と互 換 性 を失 たつ て し ま うこ とにな る。

以 上 の 外 に もFORTRANに よる標 準 プ ・グ ラム作 製 の た め の チ ェ ックポ

イン トは残 っ て い る が、 そ のす べ て を尽 くす こ とは で きな いの で、 一応 ここ

まで に止 め て お く。l

B流 れ 図 に よる表現

特 定 の計 算 機 種 に しば られ ない プ ログ ラム表 現 の方 法 に は、 コンパ イ ラー

語 に よ る方 法 の外 に、 流 れ 図 記号 に よる記 述 が ある。 流 れ 図記 号 は汎 用 の情

報 表現 記 号 で あ り、 機 種 に 依 存 したい で情 報 を表 現 す る こ とを 目的 と して本

来 考 え られ て 来 た も ので ある の で標 準 プ ログ ラムの記 述 には適 して い る。 た

だ し、 コンパ イ ラー語 に よ る表現 と異 な り、 流 れ 図 に よ り標 準 プ ログ ラ,ムの

記 述 を行 なっ た 際 には実 際 に 用 い ると きには それ を再 びそ れぞ れ の機 種 の プ

ログ ラ ム言語 を用 い て表 現 し直 さ ね ば 左 らない とい う欠 点 が あ る。

流 れ 図記 号 とそ の使 い方 も最 近 ま では か な り様 々 の もの が使 わ れて きた が、

現 在 では ほぼ 国際 標 準 化 機 構1.)に よる規 準 も定 ま り」 工s制 定 も遠 くたい 。

い ず れに して も標 準 プ ログ ラ ムの 表現 に用 いる 流れ 図記号 とそ の記 法 に は こ

れ 等 の標 準 的 な もの を用 い な けれ ば 左 ら支い。

流 れ 図 に よ る表 現 の際 の 大 きな特 徴 とし て、 プ ログ ラム管 理 用 並 び に マ ニ

ュ ア ル管 用 に も同時 に用 い得 る こ とが あげ られ る。 す なわ ち、 流れ 図 に よる

表 現 は プ ログ ラ ムの 充 分 た る記 述 を与 え るば か りで な く、 プ ロ ツク ダ イヤ

グ ラム、 デ イ ー テ イル フ ロ一一の 併用 に よ リ プ ログ ラム内容 の人 間 に よる把 .

握 を完 全 に助 け る よ うな表 現 が で きるの で、 内 容 の 記 述 と同時 に 内容 の管理

の 目的 に も用 い る こ とが で き る。 プ ログ ラ ムの 内容 及 び論 理 的 流 れ の修 正 は

1)エnternatl…a]-qr9・nizah・nf・r旦tandarizati…,略 称 工SC・
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一
流 れ 図 を見 る こ とに よ り容 易 に行 え、 同時 に変 更 点 の記 録 も流 れ 図上 に示 さ

れ るo

以下 簡 単 に流 れ 図 作 製 の技 術 を説 明す る。 まず 最 初に 記 号 を紹介 し、 次 に

記号 の用 い方 を解 説 す る。

B・1流 れ 図 記号

まず基 本 的 な4つ の記 号 が あ る。第1が 流 れ 図 の始 ま り、 終 わ り、 割 り込

み を示す 端 子 記 号 が あ る。 第2が 流 れ図記 号 同志 を結 びつ け情 報 の流 れ を示'

す 流 れ線 記 号 で ある。 第3が 入 力、 出カー 般 を示す 入 出 力記 号 、 第4が 情 報

の処 理 一 般 を示 す 処 理 記 号 で あ る。 これ を表'1に 示す 。 これ を用 い て 最 も基

本 的 な 流 れ 図 を図iの よ うに書 くこ とが で き る。

次 に入 出力 記号 に は、 個 々の 入 出 の媒体 を 明示 す るの に必 要 な各 種 の 記 号

が用 意 され て い る。 ま ず オ ン ライ ン記憶 、 オ フ ラ イン記憶 の それ ぞ れ一 般 を

示 す オ ン ラ イ ン記 憶 記 号 、 オ フ ライ ン記 憶記 号 が あ る。 特 定 の オ ン ラ イ ン入

出力記 憶 を示 す記 号 と して磁 気 テー プ、磁 気 ドラム、 磁 気 デ ィス ク、 磁 心 の

各 記 号 が ある。そ れ を表2に 示 す 。 同様 に指定 の オ フ ライ ン入 出力、 記憶 を

示 す記 号 と して、 書類 、 紙 カー ド、 カー ドの組 、 カーードの プア イル、 紙 テ ー

プの各 記 号 が 用意 され てい る。 そ れ を表5に 示 した 。

そ の外 に オ ン ライ ン の鍵 盤 、 ス イ ソチ、 押 しボ タン等 に よ り処理 時 に直 接

手 で入 力 す る手操 作 入 力記 号 、 オ ン ライン デ ィス プ レイ・、 コン ソール入

出力 タ イ プ ライ タ 等 に よ り処 理 時 の表 示 を表 わ す表 示 記 号 が あ る。 そ れ を

表4に 示 した。

入 出 力 と同様 処 理 に も個 々 の処 理 に応 じて各 種 の処 理 記 号 が用 意 され て い

る。 ま ず 機械 の助 け を借 りな い、 人 間 の手 作業 に よ るオ フ ラ イン処 理 一般 は

手 作業 記 号 で表 わ さ れ る 。次 に機械 の助 け を 借 りて もそ れ が オ フ ラ イン機 械

で あ る場 合 には補 助操 作 記 号 を用 い る。そ の他 多 くの項 目の集 ま りを取 扱 う.

ため の4つ の記号 が あ る。 第4が2つ 以 上 の 項 目の集 ま りを併 合 して1つ の

集 ま りに す る組 合せ記 号 、 第2が 多 くの項 目の1つ の集 ま りか ら1つ 以上 特

定 の集 ま りを抜 き出 す こ とを 表 わす抜 出 し記 号、 第3が 組 合 わ せ と抜 出 しを

行 ない な が ら項 目の2つ 以 上 の集 ま りか ら2つ 以上 の集 ま りを作 り出す こ と

を表 わt照 合記号 、 第4が 項 目の あ る集 ま りを定 め られ た順 序 に並 べ る こ と
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表1基 本 記 号

子端t

「

ノ
⊂

2・ 流 れ 線

一
一

5.入 出 力

//
//

4.処 理
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最 も基 本 的 な 流 れ 図

'

一29一
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表2オ ン ラ イ ン 入 出 力 記 憶 記 号

4.オ ン ラ イ ン記 憶

2.磁 気 テ ー プ

◎

5.磁 気 ド ラ ム

一 ろ0一

5・ 磁 心



一
表3オ フ ラ イ ン 入 出 力 記 憶 記 号

1.オ フライン記 憶

2.書 類 4・ 紙 カ ー ド

5.カ ー ド の フア イル

ー-}

6.カ ー ドの 組

7.紙 テ ー プ
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表4そ の 他 の 入 出 力 記 号

1.表 示 2・ 手操作 入 力

を表 わす 分 類 記 号 で あ る。計 算 機 に よる場 合 で もそ の他 の場 合 で も情報 の 処

理 の流 れは1ら に 定 ま って い る とは限 らず、 幾 つ か の流 れ の どれ か を判断 に

よ り選 択 して決 定 す る必 要 が起 っ て くる。 この よ うな判 定か 決 定 を表 わす の

が判 断 記号 で ある。 そ の他 プ ロ グ ラム 中の主 な処 理 で な い、 初 期 値 の設 定、

ス イ ッ チの設 定 等 の準 備 的 な処理 を表 わ す準 備 記 号 が あ る 。最 後 が、 サ ブル

ー チ ン、 函 数 プ ログ ラ ムな どの よ うに他 の場 所 で定 義 され 名付 け られ て い る

1つ 以上 の操 作 を表 わ す定 義 済 み 処理 記 号 が あ る。 これ 等 を表5に ま とめ て

示 してお い たo

そ の 他 の記 号 として4種 の ものが あ る。流 れ 図 に説 明 か注釈 を付 け るた め

の注 釈 記 号、1つ の 流 れ 図 の 中で の、 または 他 の流 れ 図 へ の 出 口 と入 口を示

す た め の結 合子 記号 、 情報 が通 信 線 を通 して 伝 達 され る と とを 表わ す通 信記

号 、 情報 処 理 が2つ 以 上 同 時 に行 わ れ る こ とを 示 す並 行 記 号 が ある。 これ等

の記 号 を表6に 示 した 。
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表5各 種 処 理 記 号

1.手 作 業2 .補 助操 作

口
組合 せ

4.抜 出 し

∵
5.照 合

ヌ
7,判 定

∴
6.分 類
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B・2流 れ 図記 号 の 使 い方

流 れ 図 記号 の 中に その 働 き,役割 な どを記 入 す る こ とが で きる。 これ を流 れ

図の本 文 とい う。本 文 は 例 え ば 図2の よ うに左 か ら右へ、 上 か ら下 へ と読 む

よ うに=書 く。

流 れ 図 の中 に あ る記 号 を参 照 す る必要 が、 例 え ば流 れ 図 に基 づ い て コ ンパ

イ ラー語 で プ ログ ラムを書 きそ の リス テ イ ング との比 較 に際 して等、 度 々起

きて くる。 そ の よ うな時 には 記 号 の 左 上 の肩 に識 別 を付 け て も よい。 識別 名

と して最 大何 文 字 まで使 っ て よいか は予 め定 め てお く。

PROC1

表6そ の 他 の 記 号

1.注 釈

.ー

1̀

」

2.結 合 子

○

5.通 信 4.並 行 処 理

一_こ ← 一
一
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図2流 れ 図 本 文 の 例

行 列A(エ,J)の

読 み 込 み.但 し

工,」=1.…,N.

JACOB工 法 に

よ る 対 角 化 .

固有値,固 有

行 列 の出力
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流れ図の本文 でな く説 明 と して記号 に何 かを書 きたい ときは、記号 の右上

め 肩 に何文字 で も、 例え ば前 後関係 の説明等 を書い て もよい。

↓ 初期値の設定

→1

＼
0.0→SUM

流 れ 図 が 中断 され 他 の 部分 につ な が る ことが あ るが、 この 中断 点 を 出結 合

ヨ三で、 つ な が る と ころ を入 結 合子 で 示す 。 と の よ うな こ とは 大 きな流 れ 図 を

書 く とき に は極 めて 屡 々起 る こ とで あ る。 例 えば 図3の 流 れ 図 で は1を 読 み

込 み その 値 に よ り流 れ が 変 わ る よ うに なっ て い る 。 工が負 か0な ら再 び新 し

い エを読 み 込 み 、 そ れ以 外 な ら1に 応 じて行 き先 きを変 え る。 この よ うに1

つ の流 れ 図記 号 に2つ 以 上 の 出 口が 分 岐 す る場 合 は、 そ れ ぞ れ の 出 口に分 岐

条件 を 記入 し なけ れ ば な らない。

ある 流 れ 図記 号 の詳 細 な表 現 が 同 じ組 の流 れ 図 の別 の と ころ に あ る場 合 は、

流 れ 記号 内 に撞 線 を 引 き、 横 線 の上 に詳 細 な表 現 の識 別子 を 記入 す る。例 え

ばそ れ は 図4の よ うに な る。 そ の 識別子 は 詳 細 な表現 の始 ま りと終 わ りを示

す端 子 記 号 の 中 に も記 入 す る。

紙 カー ドか 磁 気 テ ー プ の よ うな入 出力 記 号 の うち同 じ種 類 の記 号 が 多 くの

目的 に用 い られ てい る場 合 に は例 えば

↓
/デ ータ3

_」
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図5出 結 合 子 と 入 結 合 子

⊂ め〉

エ≧3

サ ブ ル ー チ ン

SUB3の 呼 出

呼 出 し

結 果 の 印 刷

終 わ り
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の よ うに重 ね 合 わせ て書 いて も よい 。 ず ら し方 は この例 の よ うに右 上 にず ら

して も、 あ るいは右 下 、 左 上 、 左 下 のい ず れ で も よい。重 ね 合 わせ た記号 に

順 序 が あ る場 合 には前 の ものか ら後 ろ の ものへ と数 え てゆ く。 この 順序 は 流

れ線 の書 き方 が ど うあっ て も変 わ らない もの と見 なす 。

図4流 れ 図 記 号 の 横 線 引 き

(嘉 つ一 一 ー 一 一,A'一}

ノ
デ 一 夕 数N

デ ー タA(工)の 読

込 み(工=1,…,N) .

デ ー)Aの 平 均
AVの 計 算

⊂璽⊃
↓!-

O.O→SUM＼

竺◇
SUM十A(工}→

SUM

(N)→AV

AVER

終 わ り
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2.5コ ー ド

2.5.1コ ー ド体 系 の語 彙 と構文 法

プ ログ ラ ムや デ ・一夕 といつ た情 報 は そ れぞ れ プ ログラ ム ファ イ ル か デ ー タ

フ ァイ ル に格 納 し、 必要 に応 じて検 索 で きる よ うに なつ て い なけ れ ば な らない 。

そ の た め には プ ログ ラムや デ ー タ とい う情報 の各 部 分に検 索用 の 名札 これ

を コー ドと呼 ぶ 一 を付 け て お か なけ れば な ら ない。 コー ド体 系 の 選 択 と デ

ザ イ ンを行 う こ とは これ 等 の プア イル検 索 シス テ ムの最 も重要 で あ りかつ 難 か

しい段 階 で ある。 コー ド体 系 を定 め る ものは

1)語 彙

2)構 文 法 、

の2つ で あ る。 す な わ ち各 コー ド1っ1っ の集 まb全 体 が垂 墓 で あ り、 各 コー

・ドを結 びつ け る もの が構 文 法 で あ る。1)を2)に よ り結 び つ げ る こ とに よ り

構 文単 位 が で きる。 構 文 単 位 は 、項 、 句、 文 の5種 類 あ るが、 プア イル は単 語

を用 い て もま た これ 等 の構 文 単 位 を用 い て も検 索 で きな け れ ば な らない。

2.5.2コ ー ド体 系

コー ド体 系 は1種 の言 語 体 系 で、 そ の構 造 に は表7に 示 した よ うに数 種 類 の

ものが あ る。 まず 構 文 法 の あ る もの とない も のに 分 かれ る01の 階 層(分 類)

コー ドと い うの は、 例 え ば 図書 の10進 分類 に用 い られ て い る よ うな コー ドで、

図5の よ うな構 造 を して い る。 この 方法 は、 語彙 を ふや す のは容 易 で あ るが一

旦定 め た コー ドの 意 味 を変 更 す る のが 困難 で あ る とい う特 徴 を持 っ て い る。

2の 表 題 とい うのは 丁 度論 文 や 本 の表 題 の よ うな形 式 の コー ドで、 そ れぞ れ の

情 報 にそ の内 容 を表 現 す る よ うな表題 を1つ1つ 付 け る もの で あ る。 この コー

ドは、 新 しい コー ドが付 け 加 わっ て も何 の問 題 も起 さない とい う長 所 が あ る反

面 、 語彙 が 時 と共 に 自然に増加 し 同時 にそ の意 味 も変 わっ て くる とい う短 所 を 持

っ て い る。表 題 は コー ドとして 単 独 に用 い られ る ことは少 く、 大抵 は他 の コー

ドと併 用 され る。

3,4の キー ワー ド とい うのは、 そ の プ ログ ラム も し くは デ ー タ中 に良 く用

い られ る衛 語 か句 を検 索 用 コー ドと して使 お うとす る もの で、 従 って1つ の情

報 に多 くの コー ドが属することが多い。このキーワード方式のコードは、その語彙が予め定め

られている固定語彙キーウー ド システムと、新 しいキーワー ドを自由に付け加えてもよい 自由
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表7コ ー ド体 系 の 分 類

/1.

離 のないも土止
1)15.

l
k4.

階 層(分 類)コ ー ド

表 題

固 定 語 素 キー ワ ー ド

自由語 素 キ ー ワー ド

:
構』 当

修 飾 付 コ ー ド

多 面 項 目

句

自 然 譜

1)syn七ax七ree

2)syntac七ic

図5階 層(分 類)コ ー ド
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キ ー ワー ド シス テ ムが あ る。 前 者 の方 が検 索 は し易 い が、 発 展 の激 しい 分野

の情 報 を取 り扱 うに は 後者 で な い と無 理 で あ る。

構 文法 ○ ある コ ー ド シス テ ムの うち最 も簡 単 な ものは5の 修 飾付 コー ドで

ある 。 これ は例 え ば

redorange

といつ た よ うな構 造 の もので 、redと い う前 の語 がorangeと い う後 の語 を修

飾 して い る。 この よ うに語 の順 序が 意 味 を持 って い るので、

orangered

とす る と全 く別 の意 味 を表 わ し、 前 の もの とは別 の コー ドに な る。

これ も も う少 し複 雑 に した の が6の 多 面 項 目で ある。1つ の コー ド、 例 え ば

manに は 多 くの面 が あ る。 男 ・女 の 別、 年 令、 職 業 、 国籍 、 既 婚、 未 婚 の別 と

言 うこ とが分 らな い と、 皿anの 内容 が 把握 で き左い。 従 っ てmanの 後 に修 飾 語

を付 け る こ とに よつ て、 面 を限 定 す る。 た とえ ば

ma隅four七y,married

とれ は修 飾 付 コー ド と以 て い る が、 あ らか じめ コー ドを作 り上 げ て は お か ず、

ル ー ル に よつ て 自由 に コー ドを 作 る こ とが 出来 る。基 本語 の 後 に面 を表 わ す修

飾語 を付 け、 更 に行動 や 操作 を表 わす修 飾 語 を付 け る こと に よつ て コ ー ドを表

わ す 。

7の 句 は 、 自然 語 の 中 の句 でindexに 使 用 で き る もの を コー ドと して利 用

す る方法 で あ り、 この方法 に よれ ば語彙 が 多 くな り、 多 くの情 報 を表 わす こ と

が 出来 る。

語彙 が 多 く、 柔軟 性 に富 む点 で は、 自然 語 が一 番 で あるが、 自然 語 では 明瞭

性 に欠 け、 検 索 し憎 い の で、 コー ドには使 わ れ難 い。

2・5・3コ ー ドの評 価

以 上 述 べ て きた各 コー ドの 評 価 は、 利 用 目的 に よつて異 るで あ ろ うが、 基 準

と しては

(り 表 現 性

(2)明 瞭 性

(3)簡 易 性

(4)価 格
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に よつ て 表 わせ る で あ ろ う。 図6は 各 コー ドのそ れ ぞ れ の評価 を表 わ した もの

で あ る 。 な お、 価 格 の算定 も難 しい 点 で あ るが 、 次 の4点 に よ り算定 して い る。

(1)ト レー ニン グ価 格

コー ドを使 用 す る為 に、 人 員 を トレー ニ ン グす る ため に要 す る価 格

(2)準 備 価 格

コー ドの使 用 に移 るた めに要 す る価格

(3)維 持 価 格

コー ドを運 用 す る上 で、 保 守、 調 整 に要 す る価 格

(4)エ ラー リカバ リー価 格

コー ドを納 め た プ ア イルが 壊 れ た場 合 に 回復 す るた め に要 す る価 格

階 層 コ ー ド

表 題

固定語彙キーワ・一ド

自由講 きキーワード

修 飾付 コー ド

多 面 項 目

句

自 然 語

階 層 コ ー ド

表 題

固定語彙キーワード

自由語彙 キーワ～ド

修 飾 付 コー ド

多 面 項 目

句

自 然 語

図6

階 層 コ ー ド

表 題

匠症 苦熱 一ワ'一ド

自由語彙キワ ード

修 飾 付 コー ド

多 面 項 目

句

自 然 語　
表 現 性

階 層 コ ー ド プ

表 題

固定語彙キーワード

自由語彙キーワード

修 飾付 コー ド

多 面 項 目

句

自 然 語

簡 易 性
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2.5.4コ ー ド トラ ンス レ一 夕 ー

コー ・ドの 作 成 は、 ユ ーザが 各 々 の利用 目的 に よつて 行 うの で、各 ユー ザ の 目

的 に沿 っ た 種 々 の コー ドが で き上 る。従 っ て計 算 機 シス テ ム に よつて 情報 検 索

そ の他 の処 理 を行 うに は、 そ の ユ ー ザ コ ー ド別 に プ ログ ラム を作成 しなけ れ

ば な らず、 非 常 に手 間 もか か る し、 標 準 プ ・グ ラム方 式 を確 立 す る こ とは で き

な くな る。 そ こで計 算機 シス テム側 で は シ ス テ ム コー ドと呼 ぶ べ き一 定 の コ

ー ドを用 意 し
、各 ユ ー ザ コ ー ドが 入 力 され た時 に、 この シ ス テ ム コー ドに

変換 してか ら、 処理 を行 うべ きで あ る。 この交 換 を行 う部 分 を コ ー ド ト ラ ン

ス レー ター と呼 ぶ6ト ラ ン スV－ 夕ー は、 どの様 液 ユ ー ザ コ ー ドが入 力 され

て も交換 を行 え る よ うに 作 成 すべ きで あ り、1っ の方法 と して は・ デー タを入

力す る前 に、 ユ ーザ の コー ド表 を入 力 して シ ス テ ム 内で はそ の コー ド表 を参 照

して変換 を 実 行 す る こ とが あげ られ、 またそ れ が 最 も実 際的 で あ る。

2.4デ ー タ 構 造

標 準 プ ロ グ ラ,ム パ ツケ ー ジが取 り扱 うこ とので き るデ ー タは で きるか ぎり広

範 の もの にす る必要 が ある。 また、 デ ー タ のス トア は後 の検 索 の場 合 の こ とを充

分考 慮 して行 な わ ねば な らな いので 、2.5で 述 べ た よ うな各 種 コー ドの いず れ か

の コー ド体 系 に従 っ て コー ド付 け を行 うの が デ ー タ構 造 作 成 の第1歩 で あ る。

従 っ て、 コー ド体 系 との関 連 でデ ー タ構 造 自体 が 大 き く影 響 を 受 け る。 そ れ で こ

こで は詳 細 は 規 定 は行 な わ な いで、 基 本 的 な こ との み を述 べ る。

デ 一 夕 ス トア レ ソヂ及 び検 索 に適 合 す る よ うな デ ー タ構造 と して最 も よ く用

い られ る の は トリー構 造 で、 図7に 示 した よ うに、 階 層 的 にデ ー タが 分 類 され ス

トアさ れ る。 枝 の結 節 点(ト リー水 準)を 何 段 にす るか、 結節 点 で幾 つ の 枝 分 れ

(ト リー分 岐)を 許 す か は 自由 に変 え られ る よ うに す る。す 友わ ち、

1.variabユetreeユeVe■s

2.variab工e七reebranchings

が トリー デ ー タ構 造 作 盤 の際 の基本 で ある。各 結 節 点 には、 必要 に応 じるそ れ よ

り下 の デ ー タの検 索 され た 回数 の統 計 が とれ る よ うに してお く とデ ー タ管 理上 助

けに な る。
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2.5プ ロ グ ラ ム 構 造

2.5.11/Oindepen(lent

標 準 プ ・グ ラムを用 い る 際 に各 利 用 者 に よ り入 出力 の形 式 へ の要 求 は ま ちま

ちで あ るので 、 そ れ に依 存 しな い こ とが 必 要条 件 に な る。具 体 的 には

1)入 出力機 器

2)入 出 力形 式

3)入 出力 の文 字

に依 存 しない よ うに して お か ね ば な ら左 い。

1)の た め には、 入 出 力 の論 理 機 器番 号 と実際 の装 置 との対 応 を 自由 に変 え ら

れ る よ う、 対 応表 を プ ログ ラ ムの一 部 に付 け る他 、 入 出力機 器 指定 に関係 ある

部 分 を プ ログ ラム中 の1ケ 所 に ま とめ てteく の が よい。2)の た め に は、 入 出

力形 式 をデ ー タ と して、dynamicforma七 な どを利 用 しc入 力す る よ うに プ

ログ ラムを作製 す る。3)は 入 出力 の 文字 の コー ドと して様 々の もの が 用 い ら

れ る よ うに なつ て い る こ とへ の 対 策 で、 多 くは ジ ョ ブ制 御 ス テ ー トメン トで 行

え る が、 そ れ でで きな い ときは 、文 字 コー ド交 換 表 を デ ー タ と して読 み 込 ん で

そ れ に従 っ て交換 を 行 っ て くれ るサ ブ ルー チ ンを 用意 す る必 要 が あ る。

2.5.20penended

あ る部 門 の標 準 プ ログ ラム の1つ1つ は他 の部 門 の そ れ と同 時 に用 い られ る

可 能 性 が多 い の で、 他 の 部 門 の プ ログ ラム との リン ケー ジが 自由 に 行 え ねば な

らな い。.この 目的 を満 たす に は従 来 の1つ の プ ロ グ ラム の 多 くの 副 プ ログ ラム

へ の分 割 とい う方 法 だ けで は不 充 分 で あ る。

そ こで プ ・グ ラシ ン グが 基 本 方 針 と して幾つ か の新 しい項 目を 付 け 加 え る必

要 が ある。 そ の主 な ものは

1)副 プ ログ ラム同 志 は 直 接 に相 手 を呼 ば ない 。 両 者 を呼 ぶ プ ロ グ ラム を別

に作 り、 それ に よ り両 者 の結 合 を行 う。 こ の プ ・グ ラ ムを リン キ ング

プ ログ ラ ム と呼 ぶ 。

2)プ ログ ラ ム全 体 は積 木 構造(モ ジユ ー ブ ー構 造)に なつ て い る。 す なわ

ちす べ て の 副 プ ロ グ ラム は互 に論 理 的 に独 立 に なつ て い な け れ ば な らな

ho

と い う2つ に要 約 され るo

一44一



図7デ ー タ の ト リ ー 構 造
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3.販 売 業務 にお け る情報 管 理





5.販 売業務 におけ る情報 管理

5.1MISと 標準 プ ロゲ ラ ム 。パ ッ ケー ジ

数 年 前 まで は ・ 経 営 にお け るEDP利 用 の努 力 は,給 与計 算 な どの 事 務 作業 の 自

動化 とPERTな どのOB諸 手 法 の プPグ ラ ム化 とに注 が れ て きた。 そ の 結果,電

子計 算 機 を設 置 して い る各 団体 は,そ れ ぞれ の 手 持ち の プ ロ グラ ム ・ラ イ ブ ラ リー

を あ る程度 まで充 実 する こ とが で きた ので あ る。 しか し,そ の よ うな ラ イ ブ ラ リ

ーの 充 実 によ つて ,会 社組 織 全 体 の 情報 体 系 が どれほ ど効 率 化 され 円 滑 化 され た か

に な る と大 きな疑 問 が残 る。 それ は,個 々の サ ブシ ステ ムや プ ロ グラ ムが 企 業 全

体 の活 動 の 中 で どの よ うに位 置 づけ され るべ きで あ るか とい う検 討 が不 足 して いた

こ とか ら生 じた 結果 で あ つた。 それ ゆ え,企 業 組織 とい う全 体 的 観 点 か ら,こ れ

らを 再編 成 す る こ との 必 要性 が 認 識 され,そ こか ら,MISな どの総 合 情報 シ ス テ

ム 的接 近 が 示 され た の で あ る。

経営 情 報 シ ス テム(Managemen土 工rLfor皿s七ionSysteln)に つ い ては,多

くの 研 究 者 に よ つて 多 種 多様 な見 解 が 発 表 され てい るが,そ れ らの 異同 を 比較 す る

こ とは ・本稿 の主 旨 で はな い。 た だ諸 説 の帰 結 の うち,本 稿 に関 係 す る ものを2～

5指 摘 して お こ う。

ま ず矛 一 に,経 営情 報 シ ス テム に は も とよ り一 定 の型 があ るわ け で な く,個 別企

業 の特 長 に基 づ いて個 性 的 な シ ステム を デ ザ イ ンしなけ れば な らな い とい う点 で あ

る。 矛 二 に,そ の シス テム 開発 計 画 は,組 織 の 下層 レベ ル に視 点 を 置 く形 で な く

経営 ・管 理 層の 情報 要 求 を 下位 サ ブ シ ス テム に及 ぼす 形 で行 な われ な け れ ば な らな い

い。 した が つて,重 点は あ くまで も,経 営 管 理層 に とつて 必 要 な情 報 は 何 か とい

う こ とに置 かれ るべ きで あ る。 矛 三 に,そ れ は,外 界 の変化 に た だ ら に対 応 で き

る とい う意味 で のオ ー プ ン ・シ ス テム であ り,ま た未 来 の変 化 に も対処 で き る ダイ

ナ ミ ックな シ ステ ムで なけ れ ぽ な らな い。

以上 の諸点 を考 慮 した時 ・MISの 中核 的 役割 を 占め るEDPS関 係 業 務 は,最

早 電子 計 算 機担 当者 に のみ 委 ね られ るべ きで な いの は 当然 で あ り,サ ブシ ステ ム ま

、た は応 用 プ ログ ラ ムの 開 発 も・ 全 社 的 な総 合 計画 の下 に促 進 され な け れ ば な らな い。

云 い換 え れば,そ れ ぞれ の応 用 プ ロ グラ ムは,無 統制 に個 別 的 に開 発 され るべ き で

な く・そ の内 容 ・形式 に関 して の 統 一性 と プ ロ グラム相互 間 の有 機 的 関連 性 を考 慮
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しつ つ開 発 を す す め て ゆ くべ き であ る。 本 章 で取 り上 げ る 「標 準 プ ・グラ ム 」は,

その よ うな意 味 で の プ ログ ラ ムの標 準 化 で あ り,そ れ は,製 造 業 にお け る生 産 過 程

の合 理 化で,生 産 財 お よび 製品 の標 準 化 が重 要 視 され るの と同 様 な意 義 を 持 って い

る。 す なわ ち,MエSを 実 現す るた め のEDPSの 側 か らの要 請 と して ・ プPグ ,

ラム.パ ッケ ー ジの標 準化 が 必 要 とされ るわ け で あ る。

さて,こ め よ うな 意味 で の 「標 準 プ ・グラ ム ・パ ッケー ジ 」を開 発 す る上 で の問

題点 は,大 き く二 つ に分 け て考 え る こ とが で き る。

矛 一 は,プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジの 内容 に 関す る 問 題 で あ り・ そ れ は シ ステ ムの 活

動 と情 報 の 流 れ を 認 識 す るこ と・一 シ ステ ム分 析一 に 関 係す る。 才 二 は,EDP

の ソ フ トウェ ア技 術 に 関 す る形式 的側 面 で あ り,こ の 中 には,例 えば 使 用 言語 や

ン0の 形 式 な どの 問題 が含 まれ る。 い ま,標 準 プ ログ ラム ・パ ッケー ジ作製 上

の主 な 問 題 点 を 表 示 すれ ば 下記 の よ うに な る。

フ。ログ ラ ム.パ ッケー ジ標 準 化 の 問題 点

(a)シ ステ ム分 析 上 の問 題 点

(1)必 要 情 報 の 確 認(意 思 決 定 過程 の分 析)

(2)デ ー タ 源 泉の確 認(情 報 の 流れ の分 析)

(3)必 要 情 報 とデ ー タt－源 泉 との 対 比(経 営 科 学 の 利用)

(b)ソ フ トウ ェ ア技術 に関 す る問 題 点

(1)デ ー タ ー管 理(記 憶 媒体,フ ァイ リ ング・ デ ータ コー ドな ど)

(2)プ ログ ラ ム間 の有 機 的 関連 性(オ ペ レー テ ィ ン グシ ス テム,使 用 言語

プ ログ ラ ム ・モ ジ ュー ルな ど)

(3)伝 達 様 式(伝 達 媒体 ・ エ/'O形 式 な ど)

これ らの うち,ソ フ トウェ ア技 術 に関 す る もの は他 の筆 者 にゆ ず る として,シ ス
ヒ

テ ム分 析 上 の諸 問題 を主 と して販 売業 務 に例 を と つて 考 察 す るのが 本 章 の 目的 で あ

る。 また,そ の具 体 例 として,特 に販 売業 の 計画 ・管 理 の た め に 重要 な 「販 売 予

測 プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジ 」,「 マ ーケ ッテ ィ ン グ分 析 プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジ 」

な どに つい て も解説 を試 み るこ とにす る。
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5.2販 売業 務 にお け る情 報 管理 シ ス テム

企 業 経営 シ ステ ムを電 子 計算 機 に よ つて 機械 化 す るた め の基 本 的 な 考 え方 は,一

般 的 に事 務 処 理 シ ス テム の分 野 と情報 管理 シ ステ ムの分 野 と に大 別 す る こ とが で き

る。 前 者 は,事 務 処 理 の 機械 化 に よ り,事 務 を 正 確 に迅速 に処 理 し,か つ事務 コ

ス トを低 減 す る こ とを 目的 とす る もの で あ つて,こ の分 野 で の コ ン ピュー タ ー応 用

は,我 が 国 で も比 較 的順 調 に 発展 して きて い る。 そ れ に対 し,後 者 は,経 営 に必

要 な客 観 性 の あ る適切 な 情報 を,ト ップ または ミドルマ ネー ヂ メ ン トに迅 速,的 確

に,か つ タ イ ム リー に提供 し,経 営 効 率 を向 上す る こ とを 目的 として い る。 前 者

が,作 業 階 段 の 問 題 で あ るの に対 して,後 者 は 計画 また は 管 理段 階 に焦 点 を 当て て

い る。 いわ ゆ る矛5 .世代 の コ ン ビ=一 タ に期 待 され てい る応用 シ ス テムは,こ

の よ うな 意 味 で の 情報 管 理 シ ス テムの 総 合 化 な の で あ り,そ れ を達 成 す るため の 手

順 とし て,前 述 した よ うに,⑦ 必 要 情報 の確 認,② デ ー タ・一源 泉 の確 認,⑤ 必 要 情

報 とデ三 夕 ー 源泉 の対 比,が 要求 され るの で あ る。

③ 必 要 情 報 の 確 認

情 報管 理 シ ス テム を 設 計 す るた め に矛 一 に行 な わ なけ れ ばな らな い こ とは,そ

の企 業 の経 営 効 率 を 向 上す るた め に,ど ん な情 報 が要 求 され るかを分 析す る こ と

で あ る。 そ の た め には,そ の企 業 の 経営 過 程(情 報 一決 定 過程)を 理 解す る こ と

が必 要 とされ る。

し ば し ば 云 わ れ る よ う に ・ 経 営 過 程(ManagementProc『ss)は 三 つ の 機

能 で構 成 され る。 矛 一は,行 動 目標 を設 定 す る 「計 画 」(Planning)で あ り,

矛 二 は,目 標 を実 践 化 す る た めの 「管理 」 また は 「統 制 」(Oontrol)で あ り,

矛 三 は,実 際 の業 績 と計画 とを比 較 し,新 しい 目標設 定 の資 料 として フ ィー ドバ

ックす る,ため の 「反 省 」ま たは 「審査 」(review)の 機能 で あ る。 この うち

計画機 能 は,主 として トップ ・マ ネー ジメ ン トの責 任 に お い て遂 行 され,審 査 機

能 は中 間管 理 者が,ま た 統 制 機 能は主 と して 下 層 管理 者 が 担 当す る。

さて,そ れ で は各 管理 者 層 がそ れぞ れ の 機 能 を 果す た め に,ど ん な情報 が 必要

とされ るで あ ろ うか?

先づ,計 画 機能 に対 しては,「 内 部 情 報 」(internalinf。rmation)と

「外部 情 報 」(externalinforthati。n)の 二 種 の イ ンプ ッ トが 必要 とされ

る。 内部 情報 は,審 査 機 能 か らの アウ トプ ッ トで あ り,こ れ に つい て は後 述す る。

一49一



外 部 情報 は,経 済や 市 場 に 関 す る社 外 の 情 報 であ り,そ の 意味 で 「企業 環境 情報

」(en▽iron皿entalinformation)と も呼ば れ る。 上 層 管理 者 は,こ の

二 つ の イ ンプ ッ ト情 報 か ら,経 営 のた めの 目標,政 策,戦 略 を ア ウ トプ ッ トす る

の で あ るが,そ れ らは 企業 行 動 に制約 を 与 え る もの で あ る か ら,「 制約 情 報 」

(constraininginformatiOn)と 呼 んで 差 しつ かえ な い。 例 え ば,来

年 度 の 収益 率,予 算 な どは これ に含 まれ る。

次 の統 制 機能 に対 して も,内 部 お よび外 部 の二 種 の情 報 が イ ンプ ッ トさ れ る。

一 つ は,ト ップに よ つて設 定 され た 制約 情 報 を中 間 管理 層 が さら に具体 的 に 解釈

し定 式 化 して下 層管理 者 に伝 達 す る 情 報 で あ って,こ れ を 「命 令 情 報 」

(F。rmula七edinformation)と 呼 ぶ こ とにす る。 下層 の作 業管 理 レベ ル

では,こ の 情報 以外 に,実 際 の対 外 的 企業 活 動 を示 す デー タ す な わち 「取 引 情

報 」(transac七ionalinfor皿ation)も イ ン プ ッ トされ る。 そ して,こ

・・一 の 取 引 情 報 が 集 計 さ れ た 結 果 が 「 集 計 情 報 」(SummaryinfOrmatiOn)と し

て中 間管 理 層 の審 査 に ゆ だ ね られ る の で あ る。

か く して,い わ ゆ る審 査 機能 は,二 つの イ ンプ ッ トを処 理 し て,二 つ の アウ ト

プ ッ トを もた らす。 一 つは,ト ップ に ょ つて設定 され た 制 的情 報 を命 令 情 報 と し

て下 層 に 伝 え る流 れ で あ り,も う一 つは,業 務 統 制 レベ ルか ら受 け取 った集 計情

報 を制 約 情報 と とも に分 析 してそ の審 査 結果 を トップ に伝 え る流れ で あ る。 こ

の 実績 の 評 価 か ら得 られ る情報 を 「分 析 情 報 」(ahalyticalinf。rmatiOn)

と呼 ぶ こ とにす るが,例 え ば,売 り上 げ伸 び 率 の分 §〒とかマ ー ケ ッテ ィ ング分 析

な どが これ に相 当す る。

これ らの 経営 サ イ クル と,情 報 の 流れ は矛 一 図 に示 され てい る。

以上 では,企 業 過 程 を ご く一 般 的な 表 現 で説 明 した の で あ るヵ㍉ 実 際に は,こ

れ を よ り具 体 的 に,よ り実際 的 に,モ デ ル化 して,そ の企 業 経営 に必 要 とされ る

情報 を全 体 的 な 流れ の 中に 確 定 して ゆか な け れば な らな い。
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(第1図)情 報 の 流 れ と 経 営 サ イ ク ル
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② デー タ'源 泉 の確 認

経 営 サ イ クル の検 討 か ら どん な情 報 が 意思 決 定 のた め に必 要 で あ る か ら明 らか

に さ れたな ら ば,次 に その よ うな情 報 要 求 を充 た す た めに は,い か な る デ ー ダ

源泉 が 利用 で き る かを 検 討 しな け れば な らな い。 その た めに は,社 内の 帳 簿 ・

記録,報 告 書 は もち ろ ん,社 外 の統 計 資料(特 に,経 済,・企 業 デ ー タ)を 通 覧 し

て,情 報 要 求 に応 え ら れ る チ ー タを 探 さな け れば な らな い。 もち ろん一 種 類 の

デ ータ が 複 数 の 意思 決 定 者 か ら要 求 され る こ ともあ り得 る。 また,あ る情 報

要求 をみ たす デ ー タ ニ源 泉が 現有 しな い場合 には ・ 新 しいデ ー タ ーを作 り出 さね

ば な らな い。 この 時 は,そ の 情報 か ら得 られ る期 待 利益 が,デ ニ タ ・獲 得 に関

す る費 用 を超 え る時 にの み,新 し い デ ー タ 源 泉 を創 出す べ き で あ る こ とは ・ 云

うま で もな い。

③ 必 要 情報 とラこ一 夕 ・源 泉 との対 比

① で分 析 した 必 要 情 報 が,② のデ ー タ ・源泉 と対 比 され る のが 次 の段 階で あ る。

この対比 の 形 式 と しては,行 列 図 表 の形 式 を とるの が 便 利 で あ る。 こ こで重 要

な こ とは,オ ・一 に,利 用 し得 る チ ータ 源 泉 か ら必 要 情報 が導 き出せ る か否 か は,

EDPSの 規 模 に よ つて 制約 を受 け る とい う点 で あ り,も しそ のた め に理 想 的 な

情報 が得 られ な い 場合 は,近 似 的 情 報 で満 足 しな け れ ば な らな い。

矛 二 に,必 要 情報 とデ ー タ 源泉 との 比 較対 照 にお い て有 力 な武 器 とな るの が

いわ ゆ る経営 科 学,ま た は オペ レー シ ョンズ ・ リサ ー ナ で あ る。 た だ・ その た

め の 数 学モ デル を作 製 す る の に,既 製 の モテ ル に とらわ れ るべ き でな く・ シ ス テ

ムの特 長 を考 慮 に入 れ て,ダ イ ナ ミ ックに モ デ ル化 す る態 度 が 肝 要 で あ る。
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5.3需 要 ・販 売 予測 プ ロ グラ ム

前節 で も述 べた よ うに,計 画 は将 来 の 行 動 目標 を設 定 す る こ とであ るか ら,将 来

に対 す る見 通 し 一 予 測 一 が 科学 的 計画 の基 盤 と して最 も重要 であ る こ とは 云 う

まで もな い。 つ ま り,予 測 は経 営 諸 計画 の基 盤 とな る販売 計画 策 定 の た め の も の

で あ つて,こ の 予測 の 間違 い に よ つて 販 売計 画 を 誤 る と,多 量 の 在庫商 品 を か か え

た り,生 産設 備 を遊 休 化 す るな どの大 きな 機 会損 失 を蒙 る こ とに な る。 最 も 良 い

販売 計画 は,的 確 な 予測 を 前提 と して の み 可 能 で あ る。 一 般に 予 測 は 大企 業 の み

に 必 要な こ との よ うに考 え ら れ てい るが,そ うで は な く現代 の 企業 に と つて は,業

種 ・規模 の い か ん にか か わ らず 重 要 な 要 素 な の で あ る。

企業 経営 に必 要 な予 測 に は,需 要 予 測 と販 売 予 測 とが あ る。 そ れ らは,予 測 の

た めの 計算 技術 の上 では 同 一 で あ るが,内 容 は や や 異 な って い る。 前 者 は,国 ま

た は業 界 全体 の商 品 の販 売 可 能性 を 問 題 にす る の に対 して,後 者は,あ る 特定企 業

の商 品 が どの 程 度 売れ るか を 予 測す る の であ る。 すな わち,販 売 予測 は 需 要 予測

の一 部 と して 包含 され る。

また・ どれ ほ ど先 まで を 予 測す るか に よ つて,例 えば,5～4ケ 月先 まで の短 期

予測 ・年 間 予 測,5～10年 先 までの長 期 予 測 な どに分 け られ る。 一般 に,遠 い

将 来 の予 測ほ ど予 測誤 差 は 大 とな るが,要 求 され る予測 精 度 に関 して,E,H,マ

ク二 一 スは次 の よ うな 調 査 結果 を 表 示 してい る。

種 類 期 間 予 測 誤 差

短 期 予 測 5～4ケ 月 士2%

年 間 予 測 1年 ±5%

長 期 予 測 5～10年 土15%

さて ・電 子 計 算 機 に よ る需 要 予測 の手 法 と して最 も普 通 に用 い られ てい る のは,

時 系列 分 析 に よる もの と計 量 経 済 モ デ ル に よ る も の とが あ る。

時 系列 分bfitzcよ る 予測 で は…Pと カ・売 口 峡 齢 ど の よ うな二 種 類 の 時 系

列(時 間 の 順 に並 べ た デ ー タ:)の 変化 の 様子 を 分 析 して,そ の性 質 を 将 来 に外 挿

(延 長)す る こ とに よ つて 予測 値 を 得 る。 それ に対 して,計 量 経 済一モデ ル を利 用 す

る方 法 で は,予 測 対 象,例 えば あ る商 品 の需 要 は,そ の 商 品 の価 格や 国民 所 得 の よ
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うな もの に よ つて影 響 され る もの と して,そ の 関 数 関 係 を示 す 方 程 式(計 量経 済モ

テ ル)を 作 り,そ れ に基 づ いて商 品 需 要 の 予 測値 を 求 め るの で あ る。

この 両者 の方 法 を販 売 予測 に適 用 す る場 合,時 系 列 分 析 で は,普 通 そ の商 品 の 過

去 の 売 上 げ 実績値 さえ 得 られ れば よ いカ㍉ 計量 経 済 分 祈 で は,そ の他 の情 報 －

GNP,卸 売 り物 価 指 数,生 産 指数 な ど 一 を用 いな けれ ばな らな い。 また,時

系列 分 析で は,純 数 学 的 な 方 法 で 予測 値 を求 め るた め に,予 測 値 を得 る まで の過 程

を 完 全 に コ ン ピュー タ 化 す る こ とが で き るが,計 量 経 済分 析で は,経 済 理 論 に則

して モデ ル を作 製 す る作 業 が 含 まれ るた め に,相 当 人 為的 な要 素 が多 くな る。 この

よ うな 意味 で,前 者 の方 が後 者 よ りも手 軽 な 方 法 であ る と云え る。

そ の 反 面,後 者 は,前 者 に比べ て,よ り戦 略 性 に富 ん だ 予測 が可 能 で あ る。 こ

こで 戦 略 性 の あ る予 測 とは,商 品 価 格 や 宣 伝 効 果 な どの よ うな 政策 変 数(自 社 で コ

ン トロー ル で きる変 数)を モ デ ル に盛 りこむ こ とに よ つて さ ま ざまな 企 業 戦 略 に対

応 した 予 測値 を求 め た り,ま た市 場 の 変 化(景 気 動向)に よ る需要 の 動 き を分 折で

き る 予測 方 法 を 云 うの で あ る。

さ ら に,時 系列 分 析 で は,過 去 の 一種 類 の 時 系 列 のみ に頼 るた め に,ど うして も

計量 経 済分 析 に比 較 して 誤差 が 大 き くな る とい う欠 点 もあ る。

以 上 の諸 点 を考 慮 に入 れ る時,前 者 は どち らか と云 えば,短 期的 な 処 理 を 要 求 さ

れ る短 期 予 測 に適 して お り・後 者 は長 期 予 測 に適 切 で あ る。

(1)時 系 列 分 析 に よ る需 要 予 測

時 系列 分 析 で は,需 要(売 上 げ)実 績値 を4つ の 部 分 に分 け て考 え る のが 普通

で あ る。

すな わあ,傾 向変 動,循 環(景 気)変 動,季 節変動,不 規則変 動の4要 因であ る。

傾 向変 動は長 期 間 にわ た る全 般 的 な 変 動 の様 子 を示 す もの で,増 加 また は 減少 な

どの一 方 的方 向を 持 続 す る変 動 で あ る。 循 環変 動 は,周 期 はあ ま り明 確 で な い

が ・ とに か く何 らか の周期 で繰 りか え され る経 済変 動 の波 で,コ ン ドラ チ ェ フ波

(54～60年 周 期),ジ=グ ラー-t'波(7～11年),veチ ン波(3～4年)な

どが 有 名 で あ り・ 需 要 予 測 では と くにキ チ ン波(在 庫変 動)が 問 題 に され る。

一 方
,扇 風 機,贈 答 品 な どの よ うに 明確 な周 期 で売 れ行 きの増 減 が くり返 さ れ

る もの もあ るが,こ の よ うな確 定周 期 の変 動 が季節 変 動 で あ つて,普 通 は1年 を

周 期 と してい る。 これ らの ろつ の変 動要 因 で説 明 しきれな い よ うな,気 ま ぐれ な
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需要 の 小 変 動 を不 規 則変 動 とい う。 時系列 分 析では,売 上 げ の 実 績値 を以 上 の

4変 動(ま た は,傾 向 と循 環 を 一 緒 に して5変 動 とす る。)に 分 け て,そ の将 来

値 を推 定 す るの で あ る。 この こ とを,数 式 で示 す と,原 系列:Oi,傾 向値:

Ti,循 環変 動値:Oi,季 節 値:Si,不 規 制 変 動値:工 工とす る時,

O■=Ti×Ci×Si×Ii

とい う乗 法 モ デ ル が 一 般 に 使 われ て い る。

そ して,こ れ らの 各 要 因 を解 析 す る主 な手 法 と して は,下 に示す よ うな もの が

あ る。

ピ)傾 向変動分析

(ロ)季 節変動分 析

←・)循 環変動分 析

③n次 曲線 の 当 て はめ

⑦ 成 長 曲線(ロ ヂ ス ア ィ ッ ク曲 線 とゴ ンペ ル ッ曲 線)

③ 移 動平 均法

④指 数 平滑 法(1次 ～3次)

⑤類別平均法

⑥速環比率法

!
⑦ セ ン サ ス 用 法

⑧EPA法

⑨ デ ィ フ ュ ー ジ ョ ン

へ

・ イ ン デ ッ ク ス

これ らに っ いて の 詳 し い説 明は,紙 面の 関係 で省 略 す るが,そ れ ぞ れ の特 長を

概 述 してお こ う。

傾 向変 動分 析 に お い ては,商 品 需 要 の ライ フサ イ クルを 長 期 的 に見 渡す よ うな

場 合 は,① の曲 線 当て は め と② の成 長 曲 線を 利 用す るのが よ い。 し か し,そ れ

らは,傾 向 が途 中 で変 化 す る よ うな時 に,敏 感 に対 応 で きな いの で,ご く短 期 的

(月 次 予測 な ど)に 処 理 す る には,普 通 移 動平 均 法 か指 数 平 滑 法 が用 い られ る。

特に 指 数 平 滑 法は,推 定 法 自体 が 優 れ てい る こ と,予 測 ファ イ ル を簡 略 化 で き る

こ と,直 線 的傾 向 の み で な く2次 ・ろ次 曲線 的 傾 向 を も追 跡 で きる こ と,な どの

理 由 に ょ り,最 も利用 効 果 があ る もの と考 え られ る。

季節 変 動 分 析法 と しては,以 前 か ら,期 別 平 均法 と連環 比 率 法が 用 い られ て き

た が,こ れ らは 毎年 の季 節 指 数 が同 じ もの で あ る とい う想 定(固 定 季節 指 数)に
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立脚 してい る。 これ に対 し,季 節 指数 も また 年 々変 化 す る も の で あ る とい う考

え 方 か ら,米 ・国 務 省 セ ンサ ス局 で セ ンサ ス局 法 が 創 案 され た。 だが,こ の中

で 用 い られ て い る スペ ンサ ーの15項 移動平 均 は,景 気変 動の 波 を過 小 評価 す る

き ら いが あ るた め,日 本 の よ うな 不 安定 型 経 済 社 会 で は余 り適 切 でな い と考 え ら

れ,よ り日本 の実 情 に則 した 手 法 として,EPA法 が 主 として経 済企 画 庁 の努 力

で開 発 され た ので あ る。

(2)計 量 経済 モ テル 分 析 に よ る予 測

時 系列分 析か,い わ ば 過 去 の 自己 の姿 か ら将 来 の 自分 の姿 を探 りあ て よ う とす

る手 法 で あ る の に対 し て,計 量(経 済)モ デ ル分 析は,似 通 った他 人 の面 影 の中

に 自分 の相 を発 見 しよ うとす る よ うな 方 法 で あ る。 あ る商 品 の 需要 と密 接 な 関

係(高 い 相 関)の あ りそ うな 経 済 量 を い くつ か選 ん で,需 要 を そ の 経 済変 量 で表

わ した 式 を つ くる。 この式 の こ とを 計量 経 済 モ デ ル と呼 ぶ の で あ るが,(数 学

的 には 回帰 式 と呼 ば れ る。)そ の モ デ ル か ら将 来 の 需要 を推 定 し よ うとす るわけ

で あ る。

単 純 化 した例 を挙 げ れ ば ・ い まあ る商 品 の需 要D七 が そ の 品 物Q価 格P七 と1

人 当 り国 民 所得 水 準Y七 に強 い相 関 が あ つた とす る。 もち ろん ・需 要Dtに 影

響 を与 え る要 因 は他 に も い ろ い ろあ るわ けで あ るが,そ れ らを 一 ま とめ にして

u七 で表 わす こ とに し・ そ して・ そ れ らの 間の 関係 式D七=a+bP七 十 ・
,

cy七 十Utを 作 る こ とを 試 み る。 式 の 右辺 のu七 はP七,Yt以 外 の 諸

要 因が複 雑 に か らみ 合 って影 響 す る変 数 で あ るの で,計 量 経 済 モ デルで は,こ れ

を確 率 変 数(例 え ば 変 数Xに お い て,X=10と な る確 率が7%,X=20と な

る確 率 が ろ2%な ど とい うよ うに,あ る実現 値 を と る時 の確 率 を 考 慮 に入 れ た 変

数)と して扱 い,確 率 頃 とか撹乱 項 とか呼 ぶ。 過去 の デー タ ・か ら,D七 とPt

Y七 の 関係 を最 もよ く表 わす よ うに,上 式のa,b,c,を 定 め る。 そ して 来

期 の価 格 と所得 の推 定値 を 上式 に代 入 す れば 需 要D七 の 予 測値 が 求 め ら れ る の で

あ る。 こ こで価 格Ptは 自社 で 管理 で き る変 数 す な わ ち 政 策変 数 で あつて,こ れ

を い ろ いろ に操 作 す る 時,需 要 が ど う変 るか とい う よ うな 実 験(シ ミ ュ レー シ ョ

ン)も 行 な うこ とが で き る。

こ こで注 意 を要 す るの は,上 例 の よ うな平 一方 程 式 でな く連 立方 程 式体 系を 用

い た場 合 に,係 数 推 定 に認 定 問題 と称 す る複 雑な 問 題 が か ら ん で くる こ とで あ る。
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そ れ は,連 立方程 式体 系 では,一 つ の 経 済 変 数 が複 数本 の方 程 式 に含 まれ て い る

た め,方 程式 相 互 の 関連 性 を無 視 して,各 方 程 式 毎 に単 独 に係 数 を推 定 して い た

の で は,良 い推 定 結果 が 得 られ な い とい う事 実 に 起 因 して い る。 この た め,従

来,係 数 推 定 に普通 用 い ら れ てい た 古 典 的最小 二 乗 法 以外 に次 の よ うな諸 推 定 法

が 工 夫 され て きた。

○ 最 小二 乗 法

単 一方 程 式 モデ ル....直 接 最 小 二 乗 法

{連 立方 程 式 一モ デル

{
三角 モ テル ・ … 逐 次最 小 二 乗法

同時 式 モテ ル

膿::::三 錫:;i㌧
三段 階最 小二乗法

○最尤推定法

諜 ∵ ∴巌 諜
し か し,特 別の 研 究機 関 で な い限 り,通 常 の 企業 で は これ ら 全 部の 推 定 プ ログ

ラ ム を用 意す る 必 要 はな い。(特 に重 要 な もの には下 線 を 引 いて あ る)そ れ よ り

も,む しろ重要 な の は,実 際 に作 製 した 予 測 モデ ル の適 合 度(実 績値 とモ テ ル か

ら 計算 され る理 論値 との適 合 性)を チ ェ ッグす る た めの シ ミ ュ レー シ ョ ン ・プ ロ

グラ ム を用 意 る こ とであ る。

(3)予 測 プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジの 実 際

前 項 で も述 べ た よ うに,予 測 のた め の プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジ として は,時 系

列分 析 に よ る もの と,計 量 経 済 モ デ ル推 定 を 中心 と した も の とを 是 非 準備 してお

きた い。

先 ず時 系列 分 析 プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジを 作 製 す る上 の 注 意 点 を 二,三 列 挙 し

て お く。

① 処 理 は数 値 解 析 が 中心 に な る た め,言 語 と しては,FOBTRANま た は

PL/1を 採 用 す る のが 適 当 で あ る。
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② プ ログ ラ ムは モ デ ュ ール 形式 に して お いて 必 要 に応 じて各 種時 系列 分 析手 法

の サ ブ プ ログ ラ ムを 追 加 で きる よ うに して お く。 当然,使 用 時 にお い て どの

予 測方 式を 用 い る かを コ ン トP－ ル ・カー ドで 指 定 で きる よ うにす る。

③ 各 予測 方 式 の 有 効 性 を 検証 で き る よ うに シ ミュ レー シ ョン機 能(い わ ゆ る事

後 予測 値 と現 実 値 との誤 差 を チ ェ ックす る機 能)を 附 加 して お くべ きで あ る。

こ うす る こ とに よ り,あ る商 品 の販 売 予測 値 を 求 め るの に,ど の 手 法 を 利用 す

べ きで あ るか を選 択 す る の が容 易 にな る。

⑭ 現 実値 と予 測 値 の比 較対 照 を視 覚 的 にす るた め に,プPッ ト.プPグ ラ ムを

附 加 す る。

以 上 の よ うな 観 点 か ら;比 較 的 に豊 富 な機 能 を有 す る プ ロ グラ ム例 として,

GpFS(GeneralPurposeForecastingSimulator)の ゼネ ラ ル ・フ

ロチ マー トを掲 げ てお こ う。(図2参 照)

な お,こ の プPグ ラ ムは 国 内各 メ ー カ です で に開 発 されて い る。

計量 経 済分 析 プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジで は ジ前 述 した各 種最 小 二 乗法 お よび 最

尤推定 法 の プ ログ ラ ムが 中 心 にな るの で あ るが,そ の 前後 に デー タ 加工,季 節

性除 去,シ ミ ュ レー シ ョンな どの各 種 プ ロ グラ ムを附 け 加 え なけ れば なち な い。

す な わ'ち,計 量 経 済 モ デル 中 の変 数 には しば しば 粗 デ ータ を 加工 して用 い る 場

合 が あ り,例 えば,四 半 期 デ ー タ∵ か ら年 次 デー タ を作 った り,対 数 を と つた

りす る必要 が生 ず る。 また,経 済 分析 で は,季 節 調 整済みのデー タ を用 い るの

が 普 通 で あ るヵ㍉ これ らの処 理 を モ デル 推 定 に先 きだ つて 自 動的 に行 な え る よ う

に,プ ログラ ム設 計 を しな け れ ば な らな いわ け で あ る。 この よ うな点 まで を も考

慮 に入れ た プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジ とし ては,KEMPF(富 士 通)が 代 表 的 であ

る。(図5参 照)
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(第5図) 計 量経 済 分 析 プ ログ ラ ム ・パ ッヶ ーヂ の実 際 例

KEMPFの 構 成
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54在 庫 管理 プ ログ ラ ム

電 子 計算 機の 在庫 管理 に対 す る適 用 は 比 較的 早 くか ら試 み られ た に もか かわ ら

ず,そ の成 功例 に つ いて 聞 くこ とは ほ とん どな い。

そ の 原 因 として は,矛 一 に各 企業 の 特 長 に応 じた 在庫 管理 モデ ル 開発 の 努 力 が不

足 して い る こ ど,矛 二 に合 理 的 な 管 理 を 行 な うため の必要データが 得 られ な い こ と,

矛 三 に主 と して メー カ ーで 作 製 され た 汎用 電 子 計算 機 プPグ ラ ムが か な らず し も

手 法 的 に万 全 で な い こ と・ な どが挙 げ られ よ う。

云 うまで もな く,在 庫 管 理 シ ス テ ムは 次 の 三 つの 目的 を満 足す る よ うに設 計 さ

れ て いな け れ ば な らな い。

1.在 庫切 れ に よ つて 顧 客 か らの 注 文 に応 じられ な い場合 を少 な くす る こ と。

す な わ ち,顧 客 サ ー ビスを 改善 す る こ と。

2.在 庫 に 関 す る 費用 を節 減す るこ と。

5,需 要 の波 に対 して 生 産 また は購 売 を調 整 す る こ と。

さ て,以 上 の要 求 をみ た す在 庫 管 理 プ ・グラ ムの基 本的 問 題 と して,在 庫 管理

用数 学 モ デ ル の 設 計 と多 品 目の グル ー プ別 管理 の 問題 とが あ る。 以 下 で は,そ

れ ら の点 につ い て概 観 し,併 せ て,在 庫 管理 プ ・グラ ムの 実 際例 を 示 す こ とに す

る。

ろ.4.1在 庫 管 理 モデ ル の基 本

〔発 注点 方 式 〕

発 注点 方 式 に よ る在 庫 管理 では,在 庫 に関す る費 用を最 小 にす る た め には,

在庫 補充 の た め の 一回 の発 注 量 を ど の程 度 に した ら よいか とい うこ と と,在 庫

水 準が 如 何 ほ どに な つた時 発 注 を す べ き か とい う二 つ の問 題 に分 け て考 え る。

前者 は,経 済 発注量(EconO皿lcOτderQuantity)と 呼 ば れ,後 者 は再

発 注 点(ReorderPoint)と 呼ば れ る。

○ 経 済発 注 量

在 庫 に関 す る費 用 に は,発 注 費 と在庫 維 持 費 とがあ るが,発 注 費 は,主 と し

て 注 文 の た め に要 す る事務 費用 で あ り,在 庫維 持 費は,在 庫 投 資 利 息,倉 庫

費 ・ 破損 費用 ・ 陳 腐 化 に よ る損 失,保 険 な どを含 む。 これ ら の費 用 を さ ら

に細 か く分 析す る と,
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一 回の 発 注 費(CO)× 年 間 予 測販 売 量(S)

発 注 費=
一 回 の発 注 量(q)

在庫 維 持 費=%× 単 位原 価(Cu)× 在 庫 費 率(i)× 発注 量(q)

単 位在 庫 費
とな る。 こ こで矛 二式 の 在庫 費率 は, であ る。

単位 原 価

q

とな り,こ れ を 最 小 にす るqす なわ ち 経 済 発注 量 は

し た,・ つ て,全 費 用(,)は 。-C・S+C・ ・q_(1)

2

巨...(2)

とな る。(証 明略)

○再発注点

発注 した品物を入手 するまで にある期 間を要す るのが普通であ るが,こ れ

を調達期 間(リ ー ドタイム)と 云 う。 したが って,在 庫水 準が調達期 間中

の予測販売量 に等 し くな った時点で発注す れば理論的に在庫 切れが生 じな い

わけであるが,実 際の販 売量 と予測値 との 間には誤差か生ず ることを見込 ん

で,在 庫余 ゆ う(安 全在庫)を 置 く。 普通安全在庫 は,過 去の販売実績値

と予測値 との誤差の標 準偏 差Oを 用 い,

安全在庫=安 全係数 ×N「調蓬期一間 × ..・(3)

で 計算 す る。

安 全 係 数 は,確 率 分布表 か ら求 め られ る値 で,い ま正規 分 布 を仮 定 すれ ば,

在 庫 切 れ に な る確 率が5%で あ る よ うにす る には,安 全係 数=1.65と な る。

こ の 結果,再 発 注 点 は,

再発注点=調 達期間中 の予測販売量+安 全在庫 …(4)

とな る。

ま た,現 実 に は,発 注 費(Oo),単 位 在庫 費率 は不 明 で あ る こ とが 多 いが
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この蜘 ・,(・)式の/「 …≡;を ・とお く時
■

・一(彗 黒 黒 睡 余品目の和21票 …(・)

によ つて ・一 ・ 口 を概算す ることかできる.醐 略)

〔定期 発 注 方 式 〕

発 注点 方 式 で は,在 庫水 準 が発 注 点 に達 した 時点 に お いて発 注 す るの で ある

か ら・ 発 注 サ イ クル(発 注点 か ら発注 点 まで の期 間)は 一定 しな い
。 そ れ に

対 し て・ 発注 サ イ クル(ま た は 在庫 検 査 サ イ クル)を 一定 に して お いて ,そ の

時 の在 庫水 準 に応 じて再 発 注量 を変 え るの が定期 発注 方式 で あ る
。 した が つ

て ・ この方 式 で は・発 注す べ き時 期は 確 定 してい るか ら
,再 発注 量 だ け を 計算

す る。

い ま・ 安全 在庫 をB・ 予 測 販 売量 をS ,調 達 期 間 をL,在 庫 検 査 サ イク ル を

R≒ す れば ・(単 位 期 間は,日 ・ 週 ・ 月 の どれ で も よい
。)

M=B十S(L十R)…(6)

を 補充 水 準 と呼 ぶ。 また1を 検査 時 の 手 持 ち 在庫,qoを 発 注残(発 注 され

たが まだ納 入 され な い も の)と す る時,再 発注 点qは ,

Rの 時,

Rの 時,
7

Cq－

ー

ア
⊥

㎜

－

M

M

=

=

q

q

で 表 わ され る。 もち ろ ん こ の場 合 の安全 在庫Bは
,

日=安 全係 数 ×(L十B)期 の予 測販 売 量 × σ …(8)

とな る。,

〔選択 補 充 方 式 〕

選択 補充 方 式 は(s,s)ポ リシ ー と も呼 ば れ,発 注 点方 式 と定 期 発 注方 式

の折 ち ゅ う的 在庫 管 理 法 で あ る。 この方 式は,補 充 水 準 と現 在,在 庫水 準 と

の格 差 を発注 す る こ とに関 して は,定 期 発注 方 式 と同 様 で あ るが
,検 査 時 に お
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け る水 準か あ る一定 水 準を わ つて い る場合 に のみ 発注 す る点 につ いて は ・む し

ろ 発注 点 方式 に類似 して い る。

定 期 発 注方 式 と同 じ よ うに補充 水 準を,

M=B+S(L+R)…(9)

と規 定 す る。

一 方 ,再 発注 点Pを

…(10)

とし,手 持 ち在 庫 と発 注 残 との 和 がPよ り小 の場 合 ・す な わ ち

1十qo〈P…(11)

の 時 の み(定 期検 査 に お いて)

畳=M-1』o
…(]2)

を再 発 注 す る ので ある。

3.4.2在 庫 管 理の ため の 販 売予 測手 法

以上 に述 べ た基 本 的 モ デ ル にお いて は,す べ て 販 売量 の ・予測 値 を イ ンプ ッ ト

情 報 と して用 い て い る。 そ れ は,い かな るモデ ル を採 用 す る に して も・ そ の

前提 として予 測 プ ・グ ラ ムが 不 可 欠 で あ る こ とを 意味 して い る。 た だ在 庫 管

理 のた め の処 理 は,日 次 ・週 次 ・月 次 な どの短 期 サ イ クル の処 理が 一 般 的 で あ

り,ま た在 庫 品 目 も多数 にわ た るのが 普 通 で あ るか ら,そ れ に使 用す る予 測 手

法 は,短 時 間 に 計算 で きる 時 系列 手 法が 適 当で あ る。

以 前 は,こ の 目的 のた め に も つぱ ら移 動平 均 法 が 用 い られ た が,現 在 で はむ

しろ指 数 平 滑 法 に よ る のが よ い と考 え ら れ てい る。 その 理 由 と しては ・矛 …

に移 動平 均 法が 各 デ ー タ ・一一に平 等 に ウ ェ イ トを 置いた 推 定 法 で あ る の に対 し て,

指 数 平 滑 法は 至 近 デ 一 夕パ に な るほ ど大 きな ウエ イ トを置 く加 重平 均 で あ り,

そ れ故,我 々 の 経験 則 か らみ て よ り優 れ た推 定 法 で あ る こ と。 矛 二 に プ ログ

ラ ム化 す る に当 っ て,よ り柔軟 性 が ある こ と。 矛 三 に,予 測 フ ァイ ル を 短縮

化 で き る こ と。 矛 四 に,一 次,二 次,三 次 曲線 的 需要 変 化 に応 答 で き る こ と,

な どが 挙 げ ら れ よ う。
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特 に,矛 四の 点 に つい て,一 次,二 次,曲 線 に近 似 した 需要 傾 向 の 変 化 は,下 記

の よ うな数 式 で 推定 され る。

○ 単 純 指 数 平滑 法(定 数 形傾 向 に適 用)

　 　
St=・ α ・Xt+(1一 α)・St-1

　 　 　
X七=X七 十L=St

O二 重指数 平 滑 法(直 線形 傾 向 に適 用)

　 　
S七=α ・X七 十(1一 α)・St-1

'li

、 〔2〕_・ 。.S七+(1-・).訂2〕,-1'

'iＬ

t-r-1!71。('9'・-lg",〔2〕)

気t.2言 七.言t〔2〕

　 　 　

Xt十L==X七 十L・ 丁七

〇 三 重指数 平 滑 法(二 次 曲線 形傾 向 に 適用)

　 　

S七=d・X七 十(1一 α)・S七 一1

9,〔2)r.、 α.言,+(1-。).盲 〔2!-i

言,〔5〕 ～ 〔2=α・s七 〕+(1-。).㌻ 〔・ 〕,-1

'li

,_(。/、 臼 一 。)2)(、 一,。).言,一,(,一 、。)'9',〔 ・ 〕

+(4-3。)St〔3〕)

Q,==(。2/(1-。)2)(盲,一 、惹,〔2〕 識 〔3〕)

3(,=3.言 、一,.竃,〔2〕 →エ 、 〔3〕

3¥t→-L='irt+L.亨+(L2/2)a't

在 庫 管 理 の た め の 予 測 に つ い て,傾 向 値 の 外 挿 の 他 に も う一 つ 重 要 な こ と は,

季 節 指 数 の 分 析 で あ ろ う。 前 に も 記 し た よ う に,在 庫 管 理 は 短 期 的 処 理 が 通 常

で あ り,ま た 予 測 値 計 算 の 資 料 と な る 過 去 の 販 売 実 績 の 記 録 も 長 年 に わ た つ て 保

、!

存 され てい な い もの で あ る か ら,セ ンサ ス局法 な どの複 雑 な 手 法 は不 適 当で あ る。
ヘ ノ

仮 に,二,三 年 以上 の デー タ吟 が 保存 され て い る場 合 には,対 移 動 平 均 比 法 とか

連環 比 率 法 を 利 用 して季 節 指 数 を検 出す る のが よ い。 一年 分 の デ ー タ ・・が 利 用
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で き る にす ぎな い 場合 には,

i月 の季 節 指 数=i月 の デー ター ×12...(13)
デー タ ・・の年 間和

と して計 算 す る。

したが つて,需 要 傾 向 の 特性 か らみ た 販 売量 は,定 数 形 ・直 線 形 ・二 次 曲線

形 の そ れ ぞれ に季節 性形 ・非季節 性 形 の 区別 が 倍 加 され て6種 類 の 形 に分 類 で'

き るの で ある が,あ る与 え られた 時 系列 が,と のな か の どの タイ プ に属 し,し

たが つて どの 予 測 式 を適 用 す るのが よい か を見 出 す こ とが 問題 とな る。 ・その

た め には 一 応 過 去 の 時 系列 に6種 類 す べ て の予 測 式 を 当て は め て,そ れ か ら得

られ た 予測 値 と実績 値 の誤 差 の和 を最 小 にす る式 を 選択 すれば よ い。 指 数平

滑 法 にお け る最 適 パ ラメ一 夕ピ(前 出 の 式 の α)の 選 定 につ いて も同様 であ る。

た だ こ の最 適 式 お よび 最 適 パ ラ メー タ い の 決定 は,年 に一 回程 度 行 な えば よ い

の で あ つて ・ そ れ 以外 には,予 測 値が 管 理不 能 範 囲 『に 数 度 続 け て 入 っ た時

に・再 決 定 をす れば よ い。

5.4.3在 庫 品 目の グル ー プ化 と選 択 管 理

EOQ公 式 な どの 利用 に よ つて在庫 管理 を 科 学 的 に行 な う一 方 ,多 品 目 にわ

た る在庫 を 組織 的 に 管 理 す る体 制 を 確 立 す る こ とも 重要 で ある。 組 織 的 な 管

理を 行 な うた め に は,ま ず 多様 な 在 庫 品 目の 特長 を 吟 味 した 上 で,そ れ ぞれ の

共 通 な 特性 に応 じてい くつ か の グル ー プ に分 類 す る。 次 に,各 グル ー プの 特

長 に応 じた適 切 な管 理 方 式 を適 用 す る こ とであ る。 ・この よ うな選 択 的 管 理 を

一無視 して ,重 要 品 目 に も非 重要 品 目 に も同 じ管 理 的 努 力を 注 ぐこ とは,い たず

らに処 理 の非 効 率化 を 招 くにす ぎな い。

品 目の分類 に は,(1)金 額 選 択(Dollarselecti▽ity),(2)製 品 特 長 に

よ る選択(Commodityselecti▽ity),(3)需 要 選択(Usage

selectiyity)な どがあ るが ・最 も普通 に は矛 一 の 方 法 が 用 い られ る
。

〔在庫 品 目の分 類 〕

金 額 選 択 に よる分 類 で は,在 庫 商 品 を分 類 す る の に二 つ の規 準一 単 位 原

価 と販 売 額 一 を 用 い る。 そ して,そ の金 額 の 大 き い グル ー プを重 要 商 品 と

みな して ・ よ り精 密 な 管 理 を 行 な うので あ る。 こ の分 類 の手 続 きは,具 体 的

に三 つ の段 階を 経て 処 理 され る。
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矛一 は,単 位 原価 に基 づ く品 目集 計表 の 作 成 で あ る。(下 表 参 照)こ の 例 で

も分 か る よ うに,一 般 に比 較的 に高 い原 価 の品 目は ご く小数 で あ り,大 多数 の

商 品 は 相 対 的 に低 い原 価 を 有す る もので あ る。

'丁

原 価 分 類 に よ る 在 庫 集 計表 の 例

原 価 の 幅
品 目 数 累 積 数

実 数 % 実 数 %

千円以上 ～5千 円未満 297 99 297 99

500円 ～ 千 円 655 2t1 930 51.0

100円 ～500円 1,800 6α0 2,7ろ0 91.0

10円 ～100円 270 90 3,000 10ao

5000| 10ao 1、

矛 二 の ステ ップ と して,金 額分 類 法 の も う一 つ の 規 準す な わ ち 販 売額 に よ る

分類 が な され ね ばな らな い。 こ こで 販売 額 とは ・ 特 定商 品 の あ る期 間 にお け

る予 測需 要 の こ とで あ る。 した が つて,品 目分 類 は年 度 初 め に年 間需要 の 予

測 計算 と併 せ て行 な うめ が よい。 販 売額 に よる在庫 分 類 の例 を 下 に掲 げ る。

販 売 額 分 類 に よ る 在 庫 集 計 表 の 例

販 売 額 の 幅
品 目 数 累 積 数

実 数 % 実 数 %

1千万円以上～5千 万円未満 420 14.0 420 14.0

200万 円～1千 万 円 597 11元9 1,017 55.9

50万 円 ～200万 円 1,683 56.1 2,700 9aO

20万 円 ～50万 円 300 1α0 3,000 1000

ろ,000 1000
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アメ リカに おけ る多 くの 実 際例 か ら,在 庫 品 目 の うち の10%が 年 間 総 売上

げ の約65%を 占め,品 目の25%が 総 売 上 げ の25%を,残 りの65%の 商

品 が10%の 売上 げ を 占め て い る こ とが 報告 され て いる。 この よ うな 数 字 を

指標 として,A,B,Cの5ク ラ スに分 類す るのが よ かろ う。(こ の こ とか

ら,こ れ は 「ABO法 」 とも呼 ば れ る。)

在庫 品 の グルー プ化 の た め の矛 三 の仕 事 は,前 記 した 原 価 規 準 に よる分 類 表

と販 売 額規 準に よる分 類 とを つ き合 わ せ てA,B,05ク ラ スの最 終 リス トを

作 製 す る こ とで あ る。

「単 価:高 い(上 例 では,千 円～5千 円).

1え 蒜 ら晶)'∈ 販売額 ・大(1,… 万円一 ・千万円)

㌫ ∪あ二)●已 販繍 ・中齪

声 価:中 程度 (400円 ～ 千 円)

(200万 円 ～1,200万 円)

ノ

∈ 価 ・低 い(1・ 円～ … 円)

篇 ㌫ 口)'!鯛 飯繍 ・小(・ ・万円一 … 万円)

な お,一 つの規 準 を満 た す のみ で 他 の規 準に適 合 しな い品 目(単 価 が たか

くて年 間販 売 額 が 中程 度 な ど)は,個 別 的 に審査 して適 当な グル ー プ には いれ

る。

〔管理 方 式 の選択 〕

以上 の よ うに分 類 され た品 目 は,そ の 重要 度 を 表 わす もの で あ る。 そ して

重要 品 目は精 密 に管 理 し非 重 要 品 は あ る程度 管理 労 力 を 割愛 す る とい うよ うに

各 グ ルー プ毎 に適 切 な 管理 方 式 を 選 択 す る。

一 般 的 には ,Aグ ル ー プの商 品 は,「 恒 常 的 管理 」(Perpe七ual

con毛roユ)を 行 な い,○ グ ル ー プに対 して は 「現物 管理 」(Ph.ysical

contrOl)を 行 な う。 恒 常 的 管 理 とは,比 較 的短 い在庫 検 査 サ イ ク ル に よ

つて常 に在 庫 状 況 を正 確 に把握 す る よ うな 管理 方 法 で あ り,在 庫 記 録 も在 庫 部

門の み で な く購 買部 門(ま た は生 産 部 門)に も保 管 さ れなけ れ ば な らな い。

電 子 計算 機 に ょる処 理 が必 要 と され るの.は,主 と して こ の管 理 の 場合 で あ る。
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それ に対 し現物 管 理 では ス トッ クの短 期的 変 化 の 記録 まで保 管 され る 必要 は な

く,在 庫 品 の搬 出入 も か な りオ ー プ ンで あ つて よ い。 この 時,管 理 は記 録 に

よ らず に現 物 の 増減 を見 て 行な わ れ,そ のた めに例 えば,七wで －bin方 式

が採 用 され る。 これ は,在 庫 を オ ー プ ン ス トック と発 注 点 在庫 と に分け て 置

き,オ ー プ ンス トックか切 れ た こ とに よ り発 注 点 在庫 に手 を つ け た時 点 で再 発

注 す る方 法で ある。 た だ この場 合 年 も,製 品 単価,年 間予 測需 要 ・再 発 注 量

再 発 注点 ・安 全在 庫 な どの年 間 スケ ジュ ー ルは 作 製 して お くの が望 ま し い。

次 に,各 分 類 毎 の 管 理方 針 の基 本 形 を 示 す が,も ち ろ ん この 表 は す べ て の企

業 に共通 に適 用 で き る もの で な く,実 際 には各 企業 の特 殊 性 に応 じた 方 式 を 開

発 す べ きで あ る。

(1)-Aク ラ ス品 目

○ 再 発注:EOQ公 式 に よ り頻 繁 に行 な う。

通常 週:月 程度 の 短 期 間 毎 の発 注。

○ 安全 在庫:な し,ま た は少量 。(在 庫 維 持 費 が大 で あ る こ とに よ る。)

○ 管理 方 式:恒 常 的 管 理,週 間隔 の 検 査 に基 づ く正確 な複 式 帳 簿 管 理。

(在 庫 管理部 門 と生 産 部 門 ま たは 購 買部 門 に帳 簿 保管)在 庫切 れ を 防 ぐた

め に綿 密 な 管 理 が 要 求 され る が,や む を得 な い場合 には少 量 の安 全在 庫 を

置 く。

(2)Bク ラ ス品 目

○ 再発 注:Aク ラス 品 目 よ り回 数は 少 な くて よい。EOQ公 式 に よ る月次

また は 四半期 ベ ー スの 発注。 あ る いは,定 期 発 注。

○ 安全 在庫:少 量

○ 管理 方 式:定 期検 査 に よ る恒 常 的 管理 。 平均 在庫 水 準はA)ラ ス よ り も

大 で あ るの が 普 通。 それ によ つてAク ラ ス商 品 ほ ど細 か い管 理 を 要 求 され

な い。

(3)○ ク ラス品 目

○ 再発 注:回 数 は 少 な く,年 一,二 度 程 度 で よい。

○安 全 在庫:一 ケ月 需 要 相 当の 大量 在 庫。
ゆ

○ 管理方 式:現 物管 理,平 均在庫水 準は 高 くて も,低 価 格 であるた め在庫 投

資は 比較的 に小 さい。
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¶

3.4.4在 庫 管理 プPグ ラムの 実 際例,'

在 庫 管 理 の た め の電 子 計 算 機 用 プ ロ グラ ムは,メ ー カ 已 また は ユ ーザ で各 種

の もの が工 夫 され て い るか,販 売 予測 か らEOQに よ る分 所 まで を も含 め た 綜

合 的 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジは少 な い。

こ こで は,そ の よ うな 綜合 的 接近 に よ つて設 計 され た 日本 電 気 のFIOS

(・ ・reca・t'・ ・ ・・…v・n句 ・γ,
。晶 …m)の 鯛 細 説 し ・ そ の プ

Pグ ラ ムの得 失 に つ い て触 れ てみ る こ とにす る。

オ・4図 の シ ステム チ マー トに 示 した よ うに,FIGSは,六 つの プ ログラム

で構 成 され てい る。(矛4図 参 照)

矛 一 のDEMEDIは,制 品 毎 の過 去6ケ 月の 需要 実 績 を磁 気 テー プに転 記

して販 売 記録 ファ イ ル を作 成 す るcardtOvapeの プ ログラ ムで あ る。

この プ ロ グラ ムは,在 庫 管理 のEDP化 の 開始 期 にた だ一 度 使用 され る。 こ

れ と 工MFLDRプ ログ ラ ム も初期 の段 階 でた だ 一 度 用 い られ る もの であ つて

カー ドにパ ンデ さ れ た製 品 情報 がMTの 在庫 マ ス ター ア ァィ ルに記録 され る。

製 品情 報 とは,製 品 毎の調 達 期 間,在 庫維 持 費(%),発 注 費 な どで あ って,

これ らは主 と してEOQ計 算 の 資 料 とな る。

次 に,四 半 期 毎 に使 用 され るプ ログ ラム にDEMUPDとANALYZ

が あ る。 前 者 は,四 半 期 前 に更 新 され た 販売 記 録 ア ァ ィル に,予 測 ファ イル

に記 録 されて い る最 近 ろケ 月の 需 要 実 績 を書 き こむ 機能 を果 た す。 また,

ANALYZで は,販 売記 録7ア イ ル上 の過 去 の販 売 実 績(24ケ 月以 内)に

各 種 指数 平 滑式(一 次 ・二 次 ・三 次)を 当 ては め,そ れ ぞれ の 予 測誤 差の

MAD(平 均偏 差)を 比 較 す る こ とに よ つて,最 適 平滑 定数 を決定 す る。

ANALYZで 決 定 され た 平 滑定 数 を 用 いて 月次 の需 要 予 測 を行 な うのが,

FOBCSTプ ログ ラム であ る。 同時 に,予 測 ファ イ ルの更 新 も行 な う。

同 じ く月次 処 理 に用 い ら れ るCNTRLプPグ ラ ム では 予 測 フ ァイル 上の各

製 品 毎 にEOQ,安 全 在庫 お よび再 発 注点 を 計算 す る。 この た め の イ ン プ ッ

トに は予 測 フ ァ イル,在 庫 マ スタ ーフ ァイ ルが入 力 され,更 新 された 在庫 マ ス

ター フ ァ イル と在 庫状 況表 とが ア ウ トプ ッ トされ る。 な お在 庫 状 況 表 に は,

来 月の 需要 予 測 値,手 持ち 在庫,未 入 庫,在 庫 切 れ 未 納数 量(backorder)

EOQ,再 発注点,安 全 在 庫 が 印 刷 され,ま た手 持 ち 在庫+未 入 庫 が再 発 注 点
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以 下 の時 には ア ス タ リス クが 記 され る。

在庫 管 理 プ ログ ラ ム と して のFエOSの 特色 は 次 の よ うな点 に あ る と考 え ら

れ る。

(1)再 発 注点 法 に よ る科学 的 在 庫 管 理 法 を採 用 して い る。

(2)販 売予 測 手 法 と して 柔軟 性 と効 率 性 に富 ん だ 指数 平 滑 法 を 用 い て い る。

(3)適 用 開始 期 に細 る販 売 記録 フ ァ イ ・レ ・在庫 マ スタ ーーフ ・イ ル の作 製 か ら

最 終 的 在庫 状 況 表 の ア ウ トプ ッ トまでを 連 結処 理 で き る総合 的 プ ログ ラ ムパ

ッケー ジで あ る。

(4)プPグ ラ ムは ア ッセ ン ブラ ⊃ 言語 で 組 まれ て い るた め・ メモ リーが8K・{'

ヤ ラ クター程 度 の小 型 電 子 計算 機 で も適 用 で き る。

以上 の 点 では優 れ てい るが,同 時 に次 の よ うな不備 な 点 も挙 げ られ る。

㈲ 選 択 管 理 に対 す る考 慮 が プ ログ ラ ム上 で は な され て いな い。

(6)し た か つて,在 庫 管理 手 法 も再 発 注 点 法 の み に固 定 され て い て,他 の 手 法

(定 期 発注 法.選 択 補 充 法 な ど)が オプ シ ョン として附 加 され て いな い。

これ は 在庫 処 理 を 画 一的 にす る。

(7)予 測手 法 に一 次.二 次 ・三 次 指数 平 滑法 を 用 いて 異 な る需 要 傾 向 に対 処 で

き る よ うに した 点 は よいが,季 節 性 の分 析 が な され て いな い。 それ ゆえ,

季 節 的 商 品 には 適 用で きな い。

以 上 で は,在 庫 管 理 プ ログラ ム に つ いて の 基 本 問 題 と実際例 とを略 述 した の

であ るが,こ れ か ら各 企業 で在 庫 管理 用 プ ログラ ムパ ッケー ジを 開発 して ゆ く

際 の注 意 事 項を 結論 的 に ま とめ て お こ う。

(1)在 庫 管 理 を電 子 計算 機に よ つて科 学的 に行 な うた め に は,少 な くて も,在

庫 品 目分 類 プ ログ ラ ム,販 売 予 測 プ ログ ラム,選 択 管理 方 式 に よる在庫 管 理

プ ログ ラ ム(発 注点 方 式,定 期 発 注 方 式,選 択 補 充方 式 な どの諸 手 法 を 任 意

使 用 で き る もの)の 三 種 の プ ログ ラムが 必 要 で ある。 これ らの各 プ ログ ラ

ムは,個 別 使 用(例 えば 予測 プ ロ グラ ムを 用 い ず に在庫 管 理 プ ログラ ムのみ

を使 用 す るな ど)も 連 結 使用 も可能 な よ うにモ ジ ユー}㍑ して お くこ とが望 ま

しい。(三 つ の プ ログラ ムの基 本 原 理は(1)～(3)を 参 照)

(2)在 庫 管 理 プ ログ ラ ムを開 発 す る手順 としては,光 一 に在庫 管 理 担 当 者 が必

要 として い る情 報 を 把握 す る こ と,矛 二 に利 用 し得 るデ ー ター の 範 囲 ・ 質,
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量 を 明確 にす る こ と,矛 三 に それ ら のデ ータ… か ら必 要 な 情報 を導 くた め に

は 如何 な る処理 手法(EOQ計 算 な ど)を 適 用 す べ きで あ る か を分 析す る こ

と,が 必 要 で あ る。 もち ろ ん,(1)に 挙 げ た個 々の プPグ ラ ムの具体 的 内 容

は各企 業 の事 情, .ハ ー ドウェ ア条 件 な どに よ つて 異な るで あ ろ う。

(3)一 般 に,在 庫 管 理 を 含 む マー ケ ッ ティ ング シ ステ ムは いわ ゆ る オ ー プ ン シ

ステ ムで あ つて企 業 外 の 変 化 に敏 感 で なけ れ ば な らな い
。 例 えば在 庫 管理

シ ステ ム にお い て,現 在 在庫 が次 週 の予 測需 要 との関 連 に お いて再 発 注点 以

下で あ る か ど うかは 即 座 に チ ェ ックで きす ぐに処 置 を講 ず る こ とが で きる体

制 にな つて いな け れ ば な らな い。 ところ が,こ の状 況 を 知 るた め に まず現

在在庫 を 電 子 計算 機室 の 窓 口 に提 出 し,あ る タ ー ン ・ア ラ ウ ド ・タ イ ム を経

て始 め て 結果 を入 手 す る とい う よ うな いわ ゆ るバ ッチ シ ス テム では とて も短

期 サイ クル の変 化 に対 応 で きな い ので あ る。 理 想的 な 在庫 管 理 シ ス テム は,

在庫部 門 に 端末 機 を設 置 し,そ の キ ーに在庫 量 を イ ンプ ッ トす れ ば 直 ち に発

注 か否 か の指 令が 出て くる よ うな いわ ゆ る リアル タ イ ム処 理 が 可 能 に な つて

始 め て 実現 す る と考 え られ る。

現 に・ 電 子 計 算 機 に よ る在 庫 管理 が理 論 的 には 確 立 され な が ら も実務 家 に

よ つて敬 遠 され て い る理 由の 一 つ は,こ の よ うな ハー ドウ ェ アの側 か ら の制

約 も関 係 して い る の で あ る
0

5.5販 売 藁 に お け る情 報 処 理 シス テム

企 業 にお け る販 売 活動 は そ の規 模 ・形 態か らみ て多 様化 の 傾 向 にあ る。 処 理

対 象 とな る情 報 は複 雑 多岐 で あ り,そ の処 理 方 式 も一律 では な い。 従 って,販

売 業務 に おけ る情報 処 理 シ ステム も対 象業務(プPジ ェ ク ト)ご とにシ ス テム を

慎 重 に分 析 ・検 討 し,設 計 され な けれ ば な らな い。

ここでは 販売 業 務 の 典型 的事 例 と して販 売 活動 を主 業務 とす る販 売業 に つ い て考

え てみ る。 販 売業 は 大 別 して ・消 費 者 と直 結 す る小 売業,小 売業 へ の 中継 を 主 業

務 とす る卸 売 業 が あ る。 小 売業 の 中 に も百 貨店,チ ェ ー ン店,ス ーパ ー'マ ー ケ

ッ ト,通 信 販 売 店 ・専 門 店 な ど多 種 多様 の形 態が 存 在 す る。 従 って 販 売 活 動 に

付 随 す る情報 処 理 の 方 式 ・あ る いは そ φ重 要 性 は 一様 で は あ り得 な い。

販売 業 務 におけ る 情報 処 理 に お い て,企 業 形 態 に か かわ りな く共 通 に,実 施 さ
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れ る情報処理の代表 的な方式 について,以 下,検 討をする。

卸売業であ ると小 売業 である とを問わず,常 に取扱 い商品についての消費者の

消費傾 向を把握 し,消 費者 の要 求に対 して即応で きる販 売 システムを確立する こ

とが重要 である。

そのためには市 場調査に よる消費者行動の予測,仕 入れ 売上げ情報の迅速

な把握 に よる消費者 行動の把握,な どによ り適切な需要予測を行 な って適正在庫

を維 持 しつ つ販 売活動を維持 してい くことが必要 であ る。 あ るいは対外信用の

問題 も大 き く,ま た資金 管理 も重要 であつて,売 掛金 ・買掛金 の管理は適時適正

に行 なわれ るべき重要な問題である。 販売活動が 活発 に行なわれていても高 い利

益が あるとは限 らな いの で売 買差益 の把握 によ り利益 率の高 い商 品ρ 大量取引を

行な った り,あ るいは広告 によ り売上 げの増加を しよ うとす る販売政策 の設定 も

大きな課題である。 実績対 比あるいは予算対 比に よる実績評価の問題 もあ り,

販 売業における情報処理は広範 囲にわ た つてい る。

販 売業 におけ る上 記の情報処理 活動を系統的に関連づけ て図示するQ
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5.5.1商 品 計 算業 務 の処 理

商 品 計算 業 務 は,売 上 計 算,仕 入 計 算,在 庫 計算 か ら構 成 され る。 納 品,返

品,売 価 変 更,現 金 売 上,掛 売 上 な どの 伝 票 を 品番 別 ・担 当者 別 に区 分 して作 表

す る作 業 で あ り,日 計表,累 計 表,月 報 な どを アウ ト ・プ ッ トす る もので あ る。

この 作業 は 売 掛金 集 計 や請 求 書発 行 な どの 売掛 金 管理 の 作業 に連 結 してい る。

百貨 店 あ る いは スー パ ー ㌢マ ー ケ ッ トにお け る売 り場 で の 現金 売上 は,売 場 に

あ る レジ スタ ⊇で,即 時 に,商 品部 門 別 に把 握 で き るので,現 金 に よ る 売上 の部

門 別 売上 集 計 計算 は,比 較的 容易 に,時 間 の ず れ もな く,処 理 で きる もの で あ る。

た とえば,レ ジ スタ'傷を リア ル ・タ イ ム処 理 の 端末 機器 と して中 央処 置装 置 に直

結 して おけ ば,商 品 計算 業 務 は リア ル ・タ イ ム処 理 され る こ とにな る。 あ る い

は,レ ジ スタ 〉で 印 字 した デ ー タ ざ ・テー プをOCRに よ り読 取 り処 理 す る こ と

も可能 で あ り,こ の 場合 は僅 かな 時 間 の遅れ の後 に商 品 計算 が終 了す る。

さ らに,一 般 に流通 業 に おけ る掛 売 りの 売上 げ に対 す る比 率 は年 々上 昇 して お

り,こ の現 象 は,特 に信 用 販売 制 度 の普 及 に よ つて助 長 され て い る。 この こ と

か ら,売 掛金 計算 業 務 の 販 売業 務 にお け る 重要 性 は ます ます 増 大 して い る と云え

るで あろ う。

(1)売 掛金 管 理 業務 の処 理

まず,掛 売 処理 の 申 請 に も とつ い て,掛 売顧 客 台 帳 に登録 す る。EDP処

理 で あれ ば,掛 売 顧 客 マ ス ター フ ァイ ルへ の 登録 が行 な わ れ るが この場 合顧

客 コー ドの 設 定が まず 問 題 に な る。

ノ、顧 客番 号の 設定 は,で き るだ け マ ス ター ・フ ァ イル の維 持 管 理 に支 障が な い

よ うに すべ き で,売 掛 区 分 を表 示 す る桁 とチ ェ ヅクの た めの桁 を 余 分 に とる こ

とが,円 滑 な処 理 のた め に は必 要 で あ る。 住 所 ・氏 名 が台 帳 に登録 記 入 され

るの は 当然 で あ る として も,こ れ をEDP処 理 の場 合 の マ ス ター フ ァイル に登

録 す るか ど うか は個 別 に 検 討 しな け れば な らな い。

掛 売 りの場 合 には貸 付 限 度 の チェ ッ クが 必 要で あ る。 百貨 店 な ど小売 業 の 場

合 は,掛 売処 理 申 請 の場 合,一 律 の 限度 を設 定 して お き,各 顧 客 ご との 信 用限

度 設 定 は行 な わ な い場 合 もあ るが,卸 売 業 な ど対 業 者 間 の取 引 にあ つては 高 額

な貸倒 れ を防 ぐた め信 用 調 査,取 引状 況 調 査,信 用 限 度 の設 定 を して お く必 要

が あ る。 掛 売が行 な わ れ る時 点 で は,信 用 限度 の チ ェ ッ クが行 な わ れ る。
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一
売掛金 の請求は納品書 の発行 ご とに行 なわれ る方法,あ るいは前 もって請求 日

時 を指定 しておいて指定 日が到 来する とあ る日時 までの売掛金 を一括 して請求す

る方 法かある。 た とえぽ20日 締切 り月末請求 とい つた事例は よ く行なわ れて

い る。 後者 の場合には・売掛金 明細書の添付が 必要である。 売掛金請 求事務を

EDP処 理す る場合には,対 象 とな る顧客の数,取 引件数 にもよるが,膨 大な情

報 量 に な り,売 掛 ファイルの保守 管理 は相当の業務 になる。

請 求書を発行 した後 は,売 掛金 の 回収を しなけれぽならな い。入金 は現金,小

切手あ るいは手形,郵 便 為替,銀 行振込 な どで行なわれる。 しか し入金方 法が

多様 であ るか ら,代 金 の受 領 と引換 に領 収書を発行 することもあれば,代 金 入金

後 に領収書を作成 して送付す ることもある。 会計機あるいはその他 の機械処理

の場合 は入金伝票が発行 され るが・請 求通 りの入金 であれば請求書発行 時に入傘

通 知票 を ワ ンラ イテ ィ ングで作 成 で き るか請 求 通 りの入金 が あ る とは 限 ら ず,一

括 振込 や分 割 して支 払 わ れ る場合 もあ り,予 定 した金 額 と実 際 に受 領 す る金 額 が

異 な る こ と もあ る。 従 って入 金 処 理 を 一律 機械 的 に行 な うこ とは,か な り複 雑

で 困 難 な作 業 で あ る。

入 金 に 当 って問 題 とな る の は,集 金 日 には 多数 の顧 客 の集 金 を 一 時 に処 理 す る

の で,現 金,小 切 手,手 形 な どの受 領 代 金 の 内容 と,請 求金 額 の 内 払 いあ る いは

値 引 き,相 殺 な どの報 告 か 混 同 して混 乱 を生 じ る こ とであ る。 そ こで集 金 明細

の作 成 が必 要 とな る。 また,手 形 に よ る入金 は 手形 期 限 の 管理処 理 を必 要 とす

る。.

ズ ーパ ー マ ーケ ッ トに おけ る販売 は 現金 売 りの みで あ るため に売 掛金 管 理 業

務 は必 要 で は な く,ス ー パ ー マ ー ケ ッ トに お け る販 売事務 の 簡素 化 に 貢 献 して

い る。 しか し,通 常 の小 売 業 の 場 合 に は,掛 買をす る顧 客 は 固定 客 に な る傾 向

が あ り,現 金 買 い の顧 客 は 浮動 しや す い もの で あ る。 掛 売 りは焦 付,貸 倒 れ の 危

険性 か 多 く,取 引 成 立後 の 事務 処 理 も複 雑 で はあ るが,売 上 を伸 ば す た めの 手 段

と して必 要な もの で あ る。

(2)買 掛金 管 理 業 務 の処 理

企 業 規 模の 大小 に か かわ らず企業 全体 の 経 営 計画 には 仕入 購 買 計画が あ り,市

場 調査,在 庫 調 査,販 売政 策な ど との 関 連 に お い て決 定 され る。 仕 入 購 買が 現

金 で行 な われ る こ とは絶 無 で は な いが,大 部 分 は商 品取 引 と支 払 が 同 時 に行 な わ
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れ る こ とは 稀 で,そ の 間 には 長短 の期 間の 差 か 存 在 す る のが 普通 で あ る。

入先 の 選 定,発 注,納 品検 収 の後,確 定 した取 引 を順 次,仕 入 日報 に記 入 し,

同時 に,仕 入先 台 帳 す なわ ち 買掛金 台 帳 と,支 払 明 細表 を作 成 す る。

買掛 金 の支 払 手 続 は,支 払 日 に仕 入 日報 ・ 買掛 金 台 帳,支 払 明 細表 に・.文 払

高 と支 払金 額 を 同 時 に未 払 残 高が あれ ば それ を 記 入 し,こ れ に も とつ いて小 切

手の 発 行 な り,預 金 引出 等 の 処理 をす る こ とにな る。

仕 入 値 引,戻 し品等 か あ れ ば,別 に伝 票 を作 成 して処 理 す る。

(3)在 庫 計算 ・棚 卸 調 査 関係 業 務 の処 理

取扱 商 品 の単 価 が安 く,品 目数 か多 い 場 合 には,全 品 目 につい て在庫 量 を常'

に把 握 して お く こ とは採 算 的 に その価 値 は 低 く・ ま た 実際 問題 と レて処理 能 力 .

から の不 可能 の こ ともあ る。 .こ のよ うな 場合 には,重 点 品 目以外 の ユ ニ ッ ト

・コ ン トロー ルは行 な わ れ ず部 門 別 管理 が通 常行 なわ れ て い る。

定 期 的 に実 施 され る棚 卸 し検 査 に よ り残高 把 握 が行 な わ れ るこ ともあ るが,

(前 期 繰 越 在庫 量)十(当 期仕 入 量)一(当 期 売上 量)=(当 期 繰 越 在

庫 量)

と して 在 庫 量 を把 握 す る に とどめ,事 務 処 理 として は,品 番別 前 期繰 越 在庫 台

帳 と仕 入 台 帳 の デ ー タ ー と品番 別 売上 台 帳 との差 を 計算 して品 番 別棚 卸 統 計 表

とす る方 法が と られ る。 この よ うに して得 られ た 棚卸 統 計表 の 内 容 と,実 地

棚卸 統 計表 の 内容 と,実 地棚 卸調 査 の 結 果 が一 致 しな くて も,相 違が 一 定 の基

準 以 下 で あ れば 不 問 にす る体 制が とられ て いる。

適正 在 庫 の 決 定,あ る いは ゼ ロ在 庫 方 式 を と る仕 入 売上 方策 の 決 定 は経

営 計画 の問 題 と して 重要 で あ る。一

5.5.2販 売統 計の作 成

企業 規模 か大き くなる と販売管理は 複雑 にな り,従 って詳細な各種 統計が速

や かに作成 され ることが求め られ るようにな る。

品 目別売上 統 計

販 売員別売上統計

顧 客別売上 統 計

販売方法別売 王統 計
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以上,4種 の売上 統 計 が基 本 的 な もの で あ る。 これ らは単 独 に作 表 され る こ

ともあ り,あ る いは また複 合 して,地 域 別,販 売 員別,商 品別,販 売方 法 別な ど

に分 類 した り・ また商 品別,地 域 別 の よ うに分 類項 目を 組 合せ て作表 され る。

作 表 にあ た つて は,納 品 書 や 売 上伝 票 な どが 一 品一 葉 にな つて お れ ば,そ の ま

まの 形 で分 類 して各 種 統 計表 を 作 る こ とは 容易 で あ る。 会 計機 を 使用 す る場 合

には 売 上 日計表 作 成 の時 に月 跨 にあ る程 度 の統 計表 を 作 る こ とは 可 能 で あ る。
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あるいは売上伝票
/

③
男

矧

月

月

男

員

法方

客

品

域

売

売

高

地

賑

賑

顧

必要な項 目で分類する

月

月

月

1

2

3

商 品 別 売 上 統 計 表

10001010

× × ××

× × ××

× × × ×

1030…

× ×

× ×

× ×一
月

月

月

ー

ウ
4

3

販 売 員 別 売 上 統 計 表

・

×

×

×

B

×

×

×

×

×

×

×

×

×

c

×

×

×

×

×

×

D

×

×

×

各 種

販売統計表
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・⇔涜 上 集 計表 の作 成

売 り場 に 配 置 され た レ ジ ス タ ・の テー プ とそ の 中の 現金 とを照 合 して過 不 足

を 計算 し,当 日の売 上 統 計を とる こ とは 普 通 に行 なわ れ て い る。 も し現 金 以

外 に掛 売上 の あ る場 合は 売 掛金 の回 収高 が現金 売 上 に加算 され る こ と もあ るか

ら,掛 売 上 の入 金 を 除 き,当 日の掛 売 上 高 を 加 算す れ ば 当 日の売 上 高 が 計算 で

き る。

レジ スタ … では受 取金 額 の印 字 と同時 に,1桁 あ る いは2桁 の 売 上 げ 区分 コ

ー ドが 印 字 され る か ら品 目別 売上 げ は 補足 で きな くて も部 門別集 計は 容 易 に把

握 で き る。 また,レ ジ ス タ'の 配 置 は決 ま って い るか ら売 場別,あ るい は地

域 別 の 売上 集 計 も とれ る。

各企 業 で必 要 とす る分 類 を行 な って 当 日分 の 売上 日計表 を作 成 す れ ば,こ れ

を も とに して売 上 月報 の作 成 も容易 で あ る。 会 計 機,あ る いはPGS,

EDPSに よる業 務 処 理 も,ほ とん ど同様 に処 理 さ れ る。

卸売 業 の場合 の 売上 集 計 は,現 金 売 り と掛 売 りの 区別 を す る必 要上,売 上仕

訳 の処 理 を同 時 に行 な う。 売上 伝 票 に記 入 した仕 訳 を,売 上 取引 の 発生 順 に

逐次 記録 し,売 上 高 を 現金,売 掛金 等 の 科 目に仕 訳 す る。 伝票 会 計 シ ステ ム

あ るい は機 械 化 会 計 シ ステ ムで は仕 訳 帳 の記入 は不要 にな る こ ともあ る。

○ 販 売 促 進 の た め の売 上 集 計 表 の作 成

流行 性 の あ る商品 の 販 売傾 向 を 把握 し,仕 入業 務 に反 映 させ るた め に は,こ

の情 報を 短 い サ イ クル で 迅 速 に把握 す る必 要 が あ る。 その た め の方 法 と して,

受 注 ・受 上 が確 定 す る とそ の時 点 で,品 番・,品 名,色,柄,サ イ ズ,金 額,仕

入 先 ・ あ る いは 品 目に よ つては 重 量な どの デー タ ーを プ リパ ンチ して お い た カ

ー ドを・ 管 理 サ イク ル ご とに集 計 して,的 確 な 売筋 の商 品 を とらえ るこ とが 行

な わ れ て い る。 金 額 面 で の把握 に と どま らず,数 多 い商 品 の単 品 別 の動 向 を

迅速 に把 握 す る こ とが で き るの で ・ このデ ー タ を直 ち に仕 入 業 務 に 反映 させ,

品切 れ 損 失 を小 さ くす るの に貢 献す る こ とが で きる。

タ グ ・シ ステ ム,あ るい は プ リ ・パ ンチ ・カー ドとEDPSの 併 用 に よ りこ

の 方 法は,か な りの 効果 を あ げ て い る といわ れ てい る。
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昨年度実績

売 掛 伝 票

隔 〕-Lノ

○売場別売上集計

o地 域別売上集計

o品 目別売上集計

o売 上 日報 一ー一1>・:.

o品 目別 売上 明細 表

O売 場 別 売上 明細 表

o地 域別 売 上 明細 表
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売 上 日 報

コ ー ド 品 名 金 額

1010A× ×

1020B× ×

1030C× ×

/～ ノ
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/

已 品 ・一 ド
プ リ ・パ ン チ あ る い は タ グ

必要 とす るサ イク ル ご とに収 集

品 目別 ・そ の他 必要 項 目に よ り分 類

品 目別売上集計表

5.5.ろ 資金管理業務 の処理

資金 の運用 と調 達 を計画的 に行な うには,資 金 計画が 必要であ り,そ のた めに

資金運 用表 と資金 繰計画表が 作成 され る。 資金運 用表 の作成は単純な もので・

当期の数字から前期 の数字 を差 引 くだ けの ものである。

現金 ・預金 の収支を表示する もの としての資金繰計画 表は,将 来 におけ る資金

需要の 予測 と対策 を講 じる目的の ため に作 成 される。 過去の実績 を正確 に把握

しなければ な らないから毎月末 に資金 繰実績表を作 成 し,こ れに もとついて翌 月

以降 の計画 をたて る ことにな る。 区分は収入 ・支出 ・残高の3項 目であ り,こ

れを月別 に表示 して各半期別,事 業 年度別 計を付 して一覧表 として作 成す る。

売掛金 の回収,買 掛金 の支 払は 資金 管理 の主要部であ り,そ れぞれ の残高を正

確 に把握 し,収 支 の時点 をも明示 され るよ うに して,資 金管理に貢献 させる。
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資 金 繰 表

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一

'収

入

売 掛 金 回 収

受 取 手 形割 引

借 入 金

そ の 他 収 入

合 計

支

出

支 払 手 形 決 済
、

買 掛 金 支 払

給 料 手 当

諸 経=費

支 払 利 息

小 計

設 備 支 出

仮 払 金

そ の 他 の 支 出

合 計

前 月 繰 越
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3.5.4受 取手形 ・支払手形の管理業務

売 買行為 の決済手段 として振 り出され る商 業手形は期 日まで保 有 して回収する

仕方と・期 日前 に銀 行等 において割 引手数料 を支払 って取 引され る仕方,あ るいは

裏書譲渡 を して支 払 いにあてる仕方な どかある。 しか し,決 済期 日にな つて も

資金 繰の都合上 振出人 あるいは支払人が これを決済で きな い場合 は,い わゆる不

渡 りとなる。 この よ うな 危険 を防 ぐため 日常 の資金 繰 と手管の管理は慎重に行

なわれなければ ならな い。

受取手形 管理は,

決済月別受 取手 形残高表

受取手形得 意先別残高表

割引手形残高表

の3表 を 作成 して 管 理 され る。

支払 手形の発行 は慎重 に行なわれ るか,手 形支払伝票 にもとつ いて

支 払手形 記入帳

銀行刑期 日別決 済表

を作成 して管理 資料 とす る。
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受 取 手 形 管 理 表

○ 決済月別受 取手形残高表
×年 ×月 × 日現 在

4月
L

5月 6月
ll

7川8川9月 幽 合㍉
手 持 残 高

,

1
割 引 高

1
}合 計

1

裏 書 高
‖ 　

}
{

○受取手形得意先別残高表

×年 ×月 × 日現 在

得 意 先 前月残高 受領高 決済高 残 高 限度額 過不足

.

i

1

○割引手形残高表

区 分

銀 行

銀 行

x× 信 託

計

× 年 × 月 分 、 × 年x月 × 日

前月残高 当月割引高 当月決済高 当月残高 割引限度額
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支 払 手 形 管 理 表

○ 手形支払伝票

発.行%

発行年月 日

支 払年 月 日

支払先% 支 払 先 名 摘 要 科 目

手 形 期 日 決済銀行名 手形種別

|

金 額

○ 支払手形記入帳

{
年月 日

寿
%.

支払先

%.

摘 要

コー ド 摘 要 期 日 決済銀行名 決済金額 支払残高 照 合

○ 銀行別期 日別決済表

銀行名
5月 決済 6月 決 済 7月 決 済 8月 決 済 9月 決済

10月 以降
決 済 合 計

口数 金額 口数 金額 磁 金額 畷 鍾 口数 金額 口数 錨 口数 錨

計
1
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3.5.5あ る繊 維 製 品 問 屋 に お け る事例

各 地 区 ご とに配 置 され た 販 売 員が担 当地 区 の衣 料 スー パ ー ・マ ーケ ッ ト・ 百 貨

店,小 売 店 な どか ら商 品 を受 注 す る と・本 店 あ て に 註文 書 の内 容 は ・商 品 コー ζ

品名,サ イ ズ あ るい は色,数 量,単 位,単 価,納 期,摘 要,で あ るが,こ の他 欄

外 に販 売担 当者 名 を 記入 す る よ うに な つて い る。 本 店で は ・ この 註文 書 に従 っ

て 本 店 に手 持 ち して い る もの は 本店 よ り註 文主 へ 註文 品 を発送 す るが,手 持 品 が

な い 場合 に は他 問 屋 あ る いは 他 の メ ー カ'に 註 文 を 取次 ぎ,商 品 を発註 主 宛直 送

させ る か あ る いは 自 店経 由 で 発 送 す る。 商 品 出荷 の 時 には 出荷伝 票 が発 行 され

商 品 と共 に送 られ る。 出 荷伝 票 の 内容 は 註 文 書 と同 じで あ るが ・ そ の ほか に発

送 法 に つ い ての記 入 が行 な わ れ てい る。 同時 に売上 伝 票 と請 求 書 が ワ ンライ テ

ィ ン グで起 票 され る。

売 掛 金 の 請求 は,こ の 売上 伝票 をも と に して毎 月 一定 締 切 日に 当 月売 上 を合 計

し,売 上 代 金 の請 求 を行 な う。 売上代 金 の 回 収 は,担 当 員 の集 金 のほ か ・ 郵送

、され る こ ともあ り,銀 行 振 込 み が行 な わ れ る こ ともあ る。 手 形 に よ る回 収 もあ

るの で こ の管理 は 別 に行 な われ て い る。

年2回 の期 末 棚 卸 調査 に よ り,商 品の在 庫 が 実 際 に調 査 され るが,在 庫 台 帳 と

一 致 しな くて も一 品 目 にっ ぶ:てあ る限 度 以 下で あれ ば不 問 にす る体 制が とられ て

い るo

仕 入 れ あ るいは 他 店 へ の 註文 取次 に つ いて の処 理 は,前 述 の 註文 書 と同 じ項 目

の伝 票 で処 理 が 行 な わ れ代 金 の支 払 いは先 方 の請求 をま つて 行 な われ る。

上 記問 屋 は 年商10億 円程 度 で あ るが,繊 維 問屋 と しては 典型 的 な もの で あ る。

店 に お け る販 売事 務 の 処理 は,専 任の 事 務 員一 人 だけ で処 理 され て い る。

5.5.6あ る スーパ ー マー ケ ッ トにお け る事 例

あ る大 手 の スー パ ー マ ーケ ッ トは,本 部 機 構 の一 部 にデー タ ・処 理 の た め の

組 織 を設 置 し,POSと 中 型 電 子 計算 機 を 利用 して,社 内 の す べ て の販 売事 務 の

処 理 と各 種 の 販 売管 理 資料 の作 成 を して い る。 そ の業務 の大 要 は次 の 通 りで あ

る。

○ 仕 入 関 係 業務

仕 入 報告 に も とつ い て,部 門別 仕入 管 理 表 を作 成 し,更 に 買掛金 管理 のた めの
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資料 と して仕 入先 別 買掛金 一覧 表 を作 る。 ,さ ら に同 じデ ー タ の分 類 を替 え'

て,仕 入 先商 品部 門 の仕 入一 覧 表 を作成 して い る。 買掛 金 管理 は仕 入 デー タ'

・に も とつ いて 買掛 金 一覧 表 を作 成 す る に とど あ,事 後 の処 理 は担 当 部 門 で行

な わ れて い る。

毎 日処 理 され る デ ー タ 処 理 の約 半分 は,こ の仕 入関 係業 務 の 処理 にあ て ら

れ て い る。 買掛 金 管理 の た め の 処理 で あ るた め,仕 入 先 コー ドと仕 入 金 額 の

検証VC¢ 慎 重 な考 慮 が払 わ られ てい る。

○ 売上 関 係業 務

スー パ ー,マ ー ケ ッ トの 売上 の特 徴 と してあ げ られ る よ うに現金 売 りのみ で

あ るた め・売 掛 金 管 理 の た め の複 雑 な事 務 処 理 は 行 な う必 要 が な い の が特 徴 で

あ る。 各 地 に配 置 さ れた 営 業 店,さ ら にその 売 場 ご とに配 置 され て い る レジ

スタ ・の売 上 を集 計 す れば,直 ち に 当 日分 の 売 上が 把握 され る わけ で あ る.

レジ スタ ー一・で 把握 され た金 額 以外 に は売 上 げ は な いの で売 上 計算 は単純 な合 計

計 算 の み で終 了 す る。

各 レジ スタ ーの デ ー タ は,売 上 記録 の 際 に商 品 部 門別 コー ドが 少 な くとも

t桁 が同 時 に印 字 さnて い るか ら,こ れ を も と に して 部 門 別の 売上 げ集 計 も行

な え る よ うには な つて い る。 日報 と して 各 レジ穴タ… で の売 上 記録 を集 計 した

売 上 集 計表 が作 成 され る他,売 上 累 計が 同 時 に,マ ス ター ・ファイ ル更 新の 作

業 と して処 理 され ・ 月末 には 売上 統 計表 が作 成 されて い る。

レジ スタ で 作 られ た 売上 げ テー プの デ ー タ・ごを,売 り場 別 に現金 とチ ェ ッ

クした後,営 業 店 こ とに取 りま とめ,全 社 的 に集 計す る作 業 は,タ イ ム ・ラ グ

があ るの で,こ の 時 間 差短 縮,お よび キー ・パ ンチ作 業 軽 減 のた め に,レ ジ ス

タ ー'のジ マー ナル ・テ ー プ を直 接OCBで 読 み と って 磁 気 テー プ に変 換 し,電

算 機ヘ ィ ンプ ッ トす る方 法 が 実 施 され よ う と して い る。

スー パ ー ・マ ー ケ ッ トの 商 品 売 上 げ は単 価 が 安 いた め,売 場の 売 上 を リア ル

・タ イ ムで把握 す るの は 経 済 性 の 点 で疑 問 で ある。

○ 在庫 計算 業 務

取扱商 品は各 営業 店 ご とに約1万 品 目あ り,商 品単 価 が安 いた め,こ れ ら商

品 の完 全 な 在庫 把 握 は無 意 味 で あ り,商 品 在庫台 帳 は 作 成 され て い な い。

仕 入 業 務 は全 社 統 一 して行 な わ れ,売 上 計 算 も同 様 に全 社 統一 した 形 で処 理
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され てい るた め,商 品部 門別 に あ る期 間の仕 入 ・売 上 の差 額 計算 を行 な って,

期 間荒 利 益 計算 が 行 な わ れ るだ けで あ る。 現 実 には仕 入 商 品 は全 部 売 りつ く

す 販 売 政 策 が とられ て お り在 庫 計算 の 必要 が な い と も言 え る。

仕 入 一売 上=在 庫

で あ るカ㍉ 仕 入 時点 で 売上 を予 想 して 現実 に仕 入 を 行 な って お り・ 仕 入金 額 の

a1%程 度 が売 れ 残 りrcな るだ けで あ る た め,在 庫 計算 の必 要が な いの で あ る。

○ 配 送 関 係業 務

仕 入 ・納 品 された 商 品 を営 業 店 に 配送 し,販 売 され るが,地 域 の 特殊 性 に よ

りあ る商品 の 売残 りが でた り,特 に売 行 き の よ い商 品 の発 生 す る場合 が あ る。

こ の 場合 の 処 理 と して は営 業 店 間 の商 品 の移 動 が 行 なわ れ る が,営 業 店 単 位 で

み る と商 品 の 仕 入 あ る いは 返 品 が あ つた と同様 の 処理 にな る。 この事 務 処 理

を行 な って 全 社的 には 大 量仕 入,売 残 りな しの販 売政 策 を実 施 して い る。

○ 管理 資料作 成業 務

上 記 の商 品 計算 業 務 の 他 に,営 業 店 別 の売上 実 績 把 握,営 業 概 況把 握,月 次

荒 利 推定,予 算,実 績対 比 な どの作 業 が,商 品 計算 業務 の 処 理 と併 行 して 行 な

われ てい る。 これ らの ア ウ ト ・プ ッ トは各 レベ ル の管理 者 が 利 用 しや す い形

で作 られ て い る のが特 徴 的 で,営 業 店 則,売 場別,商 品 別,商 品部 門別,に 販

売 実 績,利 益 率 の把握 が な され る よ うに な つてい る。

上記 の業 務 関連 図 を次 に示 す。 矢 印 は,仕 入 関 係業務 の処 理 に は配 送 関 係

業 務 の アウ トプ ッ トが使 用 され,、仕 入 関 係業務 の ア ウ トプ ッ トは在 庫 関 係 業 務

の処 理 と,管 理関 係業務 の 処 理 に使 用 され るこ と を示 す。
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あ る ス ー パ ー ・マ ーケ ッ トにおけ る 販売 関係 業務 処 理 関 連 図

/
配送 関連)

o期 間実績荒利益表

三型竺)

o部 問別

仕入管
理表

o買 掛金
一覧

o売 上集計表

o売 上統計表

o営 業 概 況

o月 次推定荒利益表

O予 実 算 対 比 表

1

経営計画
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5.5.7あ る液体 プ ・パ ン ・ガ ス元 売店 に おけ る販 売 事務 処 理

石 油精 製業 者 か ら購入 したLPGを,消 費者 に直 結 して い るプ ロパ ンガ ス小 売

店 に配 送 す る業 者 で あ る プ ロパ ンガ ス元 売 店 で の販 売事 務 処 理 は,元 売店 一 小

売 店 の 関係 だけ で は,単 一商 品 の受 註 販 売 で 売掛金 管 理 が 行 な われ るだ けの 簡 単

な も の で あ る。 しか し,LPG保 安 規 準の専 守 が も とめ られ る こ と,プ ロパ ン

ガ ス容 器 の管 理 が 必 要 な こ とが あ って 小 売 店で の事 務 処 理 に は,仕 入 売上 の

金 額 面 だけ の 把握 では す まな い問 題 が あ り複雑 で あ る。

従 って小 売 店 での 消 費者 との 交渉 にあ た り,元 売 店 が 発 行 す る統 一 伝 票 に よ り

受 註 ・売 上 ・代 金 回 収,保 安点 検 を行 な い,元 売 店が 用器 管理,配 送 を総 括 して

行 な うべ く計画 され て い る。 元売 店 で は,小 売 店 よ り回 収 した 売 上 伝 票 に よ り

小 売店 ご との 区分 経 理集 計表 を小 売 店の た め に作 成配 布 す る よ うに して 販 売 店 の

系 列 化 が 進 めら れ て い る。

区分 経 理 集 計 表 の 内容 は,ガ ス,器 具,配 管 につ いて の売 上 高,売 上原 価,販

売 経 費 を 日報 形 式 で表 出 して 月報 の形 に累 計す る もの で あ る。 作 表 作業 は転 記

だ けで処 理 され る 簡単 な もの で あ りな が ら,小 売店 で 作表 す る のは 難 が あ る もの

の よ うで あ る。 元 売店 では 事 務 専 任者 が これ を作 表 す る こ とは 負担 で もな く,

小 売 店 の 販 売 動 向 が把 握 で きて 系 列 化 を進 め る こ とが で きる ので あ るか ら,小 売

店 で の事 務 処 理 を 元売 店 で集 中管 理す る方 策が とられ つ つ あ る。

5.5.8販 売 事務 の 標 準 化

○ 単 品管 理 に つ いて

販 売店 で 取 扱 う商 品 の 種 類は,百 貨 店 では20～40万,ス ー パ ー マー ケ

ッ トで10万 程 度・ 専 門 店 では これ よ りは少 な くて も1万 程 度 で非 常 に多 く,

しか も単 価 が 安 いた め に,個 々 の商 品 につ いて仕 入 ・売上 ・在 庫 の商 品 計 算 を

行 な い ・物 品 の管 理 をす るこ とは時 間 的・ 経 済 的 に み て不 可能 で あ る。 した

が つて,極 め て限 られ た 一 部 の 重要 品 目,あ るい は 利益 率 の 高 い商 品 に つ いて

のみ 単 品 管 理 を実 施 し,残 りの大部 分 の商 品 に つ い て は部 門別 管 理 に とど ま つ

てい る。 しか し,電 算 機 の記 憶 ・演 算 処 理 能力 を も って す れ ば,全 品 目 につ

いて 精 緻 な 単品 管 理 を実 施 す る こ と も可能 で あ る。 単 品 管 理 の 範 囲 の拡 大が

予 想 され るか ら・ この方 面 にお け る商 品 計算 の プ ロ グラ ムの標 準 化 を行 な う段
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階 にな つて きてい る と考 えて も よ いで あ ろ う。

○ コー ドにつ いて

販売業 務 の処 理 の場 合 だ け に限 らず,一 般 にPCS,電 算 機な どに よ るデ ー

タ ㌔処 理 にお いて 重 要 な 問題 とな るのは,デ ー タ 項 目識別 の た め の コー ド化

の方 法 で あ る。 コー ド化 の た めの 各 種 の方 式 が提 案 され ・そ れ ぞれ の 目的 に

あ つた 方 式 に従 って コー ド化 が 実 施 され,利 用 され てい る。 更 にデ ー タ ー処

理 が 一 般 化 して きた 現状 にお い ては,

デ ー タ の 体 系化

デー タ ・処 理 シ ス テ ムの 効 率化

デ ータ 互 換 性 のた めの 標 準化

を し よ う とす る 動 きがあ る。

販 売 事 務 の処 理 にあ た つて も,勘 定 科 目,品 名,品 種,取 引地域 ・顧 客・取

引 条 件 な どに各 種 の コー ドが利 用 きれ るが,こ れ らは今 後 可 能 な か ぎ り標 準化

し,共 通 の コー ドを 用 い て無 用 の 混乱 を避 け る方 向 に進 ん で行 くべ きで あ ろ う。

○ デ ー タ ーの 検証 方 式 に つ い て

原 始 デ ータ を穿孔 す る場 合 の誤 りは,処 理 を重複 す る検乱 機 の 利 用・ あ る

いは プル ー フ.リ ス トを作 成 して 比較 照 合 す る こ とに よ り大部 分 の も のが検 出

・修 正 可能 であ る。 しか し,原 始 デ ー ター 自体 に誤 りが あ つた 場合 の 誤 りの

発見 は 困難 で あ る。 余 分 桁 を設 定 して兄 長 度検 査 を行 な った り・単 価 チ ェッ

ク,限 度 チ ェ ック,バ ラ ンス ・チ ェ ッ ク,合 計 チ ェ ック な どの方 法 に よ り誤 り

の検 出 をす る と同 時 に修 正 の 方 法 を,シ ステ ム設 計 の段 階 で 考 慮 しな け れ ぽな

ら ない。 誤 り発 見 時 点 で,直 ち にエ ラー修 正 ラ ンに入 れ る よ うに・ メモ リー

.タ ンプ を行 な って お く と とも に,修 正 デー 痴 を受 付 け る よ うに シ ステ ム設

計 して お かな げ れば な らな い。 デー タ 処 理 の正否 は,こ の誤 りデ ー タ、 の

検出.修 正 の問題 を いか に 解決 す るか にか か つて い る とみ て も過 言 で は あ る ま

㌧ 、o

Oデ ー タ ー処 理の基 本 型 につ いて

一般 に ,情 報処 理 シ ステ ム に よ り,事 務処 理 を行 な う にあ た つて は,次 の よ

うな基 本 型 を挙 げ る こ とが で き る。

1.原 始 デ ー タ の 収 集 ・記録
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2

3

4

5

しか るに デ ー タ ・

万別,一 定 で はな く,業 務 を販 売事 務 処 理 に限 定 して も取 扱 商 品,販 売 店,の

種 類 ・規模 に よ り異な る のが 普通 で あ る。 また デー タ ー処 理 の 目的 は 同 じで

あ つて も,入 力 出 型式,処 理 方 式が 異な る こ とが 多 いの で,要 求 す る者 全 て に

共通 に利 用 で き るプ ロ グラム を開 発 す る こ とは 非 常 に困難 な 問 題 であ る。 そ

こ で販 売事 務 に限 らず,一 般 に事 務 処 理 の た めの共 通 プ ロ グラ ムの作 製 は 諸 条

件 に よ り制約 を うけ ざ る をえ な い。

デ ー タ ・処 理 の 分 野 を,販 売 管理 資料作 成 の面 に向 けた 場合 に も同様 で あ り

入 出力 の 形 式 と処 理方 式が 全 く同 一 の 経営 管 理 資料 は 同業種 の 企業 の 中 にあ つ

て も作 成 され るこ とは ま ず な い。

従 って販 売事 務 処 理 あ るいは 販 売管 理資 料 作成 の た めの標 準 プ ロ グラ ム.パ

ッケー ジ としては,入 出 力 フ ォー ムの 項 目 の提 示 と,処 理 方 式 の提 示 は各 機 種,

各 企業 によ り独 特 の制 約 を うけ る と考 え られ る。

デー タ ー の分 類

フ ァイ ルの作 成

フ ァイ ルの更 新

報 告 書 作成

,フ ァ イル,報 告 書 の種 類,形 式,量 は,業 務 に よ り千 差
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4.プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ の 導 入 と管 理

4.1導 入 の 要 因

プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジの導 入 は 主 と して,消 極 的 には フ.・ グラ ミン グの期 日,

コ ス ト,能 力 の問 題 で あ り,積 極 的 には 新 しい情 報 処 理 の思 想 と技 術 あ る いは標

準 化の 導 入 で あ る。 企業 あ るいは その 他 の組 織 に お け るEDPの 活 用 領域 の 拡

張 は 必 然 的 に 新 しい ソ フ トウ ェアを 要 求 す る。 こ の新 しい ソフ トウ ェアの 開 発

は,そ の 分 野が 独 特 な もの で 一般 性 を もた な い場 合 は ユ ーザ が 自分 で行 な うか,

外 注 に よる かな どの方 法 で な さな けれ ばな らな い。

しか し・ そ の活 用 領域 が 販 売業 務 の よ うに企 業 の規 模 や種 類 に よ つて,あ る程

度 類型 化 し,分 類 す る こ とが 可 能 で あ りその 類 型 に応 じて標 準 的な プ ・ グラム ・

パ ッケー ジが 開 発 され ,一 般 の ユ ー ザ に対 して無 料 あ る いは 有料(販 売 または 賃

借)で 提 供 され て い る ときは,そ の使 用 を考 え る こ とが で き る。

これ らの プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジ導 入 の も つと も根 本 とな るのは,新 しい活 用

領域 に お け るEDP化 の要 求 で あ る。 した が つて,こ のEDPイ ピの要 求 が 如 何

な る要 件 を 満 そ うと して い るの か を まず 整 理 した 上 で プ ロ グラ ム.パ ッケー ジの

評価 ・選 択な らび に導 入 の決 定を しな け れ ばな らな い。 そ こで整 理 すべ き事 項

は,

(1)EDP化 の 目標は 何 か

② そ の た め に必 要 な 作業 量 は 概算 どの位 か

(3)利 用 で き る資 源は どれ だけ か

(4)期 限 は い つ まで か

あ る部 門 をEDP化 す る ときは,お の つか らEDP化 に ょ つて期 待 す る効 果 が

あ る筈 で あ る。 そ の期 待 がEDP化 され る部 門 の直 接 的 な経 費 削 減 を矛1の 目

標 とす る か・ そ の部 門 にお け る情 報 処 理 の 高速 化 と正 確性 を まず求 め るの か, .経

営 あ る い は管 理 のた め の 資料 作 成 を中 心 課題 とす る の か,あ る いは また全体 の 情

報 シ ス テ ムを効 果 的 に組 立て るた め にEDP化 が是 非 とも必 要 な の か,そ れ とも

以 上 の よ うな 場合 と異 な って,あ る特殊 な問 題 を 解決 す るた め にEDPを1時 的

あ る い は 長期 的 に 用い よ う とす る の か,な どを まず 明 らか に して お かな け れば な

ら な い。
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以 上の いず れ かの理 由 に よ つて,以 後 の プ ・グラ ム ・パ ッケ ー ジの評 価 ・選択

の基 準が おの つ か ら異 な って くる筈 で あ る。

目標 が設 定 され た な らぽ,そ の 目標 達 成 のた め に必 要 な 作業 量 の大 ま か な見積

りが 要求 され る。 作 業 の 中心 とな るの は対 象の 解 析・ シ ス テ ムの設 計 か ら始 ま

って プ ロ グラ ムの 完 成 に到 る まで の ソ フ トウェ ア開 発 の ため に要す る作 業 で あ る

が,実 施 の段 階 に おけ るさ ま ざまな作 業,た とえば 初期 の 関係 部 門 ・要 員 に対 す

る教 育,フ ァイ ル の作 成,そ の後 の 実行,保 守な どに要 す る作 業 量 も計算 に入 れ

て お かな け れ ば な らな い。

必要な作業 量の概略が計算 できた ら・ まず ソフ トウェアの自己開 発が可能であ

るか考 え てみ るの が順 当で あろ う。 そ の ソフ トウ ェア開 発 に 利用 可 能 な資 源 す

な わ ち ハー ドウェ ア とソフ トウ ェア お よ び人 的 資 源 を検 討 し,そ の 資 源 内で 期 日

まで に要 求 され る ソ フ トウェ アの 開発 が 困難 であ つた り,そ の ソ フ トウ ェアの 内

容が 高度 で利 用 で き る人的 資 源 で は 開発 が 技 術 的 に困 難 であ つた りす る場 合 は 開

発 の外 注 や プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジの導 入 が考 え られ るこ とにな る。

つ ぎの 期 限 的 な問 題 で あ るが,ソ フ トウ ェ アの開 発 は周 知 の よ うに予期 せ ざる

障害 が 多 く起 り完 成 の期 日を厳 密 に ま も る こ とが しば しば困 難 にな る。 した が

つてEDP化 の期 限 が 相 当な 重 要 性 を もち,し か もそ のた め の ソフ トウ ェ ア作 成

が 期 日内 で は困 難 な 場合 は既 製 の プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジを利 用 す る こ とが 考 え

られ るが,プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジを 実 際 に用 い るた めの 修正 ・変 更 に要 す る労

力 と時 間 を少 な く見 積 って は な らな い。

以上 の よ うな要 因 を種 々考 え 合 わせ る と,プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの導 入 が 考

え られ るの は該 当 す る よ うな プ ロ グラ ム ・パ ッケー ジが 取 得 可能 で ・つ ぎの よ う

な諸 条 件 の ときで あ ろ う。 た だ し,い ず れ の場 合 にお いて も使 用 者 に よ る開 発

や外 注 に よる開 発 な ど と対 比 しな が ら考 え なけ れ ば な らず,ま た プ ログラ ム ・パ

ッケー ジ の導 入 にお い て も購 入 か賃借 か を検 討 してみ る必要 が あ る。

(1)プPグ ラ ム ・パ ッケー ジの使 用 が も つ とも経 済 的 あ るい は能 率 的 で信 頼 性

のあ る場 合

(2)期 日的 に プPグ ラ ム ・パ ッケー ジ使 用 が求 め られ る場合

(3)資 源的 に内 部 開 発 が で きな い と き
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(4)要 員の 教育 ・訓 練 用 として考 え る とき

㈲ 情 報 シ ステ ム た対 す る 新 しい思 想 ・技術 あ る いは標 準 化 の導 入 材 料 として

考 え る とき

以 上 の いず れ の 観点 か ら プ ロ グラ ム ・パ ッケー ジを導 入 す る か に よ つて,プ ログ

ラ ム ・パ ッケー ジに対 す る 評価 ・選択 の 際 に各 要 因 に対 す る ウ ェ イ トが 異な って

くる。

一99 一



4,2導 入 の 条 件

前述 の各 場 合 につ いて,プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの 導 入 が 所期 の 目標 を達 す る

た め には如 何 な る考察 が 必 要 であ る か,も う少 し検 討 を加 え て み よ う。

(1)の プ ロ グラ ム.パ ッケー ジ使 用 が も つ とも経済 的 か 能率 的 で 信 頼性 の あ る処

理 が な され る とい う予 想 が 成 立 つ場 合は,ソ フ トウ ェア の 自己 開発 に よ つて得 ら

れ る経 験 と要 員訓 練 の 効 果 を 多少 犠牲 に す る こ とを除 け ば 比 較 的 問 題 が少 な いで

あろ う。 ただ し プPグ ラ ム ・パ ッケー ジに よる処 理 法 の 理 解や 修 正 ・変 更な らび

に実施 に伴 な う要 員訓 練 な どを不 当 に軽 く見積 って は な らな い。

また経 済性 や 能 率性 は 新 しいEDP化 の分 野 内 の み で 判断 せ ず,〆広 く情報 シ ス

テ ム全体 の 立場 か ら他 の部 分 と有 機 的,合 理 的 に結合 す る か考 え てみ な けれ ば な

らな い。 この 点 プ ロ グ ラム ・パ ッケー ジの 使 用が 短 期 的 ・1時 的 な もの で あれ ば

多少 の不 便 は 忍 ぶ と して も効 果 が期 待 で き る。 しか し長 期 的 に プ ログラ ム ・パ

ッケ ー ジを 使 用 す る場合 は 慎 重 に検 討 を 加 え て修 正 ・変 更 を 完 全 に行 な わ な け れ

ば な ら な い。

(2括 目の ソフ トウ ェ ア作成 の期 限 が 自己 開 発 や外 注 な どに よる新 た な開 発 を許

さな い 場合 は既 製 の プ ログ ラ ム.パ ジヶー ジを 使用 す る の が残 され た方 法 で あ る。

この ときは主 た る 目的 の処 理 が正 確 に な され て い るな らば 他 の 条 件 は あ る程 度 我

慢 しな けれ ぽ な らな い。

しか しプ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジの 選択 に 当 って は プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジを1

時 的 に使用 して 時 間 を 稼 ぎ,新 た な ソ フ トウ エア を開 発 し よ うとす るの か,漸 次

そ の プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジを修 正 ・変 更 し て要 求 を充 足 す る もの に し長 期的 に

使用 とす る のか,両 方 の 場 合 を 念 頭 に お い て プ ログ ラム ・パ ッケー ジ を評 価 選択

を しな けれ ば な らな い。

また,こ の場 合 は プ ログ ラム ・パ ッケー ジの 修 正 ・変 更 お よび 実施 に対 して も

期 限 が厳 しい か も知 れ な い。 した が つて プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジの 提 供 者 の サ ー

ビス態勢 も十分 に考 慮 しな け れ ば な らな い。

(3)は ソフ トウ ェ ア開 発 に要す る資 源が 不 足 な ときで,資 源 の 量す なわ ち アナ リ

ス トや プ ログ ラ マの 人 数 あ る いは ハ ー ドウ ェ アの使 用 可能 な 時 間 が 不 足の とき と,

資 源の質 的 な もの,す な わ ち ア ナ リス トや プ ログ ラマ の 知 識,能 力,熟 練 度 な ど

が不 足 してい る場 合 とがあ る。
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資 源 の 量 的 な ものが 不 足 して い る ときは,プ ロ グラム ・パ ッケー ジの導 入 に お

いて も,プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジの 内 容 の 理 解 と導 入 の準 備 お よび 実 施 にお い て

もそ れ 相 当 の 人数 と 日数 を 要 し,理 解 不十 分 な ま まの導 入,実 施 や 粗 悪 な プ ログ

ラ ム ・パ ッケー ジの導 入は 無 用 な 混乱 を 招 き所期 の効果 を果 せ な い こ とにな る こ

とに注 意 しなけ れば な らな い。

また 資 源の 質 的 な もの が 不足 して い る とき,す な わ ち 新た な ソ フ トウ ェ ア開発

に要す る技 術が アナ リス トや プPグ ラ マの能 力を 越 え る ときは 信 頼 の あ る プ ログ

ラ ム ・パ ッケ ー ジを導 入す る こ とが考 え られ る。 この 場合 は ・ た とえ ソ フ トウ ェ

アの開 発 には 技 術的 な 困難 が あ る にせ よ,導 入す る プ ログラ ム ・パ ッケー ジで用

い られ てい る情報 処 理 の技 術 的 内容 を理 解 し,処 理 が正 確 妥 当 に行 な わ れ て い る

か ど うか を チ ェ ックで き る よ うでな け れ ば な らな い。 わ れ わ れ の 経 験 は大 規 模

で複 雑 な プ ロ グラ ムが 完 全 無 欠 に作 られ て い る こ とを期 待 す る のは 非 常 に困 難 で

あ る こ とを教 え てい る。 そ して,こ の場 合 もプPグ ラ ム ・パ ッケー ジ提 供 者 の

サー ビスを導 入後 も期 待 しな け れ ば な らな いで あろ うか ら提供 者 の 保 守 サ ー ビ ス

の程 度 を 確 か め て お か なけ れ ばな らな い。

(4)番 目のEDPの 要 員 あ る いは 関 係部 門 の要 員 に対 す る教育 ・訓 練 用 にプ ロ グ

ラ ム ・パ ッケー ジを 利 用 しよ う とす るの はEDP導 入 の 初 期 の 場合 が 多 いで あ ろ

う。 こ の場 合 は・ そ の プ ロ グラ ム ・パ ッケー ジの処 理 内 容 が 簡 明 で,あ ま り特 殊

'な技 術 を 用
い た もの で な く一般 性 の あ る ものが 好 ま しい。 またEDP化 の 実 施 に

当 って も問 題点 が少 な く効 果 の 大 き い ものを対 象 とするのがよいが,現 行の情報システ

ムや 将 来 の情 報 シ ステ ムの 構 想 に そ ぐわ な い もの で あ つては 困 る
。

お わ りの㈲ 番 目は 新 し く開発 され,発 表 され た プ ログ ラム.パ ッケー ジの な か

に 興味 を覚 え,か つ有 益 だ と思 わ れ る もの が あ つた 場合 に種 々な要 因 を 考 え た 上

で積 極 的 に導 入 を し効 果 を試 み る よ うな場 合 で あ る。

この 場 合 は プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの処 理 に対す る信 頼性 は 当然 で あ るカ㍉ そ

の プ ロ グラ ム ・パ ッケー ジ の導 入 に よ つて,シ ス テム に どの よ うな 思 想 と技 術 が

導 入 ざれ,ど ん な効果 を発 揮 す る だ ろ うか,あ るい は また,今 ま で の情 報 シ ステ

ムの構 造 に如何 な る変 革 を 与 え る だ ろ うか を考 え てみ な け れ ば な らな い。 さ ら

に また,そ の プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジで 用 い られ て い る思 想 や 技 術 よ りも,も つ

と 良い・ 現 在 の情 報 シ ス テム に相 応 しい方 法 がな いだ ろ うか検 討 して み る こ とも
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重要 で あ る。

また,標 準 化 の 非 常 に よ く行 届 い た プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジの導 入 は情 報 シ ス

テ ムの 標 準 化 の うえ に大 き な効 果 を もた らす で あろ う。

以 上 の ほ か に プ ログラ ム ・パ ッケー ジ導 入 の理 由 は種 々考 え られ るか も知 れ な

いが,い ず れ に して も導 入の 目標 を明 確 に し,そ れ に した が つて プ ロ グラ ム.パ

ッケ ー ジの 評価 選択 に対 す る評価 項Rの ウ ェ イ トを適 切 に決 めな け れば な らな い。
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一
4.3評 価 ・ 検 討

プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの評 価 ・検 討 は導 入 の 目標 に応 じて 重点 の 置 かれ 方 や

評価 ・検 討 の 方 法 が 異な って くるで あ ろ うが,一 般 的 には どの よ うな 評価 項 目が

あ る か考 え て み る と,

(1)処 理 の適 応 性

(2)処 理 の 正 確 さ と効 率

(3)実 施 に対 す る適 応 性

(4)拡 張 性

㈲ 修 正 ・変更

(6)フ ァ イル

(7)ド キ ュ メ ン テー シ ョン

(8)提 供 者 の信 用 とサ ー ヒス

(1)処 理 の適応 性

導 入 す る プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジに何 よ り求 め られ るの は,プ ログ ラ ム ・パ

ッケ ー ジ導 入 の最 大 目標 であ る情 報処 理 を行 な う こ とで あ るが,プ ログラ ム.

パ ッケー ジが要 求 され てい るす べ て の情報 処 理 を 行 え る こ とは少 な い で あろ う
。

した が つて,対 象 とし て いる プ ロ グラ ム ・パ ッケー ジが最 大 目標 の 情報 処 理 を

行 な うか・ そ して その 他 に要 求 さ れて い る情 報 処 理 の どれ と どれ が 処理 可 能 で

あ り,残 りの どれ が プ ロ グラム ・パ ッケ ー ジの修正 ・変 更 あ る いは ハ ー ドウ ェ

ア の機器 拡 張 に よ つて処 理 可 能 で あ るか,あ る いは また,プ ロ グラ ム.パ ッケ
〆

一 ジ 自身の拡 張 を 要 求 す る もの は どれ か整 理 して み る必 要 が あ る
。

ソ フ ト ウ ェ ア

ハ ー ド ウ エ ア 修 正 ・変 更 なし 修 正 ・変 更 拡 張

現 構 成

拡 張

そ して・ これ らの 各処 理 に対 して使 用 者 が 与 え て い る重要 さ とプ ロ グ ラ ム ・

パ ッ ケ ー ジの 処 理 の 方 法 とが釣合 う もので あ る こ とが 望 ま しい
。 その他 に ハ ー

ドウ ェ アの 構 成 の 変 化 に よ つて 処 理 方 法が どの よ うに変 って くる か,附 属 機器
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の一 部 故 障 な どの場合 も考 慮 に入 れ て調 べ て み る こ とも必 要 で あろ う。

また 使 用 者個 有 の 条件,た とえば 毎 月指 定 され る品 目 に対 す る奨 励販 売 の方

式 とか,支 店,特 約 店,販 売 店 な どの 格 差 に よ る出荷 あ る いは 販 売 方 式 の相 違

な ど,に 対 して適 応 す る処 理 が 可能 で あ るか,な どの処 理 に対 す る 柔軟 性 や 使

用者 の内 部 で行 な わ れ てい る標 準 化 方 式 に適応 して,こ れ を乱 す こ とが な いか

な ども検 討 し適 切 な対 策 を講 じてお かなけ れば な らな い。

(2)処 理 の正 確 さ と効 率

導 入 す るプ ・グ ラ ム ・パ ッケ ー ジが 如 何 に所 期 の 情報 処 理 を行 な うと して も

その処 理 が正 確 で 誤 りのな い もの で なけ れ ば 意味 が な い。 プ ロ グラ ム ・パ ッケ

ー ジの 処 理 で検 討 しなけ れ ば な らな い項 目は
,

④

◎

◎

㊤

㊧

処理の正 確性

デー タの チェ ック

例外事項 の処理

再運転点

処理時間

で あ つ て,こ れ ら を評価 す る た め に は プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジの す べ て の ル

ー チ ンを通 り,最 大 限 の ハ ー ドウェ アを 動か す よ うな テ ス トデ ー タ を か け るの

が1番 よい であろ う。 そ して そ の際,テ ス トデー タには 種 々 な 誤 りや例 外 事

項 が生 じる よ うな もの を入 れ て お く必 要 が あ る。

(3)実 施 に対 す る適 応 性

実 施 に対 す る 適 応性 は,ま ず 使用 者 の ハ ー ドウ ェアの構 成 で プ ログラ ム.パ

ッケ ー ジが効 率 的 な 処 理 を行 な う こ とか で き るか とい う こ とで あ り,あ ま り非

能 率 的 な 場 合 は ハ ー ドウェ ア の 機器 の拡 張 あ る いは プ ログ ラ ム.パ ッケー ジの

修 正 ・変 更 を行 な わ な けれ ば な らな い。

ま た ・ プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジに対 す る イ ンプ ッ トデ ー タが実 施 に際 して 容

易 に収 集 で き るか検 討 しな けれ ば な らな い。 イ ンプ ッ トデ ー タ が時 間 的,労

力 的,経 済 的 に収 集 で きる と して も他 の 処理 の イ ンプ ッ トデ ー タ と重 複 す る情

報 が あ る場 合 は 統 一 す る方 法 が な い か考 慮 してみ るべ き で あ る。 処 理 に おい

て も同様 に他 の処 理 とプ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの処 理 の1部 とが 重複 す る とき

は いず れ か に統 一 す る こ とを考 え るべ きで あ る。
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プ ログラ ム ・パ ッケー ジの 操 作法 に つ いて も機械 室 管 理 の 方 法 や オペ レー テ

ィ ング ・シ ステム との 関 係 を検 討 しなけ れ ばな らな い。

そ の他,標 準化 にっ い て,イ ンプ ッ トデ ザ イ ンや フ ァイル の 構 成 が 使用 者 の

定 め てい る標 準化 方 式 と矛 盾 しな い か調 べ て対 策 を 講 じて お か な け れば な ら な

し 、o

(4)拡 張 性

プ ロ グラ ム ・パ ッケー ジの拡 張 は 導 入 当初 は考 え てい な くて も将 来起 り得 る

可 能 性が 非 常 に 大 きいの で,プ ログラ ム ・パ ッケー ジの構 造,書 か れ て い る 言

語,フ ァイ ル,ハ ー ドウ ェ アの構 成 お よび プ ・グラ ム ・パ ッケ ー ジの提 供 者 の

サ ー ビスな ど種 々な点 か ら検 討 を して お かな け れば な らな い。

㈲ 修 正 ・変 更

プ ログラ ム.パ ッケ ー ジを 実 施 に移 す 場合 には 多少 な り とも修 正 ・変 更 を行

な わ な けれ ば な らな い こ とが 多 い で あろ う。 修 正 ・変 更 の 場 合 は プ ログ ラ ム ・

パ ッケー ジを修正 ・変 更 す べ き か他 の 部 門 を変 え るべ きか,可 能 性 が あ るな ら

ぽ 一応 は考 え てみ る と よい。

プ ログ ラム ・パ ッケー ジ の修正 ・変 更 の際 一番 問 題 にな るの は プ ロ グラ ム ・

パ ッケー ジの 構 造 お よび 書 かれ て い る 言語 であ る。 こ の点 に つ いて は 矛2章 で

述 べ てあ る事 項 が 参考 に な る と思 う。 プ ログ ラ ムの修正 ・変 更 は 慎 重 に行 な わ

な い と思 わ ぬ所 に影 響 をす る の で,不 必要 と思 わ れ て も可 能 な らば 提 供 者 の サ

ー ヒ スを受 け た 方が よい
。 また ・修 正 ・変 更が完 了 した な らぱ,そ の都 度 ド

キ ュメ ンテー シ ョンの整 備 を行 な い,こ れ を怠 た った り後 廻 し に した り しな い

よ うに注 意 しなけ れ ばな らな い。

(6)フ ァイ ル

プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジの 大 きな 評価 項 目の1つ は フ ァイ ル で あ る。 プ ロ

グ ラム ・パ ッケ ー ジの 拡 張 な ど に関 す る将 来 性,修 正 ・変更 な ど に対 す る 柔軟

性,そ れ に プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジの処 理 の効 率 や 標 準化 の 問 題 は す べ て フ ァ

イ ル に大 き な 関 係 を もっ。 フ ァイ ル に 関 して検 討 しなけ れ ぽ な らな いお もな

項 目は,

④ 必 要 十分 な情 報 が 入 って い る か

㊥ 効 率 的な 処理 が で き る よ うな構 造 か
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◎ 項 目の追 加 ・削除 が 容易 か

∈)情 報 量 の増 加 に対 して 柔 軟性 が あ る か

㊧ 再 運 転 点 や 保 護 の手 段 が 十分 か

◎ レーベ ル な ど標 準 化 が適 切 か

で あ り,こ れ らの 項 目は 相 互 に 関連 して い るの で 媒体 の性 質 と とも に関 連 づ

け なが ら考 慮 しな け れ ば な らな い。

と くに販 売業務 に お い ては 取扱 うチ ー タ量 が 多 く種 類 も さ ま ざまな もの が あ

り変 更 が しば しば 行 なわ れ るか ら,項 目の 追 加 ・削 除 が 容易 で 情報 量 が 増加 し

て も操 作 が 複 雑 にな らな い よ うな もので な け れば な らな い。

(7)ド キ ュメ ンテー シ ョ ン

他 人 の作 った プ ロ グ ラ ムは理 解 した 思 って も十 分 で な い 場合 が 多 い。 プ ロ

グ ラ ム ・パ ッケ ー ジには 実 施 の ため に,あ る いは 実 施 に おけ る異 常事 態,そ

の 他 拡 張 ・修 正 ・変 更 の た め に完 全 な ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ,ンを備 え て いな け

れ ば な らな い。'

プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジに備 え てい なけ れ ば な らな い ドキ ュメ ンテ ー シ ョン

は,

④

◎

◎

㊤

㊤

シ ス テム 仕 様書

導 入 仕 様 書

プ ログ ラ ム仕 様書

フ アイ ルイ上様 書

操 作仕 様 書

の よ うな もの で あ り,そ れ らが 標 準化 された 方 法 で分 り易 く書 かれ て いな け

れ ば な ら な い。

シ ス テム仕 様書 に は と くに,そ の プ ログ ラム ・パ ッケー ジで用 い た新 しい思

想 や技 術 に つ いて 述 べ プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの 能 力 と限界 を 明確 に して お か

な け れ ば な ら ない。 ま た ・ それ に したが つて導 入 上 の諸 問題 を 過去 の経 験を生

か し,問 題 を未 然 に 防 ぐよ うな導 入マ ニ ュア ル を仕 様 書 と して ま とめ てお く と

便 利 で あ る。

プ ログラ ム仕 様 書 は と くに修 正 ・変 更 を 意 識 して書 かわ て なけ れ ばな ら な い。

チ ータ名 も内容 を 理 解 し易 い もの に して・ 一 覧 表 を つけ て お くこ とが望 ま しい。
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フ ァ イ ル仕 様 書 に も,レ ーベ ル,項 目,桁 数,ム ー ド,ブ ロ ック数,あ る い

は 入 出力 や処 理 にお け る フ ァイ ルの相 互 関係 な ど一般 的な 記 入 事 項 の他 に 特別

な 手 法 を 用 いて い る ときは オペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム との 関係 も含 め て 詳 述

して なけ れ ば な ら な い。

操作 仕 様 書 も日常 の操 作 に簡 明で 便 利な もの と同 時 に詳 細 な もの が 必 要 であ

る。

(8)提 供者 の 信用 とサ ー ビス

プロ グ ラム ・パ ッケ ー ジの入 手先 に は メ ー カ ー とソ フ トウ ェ ア会 社 と他 の ユ

ー ザ あ る い は× 学 や研 究所 な どが あ る
。 いず れ の 入手 先 か ら提 供 を受 け る と

して も プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの 円滑 な導 入 お よび 実施 を 行 な うた め に は 提供

者 の 援助 を 欠 くこ とがで きな い か ら,提 供 者の 一 般 的 な信 用 ・サ ー ビ スお よび

導 入す る プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジに対 す る 信 用 ・サ ー ビスの調 査 を 省 くこ とは

で きな い。 提 供 者 のサ ー ヒスが

④

㊥

6

◎

㊧

教育 ・訓練

修 正 ・変 更

導 入

拡 張

プ ロ グラ ム ミスに よ る損害

な ど にお い て,ど の位 受 け られ るか あ らか じめ 知 って お かな け れ ば な らな い。

その 他 に提供 者 が そ の プ ・ グラ ム ・パ ッケ ー ジに 対 して,ど の位 の情 熱 と重 要

さを 与え てい る か とい う こ とが プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの保 守 と将 来性 に大 き

な 意味 を も つて くる。
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4.4導 入 管 理

以 上 の よ うな 検討 が お わ って,い よ い よ導 入 が 決 定 した な らば,そ れ に と もな

つて導 入 の 準備 と移 行 計画 を 立て な け れ ぽ な らな い。

導 入 に は,

(1)導 入 前 の シ ステ ム改善

② 修 正 ・変 更

(3)教 育 ・訓 練

(4)テ ス ト

㈲ 移行

の各段 階が 必 要 で あ る。 プ ログ ラ ム ・パ ッケー ジを導 入 す る前 に,ま ず環 境

条 件 を整 備 しチ ー タ収 集 が 適切 に で き る と同 時 に プ ログラ ム ・パ ッケ ー ジの処 理

が も つ とも効果 を現 わ す よ うに心掛 け な けれ ば な らな い。 と くに販 売 業務 の よ

うに大 量 の複 雑 な デー タが交 錯 す る と ころ では導 入 前 の シ ステ ム改善 は か な り広

範 な範 囲 に わ た つて行 な わ れ る可 能性 が あ る。 しか もこ の シ ス テ ム改善 は導 入

後 のシ ス テム に 円滑 に 移行 で き る こ とを主 眼 と した もので な け れば な らな い。

この シ ステ ムの 改善 にそ つて プ ロ グラ ム ・パ ッケー ジの 修正 ・変更 と要 員 の教

育 ・訓 練 を行 な い実 施 の 足 固 め をす る。 この 修 正 ・変 更 は プ ログ ラム.パ ッケ

ー ジの み で な く場合 に よ つては 現 今 のEDPの 処理 シス テ ムの変 更 や フ ァイ ルの

変 更 ・交 換 も併行 して行 な わ なけ れば な らな い の で 十分 な期 日が必 要 で あ る。

・こ うして 用意 が備 って も実 際 の処 理 には 多 くの問題 が 生 じるで あ ろ うか ら提 供 者

の援 助 の も とに テ ス ト期間 を お き問 題 を 可 能 な か ぎ り除 去 した 後 に完 全移 行 に入

るべ き で あ る。

`プ ロ グ ラム ・☆ ッケ ー ジの 使 用 者 は
・ そ の導 入 を効 果 的 に す るた め に,完 全 な

移 行 後 も提 供 者 との 協 力 に よ つて,さ ら に プ ・グ ラム ・パ ッケー ジを 完全 な もの

に,あ る い は新 しい技 術を 注入 す る よ うに心 掛け るべ きで あ る。
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こ

5.将 来 の 展 望

電 子 計算 機 利 用 の 向上 は,ご く常 識 的 な こ とだが,ま ず,ハ ー ドウェ ア,ソ フ ト

ウ ェアの 発 展 に支 え られ ね ばな らな い。 加 え て,ア プ リケ ー シ ョ ンの領域 に お い

て も,そ れ が 拡 大 し深化 してゆ くこ とが 望 まれ る。 そ してそ れ らは 個 々独 立的 な

もの で はな く,そ れ ぞれ 相 い関 連 し,相 互 につ な が りを も って い る。

中で も,ア プ リケ ーシ ョンの 発 展 に伴 な つて ハー ド,ソ フ トの 面 に改 良が加 え ら

れ た り,工 夫 が要 求 され る こ とが 多 くな つた。 これ は,電 算 機が 普 及 し,そ の 活

用 が 多 彩 にな つた こ とに も よ るヵ㍉ よ うや く本 格 的な 電算 機 利用 の時代 が 訪れ て き

た こ とを 示す ものだ とい うこ とが で き よ う。 その1つ の 中に,最 近 問 題 にな つて

い るMエSが あ る。 では,そ の 内容 を な す もの とそ の 一般 的 傾 向 は ど の よ うにみ

る こ とが で き るで あろ う。 この 点 か ら1っ 展 望 を試 み てみた い。BogerL.

SissOn&RiohardG.Ganning:AManagefsGuide七 〇Compu七er

Processing,の 所 説 を材 料 に使 ってみ よ う。 彼 らはつ ぎの よ うな書 き出 しが ら

始 まる。

「情報 は つ か み ど ころの な い もので もあ る。 … いろ いろ な形 式 や 型が あ り・

何 回 で も再生 で き る。 そ して また いろ い ろな処 に見 出 しうる 」そ して ・ その 組織

におけ る役割 と実 態 とを 明 ら か にす る こ と によ つて近 代 的な経 営管 理 が 確 立す るの

だ とい う。

「情 報 を 入 手 し,伝 達 す る手 段 もまた 種 々雑 多 で あ り,不 統 一 で あ る。 経 営 者

は,広 く色 々な手 段 で情 報 を うる。 経 営 者 は 情報 を 廊 下 での会 話 か ら手 に入 れ もす

る し,顧 客 や 商 人,社 員 か らの正 式 な 申 立て に よ って も手 に入 れ る。 経 営者 は,

彼 の ため あ る いは 一 般 に配 布 す るた め に つ くられ た お き ま りの報告 書 に も目 を通 す。

さらに会 計係の報告 した数字に も目を通 す し・ 株式新 聞や・その他の社外の情報 源

も読 む。 業 界誌 も よ く読 む し,商 業 組 合 や,専 門家 会 議 に出席 し,同 業 者 と話 し

合 うし,正 式 の 講 演 に 耳 を傾 けも す る。 情 報 が経営 者 に達す る組織 は この よ うに複

雑 で あ る。(実 際,そ れ は余 りに種 々雑 多 な ので"シ ス テ ム"な ど とほ とん ど い う

こ とが 出 来 な い)そ こで経 営 情報 シ ス テム の設 計 者は,そ の いわ ん とす るこ とあ る

いは そ のね ら い とす る と ころを 明確 にす る とい う点 で 困難 を感 ず る。 シ ステ ムを

設 計 す る こ とは 確 か に生 易 しい仕 事で は な い 」
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経営 者 は,組 織 を合 理 的 か つ安 定 的 に運 営'して ゆ くた め に,情 報 を積 極 的 に 活用

して ゆか な け れば な らな い。 そ のた め には,あ る一定 の 形式 を整 えた 情報 シ ス テ

ムが必 要 に され る。 しか し,こ の 設 計は きわ めて難 しい もの だ とい うの で あ る。

も し も この設 計が完 成 す れ ば,そ の も とにお け る ソフ トの 開発 目標 は 明 ら か とな り・

個 々 の困 難 は ともか く,全 体 的 に 一歩 前 進 した こ とにな る。 では,情 報 シ ステ ム

につ い て基 本 には どの よ うな とこ ろ に問 題 が あ るの か。

「経営 に と つての,情 報 シ ス テムの 重要 性 とい う観 点 か ら,ト ップ ・マ ネ ジメ ン ト

が,(a)彼 等 自身の 情 報 シ ステ ム に つい て,ま た その シ ステ ムが ど う操作 され て い る

か を完 全 に知 って い る こ と と,(b)情 報 シス テ ムを修 正 した り改 良 した りす るた め の

い か な る プ ログ ラム に つ いて も,そ の鍵 とな る意思 決定 に注 意 を 払 うよ うにな る こ

とが 肝要 で あ る。 経 営 に おけ る情 報 シ ステ ム は,人 間 に と つて の神 経 組 織 と同 じ様

に致 命 的 な もので あ り,軽 々 し く取扱 か われ るべ き で は な い。

この本 は トップ ・マ ネ ジメ ン トに語 りかけ る もの だ が,こ の本 の 中 で読 者 は,

(a)種 々 の構 成要 素 とそ れ らの相 互 関 係を 確 認す る為 に情 報 シ ス テムを 見 る方 法

を 知 るだ ろ う。

(b)経 営 情報 シ ステ ムの 設 計 者 と うま く連 絡 す るの に必要 な,経 営 情 報 シ ステ ム

設 計者 の 専 門語 の 幾 つ か を お ぼ え るだ ろ う。

(c)情 報 シ ステ ムに近代 化が 必 要 か ど うか,ま た も し必 要 な ら,ど の 程度 必要 か

を決 め るた め の技 術段 階 につ い て の理 解が 得 られ るだ ろ う。

情報 処 理 の た めの 道 具 としての 電 子 計算 機 の導 入 が,情 報 シ ステ ム設 計 とその 設

計者 の数 を急 激 に増 大 させ た。 これ らの設 計 者は,情 報 シ ステ ムに関 す る 彼等 自身

の 専 門 語 を 発 展 させ て しま つた。 そ うした専 門語 は 素 人 には め つた に説 明 され な い。

この本 の 主 な 目的 の一 つは そ うした説 明 を提 供 す る こ とだ。 」

彼 等 の指 摘 す る の は,情 報 シ ス テ ムは,あ る 特定 の グル ー プの み が理 解す る もの

で しかな い。 しか し,そ れ が1つ の 組織 あ る いは 数 個の組 織 の全 体 の た めの,情

報 シ ステ ム で あ る とい うな らば,経 営者,管 理者 は もち ろん の こ と,一 般 の 組織 成

員 にお いて も,ζ れ ち よ く理 解 して い な けれ ば な らな い とい うの で あ る。 本報 告

書 で採 り上 げ てい る 問題 も,よ り多 くの 人 の理 解 と支 持 の も とで,電 算 機 利用 が 行

な われ るた めの パ ッケー ジ開 発 の検 討 に他 な らな い。

つ ぎに また キ ャ ニ ン グらの意 見 を 聞 くこ とに し よ う。
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「 トップ ・マ ネ ジメ ン トの 大 部 分 は経 理 ・法律 ・営業 ・生 産 ・あ る いは技 術 部 門 の

出身 で あ る。 企 業 管理 部 門 で の専 門 家 は まつほ とん どいな い。 この 本 を 読む こ

とに よ り,読 者 が情 報 シ ステ ム と管 理 問 題 につい て,他 の 重要 な部 門 に対 して 彼 が

持 って い る と同 様 の気 持を 持 つ よ うにな る こ とが 望 ま し い。 情 報 シ ステ ム と電 子

計算 機 も,適 切 に説 明 され れ ば,ち よ うど,経 理が そ うであ る よ うに,全 く簡 単 な

もの で あ る。 つ ぎ にそ の歴 史的 眺 望 につ いて み てみ よ う。

経 営 者 が 日々 の操業 活 動 か ら離れ る よ うにな る とた ち まち,経 営 情 報 シ ステ ムが

問 題 とな る。 我 々は 昔 の職 人が 徒 弟や助 手 達 と,直 接 一 緒 に働 いて い た の を想 像 す

るこ とが 出来 る。 彼 には撞 く小規 模 の 経 営 シ ステ ム問題 が ある だ け だ つた。 彼は 自

分 の 目で 直接 自分 の 商 売 の仕 事 ぶ りを観 察 出来 た。 彼は個 人 的 に商 人 と商 いを し

た。 行 政規 正 もほ とん どな か つた し,徴 税 人は お び た だ しい形式 を 要 求 す る よ り

む しろ,個 別的 に徴 収 して 歩 い た。 主 人 自 身の 目 と頭 脳 とそれ に二 三枚 の紙 と鷲 ペ

ン一本 とが,彼 の情 報 シ ス テ ムで あ つた。 近代 の 個 人 所有 の人 里 離 れ た 食料品 店

な どでは・ 今 で も大 部 分 この 方 法 で商 売 を してい る。

しか し,ま もな く人 間 は も つ と複雑 な 機構 を設 立 しは じめ た。 例 え ば,複 式 簿 記

の発 明は,発 展 しっ つ あ る情報 シス テム にあ る基 本 的 手順 をひ き出 す最 初 の試 みの

一 つ で あ つた
。 企 業 が さ ら に複雑 にな る につ れ て,企 業 は分 散 され る よ うにな つ

た。 企業 主 は仕 事 を 分 化 し,そ の各 々 の部 門 を労 働 者 に指 定 す る こ とに よ つて,

も つと多 くの事 を な し得 る事 に気 づ い た。 しか し企 業 が 分散 され る と,情 報 シ ステ

ム の問 題 が起 って 来 た。 企業 主 は もはや 全 ゆ る事 を一 目で見 て とる こ とが 出 来 な く

な つた。 恐 ら くその 時 す で に 彼は,あ る購 売部 門 の仕 事 を代 理 人 に委 任 し,も は や

各 々の商 人 と直 接 取 引 き しな か つた だ ろ う。 それ で もな お,そ の購 売部 門 の仕 事 は

彼 の企 業 で あ り,彼 の責 任 で あ った。 そ して 彼は 知 的 経営 方針 決定 の 為 に何 をす

べ き か を心 得て い なけ れ ば な らな か つた。 この必 要 が,経 営 過 程 に事 務 員 を導 入す

る こ とを余 儀 な く した。 事 務 員は 取 引 きを記 録 し,企 業 内 で どんな こ とが 行 な わ れ

てい るか とい う状 況図 を 写 し 出す た め に,そ の記 録 を再 配 列す る とい う役 目 を果 し

た。

その状 況図 は経 営 者 の便 宜 の た め に と との え られ た。 経営 者 とい うもの は 最小

限 度 ・少 く とも 彼の 現金 と財政 報 告 との や り方だ け は,見 逃 が せ な い もの だ。 長

年 の 間,こ の 財政 会 計が 良い 経営 を 可能 に す る の に十 分効果 的 で あ つた。 しか し
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分 散 が起 つた ため に ・ 過去 四十年 間 に企 業 の 領域 も内容 も・ 人 事 面 にお いて で はな

く,全 ゆ る部 門 と仕 事 の 面 で成 長 した ・財政 的 分 散 と同 様 に地 理 的分 散 も行 な われ

た。 それ で もな お,ト ップ ・.マネ ジ メ ン トは,依 然 と して企 業 全体 を通 じて の仕

事 の情 勢 を知 った 上 で指 令 を行 な う責 任 が あ る。 この様 に して 過去 二,三 十 年以

上 にわ た って,確 か に企 業 全体 を通 じて の 経営 者 へ の,ま た 経営 者 か らの 情報 の流

れ が意 識的 に考 慮 され ね ば な らない とい う認識 が高 ま って 来た。 もは や 情報 シ ス テ

ムを,地 域 的 経営 者 や 幾 つ かの シ ステ ム及 び手 順 の 分 析 者 の 気 ま ぐれ で,発 展 させ

て お くだけ で は十 分 で は な い。

経営 情 報 シ ステ ム,の意 識 的な設 計 の必要 性 は,近 代 の 一般 的 用途 のた めの デ ィ ジ

タル電 子 計算 機の 出 現 に よ り具 体化 され た。 こ の工 夫 つ ま り電子 計算 機 は情 報 を

プ ロセ スす るた め の 一 つの 道 具 で あ る。 簡 単 に 言 えば,電 子 計算 機 は,以 前 には

多 くの事 務 員 と多 くの時 間 とを必要 と した と ころ の こ とを ・ほ んの二 ・ 三 セ ン トで・

数 秒 間 にす る こ とが 出来 る。 経 営 情報 シ ス テ ム内 に お け る情 報 の 多 くを プ ロセ ス

す る た めの 目に見 え る道 具 だ。 しか し,電 子 計算 機の た め の最 初 の資 本金 の支 出は

ぽ か にな らな い。 それ は 二,三 万 ドル か ら何 百 万 ドル までわ た つて い る。 情報

シ ス テ ムを改 良す る た め の,大 が か りな 支 出の 必要 に,い きな り直 面 して み て・ 経

営 者は 現 在の 発 展 しき つた情 報 シ ステム が,実 際 い か に能 率 の あ が らな い もので あ

つた か に気 づ く。 電子 計算 機 の た め に何 千何 万 ドル も 出支 す る 以 前 には ・ シ ステ

ムの 設 計 に何 ら か の考 慮を す れ ば,そ れで 良い様 に思 えた の だ,不 幸 に して ・電 子

計 算 機の初 期 の設 置で この よ うな 態度 を と つた トッ プ ・マ ネ ジメ ン トはほ とん どな か

か った。

もち ろん 初 めの 頃 の電 子 計算 機装 置は 一 般 に小 型 だ つた し,多 くの会 社 が大 した

出 費 をせ ず に非能 率 的 シ ステ ム を使 うこ とが 出 来た。

一 方 ,近 代 の 大 型電 子 計 算 機は 能 率 的 シ ステ ムを 要 す る。 経営 情 報 シ ステ ムは

意 識 的 に設 計 され ね ぽ なら な い し,ま た そ の設 計は 改 良の た め に 時 々再 調 査 され ね

ば な らな い,と い うこ とが この 本の 矛 一 の 論題 で あ る。 情 報 シ ス テム に対 す る態 度

は,製 造 工 程 に対 す る態 度 と全 く同 じで あ るべ きだ 。 多 くの小 規 模 な 改 良が な され

るだ ろ うが,全 体 的 プ ロセ スを考 察 した上 で の大規 模 な 改 良 が・時 々な され るべ き

だ。 特 に,新 しい技 術 的 改 良が 必要 な 時 ・ また は市 場 や企 業 内 で 大変 動 が起 つた

場合 は な お さら で あ る。 」
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つ ま り,電 算 機利 用 は,当 初 ご く限 られ た 面 か ら出 発 す る。 しか し次矛 に その

・領域 は 拡 大 され て その適 用 の範 囲 と質 は 向 上 す る。 そ こで一方 で は機械 化 シ ス テ

ム の全体 的 青 写真 が確 立 して いな け れば な らな い と同 時 に,時 々 変 る諸 条 件 に応 じ

て,一 定 時期 に根 本的 に検 討す る こ とも重要 だ とい うわ け であ る。

また,情 報 シ ステ ムは,生 産 現 場 にみ られ る よ うに きわ め て精 密 な 歯車 の組 み 合 せ

の よ うに構 成 され る よ うにな るだ ろ う。 情報 シ ス テ ム構成 のエ レメ ソ トカ㍉ いわ

ば製 品 それ ぞ れ の パ ー ソの よ うに 開発 する こ とが 考 え られ る。

本 報告 書 の前 半 は,こ れ らの 問題 を,ソ フ トの技 術 の点 か ら,シ ステ ム の問 題 か

ら,さ らに 販 売業 務 固 有 の問 題 か ら検 討 して きた が,後 半 に お いて は,つ ぎの 点 に

留 意 して検 討 してみ る こ とに した い。

(1)シ ス テム設 計

(2>シ ステ ム ・モ デ ル

(3)プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジ

扱 つか つた 課題 は,チ ケ ッ ト割 賦販 売業 務(す で に こ の点 の 重要 性 は指 摘 してあ

る)お よび 食 品卸 売 業 の 場 合 で あ る。 な お これ らの点 に関 す る理 論 的問 題 に つ いて

は 「マー ケ テ ィ ン グに おけ る電 子 計算 機 の 活 用 」(昭 和 .41年 度 日本電 子 工 業 振 興 ・

協 会 刊)を 参 照 され た い。
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プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ の 開 発6.





6.1実 例1

チ ケ ッ ト割 賦 販 売 業 におけ る販 売 業 務



声



6.1実 例1

6.1.1は じ め に

企 業tlcra・け る電 子計算 機 の導 入 は 増大 し,そ れ とともにEDPシ ス テ ム利

用 の領 域 は 次 第 に拡 大 し,発 展 しつSあ る。 しか し,EDPシ ステ ム利 用範

囲 が 広 が っ た とは言 え ども,そ の 使 用方 法 は必 ず しも高度 の もの で は な く,

真 にふ さわ しい もの とは言 え ない面 が あ る。 そ れ らの内 に は,EDP適 用業

務 に関 す る基 本 的 アプ ローチ が欠 如 してい るた めに,単 在 るデ ー タ処理 の段

階 に 低迷 して,手 計算 や手 作 業 に代 替 え す るた め に,EDPシ ス テ ム を もづ

て 為 した にす ぎない と しか み られ 左い もの もあ るo驚 く こ とに,そ の数 は非

常 に多 い 。 一般 的 に機 械 化 の進 展 は,従 来 の手 作業 を機 械 に よつ て 処理 し,

人 力代 替 え方式 の過程 をた どつ て来 た が,EDPの 発展 に 伴 ない,次 第 に 目

的 とす る領 域 の拡 大 とと もに,単 な る事務 作業 を対 象 とす るの み 友 らず,事

務 処理 シ ス テム や,更 に進展 して経 営 シ ステ ムを も対 象 とす る に至 り,機 械

化 の技 法 や理 念 も より広 範 囲 に考 慮 す る必 要性 が 生 じた。

す で に マ ネ ー ジメ ン ト。イ ン フォ ー メー シ ョ ン 。システ ム(MIS)の 論

議 が盛 ん に誌上 を に ぎわ し,EDPシ ステ ム利 用 の関心 の多 くは,そ の 辺b

に集 中 してい る もの といつ て も よいeそ の た め に,電 子 計算 機 を設置 しさえ

ず れ ぱ,す ぐに で もMISが 実 現 し,経 営 管理 のす ぐれた 合 理 化 が達 成 さn

るか の ご とき誤 解 が ある。 しか し,MISの 実 現 のた め に は,そ れ に関 連 し,

あ るい は基 礎 と な る思想 。方 法 。技 術 とい つ た もの が,い くつ か開 発 さ れ,

実 用 化 され ね ば 左 らな いo本 システ ム(チ ケ ッ トに依 る割 賦 販 売 管 理 の標 準

プ ロ グ ラム 。パ ッケー ジ)の 場 合 に,こ れ まで の事務 の合理 化 で は,単 友る

事務 処理 段 階vetsい て,会 計 機 やPCSftど を使用 したb,EDPシ ス テ ム

の人 力代替 え と して使用 され て,事 務 処 理 方 式 の変 更 に止 まっ てい た 。 しか

し今後 のEDPシ ス テ ム利 用方 法 は,デ ー タ処 理 に新 しい要 求 が され,そ の

可能 性 が加 わ るに 及ん で.次 第 に 事務機 械 化 の段階 か ら更 に高 次元へ と展 開

し,理 論 化 の要請 は高 まっ て い る。 これ は同 一 の デ ー タか ら幾 種類 もの情 報

を 作 成す る こ と,経 営 管理 に直接 役 立 つ情 報 を提供 す る こ と,意 思決 定 の た

め の情 報 作成 左 どが この基 礎 となつ てい る。 そ して合理 化 の た め に投 入 さ れ

た費 用 と,そ の 結果 か ら生 ず る効 果 との バ ラ ンス を どの よ うに要 求 す るか で

あ る。従 っ て効 果 測定 の焦 点 を何 処 に設 け,そ の項 目領 域 。要 求 度 た よ り,
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EDPシ ス テ ム利 用 の経済 性 を評 価 す る ことが で き る○ しか し,人 員 削減,

処 理 時 間 の短 縮 に よる費 用 の対 比 が 端 的 な効果 の測定 方法 とし て使用 され て

い るが,対 象 業 務 が広 範 囲に 友 り,拡 大 化 され て い る現在 では・ 単 な る 目に

見 え る量 的 な要 因 ば か りで 測定 す る ことは非 常 に危 険 で あ り.狭 い視 野 で の

収 支 採算 の み に対 して焦点 を向 け る こ とは,目 先 の利 益 を多 分 に誤 り,進 歩

発展 を妨げ る原 因 と もな る。 これ らは基 本 的 に,経 営者,経 営 管理 者 の 方針

に大 き く左 右 され る問 題 で あ る。EDPシ ステ ムに よる結 果 は・ 主 として 質

的 向 上 と時 間 的効 率を は か り,マ ネ ー ジ メ ン トに対 す る合理 的 手 段 で ある。

例 え ば,意 思 決 定 を勘 や経験 に基 づ い て行 な っ てい たが,EDPシ ステ ム に

ょつ て 計量 的 左判断 が で きる と言 う こ とで あ る。 考察 や最 終 決定 は,人 間 で

あ り,情 報 を作 成す る段 階 に は,人 力 の 不備 や不 足 を カバ ーす るの が機 械 で

ある。 それ が ため に情 報産 業 と言 わ れ る ゆ えん で も ある.

特 に最 近 の マ ス コ ミ,金 融機 関及 び商業 界 左 どに おい て 宣伝 され て い る キ

ヤ ツ シユ レ ス時 代 の到来 に促 が さ れ て,必 然的 に事務 の 合理 化,近 代 化 が 要

請 され た。 全 国 に散在 す る チ ケ ッ ト(売 消 会 員証 ・ク ー ポ ン)に 依 る割 賦 販

売 を行 なっ て い る 団体 は,お よそ1,200団 体 に ものぼ つ て い る。 しか し・

これ らの チ ケ ッ ト団体 は,或 る特 定 な地 域性 や独 自性 が強 く,統 一 化 に対 し

て困 難 な要 素 が 多 く残 され てい る。 これ らの 団体 の ほ とん どで 事務 量 の増 大

と複雑 化 に対 して,単 方 る電子 式 卓 上 計 算 機 に よつ て請 求 事務 の 合理 化 の み

に止 どま つ て い る。 チ ケ ッ ト割 賦販 売 ば,加 盟小 売 商 店 の た めに 行 な う共 同

の販 売 促 進 サ ー ビスが主 目的 で あ り,チ ケ ッ ト団体 は消 費 者 と小 売 商 店 と の

間 に介 在 す る奉 仕的 企業 の性 格 を備 え てい る。 組織 活 動 に弱 い 小売 商業 界 に

あつ て,単 な る情 報 交換,親 睦 的組 織 に止 ま らず,経 済 力 を伴 っ た協 業 化,

共 同的 事 業 の 中核 を形 成 して い る。 そ の他 に も共同 売 出 し,共 同 宣 伝,信 用

供 与,福 利 厚 生か ら教 育,指 導 に至 る各 種 活動 も併 せ て実 施 して い る点 では,

小 売 商 組織 中の実 力者的 存 在 と言 え る。 ま た チケ ッ ト割 賦 販売 に は,職 域,

地 域,1固 人 等 の各 層 に おけ る 消貧 者 は 全 国 的 に広 く浸透 し,庶 民 の家計 と密

接 左存 在 となつ てい る・ サ ラ リー マ ン階 層 の低所 得 者 にま で信 用供 与 を行 な

っ て い る こ とは,そ の社 会的 議 も高 く,』い わ ゆ 頭 金 不用 の現 鋤 格 で割

賦 販売 制度 と共 に大 きな 寄与 を な して い る のが そ の特 徴 で あ るe
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割 賦 販売 の普 及 は,昭 和50年 頃,耐 久 消費 財 の大 量 生産 が本 格 化 した時

期 を境 と して,急 速 左発展 を した。 現在 の割 賦 販売 は,国 民 の大 多数 に とつ

て きわ めて身近 左 もの と な り,こ れ な く しては 生活 水準 の向 上 が考 え られ な

い程 の もの に な りつ ＼あ る。 商 品 の 流通 とい う面 か ら見 て も,大 量 生産 を支

え る大 量販 売 の最 大 の 武器 として,重 要 な役 割 を果 して い るo

6.1.2チ ケ ッ ト割 賦 販売 業 の現 状

わが 国 の割 賦販 売 は,欧 米諸 国 のそれ と比 較 して,消 費支 出 に 占 め る割 合

が非 常 に低 い た め今 後 の 伸展 が 一 層 期 待 され てい る 。 しか も最近 にお け る銀

行 や 民 間 信用供 一与会社 等 に ょる 消 費者 ロー ン 。ク レ ジ ッ ト,カ ー ド等 が登 場

して,消 費者 信用 の 発展 に 一 層 の 拍車 をか け てい る。 この ように 昭 和50年

代 か ら急速 に発 展 しつXあ る割 賦販 売 は,昭 和40年 代 に入b,信 用販 売 の

種類 は多 様 化 され る傾 向 を た ど り 左が ら,国 民の 消 費 生活 に根底 を築 い て き

た 。 これ か らの販 売活 動 は,消 費 者信 用 を除 い ては考 え られ 支 い,と い う状

況 に なbつxあ るo割 賦販 売 や 消 費 者信 用 に つ いて,そ の信 用販 売 の形 態 に

も種 々あるが,大 別 して,そ の発 展 途上 にお け る状 況 に左 右 さ れ て,そ れぞ

れの形 態 に よつ て存在 して い る 。 そ こで主 な割 賦販 売 の形 態 と各 々の最 近 の

活 動状 況 につ い て,簡 単 に記述 す る。

割 賦 販売 の形 態 を分類 す る場 合,割 賦販 売 が行 なわ れ るル ー トを基 準 と し

て,こ れ を分 類 す る方法 と,信 用 供与 を直 接行 在 うか或 は 間接 的 に行 力 うか

の相違 に よ り,分 類 す る 方法 が あ る。 こSで は前 者 の方 法 を利 用 し,更 にそ

の内 の 主 な もの に つ い て述 べ るQ

。 メー カ'又 はそ の 販売 会社 に よ る割 賦販 売。

・ 月 賦 百貨 店 に よ る割賦 販 売 。

。 チ ケ ッ ト発 行 団 体 に よる割 賦 販 売 。

・ 信販 会社 に よる割 賦販 売 。

(イ)メ ー カ 又 は その販 売 会 社 に よる割 賦 販 売。

この形 態 に おけ る取 り扱 い主要 商品 は,自 動 車,家 庭電 器,ミ シン等

の概 して高額 耐久 消 費 財 で あ る。 この 形 態 は早 い時期 か ら発 展 し,し か

も最近 のい わ ゆ るCブ ー ムに よb,一 層 の 消費支 出 の増 大 傾 向が 見 られ
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るで 販 売方 法 と しては,自 社 の直 接 販 売 事業 所 を通 じて 消費者 に直 接 割

賦 販 売す る方 法 や メー カーが小 売 商 店 を 代行 店 と して,こ れ を通 じて間

接 的 に 消 費 者 に割 賦販 売 を行 な う方 法等 が あ るが,基 本 的 に は メー カー

が,直 接 又 は 間接 的 に関 与 す る形式 が と られ て い る。 この売上 額 の伸展

を示 す と次 の よ うで あ る。

昭 和56年100

〃38〃152

〃dO〃163t -

"42〃265

(注)昭 和56年 度 の売 上額 を100と した指 数 で主 商 品(自 動 車,

ミ シ ン,家 庭電 器 等d平 均値 を とつ1'Co

(司 月賦 百貨 店 に よる割 賦販 売

この形 態 に ょる割 賦販 売 の取 扱 い 商品 は,従 来 依 料 品 を 中心 と した専

門 品 が ほ とん どで あつ たが,最 近 に至 っ て家 具,家 庭電 器,カ メ ラ,時

計 等 も漸 増 してい る。商 品 別 売 上比 率 は衣料 品50%,家 具15%,家

庭電 器13%,時 計,眼 鏡,カ メ ラを合 せ て9%の 順 に 左っ てい る。販

売 方法 は,頭 金 を 消費 者が 支 払 うだけ で,商 品 を 消 費者 に 引 き渡 し残 金

を分 割 して支 払 う方法 で あ るeこ の方 法 に お い ては,危 険 負 担 は 月 賦 百

貨 店 自体 で負 わ なけ れ ば な ら左 い の で,先 きの(イ)と,こ の点 に拾 い て異

な るoこ の形 態 も,{イ)の 場 合 と同様,消 費傾 向 の変 化 に よb,最 近 か 在

り顕著ft発 展 を 示 してい るoこ の種 の形 態 に よる売 上額 の 伸び を示 す と

以 下 の よ うで あ る。

日召禾036年100

〃38〃178

〃40〃229

〃42〃273

ヒ・}チ ケ ッ ト発 行 団体 に よる割 賦 販 売

この形 態 につ い て は改 めて後 述 す るの で,こ こでは き わめ て簡単 に概

説 す る 事 とす る。

販 売 方 法 は,小 売 業 者 を加 盟店 と し,消 費 者 を 会員 と して 全加 盟 店 に
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通 用 す る 購入券 を 会 員 に交 付 す る。 会員 は これ を利 用 して商 品 を購 入 し,

加 盟店 よ り回収 した 購入券 に も とず い て,チ ケ ッ ト発 行 団体 は 消 費者 か

らそ の代 金を分 割 徴収 す る とい う方 式 で あ るoし たが つ て,前 述 した 二

つ の形 態 と比較 す る と信 用供 与 の行 力 い かた に若 干 の相 違 が あ る。 この

種 の形 態 の大 部分 は,加 盟 店 の組織 す る協 同 組 合 で あ り,若 干,株 式 会

社 の形 態 が 存在 す る 。 しか し,後 述 の信 販 会 社 に よる株 式 会社 とは組 織

形 態的 に異ltb,協 同組 合 的 色彩 が む しろ強 い。

取 扱 商 品 は加 盟店 の業 種 が非 常 に多 岐 に わ たつ て い る こ とを反 映 して,

い わ ゆ る最 寄 品的 な 低額 商 品 か ら,家 庭電 器 等 の耐 久 消 費 財的 な もの に

ま で 及ん で い るoま 売,飲 食 店,旅 館 等 の サ ー ビス業 が割 賦 の対 象 に 含

ま れ て い る の も・ この形 態 の 一 つ の特 色 と云 え る。 しか し,割 賦 販 売 の

中心 とな る商品 は,や はb衣 料 品 で,全 体 の約60%近 くを 占め て い る。

・最近 の売 上 率 を示 す と以 下 の よ うで あ る。

昭 和36年 度

〃38〃

〃40〃

〃42〃

(二)信 販 会 社 に よ る 割 賦 販 売

100

158

193

235

販 売 方法 におい て は,(ハ)の チ ケ ッ ト発行 団 体 に よる割 賦販 売 と,ほ と

ん'ど大差 が ないo

但 し,組 織 形 態 にお い て は か 左 りの違 』が見 られ,成 長 の程 度 も異 な

る。通 常 の分類 で は,こ の 信販 会社 と チ ケ ッ ト発行 団体 は,同 じ形 態 と

して扱 わ れ る。 しか し,こ こで は,チ ケ ッ ト発 行 団体 の性 格 を明確 化 す

る為 に,別 個の もの と して扱 っ た。

法 的 組 織 形 態 と して は,信 販 会 社 は株 式 会社 の形 態 を と る。株 主 も,

加 盟 店 とは限 らず 広 く一般 か ら募集 され て凝 り,加 盟 店 と完 全 に切 り雑

な され た独 立法 人 と して存 在 して い る。 そ の為,加 盟 店 の選 択 も,独 自

の立 場 か らなさ れ,百 貨 店等 の マ ンモ ス小売 店が加 盟 して い る。 加 盟 店

の数 は,チ ケ ッ ト発行 団体 に比 して,か な り多 数 に の ぼつ て い る。

取 扱 商 品 は,チ ケ ッ ト発 行 団体 とそ れ程 変 ら ない が,サ ー ビス業 の比
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率 は チ ケ ッ ト発行 団体 よ り も低 い 。 ま た,主 力 商品 は,ど ち らか とい う

と月賦 百 貨 店 の場 合 に近 い傾 向 を取 っ て い る。筒,最 近 に いた つ て,住

宅,旅 行 等 の割 賦販 売 も手 がけ る な ど多 角 化 の方 向 に進ん でい る。

最 近 の売 上 率 を示 す と以 下 の よ うで ある 。

昭 和56年 度

〃58〃

〃40〃

〃42〃

100

165

1'98

255

割 賦販 売 の形 態 ご との特 質 お よび動 きにつ い ては,大 体 以 上 の よ うで

あ るが,最 後 に,割 賦販 売 全 体 の 動 向 に つい て若 干 ふ れ て み た。

割 賦販 売 は,既 に述 べ て きた よ うに,昭 和50年 代 を境 と して,か な

りの発展 を示 して きたが,こ こで,そ の売 上額 と{固人 消費支 出 に 占め る

比 率 を計 数的 にみ る と以 下 の よ うで あ る。

昭和35年

〃

〃

〃

〃

55〃

37〃

39〃

41〃

割 賦 販 売 総 額

5.000億 円

ス000

10,000

14,000

20,000

〃

〃

〃

〃

個 人 消 費 支 出 に 占 め る

割 賦 購 入 の ウ エ イ ト

1.5%

1.5〃

1.8〃

2.5〃

2、9〃

上 表 の よ うに,我 国 の割 賦販 売総 額 は,年 間ほ ぼ20%近 い 伸 び を示

して お り,全 小売 売 上高 の 約20%に 達 して い る。 この傾 向 は,今 後 も

益 々促 進 され てい くと考 え られ るc理 由 と して,欧 米諸 国 の例 に 徴 して

消 費者 信 用 残 の1固人 支 出 に 占め る割 合 が末 だ 低い とい うこ とで あ る。例

え ば,1966年 度 の 底入 消 費支 出 に 占め る割 賦購 入 の ウエ イ トは,我

国 は2.9%,ア メ リカ16.0%,西 ドイ ツ5.1%,イ ギ リス5.2%と い

う状 況 で あ り,我 国が 一 番 低 く左 っ てい る。従 っ て,そ れ だ け今 後 の 発

展 の 余地 は,残 さ れ て い る と考 え られ る 。

割 賦販 売 全 体 の動 向 は,上 述 の通 りで あ るが,形 態毎 の売 上 高 の 伸 び
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をみ る と,昭 和39年 度 の売 上高 を100と した時 の 昭和42年 度の 売

上 高 指数 は

メー カー叉 は そ の販 売 会社

月賦 百 貨 店

信 販 会社

チケ ッ ト発行 団体

となつ て い るo

1577%

125.0%

13ス1%

134.5%

チ ケ ッ ト発 行 団体 に ょる割 賦販 売 は,割 賦販 売 全体 の伸 長 に伴 左 って,年

々発 展 の一 途 をた どつ て きた。 しか し,近 時 にい た り,銀 行,民 間 信用供 与

会社 等 に よる消 費 者 信用 市場 へ の進 出 は,結=果 と して従来 の 各種 割 賦販 売形

態 に対 し,業 務 運 営,事 務 管 理,金 融等 々の面 で,改 善 を迫 る こ とと なつ た 。

就 中,近 時 の 成 長 率 が鈍 化 しは じめ た チケ ッ ト割 賦 販 売業 に おい て は,将 来

の発展 を 図 る上 で,こ れ らの 問題 に対 し真 正面 か ら取 り組 ま ざ るを得 ない状 ・

況 に なつ て来 て い るo

この よ うな時 期 に チ ケ ッ ト割 賦販 売 業 に和 い で,経 営 合理 化 を図 るべ くE

DPの 導 入が 計 画 され た のは,け だ し当然 の 事 と思 わ れ るoと ころ で,チ ケ

ッ ト割 賦 販 売業 は,後 述 す る よ うに事業 体 の 規模 が 小 さ く,経 営 面 で の積 極

性 が 乏 しい為.EDPの 導入計 画 に際 して も進 ん で参加 しに くい状 態 に置 か

れ て い るoこ の よ うな現 状 に鑑 み て,本 調査 は,チ ケッ ト割 賦 販 売業 のED

P化 の プ ロセ ス と,そ の最 終 的 に到 達 す べ き 目標 と しての情 報 シ ステ ムに つ

い て,理 論 的,実 証 的 に調 査,研 究 を行 ない,ひ とつ の標 準 パ ター ンを見 い

だそ うとす る もの で ある。 同時 に,チ ケ ッ ト割 賦 販売 業 のEDP化 の あ るべ

き様 態 を 明 ら かに し,そ の観 点 か ら主 要 な問 題点 の解 明を 試 み だ もの で あ る。

これ に よb,全 国 に 散在 す る各 チケ ッ ト団 体 が 将来 のEDP化 を 図 る上 で の

指 針 とな り,且 つ 導入 計 画 が容 易 に な る。具 体 的 に は,本 調 査 は・ 以 下 の よ

うな 日程 と要 領 で実 施 したo

第1次 調 査

期 日,昭 和43年5月1日 ～5月31日

第1次 調 査 で は,全 国 の チ ヶ ツ ト割 賦販 売 業 の実 態 を把 握 す る こ とを主 眼
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と した。 この段 階 におい て は,あ る特 定 な 団体 を対 象 とは し左 い で,も つ ば

ら文 献,各 種 統 計 資料 を 中心 と して調 査 を進 めた 。 この文 献 調 査 の 段 階 に 苦

い て,チ ケ ッ ト割 賦販 売 業 の基本 的 性格 を明 らか に し,当 面 して い る問 題 を

一般 的 な形 で と らえ る こ とが で きた。既 ち,全 国的 に見 て,チ ケ ッ ト割 賦販

売業 が どの よ うな実情 に あ り,そ こには どの よ う'な問 題 が 内在 してい るか 等

を概 括 的 に把 握 で きたc具 体 的 には,以 下 に挙 げ る 事項 に つ い て調査 を行 な

っ たo

白)チ ケ ッ ト割 賦販 売 の基 本 的機 構

(2)経 営 組 織

(5)事 務 機 械 化 の現 状

(4)事 業 特性 と管 理 上 の問題

(5)チ ケ ッ ト割 賦販 売業 の 将来

(6)そ の他 チ ケ ッ ト団体 に 関 す る一般 事 項

上記 事項 に関 す る調 査 を行 友 っ て現 実 の チ ケ ッ ト割 賦販 売業 の 姿 を 浮彫 り

にす る と共 に ひ とつ の標 準 モデ ルを見 出 す べ く努 めた 。

第2次 調 査

期 日 昭和45年4月1日 ～8月31日

東京 を 中心 と した関 東地 区 の チ ケ ッ ト団体 を対 象 と して行 なっ た 。 この 段

階 では,面 接調 査 を 中心 に して補 助的 に ア ン ケー ト調 査 を用 い た。 第1次 調

査 の時 とは異 左っ て細 部 に わ た る 事項 まで を も徹底 的 に 堀 り下 げ た○ そ の 為,

特 に ひ とつ の 団体 を選 び出 し,そ の 団体 に つ い ては 標 準 システ ム設 計 上 の手

がかbと して,独 自 の シ ステ ム設計 とEDPシ ステ ムの稼 動 に到 るま で を行

なっ た。 この 団体 以 外 に調 査対 象 と した 団体 に つい ては,ど ち らか とい うと

補 足 資料 を得 る こ とを 目的 として調査 を行 な っ た。 この地 区 を選 ん だ 理 由は,

と くに同 地 区 に おい て人的 不足,経 費 の高 騰 な ど経 営 合理 化 を早 急 に図 るべ

き必要 が顕 著に な つ て来 て い る か らで あ る。 又 流通 革新 の 影 響 が もつ と も明

白に でて きて い る こ と もあげ られ る。 本 段 階 の調 査 は以 下 の事 項 に つ い て行

な つfCo

(1)企 業 概要 及 び業 界UCrs・け る地 位
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(2)加 盟 店及 会員 に 関 す る 事 項

(3)チ ケ ッ トの 適 用範 囲

(4)割 賦 販 売 の条 件

(5)業 務 組 織

(6)現 行手 続(デ ー タの 流れ とそ の フ ロー の過 程 におけ る 作業 内容)

(7)使 用帳 票(報 告書,帳 票,記 録 等 の性 格 に よる分類 と検 討)

(8)デ ー タ量 と処理 時 間

(9)例 外 処 理 の事 項

(10)発 生頻 度'

(1i)日 程 計 画 に関 す る事 項

(切 その他 一 般 事 項

第3次 調 査

期 日 昭和45年6月1日 ～11月50日

広 島 地 区,神 戸 地 区,仙 台 地 区 の それ ぞ れ1団 体 を対 象 と して行 在 つ た 。

この 段 階 で も,調 査 方 法 は面 接 調査 とア ンケ ー ト調査 を使 っ た。但 し,費 用

等 の 関係 で面 接 調 査 に かけ た 日数 は,第2次 調 査 よbか 左b少ftか つ た 。

ここでは 特 に地 域特 性 を明確 にす る こ と と,そ れぞ れの地 区 にお け るチ ケ

ッ ト割 賦販 売 業 の 実態 を把 握 す る こ とを主 眼 と した。 これ らの地 区 を 選 ん だ

理 由 は,東 京 地 区 に つ い で経営 環 境 の 急 激 な変 化が 波 及 してい る とい うこ と

と,東 京 地 区 に比 較 して,地 方 色が 残 っ て い る とい う理 由 に よつ た。 調 査 事

項 は,先 の 第2次 調査 と同 じ事項 につ い て行 なわ れ た。

6.1.2.1現 状 調査 の 目的 と方 法

本 調査 の 目的 は,チ ケ ッ ト割 賦 販 売業 に お け る標 準EDPシ ステ ム設 計

の為 の基 礎的 資 料 の提供 に あ る。 この事 に つ い ては,既 に前 項 ま で に述 べ

て きた通 り であ る。 従 っ て,本 項 に お い て は,第1次 か ら第5次 に到 る各

々の調 査 を どの よ うな形 で有機 的 に結 合 させ,最 終 目的 を達 成 しよ う とす

る か につ い て述 べ る こと とす る。

EDPシ ス テ ム設計 の為 の現 状 調査 は,あ くま で も,現 実 の 姿 を適 確 に
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把握 す る こ とを 目的 と して行 な われ る。 そ の適 確 に 把 握 された 現実 の 姿を

基 礎と して多 角 的 且 つ 徹底 的 に調 査,分 析,検 討 を加 え て,新 た に効 果 的

なEDPシ ステ ムを作bあ げ る。 この点 に つ い ては,本 調査 もまっ た く同

様 であ るoた だ本 調査 が,一 般 の調 査 の場 合 と若 干異 在 るの は 次の よ うな

事 項 に お い て で あ る。 即 ち,一 般 に は11固 の 企業 を対 象 と して行 在わ れ る

が,こ こに 澄 い ては,複 数 の 企業 を 対 象 と し,し か もそ の業 種 そ の ものが

対 象の 中心 と なつた とい う ことに あ る。 そ こで,本 調査 にお い ては,単 に

そ れ ぞ れ の 企業 の正 しい実 態 を把 握す るだ け で な く,そ れぞ れ の企業 の実

態 を通 じて,そ こに お け る共通 左事 項 とそ うで ない 事項 とを 明確 にす る必

要 が あ るo更 には進 ん で,そ れ等 の 共通要 素 を統 合 化 して,11固 の パ ター

ンな い しは モ デ ル と浸 る よ うな もの を設定 す る ことが要 求 され る。 この よ

うな要 求 に答 え る為 に,本 調査 は 各 々の段 階 の 調査 に以 下 の よ う左意 図 を

も あわ せ て含 ませ た 。 第1次 か ら第3次 に到 る各 々の調査 は,並 列的 に独

立 した 調査 と して の 意 味 と同 時 に,直 列的 に全 体 と して ひ とつ の調 査 と し

て の意 味 とを もたせ た 。す な わ ち,第1次 調 査 は,予 備 調 査 と して基 礎 的

知 識 の 吸収 とい う点 に重 点 を置 き,第2次 調 査 は,中 心 的 左調査 と して の

性 格 を もた せ,細 部 ま で徹底 的 に調査 を行 な い,第3次 調 査 は,補 足 調 査

と しての 意 味 を もたせ,調 査 の完 壁 化 を期 した。 この よ うに して,標 準 化

を行 な う場 合 の必 要 事項 を明確 化 す べ く努 めたo各 々の 段 階 の調 査 期 間が

重 複 して い るの も,こ の点 を考 慮 した か らで あ るoす 左 わ ち,こ の よ うに

す るこ とに よつ て,各 段 階 で調 査 され た事 項 を前 の 段階 の調 査 に フ ィー ド

バ ックす る こ とが で き,そ れ に より 共通 要 素 が 明確 に な り,同 時 に,各 段

階 の調 査 が よ り完 壁 に な る。 上述 した方 法 に よ り,全 体 的 把 握か ら詳細 な

事 項 に いた る把 握 と,基 本 的共通 要 素 の把 握 とを 通 じて,最 終 的 な 目的 に

近 づ こ うと した。 伺・ 全体 ζ して チ ケ ッ ト団体 が 小規 模 で あ る とい う点 に

鑑 み,小 規 模 のチ ケ ッ ト割 賦販 売業 につ い て も,EDP化 の必要 性s可 能

性 澄 よび そ の 制約 と限 界 を見 定 め るべ く努 力 した 。

さ て,か よ うな形 式 を とつて,各 段 階 の調 査 を 有機 的 に結 び つ け よ う と

した 訳 で あ るが,最 終 的 に は,現 状 調 査 が どこまで も実 態 の正 しい 把握 を

目的 とす る とい う ことに お い ては変 りない 。 この 目的 を達 成 させ る上 に 宕
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い て,最 も留意 す るべ き事 項 を列 挙す る と,

(1)業 務 処 理 を行ftう 条 件,手 続,手 順,計 算 方法,規 則 等 の把 握

(2)業 務 推 進 上 の 責任,分 担,機 能 につ い て の把 握

(5)企 業 特 性(成 長 因子,経 営 環 境,経 営 組 織 等)の 把 握

(4)企 業 に内在 す る各 種 問題 点 の把 握

等 とた る。本 調査 の 遂行 に あた つ て も,こ れ らの 事 項 を念 頭 に置 き,よ

り正 しい実 態 を 究 明 し よう と した。 そ して,標 準 化 とい う事 を常 に考慮 し

て,あ る時 は 全 体 的 立場 か ら又 ある時 は 部分 的立 場 か ら検 討 を加 え,部 分

と全体 との 関 連 を見失 左わ 左い ように努 め た。

6.1.2.2基 本 的機 構 と特 質

(1)販 売 機 構

チ ケ ッ トに ょ る割 賦 販 売 が行 在わ れ るた めに は,次 の三 者 が必 らず 必

要 とされ る。

(a)組 合 本 部 ま た は会社(以 下組 合 とす る)

(b)利 用 会員

(c)加 盟 小 売 店(以 下 加 盟 店 とす る)

この三 者 の つ 左が りを図 示 す ると下図 の よ うに 在 る。

.
訪

加

小 冗

{c)

組A本 部

ま た は 会 社

Ca)

商⑤盟

店

② チ ケ ツ

部

払
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こ の三 者 間 に お い て,実 際 に現 金 が動 くのは,・組 合 と加 盟 店 開,組 合

と利 用 会員 間 とに お い てで ある。 この点 が普 通 の販 売 と裏 表っ て い る。

す 左わ ち,通 常 は販 売 店 と消費者 間 で金 品 が取 り交 わ され るの で あ るが,

この販 売 方 法 に お い ては,現 金 の代 わ りに チ ケ ッ トが 使用 され,代 金は

組合 が 支払 うとい う形 態 を とつ て い る。 又,消 費 老(利 用 会員)は,組

合 に対 し て分割 で代 金 を支 払 うだけ で,販 売 店(加 盟 店)と は,支 払 い

に関 しては 直 接的 に は まつ た く関 係 を もた な い。 これ は観念 的 には組 合

が商 品 を買 い上 げ,こ れ を会員 に割 賦販 売 す る と同様 の 結果 とな つ て い

る。 た だ商 品 の選 択 に つい ては 会 員 自か らが販 売 店 で これ を行 な う こ と

とな るo

以 上の こ とを ま とめ る と,

組 合 が割 賦販 売 の 斡旋 代 行機 関 と なつ て,消 費 者(利 用 会員)を 組 織

し,組 合 が チ ケ ッ ト(購 入券)を 発行 し,利 用 会 員 は組 合 員 で ある加 盟

店 に行 き物 品 を チ ケ ッ トで購入 す る。加 盟店 は,そ の チ ケ ッ トを定 期 的

にま とめ て組 合 に 代 金 を請 求 し,組 合 は利 用 会員 に替 って その代 金 を加

盟店 に 支払 う。 利 用 会 員 は予 め定 め られ た範 囲内 で 購入 代 金 を組 合 に対

して分 割 支 払 い す る。 そ の場 合組 合 は,利 用 会員 か ら も,加 盟 店 か ら も

手 数料 を徴収 す る こ とが 多 い。 上述 の よ うな 方法 で販 売 され る形態 をチ

ケ ッ ト割 賦販 売 と総 称 してい る。

歴 史 的 に見 る と,昭 和4年 頃 か ら この形 態 は発 生 して い る。 戦 前 は

100前 後 の組 合 で 行 な わ れて い た程 度 で あ るが,戦 後 特 に 昭 和26～

28年 頃 か ら急 速 に 伸 び,現 在 ではUS"よ そ1,200団 体 に達 し てhる 。

(2)組 合機 構 と内 部 組 織

(イ)構 成 員

地 域 的 に ま とまつ た特 定 地 区 の 中小小 売 業 者 を主 た る構 成 員 とす る。

構成員 数 は,全 国平 均 で は50～60店 前後 が もつ と も多 く,全 チ ケ

ッ ト団体 の 過 半 数 を 占め てい る。 但 し大 都 市 に おい ては70～100

店前 後 が 平 均的 数字 で あ る。500店 以 上 の 団体 も,非 常 に 少数 であ

るが 存 在 してい る。

回 法 的 組 織形 態
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組 織 形 態 として は,事 業 協 同組 合,協 同 組 合連 合 会,商 店 街振 興 組

合 等 の 組合 組織 と,株 式 会 社,有 限 会 社 等 の会社 組 織 とが あ る。 既 に

述 べ た とお り,こ の二形 態 を比 較 した場 合,組 合形 態 の方 が 圧 倒 的 に

多 く,全 体 の90%近 くを 占 め て い る。 これ は,チ ケ ッ ト団体 の 発 生

が,小 売業 者 の以 前 か らの集 りで あつ た商 店 会 とか 町 内 会 とい うもの

に 源 を置 い て い る と ころ か ら来 てい る。 チ ケ ッ ト事業 の形 態 と しては,

組 合で も会社 で もど ち らも一 長 一 短が あ り,事 業 運 営 上 は一 概 に ど ち

らが よい とは いい き れ ない。 ただ,会 社 形 態 を とつ た方 が,経 営 面 で

の積 極 性 は で て くる とい え る 。

(ノう 内 部組 織

チ ケ ッ ト割 賦 販 売業 の業 務 を分 析 す る と以 下 の よ うな業 務 に な る。

(a)総 務 庶務 業 務

{b)経 理 会 計 業 務

(c)企 画宣 伝 業 務

(d>請 求 計算 業 務

(・)発 券 業 務

(f)会 員業 務

(g)信 用調 査 業務

(h)集 金 業務

(1、 加 盟 店業 務

(j)そ の他

これ ら業務 は,チ ケ ッ ト割 賦販 売業 に 必 然的 に附 随 す る もの で あ つ

て,名 称 の 如何 を問 わ ず,あ らゆ る チ ケ ッ ト団体 が遂 行 し てい る。 と

ころ で,こ れ ら各業 務 に つい て は,次 項 で述 べ るの で こ こで は説 明 を

省 略 す る。

(5)加 盟 店

,組 合 に加 盟 して い る 店舗 数 を み る と下 表 の よ うに 左るo
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(昭 和42年 現 在)

都 市 別

加 盟 店 数 規 模 別 の 企 業 数 割 合

1店 ～

49店

50店 ～

99店

100店 ～

199店

200店 ～

499店
500店以上 計

全 国 平 均

7大 都 市

大 都 市

中 都 市

小 都 市

郡 部

40%

8%

17%

29%

46%

75%

37%

42%

22%

45%

46%

24%

16%

30%

57%

21%

8%

1%

5%

12%

19%

4%

一

一

2%

8%

5%

1%

一

一

100%

100%

100%

100%

100%

100%
〔

注)7大 都 市 … 東京,大 阪,名 古屋,京 都,神 戸,横 浜,北 九 州

大 都 市 。。 。人 口20万 以 上 小 都 市 人 口5万 未 満 都 市

中 都 市 … 人 口5万 ～20万 未 満

組 合 に加 盟 店 と して 加入 して い る店 は,ほ とん どが組 合員 で も あ る。

左か に は,組 合員以 外 で加 盟店 と 友っ てい る店 も あ る。 この よ う左 加 盟

店 を準 加 盟 店 と称 して い る。 加 盟 店 と準 加 盟 店 とを比 較 した 場 合,手 数

料,分 割 回 数,支 払 条 件等 の 扱 か い に 蔚 い て若 干 の違 いが あ る。 全 国的

に みた場 合,準 加 盟 店 を もつ てい る組 合 は,中,小 都 市や 郡 部 に ある組

合 よ り,大 都 市以上 に 存在 す る組 合 に 拾い て多 くみ られ る。 と ころ で,

1組 合 当bの 加 盟店 数 を み る と,準 加 盟 店 まで 含 め て,全 国 平 均 で87

店 とltる 。 これ を地 域別 に み る と,大 都 市以 上 では平 均200店 以 上 と

な り,小 都 市 と郡 部 では 平 均50店 以 下 となb,太 きk格 差 が み られ る。

加 盟 店数 と売 上 高 との関 係 は ほぼ 比例 関 係 を取 っ て い るの で,そ れ だ け

小 都 市や 郡 部 の組 合 は売 上 高 に拾 い て も小 さい とい え る。

さ て,チ ケ ッ ト団体 に お い ては 割 賦 の対 象 とな る商 品 は,加 盟 店の取

り扱 い商 品 が す べ て原 則 的 に は対 象 と在 る。従 っ て,加 盟店 の業 種 を調

べ る こ とは,割 賦対 象 商品 を 明 らか に す る こ とに な る。加 盟店 の業 種 別

構 成比 をみ る と下 表 に示 さ れ る よ うに な る。 通 常 の割 賦販 売 に 比べ て,

変 っ て い る点 とし て,飲 食 店,映 画 館,タ ク シー業,自 動 車 教 習所 等 の

サ ー ビス業 が 意外 に多 く含 ま れ て い る。
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衣料品店

靴澄 よび履物

・貴金属,時 計,眼 鏡

家 庭用電気機 具

日用雑貨品

家具,家 庭用品

自転車,自 動車

飲食 店

その他

昭 和52年 度

40.1%

&5〃

7.7〃

5.3〃

22.6〃

ス0〃

2,9〃

2.9〃

3.0〃

業 種 別 の売 上 件数 を調 べ る と次 表 の よ うで あ る。 こ の表 は売 上 件 数 で

あ るが,金 額 構成比 も,こ れ とそ う大 差 は 左い。

昭和42年 度

衣 料 品

日用 雑 貨 品

家 具 寝 具

貴 金属,時 計,眼 鏡

家 庭 用電 気機 具

自動 車,自 転 車

ミシ ン,編 物機

ピ アノ,

そ の他

45.6%

16.3〃

12.0〃

8.5〃

8.6〃

1.2〃

02〃

o.1〃

4.6〃

上 記2表 を比 較 した場 合,同 業種 の 加 盟店 数 が多 い業 種 ほ ど売 上 件数

も多 い とい う傾 向 が で てい る。従 っ てチ ケ ッ ト団体 に お い て衣 料 品 が 主

要商 品 とな つ て い る の は, .衣 料 品 を扱 う加 盟 店 の 構成 比 率 が高 い こ とに

なつ てhる.か ら であ るo

(4)利 用 会 員

利 用会 員 は組 織 方 法 に 苦 い て,次 の 二 つ に分 け られ る。 ひ とっ は,職

域 又 は地 域 の 団体 に属 して い る入 が,そ れ らの団体 を通 じて加 入 す る も

の。 も うひ とつ は,個 人 が直i接組 合 に加 入 す る形 態 で ある。通 常,前 者
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を団体 会員 と称 し,後 者 を 個人 会員 と称 す る。 この うち,個 人 会 員 の み

を利 用 会員 とす る チ ケ ッ ト団体 は例外 的 で,大 部 分 は団体 会員 を利 用会

員 の対 象 とす るか,こ れ と併 行 して 個人 会員 を持 つ か の い つれ か で あ る。

団体 会員 の う ち,会 社,銀 行,官 公 庁,学 校 等 の職 域従 業 員 を対 象 と し

て,職 域 代表 者 を責任 者 として会 員 と連 署 の上,組 合 と契 約 書 を取 り交

わ して い る団 体 を職 域 団 体 と称 してい る。 又,居 住 地 区単 位 で組 織 され,

会員 が それ ぞ れ 連 帯 で責 任 を保 証 す る とい う形 で 組 合 と契 約 を交 わ して

い る団体 を家 庭団 体 と一般 に 称 してい る。

利 用会 員 数 で見 た場 合,団 体 会員 は1組 合 当b平 均5,950人 程 度 で

あ る。 この う ち約5.000入 ま でが 職 域 団体 に属 してい る。但 し,7大

都 市 と大 都 市 で は,団 体 会 員 数 の約5分 の1程 度 が 家 庭会員 に属 して お

り,地 方 都 市 に比 較 して,団 体 会員 の 中に しめ る家 庭 会員 の 数 が 多 く左

っ てい る。筒,最 近 の傾 向 と して,家 庭会員 の増 加 が めだ つ てい る。 個

人 会員 は1組 合当b全 国平 均 で1,200人 程 度 で ある。 これ を都 市別 に

み る と,7大 都 市 と大 都 市 では平 均2,000入 程 度,小 都 市 や郡 部 で は

700人 弱 と 左っ て い る 。 こ こで,利 用 会 員種 類 別 の売 上 高 の構 成 を調

べ る と以 下 の よ うで あ るo

7

大

中

小

郡

平

大 都

R
P

R
P

β

者

者

者

均

市

市

市

市

部

職 域 会 員

57%

61%

49%

45%

51%

55%

家 庭 会 員

27%

20%

16%

14%

12%

20%

個 人 会 員

16%

19%

55%

41%

57%

27%

全 国平 均 で は,職 域会員a2売 上か53%と 圧 倒 的 に大 き くなつ てい る

が,都 市別 に み る と,小 規 模 の 都 市 ほ ど個人 会員 の割 合 が 高 くなつ て い

る。 先 に示 め した利 用会 員 数 との関 連 で この 売 上 高 の 構 成 比 率 をみ る と,

1固人 会 員 や家 庭会 員 の 方 が,職 域 会員 よbチ ケ ッ トの利 用 率 が高 い とい

うこ とが わ か る。以 上 の点 を勘 案す ると今後 の傾 向 と して は,個 人 会 員
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や 家 庭 会 員 が,増 加 す る もの と考 え られ る。尚,個 人 会員 の 中 に は保証

人 を つけ て,1品 ご とに割 賦販 売 契約 を締 結 して チ ケ ッ ト割 賦 販売 を利

用 す る 個品会 員 と呼 ば れ る会 員 が含 まれ てい る。 個品 会員 は,購 入 商 品

の賦 払 が 完 了 す る と会 員 では 友 く左る点 と,購 入 券 が発 行 され な い点 と

に お い て,一 般 の会 員 とか な り異 左っ て い る。 個 品会員 制度 を取 っ て い

る組 合 は,全 国 的 に み る と余b多 くftい 。利 用 会員 数 は,1固 人 会 員 の

1.5割 程 度 が普 通 で あ るが,ftか には 個人 会 員 よb多 い組 合 も存 在 し,

か な りの バ ラ ツキが み られ る。 団体 会 員 の1団 体 あたbの 利 用 会員 数 は,

職 域 団体 で約15人,家 庭 団体 が約5人 と なつ て いる。 都 市 別,売 上 別

に これ らの 会員 数 をみ た場 合 も,職 域 団体 は,15人 ～25人 程度 とそ

う大 き く異 な らず,家 庭 団体 も4人 ～7人 程 度 で余 り変 らftv>。 但 し,

職 域 団 体 の 左 か に は100人 以 こヒの 団体 が 二,三 含 まnて い る こ とが 多
多

く,家 庭団体 で もや は り20人 近 くの 団体 が 一,二 含 ま れ る のが 普通 で

あ るo

最 後 に都 市別 の利 用 会員 数 と利 用 会員 数 の種類 別 比率 を示 す と以 下 の

表 の よ うで あ るo

利用会員数(1組 合当bの 平 均人員)

。7

・大

。 中

。 小

。 郡

大 都

π
P

5

B

者

者

者

市

市

市

市

部

19,872人

18,017

6,009

5,479

1,418

利 用 会 員 種 類 別 比 率

・職 域 会 員

。家 庭 会 員

・個 人 会 員

。そ の他(個 品 を含 む)

(5)割 賦 販 売 条件

(イ)割 賦 期 間 と分 割 の種 類

63%

17%

16%

4%

一151 一



全般 的 に7～10ヵ 月程 度 の賦払 いの ものが最 も多 い。最 近,高 額

商 品 の購 入 が 増加 して きて 凝 り,一 般 的 に は賦払 期 間 が長期 化す る傾

向 に あ る。 賦払期 間 の長 い もの に な ると24ヵ 月 程度 の もの もあ るが,

これは 特殊 な場 合 に限 られ て お り,普 通 は20ヵ 月 が,最 も長 い もの

で あ る 。 しか し,こ れ ら11ヵ 月以 上 の長 期 の賦払 の ものの ウエ イ ト

は,ま だか 左b低 い 。 短期 の もの と して は,5ヵ 月 以 下 の もの が あ る。

賦 払 期 間別 に売 上 高 の 構成 を み る と7大 都 市澄 よび大 都 市 で は4～6

ヵ月 の 賦払 の ものが多 く,地 方 都 市 で は7ヵ 月以 上 の長期 の もの が多

くkつ て い る0

5ヵ 月払 い,5ヵ 月払 い,10ヵ 月払 とい う ような,会 員 が 選 択 で

きる割 賦期 間 の種 類 を分割 の 種類 とい う,チ ケ ッ ト団体 は,一 般 に2

ん4種 類 程 度 の組 合 せ を行 な っ てい る。 分 割 の種 類 は,利 用 会 員 の側

か らみ る と多 い程 便 利 で あ るが,組 合 の側 か らす ると,事 務 処 理 上 か

ら少 く左い に越 した こ とは ない。 従 っ て,こ の矛 盾 を解 消 す る一 方 法

と して,組 合 せ方 の工 夫が 左 さ れ て い る。 分割 種類 の組 合 せ は 次の 三

つ が代 表的 で あ る。

A,ろ,5,10或 は3,6,10

B,4,6,10

C,5,10或 は5,10,15

この他 に も,各 種 の組 合 せ が な さ れ て い るが,全 国的 にみ て 約80

%の 組 合 はA～Cの 型 に属 して お り,異 っ て い て も,種 類 を1つ 加 え

たb,減 ら した り してい る程 度 で あ るo筒,購 入 金額 を分 割 す る とい

う計算 処理 上 か らはCの 方 式 が 簡便 で あb,今 後 の傾 向 と しては,こ

の 方 式 が多 く採 用 され る。'

(ロ)会 員 手 数 料 と加 盟 店手 数 料

チ ヶ ツ ト団体 は 運営 費支 出 に 充 当 す る為 の資 金源 と して利 用 会員 お

よび 加 盟 店 か ら手 数料 を徴収 して い るoま ず利 用会 員 に対 す る手 数料

を み る と次 の よ うで あ る。 手 数 料 は普 通 利 用 会 員 の購 入 高 と比例 す る

関係 を とつ てい る。但 し,ご く少数 の組 合 は購入 金額 とは関 係 な く,

購入 件 数 に応 じて徴収 す る という 均 一料 金方 式(例 え ば買 物1件 に っ
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き10円 程 度 徴収 す る)を 取 っ て い る。今,全 国 の手 数料 率 の平 均値

を見 る とO.3%～5.5%程 度 で あ る。 手 数料 率 は賦 払 期 間 が 長 期 化 す

るに従 っ て漸 増 し て 苦 り,そ の関 係 は 別表 の通 りで あ る。 筒,利 用 会

員 か らの手 数料 を賦 払 期 間に 関係 な く,ま つ た く徴 収 して い ない組 合

も多 少存 在 してい る。 短 期 の賦払 もの に手 数料 を課 さ 左い組 合 は か 在

り多 く,課 す 場 合 も先 に述 べ た 低額 の 均一料 金 を徴収 す る とい う方 式

が 殆 ん どで ある。 この よ うに,チ ケ ッ ト団体 の利 用 会員 に対 す る手 数

料 は,他 の割 賦 販 売 に比 較 して,非 常 に低額 で あ る。 次 に加 盟 店 に 対

する手 数料 をみ る と,利 用 会 員 の 場合 に比べ てか 在 り高 率 で あ る。利

用 会 員 の場 合は 手 数 料 を 徴収 しな い組 合 も存在 した が,加 盟 店 に対 し

ては,す べ ての 組 合が 手 数料 を 徴収 して い る。手数 料 は売 上 金 額 と比

例 して 』 る 。料 率 は賦 払 期 間 に応 じて上下 す る もの と,賦 払 期 間 に関

係 な く均一 の もの とが あ る。 当 然 の ことでは あ るが,料 率 の変 動 す る

ものは,賦 払 期 間 が 長 く茂 るにつ れ て高 率 に なっ てい る。 この関 係 は

別表 に示 め さ れ て い る通bで,全 国平 均4.8%～8.7%程 度 とな つ て

い る。 又,組 合 は 加 盟 店 に対 して,売 上 高 に応 じた手 数 料 を徴収 す る

他,毎 月売 上高 に関係 な く一定 額 の賦課 金 を課 して い る と ころ が多 い。

この賦 課 金 も,広 義 に解 釈 す る と手 数料 の一 種 と考 え.られ るo

種 別

賦払期間
利 用 会 員 加 盟 店

3ヵ 月 α5% 4.8%

4カ 月 2.7〃 5.2〃

5ヵ 月 1.2〃 5.5〃

6ヵ 月 1.8〃 5.8〃

8ヵ 月 2.8〃 6.5〃

10ヵ 月 58〃 6.7〃

12ヵ 月 4.0〃 6.4〃

12ヵ 月 以 上 5。 ろ 〃 &7〃

注)中 小企業 団体 中央会調査

上表の数字 はいずれ も平均手 数料 率である。
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(ハ)購 入 限 度 額 お よび購 入券 の形 式

購入 券 は組 合 に よつ てそ れぞ れ各 種 の形 式 が取 られ て い る。 この形

式 に は地 方 色が あ り,一 概 に どの形 式 が よい とは い い きれ な い。 こ こ

で は,そ の 内,代 表 的 左形 式 につい て の み記 述 す る。

(a)ク ー ず ン方 式

あ らか じめ金額 が 印 刷 され て い る券 片 を回 数券 の 如 く長 くっづ り,

この券 片 を買 物 の 都 度切 り取 っ て 使 う方 式 を ク ーポ ン方 式 とい う。

(b)小 切 手 方式

小 切手 様 の もの を 使用 し,一 片 一片 に その 都 度 金額 を記入 して使

う方 式 を い う。 チ ケ ッ ト一 片一 片 に金 額 が 印 刷 され て い る もの と,

一片 に記 入 す る金 額 が限 定 さ れ て いる もの と二 種類 あ る
。 前 者 は端

数 が 生 じた場 合 に記載 金 額 を訂 正 して 使 用す る。

(c)通 帳 方 式

通帳 を 使用 し,そ れ に購 入 金額 を記 載 して い く方式 であ る。通 常

会 員 番 号 を打 ち抜 い た3枚 複写 の通帳 を 使用 し,1片 が 店の 控,1

片 が組 合 の事 務所 の 控,1片 が会 員 の 控 とな る。 この形 式 は,地 方

の都 市 に多 くみ られ る。

(d)売 消 し会員 証 方 式

会員 証 に購 入 限 度 額 が 示 してあ り,売 消 し又 は残 高 記入 す る方 法

で・ これ と小 切手 帳又 は 伝 票 を併 用 す る方 式 で あ る。

これ ら以 外 に も手形 方 式,契 約 書方 式 等 が あ るが,大 体全 国の 組

合 の8割 近 くは前述 の(a)～(d)の 形 式 を取 っ て い る。

前 記4形 式 の長 短 を み る と,(a)方 式 は 簡便 で あ るが,会 員 番号 を

一 片 一 片に 記載 す る手 間 が か な り掛 りめん ど うで あ る
。又,加 盟 店

で券 片が 小 さい為 に紛 失 したbす る こ と もあ る。(b)は,最 も多 く使

用 され て い る方 式 で ある が,買 物1件 に1葉 とい う形 で は な く,複

数 で あ が つ て くる為,集 計 等 に手 間 どる。 又,買 物 の 都度 そ の場 で

記 入 しな け れ ば な らない 点 が 不便 で あ る。 しか し,会 員番 号 は打 抜

き機 を 使 用す れ ば簡 単 で あ り,券 片 も大 きい の で紛失 の恐 れ も少 く

な い。又 携 帯 に も便 利 で,集 計 後 の検査 も穴 を す か してみれ ば よい
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等 の利 点 が ある。(c肪 式 は 買 物1件 で1枚 とい う形 で,集 計 は 簡 単

で あ る。 但 し,形 式 が 古 い とい うこ と と,3枚 にい ちい ち記 入 しftPt'

け れ ぱ な ら左い 等,店 頭 で の 事務 が か 友 り取 られ る。(d)方 式 は,記

載 され て い る 金額 を 消 してい くの で,非 常 に簡 便 で店 頭 の 事務 も少

くtlく てす む。 その 上,小 切 手 帳 を併 用 すれ ば,買 物1件 に1枚 と

い う形 で売 上 が 捕 え られ る。 しか し,端 数 の金 額 も一定額 で 消 され

るの で,実 際 に購入 で きる金 額 は 少 な て な る。又,加 盟店 で正 し く

消 し込 み を行 な わな い と,供 一与額 以 上 に販 売 して しまい事 故 を起 し

や す い。 以上 の よ うに,そ れ ぞ れ に一 長 一 短が あ る。 しか し,今 後

の 傾 向 と して は,余 り複雑 左形 式 よ りも,で き るか ぎ り簡易 な方式

を利 用会 員 が 望 ん でい るので,そ の方 向 に進 む もの と思 われ る。

さて,購 入 券 の形 式 は上 述 の通 りで あ るが,こ れ らの形 式 に 拘 わ

bな く,購 入 券1冊(1枚)の 購 入 限 度額 をみ る と以 下 の よ うで あ

る 。購 入 限 度 額 は そ の購 入券 の通 用 期 間 に よつ て異 な る。 こ こで は

通 用 期 間 を2ヵ 月 として,・計 算 す る と,だ いた い2万 円～4万 円 と

い うのが普 通 で ある 。 勿論,会 員 の種 別 に よb,同 じ組 合 で も,2

万 円 ま での 会員 と4万 円ま で の会 員 が い る場 合 が 多 い。 しか し4万

円以 上Q ,限 度額 を設 定 して い る組 合 は殆 ん ど皆 無 に近 い。 そn以 上

の 購入 を 希望 す る場 合は,追 加 発行 とか高 額 券 の 発行 等 の他 の手 段

を 講 じて い る。 これ は,組 合 が 一定 限 度以 上 に信 用 を供 与す る場 合

は,事 前 に チエ ツクで きる よ うにす る為 で あ る。購 入 券 の発 行 は3

ヵ月 に1度 左い しは2ヵ 月 に1度 が ほ とん どで あ るo

6.1.2.3経 営 組 織

(1)業 務 組 織

チ ヶ ツ ト割 賦販 売業 の業 務 は,前 項〔2)の(吋で述 べ た よ うな各種 業 務 に

分 類 され る。 これ ら業 務 の うち,こ こで は,チ ケ ッ ト割 賦 販 売業 に限 ら

れ た特 殊 業務 につ い て の み を述べ る こ と とす る。従 っ て,前 述 の(a)～(c)

に つ い て は割 愛 す る。

(イ)請 求 計算 業 務

一－f55一



チ ケ ッ ト団体 に とつ て最 も基本 とな る重 要 な業務 で・ 全 事務 量 の 約

50%近 くを 占め て い る。業 務 の 内 容 は基 本 的 に は以 下 の よ う主 事 を

行 力 う。 まず 毎 月所定 の 日ご と に加 盟 店か ら売 上 チ ケ ッ トとその チ ケ

ッ トの 明細 を 記載 した 売 上請 求 書 とを集 め る。そ の 回収 され た チ ケ ソ

トと売 上 請求 書 とを照 合,検 算 し,更 に チ ケ ッ トの 有効 期限 等 に つ い

て点 検 を行 な う。 そ の 上 で 目的 に応 じた分 類,集 計 を繰 り返 え して,

最終 的 に利 用 会員1人1人 の請 求 金額 を算 出 し各種 帳 簿 に転 記 を行 な

い同 時 に請 求 書 を発 行 す る。 この業務 の分 類 過 程 を図示 す る と以 下 の

ようで あ るo

.-136一



加 盟 店
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上 図 か ら明 らかの よ うに,請 求業 務 に お い ては分 類 作業 が非 常 に多

いoこ こに示 した もの は,最 も簡単ftも の で,組 合 に よつ ては更 に2

～3工 程 の分 類 作業 を行elつ てい る。 分類 作業 が多 い のは ひ とつ に は

正確 性 が強 く要求 され る こ とに よる 。又利 用会 員 の支 払 日,加 盟店 へ

の支払 は毎 月 所定 の 日に決 ま っ て い る為,一 定 期 間 内 に請 求 書 等 を 作

成 す る必 要 が あ る。

(司 発券 業 務

購入 券(チ ケ ッ ト・クー ポ ン等)と 会員 証 を発 行 す る業 務 で あ る。

購 入 券 は通 常2ヵ 月 ～ ろヵ月 に1度 発行 され る。 発券 期 間 が 長 い場 合

は 仕 事量 が 少 左 くてす むが,余 り長 くす る と売 上 面 で好 ま しい結 果 を

生 じな い 。従 っ て この点 を よ く勘案 して通 用 期間 を決 定 してい る 。殆

ん どの組 合 は2ヵ 月 ～5ヵ 月 に1度 の 発行 であ る。 会 員 証 は1年 毎 ～:

2年 毎 に1回 発 行 され る。 会員証 は 会 員 の証 明書 で あ る か ら,別 段 長

くな つ て も 不都 合 は生 じ支い が,退 会等 に よる会 員 の 移 動 が あ るた め,

普 通 は この程 度 が 限 度 とな つ て い る 。但 し,最 近 は プ ラスチ ック カー

ドを会 員 証 と して 使用 する組 合 が で て きて い るが,こ の場 合は費 用 の

点 で相 当 長 期 間 に して い る。定 例 業 務 は 以上 で あ るが,こ の他 に購 入

券 の追 加 発 行,再 発 行,高 額券 の 発 行 等 が あ る。新 規 加 入 の利 用 会 員

に つ い て も入 会 が認 め られ た時 点 で会 員 証 と購入 券 を発行 しなげれ げ

な ら左 い。 この よ うに発券 業 務 は,後 述 す る会 員業 務 と密 接 な関係 を

もつ てい る。多 くの組 合は こ の発 券 業 務 と会 員 業務 とを同 じ部署 に配

置 して い る 。

(吋 会員 業 務

利 用 会員 に関 す る総 べ て の業 務 を行 な うo会 員 の増 強 の 為 に新 規 会

員 の勧 誘 を した り,発 券 の基 礎 とな る会員 台帳 を 作成 した り,不 良 会

員 を 整理 す る等 々の 仕 事 で あ る。 この うち,と りわ け重 要 な もの は,

新 規 会員 の 募集 で あ る。先 に も述 べ た よ うに利 用 会員 数 と売 上高 は ほ

ぼ 比 例 関 係 に あ るの で,会 員 数 の増 加 は売 上 高 の 向上 に反 映 して くる

訳 で あ る。 会員 台 帳 の管理 と して の 仕事 は,利 用 会員 の住所,氏 名,

支 払 日等 の変 更 事 項の 記帳,退 会 会員 の抹 消,新 規 会 員 の追 加 記 帳 な
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どで ある。新 規 会員 に つ い ては,規 定 さ れ た方法 に よ り,会 員 番 号 を

付け て記 帳 す る必 要 が あ る。 この コー ドづ け は,各 組 合 ご とに工 夫 し

てい るが,こ の 中 に も り こまれ て い る内容 を み る と,以 下 の よ う左事

項 で あ る。 会 員 の種 別,支 払 日,団 体番・号,個 人 番 号,等 級,〆 切 日,

入 金方 法 の 区分等 で あ る。 この う ち,団 体 番 号 と個人 番 号は ど うして

も必要 で あ るが,あ との 事 項 は分類 上 の便宜 を考慮 し,そ れぞ れの組

合 で取 捨 選 択 して い る。 会員 番号 の 桁 数 は,5桁 ～8桁 ぐらいvafoさ

ま つ て い るo退 会 の 会員 につ い ては,未 請求 残 高 の有 無 の チ エ ツクが

必要 で あ る。 この他,利 用 会員 であ り なが ら,チ ケ ッ トを 全 々利用 し

て い ない 会 員 の チ エ ツク も行 な っ て い る。通 常,こ の よ うな会 員 を休

眠 会員 と呼 ん で い る。 休 眠会員 の チ ェ ックは余 分 左会 員 を 整理 し,無

駄 な経 費 を 削減 す る こ どを 目的 とす るo

(二)信 用調 査 業 務

会員 係 に よ り勧 誘 さ れ た 消費 者 や,チ ケ ッ トの利 用 を 直接 に又 は加

盟 店 を通 じて組 合 に 申 し込 ん で きた 者等 に対 して,信 用能 力 を検 討す

る業 務 で あ る。 信 用能 力 の審査 基 準 は,そ れ ぞ れ の組 合 に ょつ て異 な

っ てい るが,ど この組 合 で も一応 の基準 は も うけ てい る。 一般 に この

信用調 査 を行 な うの は,個 人 会 員 とか 個品 会員 が 中心 で あ り,団 体 会

員 の場 合は余 り重 要 視 さ れ 左 いo団 体 会員 は 契約 方法 に お い て前 項〔4)

で述 べ た よ うに,連 帯 で保 証 し合 う形 態 を取 っ て い る。従?て,各 個

人 の 信用能 力 も重 要 で は あ るが,そ れ 以 上 に会 社 等 の 団体 の 信 用能 力

が重 要 とさ れ る。 この他,こ の業 務 は 購入 券 の追 加 発行 等 の場 合に重

視 さ れ る。今 後 の 傾 向 と して,家 庭 団体 や 個人 会 員 の ウエ イ トが 高 ま

りつ つ あ る の で,早 晩 この業 務 体 制 を確 固 た る もの に し なけ れ ば な ら

ない 。 不良 会 員 の 相 互 組 合 間の情 報 交 換 も行 な う必要 が あ る。

(ホ)集 金業 務

チ ヶ ツ ト事業 に 拾 い て,こ の業 務 は他 の業 務 に比 較 し て大 きな比 重

を もつ て い る 。 とい うの は,も と もと,チ ケ ッ ト割 賦販 売業 は小 売 店

のか わ りに集 金業 務 を肩 が わ り して行 な って い る よ う左 もの で あ る。

しか も分 割 で代 金 を回 収 す る ため,必 然 的 に業 務 量 が 増 加 す る。更 に
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最 近 で は割 賦期 間 の 長い も のが 利 用 さ れ る よ うに 左つ た の で,こ の業

務 量 は 益 々増 加 して い る。但 し,最 近 で は,入 手 不足 等 に ょ り直 接 集

金 人 が歩 い て集 金す る とい う形 態 は漸 減 し,銀 行 振込,郵 便 振 替,持

参 払等 が多 くな つ て い る。 勿論,そ の為 に各 組 合 では,持 参 した人 に

は,景 品等 を与 え た り,団 体 の 責任 者 と左っ て集 金 して くれ る 団体 に

は,割 引 してや る等,の 工 夫 を して い る。

(吋 加 盟 店業 務

請 求 計 算 業 務 が利 用 会 員 に 対 す る窓 口 とす れば,こ ち らは 加 盟 店 に

対 す る窓 口 と在 る。即 ち回収 さ れ た チ ケ ッ トとチ ケ ッ ト売 上 請 求 書 に

基 づ いて,加 盟 店 へ 会 員 に代 っ て支 払 いを行 な う。 その際,手 数料,

賦 課 金,歩 積預 り金等 の諸 経 費 を差 し引 い て支 払 らわ れ る。 通 常 は月

1回 〆切 で翌 月 に現 金又 小切 手 で支 払 らわ れ る。kか に は手 形 も用 い

られ るが,こ の方 法 は極 く少 ない。 この他,加 盟 店 に関 す る業 務 は,

チ ケ ッ ト売 上 に つ い て の問 い 合 せ とか,個 品 会員 の 申 し込 み を受 付 け

る とか の業 務 が あ る。

(2)従 業 員 数

常 時従業 員 数 を全 国平 均 で み る と1組 合 当b約9人 程 度 で趣 く小規 模

で あ る。 従業 員 数 は 売上 高 の大小 に よつ て大 き くこ とな るの で,売 上高

別 に1組 合 当bの 従業 員 数 をみ る と以 下 の表 の よ うに な る。

売 上 高 別常 時 従 業 員 数(チ ケ ッ ト事業 専 従 者 の み)

5.000万 円 未 満

5,000～10,000

10,000～20,000

20,000～30,000

50,000～40,000

40,000以 上

5.1人

ス2〃

14.8〃

26.5〃

29.5〃

52.5〃

上 表 の よ うに,売 上 高 に よ り,か な りの格差 が み られ,な か に は企業

以前 の よ うな規 模 の 組 合 も存 在 す る。 こnを 都 市別 になが め る と,7大

都 市 と大 都 市 で は約22人 程 度 と なb,中 小 都 市 と郡部 では約6人 程 度

とい う結 果 が 得 られ た。 これ は概 して大 都 市以 上 の都 市に 存在 す る チ ケ
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ツ ト団体 の方が,中 都 市以 下 の 都 市 に あ る団体 よ り売 上 高 にお い て,か

在 り大 きい とい うこ とを物 語 っ てい る。 ま た,事 務 上 の面 か ら考 えて,

あ る一定 の人 数 だけ は,売 上 の 多 少 に か か わ らず必 要 とされ る訳 で,そ

の点 が明 らか にされ るの は 次 の表 か らで あ る。

売 上 高 別請 求 事務 従 業 員 数

10,000万 円 未 満

1QOOO～20,000

2[1,000～30,000

30,000 、～40,000

4qoOO以 上

4名

5〃

8〃

11〃

11〃

チ ケ ッ ト割 賦販 売 事業 の基本 的 な業 務 の1つ で あ る請 求 業 務 に従 事 す

る人 員 を調 べ る と上 表 の よ うに 在 る。売 上 高 が1億 円未 満 の場 合 も4名

程 度 の人 員 を,こ の業務 に必要 とさ れ る訳 で あ る。 そ れ だ け に,売 上 高

の少 ない所 は 生産 性 が 低 くkる とい う結果 を尊 びい てい る。勿論4億 円

近 い 売上 を示 して い る 団体 は,事 務 の合理 化 と して,機 械 の導 入 等 を行

な っ て い る。 この点 につ い ては後 述 す る。

(5)資 金 状 況

チ ケ ッ ト発行 団体 は,一 種 の割 賦 金 融機 関 の性 格 を 有す る もの で ある 。

従 っ て,各 組 合 に お い て,も つ とも問 題 とな る の は,資 金 に関 す る こ と

で ある。 各 チ ケ ッ ト団体 の 出資 金 は 全 国平 均 で約700万 、円程 度 で あ る。

この うち,100万 円～500万 円 ま での組 合 が約40%近 く占 め て宕

b500万 円以上 の組 合 は 全体 の20%近 く しか 存在 してい な い。

これ に対 して,年 間の 平 均売 上高 は約1.5億 円 となb,売 掛 残 高 は通

常a5億 円程 度 に なつ て い る。 この よ うに 出 資 金額 が売 上 高 に対 して過

少 で ある為 借 入 金 額 は 出資 金額 の約5倍 近 くなつ てい る団体 が 全体 の

40%を 占め て い る現 状 で あ る。 しか も,最 近 の 傾 向 と して,賦 払 期 間

が 長 期 化 し,供 与 額'も増 大 す る とい う方 向 に 向っ て い る為,チ ケ ッ ト団

体 に とつ て は,資 金 を どの よ うに調達 す るか は重 大 な問 題 となつ て きて

い る 。他 の割 賦販 売 事業 は,多 か れ少 く友か れ 自己 資 金 を活 用 して い る

の に 対 し,チ ケ ッ ト団体 は ほ とん ど自己 資本 を 有 し てい な い よう な状 況
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で あ る。 この よ うな点 か らチ ケ ッ ト団 体 の 伸び悩 み や、 不 安定 性 が もた

らさ れ てい る。

6.1.2.4.事 務 機 械 化 の 現状

チ ケ ッ ト割 賦販 売 業 は、 そ の事 務 処 理 形 態 が 画 一 的 で あるた め、 早 くか ら事 務

の機械 化 が叫 ば れ てい た 。 しか し、 現 実 に は今 ま で見 て きた よ うに、 事 業 体 の規

模 が極 め て小 さい こ とな どか ら、 事 務 の機 械化 は 余 り進展 してい なかつ た。 この

事 情 か ら、 チ ケ ッ ト団 体 の事務 機 械 化 に関 す る文 献 は きわ めて 少 な かっ た。 そ こ

で本 項 で は 限 られ た範 囲 で の団体 に 関 して のみ、 そ の現状 をな が め てい くこ と と

す る。

(1)tt対 象業 務 と導 入 機 器

事 務 の機 械 化 とい うも のを、 か な り低 い レベ ル か ら捕 え る と、 チ ケ ッ ト団

体 に お い て は、 以 下 の業 務 が一 部 ない し全部 、 機械 化 され てい る。

(a)発券 業 務(d)加 盟 店 業 務

(b)請求 計 算 業 務(e)会 員 業務

(c)経理 業 務

この うち(c)～(e)に 関 しては 、 ま だほ ん の一 部 分 が 機械 化 され てい る程度 で、

行 なっ て い る組 合 も極 く少数 で あ る。

発 券 業 務 は か な り以 前 か ら機 械 化 が 行 なわ れ てい た。 この 業務 は 定 期 的 集

中的 に行 な われ る性 質 を 有 して い る為、 高 能 率 の機 械 で1時 的 に処 理 す る 必

要 が あつ た。 そ こで 購入 券 自身 を機 械 で処 理 で き る よ うな形 式 に変 換 す る こ

とが必要 で あつ た。 小切 手 帳 方 式 や 通 帳 方 式 は そ の意 味 で、 機 械 に よる処 理

が 可 能 で あ り、 そ の点 か ら も多 くの組 合 は これ らの方 式 を採 用 した。 これ ら

の方 式 は、 番 号 打 抜機 を使 用 して処 理 す る。 こ の機 械 の能 率 は 手 動 式 で1月

に700冊 ～800冊 を発 行 し、 電 動 式 に な る と1日tOOO冊 ～3000

冊 程 度 発 行 で き る。 この機 械 にた ず さ わ る入 間 は1名 ～2名 程度 必 要 で あ る。

クー ポン方 式 や売 消 カー ド方 式 の場 合 は、 宛 名印 刷 機 を使 用 して、 会員 番 号

と氏 名 を刷 込ん でい る。 この機 械 の能 率 は 電 動 式 で クー ポ ンの よ うに何 回 か

連 続 刷 りす る場 合 で1日2000名 分 か ら3000名 分程 度発 行 で きる。 カ

ー ドの よ うに1回 刷 の場 合 は1日 で5500名 分 か ら9000名 分 の発 行 が
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可 能 で あるσ 発 券 業務 に関 しては この 二 つ の機 種 に よる機 械 化 がほ とん どで

あ る。

請 求業 務 に 関 しては、 機 械 化 され て い る段 階 が組 合 に よつて それ ぞ れ異 な

る。 こSで は 初歩 的 な段 階 か ら高度 な段 階 に 至 るま で を順 を追 っ て述 べ る こ

ど とす る。

最 も初 歩 的 な段 階は、 請 求 書 を手書 き してい た もの を若 干 機械 化 した程 度

の もの で ある。 この段 階 で の処 理方 式 ぱ、 前 万 分 の請 求 書控 に 当月 分 を記 入

して算盤 を い れ た もの を見 な が ら カナ タ イ プ で番号、 氏 名、 金 額 等 を打 ち込

む 。 これ に よ り手 書 き よ り早 く正 確 にで きる。 との次 の 段階 は、 前 記 の算 盤

を いれ る こ とを省 き会計 機 を 使 う方 式 で ある。 す なわ ち前 月 の請 求 書 控 に 当

月分 の売上を:記入 し、 それ を見 なが ら会計機 で番号、金額 を打っ て当月請求

額 そ の他 の合 計 をア ウ トプ ッ トさせ る。 この よ うに,前 記 の二 段 階 は機械 化

とい つ て も,か な り人 手 を要 す る処 理 方 法 で ある。 しか し,全 国 の70%の

組 合 は この二 段 階 ま で でス トッ プ して お り,こ れ以 上 の 段 階 に進 ん でい る組

合 は ご く少 ない。 能 率 は,第1段 階 の場 合 が1日 に1000名 分 の 請求 書 を

作 成 し,2段 階 目でt日 に1000名 ～1500名 程 度 となつ て い る。 第 二

段 階 を更 に高 度 化 した方 式 は,カ ナ タ イ プ と会 計 機 を連 動 さぜ た機 械 に ょる

処 理方 式 で ある。 この方 式 に な る と,氏 名,番 号,請 求 金 額 等 は 機 械 に よ り

打 ち 出 され る の で,か な りの手 間 が 省略 され る。 能 率 は1日 に1500名 ～

2000名 程 度 となる 。更 に これ以 上 の段 階 となる と,/j・ 型電 子 式 の計 算 機

と電 動 タ イ プ ラ イ ター を一 緒 に した機 械 に よる処理 方 式 で あ る。 この方 式 で

は,前 月分 の請 求金 額 を新 た に機 械へ 投入 す る必 要 は な く,当 月 の売上 のみ

を 分割 額 で投 入 す れ ば良 い こ とに な る。 前 段階 ま では,人 間 が請 求 書 を な か

ば 作 成 して か ら機械 に投 入 しな け れ ば な らなかつ た。 しか し,こ の 段階 ま で

来 る と,ほ とん ど機 械 が作 成 して くれ る こ とに な り,人 間 が行 な うの は,分

類,検 算,照 合等 の 箇 所 ・と最 初 の分 割額 を算 出 す る所 だ け に な る。 能 率 は1

日 に,550名 程 度 の 請 求 書 を作 成 す る。 但 し,こ の能 率 は 前段 階 まで の人

間 が ある程 度 作 成 した もの を タ イプ す る場 合 とは 金 々違 うの で,単 純 には 比

較 で きない 。 この よ うな方 式 を採 用 して事務 処理 を行 なっ て い る組 合 は大 手

の団 体 で売 上 高 に おい て も年 商2億 円以 上 の組 合 が多 い。 この 段階 よ り更 に
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進 ん だ方 式 とな る と,PC'SやEDPに よる処 理 と なる。 これ は 今 ま で の段

階 の もの と,機 械 の処 理能 力 が金 々異 なる の で,単 に請 求業 務 だけ を対 象 と

せ ず,こ の業 務 に関 連 す る業務 はす べ て対 象 となつ て くる。 しか し,こ の方

式 で処理 してい る組 合 の実 情 は,現 段 階 で は ま だ 請求 業務 だけ が 対 象 と なつ

てい る場 合 が 多 い。 この方 式 を採 用 してい る組 合 数 は,数 団体 に限 られ,採

用 した時 期 も こ こ1年 ぐらい で ある。 この方 式 の能 率,処 理 方 法 等 に つ い て

は,後 で詳細 に述べ る の で,こ こでは割愛 す る。

経理 業 務。 これ は先 に述 べ た よ うにEDPを 採 用 して処 理 してい る組合 が,

給与 計算 等 を行 なっ てい る程 度 で,そ れ以 外 の組 合 で は ま だ機 械 化 は行 なわ

れ てい ない。 加 盟店 業 務 と会 員 業務 に つい て も同 様 で,加 盟 店 別 売 上計 算 書

や会 員 台帳 等 の作 成 は す べ てEDP化 が 図 られ てい る組合 の み 機械 処 理 して

い る。

② 機 械 化 の効果

前 述 した よ うにチ ケ ッ ト団体 の 事 務 分野 で機 械 化 が 曲 りな りに も行 なわ れ

てい る業 務 とい う とプ 実 際 には 発 券業 務 と請 求 業務 とに なる。 発 券 業 務 の 場

合 は,従 来,業 務 の集 中 時 に は他部 門 か ら応援 を うけ た り,ア ル バ イ ト等 を

使っ て処理 して きた が,そ の よ うな こ とが な くなつ た。 又,会 員 の増 加 に対

して人 員 を増 す こと な く対 処 で きた。.正 確性 の点 に お いて もか なb向 上 させ

る ことが で きた 。 請 求業 務 の場 合 は そ の機 械 化 され てい る段階 に よつ て 効 果

も著 し く異 な る。 初 段階 に お いて は,以 前 よ り若干 能率 をア ップ させ る こと

が で き,字 が正 確 で鮮 明 となつ た 。第 二 段 と第 三 段 階 の場 合 は,売 上 の増 大

等 に よる事 務量 の増 加 に対 し,現 状 の 人員 でそ れ らに対処 して い くこ とが で

きた。 迅速 性 と正 確 性 も前 段 階 よ り向 上 し内容 の 信頼 度 も高 まっ た。 第4段

階 の 小型 電 子計 算 機 の場 合 は,迅 速性 と正 確性 は 著 し く向上 し,作 成 期 間 の

短 縮 と人 件 費 の 削減 を もた ら した。 叉 手 作業 や前 段 階 まで の 機械 化 では で き

な かつ た各 種 統 計 資料 の作 成 もある程 度 可 能 となっ た。 この 段階 に至 っ て,

は じめ て機 械 化 の 効 果 がは つ きりとあ らわ れて き た。 次 の段階 と して,PC

SやEDPに よる処 理 の効 果 どな るが,こ れ に つ い て は,後 章 で 詳細 に ふれ

る。 以 上 機械 化 の効果 に つい てご く簡単 に述 べ た が,勿 論 組 合 の実 情 に よ り

この効 果 の あ らわれ か た は 異 な る ので,一 般 的 な平 均値 を捕 え て見 た もの で
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ある。

(3)機 械 化 の 将来 に対 す る展望

売 上 の増 大 に伴 う事 務長 の増 加 に対 処 す る為,チ ケ ッ ト団 体 は 今 まで述 べ'

て きた よ うに,そ れ ぞ れ の規 模 に応 じて各 業 務 の合理 化 を図っ て きた。 そ し

て現 在 ま では,そ れ ら の部 分 的 な機 械 化 で,あ る程 度 の 効果 を収 め る ことが

で きた 。 しか し,信 用 販 売 の増 大 や割 賦 期間 の長期 化,更 には経 営 環境 の変

化 は 今 ま で の合 理 化 か ら更 に「 歩 進ん だ もの を要 求 しつ つ あ る。 今 や,規 模

の大 小 を問 わず,慢 性 化 した人 手 不足 は事 務 員 の質 的 面 での低 下 を招 き,そ

れ に よる事務 処 理 面 で の障 害 は各 組 合 に とつ て 由 々 しき問 題 となつ て きた。

この ような問題 を解 決 す る に は,従 来 の単能 機 に ょる機 械 化 では もは や困 難

で ある。 最 近 に お い て,各 チ ケ ッ ト団体 が 真剣 にEDPの 採 用 を検 討す る よ

うに な つ て きた の は,こ の よ うな背 景 に よる もの で あ る。 既 に前 述 した通 り,

事 務 処理 をEDPに 移行 した 団体 は数 団体 あ り,現 在 移 行 準 備 中 の団 体 も続

出 しつ つ ある。 た だ,こ れ らの 団体 の殆ん ど が大都 市 以 上 に所 在 す る もの で,

しか も委 託 の計 算 セ ン ター を利 用 してい る とい うご とで ある。 この こ とは,'

今 後他 の 団体 がEDPに 移行 す る可能 性 が 十 分考 え られ る とい うこ と と同時

に,委 託 の計算 セ ン タ ーが 存 在 しない小都 市vak・ い て は,EDPへ の 移行 が

非 常 に 困難 に な る とい う点 を 示 してい る。 また,何 回 も述 べ た よ うに多 くの

組 合 は 極 く小 規 模 で あ り,こ の よ うな組 合 に とつ て,EI)Pの 導 入 は コス ド

面 で の合 理 化 に つ な が る か ど うか とい うこと が,現 時点 に お い て は大 き な問

題 で あ る。 しか し,長 期的 にみ れ ば,果 して現状 規 模 の団 体 が どの程 度存 続

す る か とい う問題 もあ り,こ の よ うな合理 化 とい う面 か ら次 第 に提携,合 併

が行 なわ れ る とい う可 能 性 は十 分 考 え られ る。 従 って,今 後 の傾 向 として は,

いず れ にせ よ,EDPの 導 入 は必 至 で あ りそ の過 渡 的段 階 と して,前 出の 電

子 式小型 計 算 機 等 が 使 用 さ れ る もの と考 え られ る。 特 に 請 求 業 務 の所 で ふれ

た第 二 段 階 ない し第 三 段 階 の機 械 化 が行 なわ れ てい る団 体 では,電 子 式 小 型

計 算機 が 一時 的 に 導入 さ れ る傾 向 が強 い。
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6.1.2.5.事 業特 性 と管理 上 の問題 点

チ ケ ッ ト割 賦 販 売事 業 に 関 して,前 項 まで種 々 な角度 か ら考 察 を加 え て来 たが,

こ こでそ れ ぞ れ の 箇所 で 明 らか に なつ た本 事業 の特 性 を取 り纏 め て み る。 ま た,

そ の特 性 との 関 連 で事 業運 営 上 生 ず る 問題 に関 して 検討 を加 え る こ と とす る。

(1)チ ケッ ト団体 の構 成員 は 加盟 小 売店 で あ る。

単 一 小 売 商 が独 自 に割賦 販 売 を 実 施 す る こ とは,資 金 面,事 務 処 理 面等 々

か らす こぶ る 困難 で あつ た。 そ こで小 売 業 者 が集 っ て第三 者 と して の 割賦 販

売 代 行 機 関 を設立 した。 これ が チ ケ ッ ト団 体 の始 ま りで ある。 この 設立 の 由

来 か ら もわ かる よ うに,チ ケ ッ ト団 体 は あ くま で も小 売業 者 のた め の もの で

なけ れ ば な らな かつ た。 この 点は 非 常 に重 要 な こ と であるが,こ れ が余 りに

強調 され続 け た こ とが,今 日の チ ケ ッ ト団体 を低 調 な ら しめ てい る大 き な原

因 で も ある。 す なわ ち組 合を 指導 して い くべ き人 間 が組合 の こ と よ り自店 の

利益 の方 を重 もん ず る とい う傾 向 に あつ た。 この こ とは,組 合 の運 営 面 で大

き な障 害 とな り,発 展 が妨 げ られ る結果 となっ た。 具体 的 に は,加 盟店 数 の

増 加,内 部 資金 の充実 等 が末 だ に 実施 され てい ない こ と。 利 用 会 員 に対 す る

加 盟 店 側 の接 客態 度 が 良 くない とい う こ と。 等 々の面 で表 わ れ て い る。

② チ ケ ッ ト団 体 は割 賦 販 売 の代 行 機 関 で ある。

組 合 は利 用会 員 に対 して賦 払 信 用 を供 与 す る こと をそ の職 能 とす る専 門 機

関 で あ り,自 ら は直 接 販売 を行 な わ ない 。 この 特 性 は,会 員 に対 す る サー ビ

ス,加 盟 店 に対 す るサ ー ビス とい う面 で若 干 問題 を生 じさせ てい る。 利 用 会

員 と販売 に 関 して直 接 接触 しない た め,会 員 の声 を適 確 に把 握 しが たい。 加

盟店 に対 して は,組 合 員 で あ る とい う考 え か ら,教 育 や情 報 の提 供 等 が十 分

行 なわ れ ない 。 この よ うな事 が積 み 重 な っ て,利 用 会 員 と加 盟 店 間 が ス ムー

ズ に い か ない とい う結 果 を 導 い てい る。

(5)チ ケ ッ ト団体 は加盟 店 の 資金 面 を担 当 してい る とい うこ と。

組 合 は 加盟 店 が チ ケ ッ トで販 売 した 商品 の代 金 を 翌月 に 現金 で支 払 らつ て

い る。 この結 果,加 盟 店 側 では チ ケ ッ トの販 売 も現金 販 売 も資金 繰 り上 は変

ら ない 。 しか し,組 合 で は,そ の た め の 資金 が必 要 とな るが,自 己 資本 が ほ

と ん どない 為,大 半 を外 部 の金 融 機 関 が ら借 入 してい る。 これ で は,割 賦 販

売 代 行 機 関 と して の意 味 が薄 れ る。 資 金 状 況 が よ くない とい うこ と が,賦 払
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期 間 の長 期 化 とい う傾 向 が 出現 して も,そ れ に対処 して長 期 チ ケ ッ トを発行

す る とい う手 が打 て ない 。 更 に は売 上 が増 進 す る と増 々資金 繰 りが 困難 に な

るた め,売 上 増 進 に結 びつ く積 極 策 を余 り取 らな くなる。

(4)チ ケ ッ ト団体 は事 業 体 の規 模 が小 さ く同地 区 に多 くの競 合 団体 が存 在 す る。

各 都 市 に数 個 のチ ケ ッ ト団体 が存 在 す る ことは め ず ら し くない 。 ま た,そ

れ らのチ ケ ッ ト団体 は殆 ん ど10人 以 下 の従 業 員 と300～500万 円程 度

の 出 資金 で運 営 され てい る。 この よ うに 事 業 体 の規 模 が過小 で あ る とい うこ

とが,金 融機 関 に対 す る信 用 とい う面 で マ イ ナス と な り,融 資 が思 う よ うに

受 け られ ない。 経営 の 合理 化 とい う面 で も,規 模 が小 さ いた め,画 期 的 な合

理 化 を行 な うこ とが難 か し く,か りに 行 なっ て も期 待 した ほ どの効 果 を挙 げ

得 ない 。 同地 区 に数 個 の競合 団体 が存 在 してい る とい うこ とは,各 団 体 に 所

属す る加 盟 店数 が 少数 に なる とい う結果 を招 き,利 用会 員 に対 して も種 々の

面 で不 便 を生 じさせ て い る。 更 に過 渡 競 争 が行 なわ れ,組 合 の運 営 を苦 し く

さ せ てい る。 そ の為,組 合 自身 の 力 がつ かず,規 模 の拡 大 が図 りが た い。

しか る に,最 近 にお い て,事 務 の 合理 化等 の問 題 を通 じて,合 同 化 の傾 向 が

生 じつ つ あ る。 この こ とは注 目に値 す る こ と で,こ れ に よつ て,あ る程 度 ま

で上 述 の欠 陥 は是正 さ れ る であろ う。

(5)チ ケ ッ ト団 体 の附 帯事 業 は最近 活 発 に なつ て きてい る。

チ ケ ッ ト団体 は 信 用 を資本 と して,割 賦 販 売 事 業 を営 なん でい る 。そ の社

会 的 信 用 を利 用 して,い ろい ろ な附 帯 事業 を行 なっ てい る。 この附帯 事 業 を

始 め る要 因 と友つ た もの は,会 員 へ のサ ー ビス,加 盟 店 へ の奉 仕,組 合 の 内

容 の改 善,財 政の 強 化 とい つ た ことで あ る。 事業 と しては,消 費者 金 融,加

盟 店へ の転 貸 融 資,共 同 給食 事 業,事 務 所 の ビル化 と ビル の運営 事 業,ト レ

ー デ ィ ング ス タ ツ プの採 用等 々で あ る。 この 内 消費 者 金 融 は か な り多 くの組

合 で手 掛 け てお り,成 功 してい る場 合 が多 い 。 この よ うに附帯 事業 を 行 なっ

て組 合 の 事業 運 営 を強化 してい くこ とは好 しい 現 象 で あ る が,反 面 附 帯事 業

の 失敗 が組 合 の本来 の 事 業 に影 響 す る こ とや,事 務 そ の他 の面 で煩 雑 に な る

とい うこ と を考 慮 す る 必要 が ある。

チ ケ ッ ト割賦 販 売 の現 状 を述 べ た 際,各 所 で そ の問題 点 に ふれ た が,こ こ

に改 め て ま と める と下 記 の通 りで ある。
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1.大 企業 に よる割 賦販売 事業 の進 出

古い月賦 観念 と旧式月賦 制度の項にはチヶ ヅ ト割賦販売は新 しさと便利

性 か ら消費生活 の例 外的購入方法 として重宝 が られてい た。 しか し,生 活

水準 の高度化,多 様化の進ん だ今 日では,メ ー カ 、.月販を始 め とす る大 資

本 に よる割賦販売事業,即 ち大型月賦百貨店,百 貨店,信 販会社等 の この

分野 に於け る伸長 が組織 的且つ 制度的 に極 め て著 しい。高額商品販売 に接

極的 である こと。信用供 与額 が多大で あること,割 賦期 間が長い こと,等 、

の外,価 格競 争まで も加味 して大量販売 の傾 向は割賦販売 だけ でな く,本

来 の小 売商機構 を も包含 して止む処 を しらない状態である。

2.チ ケッ ト割賦 販売 団体 の資金調達力 の 弱性

チケッ ト割賦 販売団体 は既説の通 り中小小売商に ょる組織 で あるため,

代金 立替払 制がそ の重要使命 となつ て発展 して きたが,一 定水準の売上 額

に達 した場合 必ず起 こる問題は,立 替払 に多額の資金を要する ことである。

また協同の 出資に よるため特別 の保証や担保に乏 しく,手 形等 に よる延べ

払い も不可能 であるため,資 金の面か ら自ら発展 をセー ブせ ざるをえない。

例 も少 くない。

3.協 同組合 の組織力 の限 界

多数 の組 合員 に よつ て組織 され る団体は次の欠点 を生 じ易い

(イ)規 模 の過小性

組合員 な らび に役員は 自己の利 益を無視 してまで組織 の払大 に熱心 に

なれ ない し,組 織 を拡大 するにつれて組合員 の協力度合 も薄 くなる。

(ロ)専 門の経営者 が少い

理 事長 始 め役員 は組合員 の代表 であって必ず しも割賦 販売 の専 門業者

ではない か ら必然 的に安 全,一 方 の消極経営 とな りがち である。

内aとbの 結果長 期計画,計 数管理,事 務の合理化,等 の面 で立 ち遅れ

がでるだけ では な く,組 織が進歩発展 した場合 の維持拾収が困難 になる。

チ ケッ ト割賦販売事業 の将来

チ ケッ ト団体 は大 きな問題点を拘 えているが,そ れ等は チケ ッ ト団体 だ

けの欠点 とい うよりも,成 長す る企業 のすべて が通 る困難 な過程 で もある。

ま して第一 章 に も説明 したごと く割賦販売業界 はます ます発展す る環境に
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め ぐまれ て お り,人 口 の都 市 集 中 化 と核 家族 化 の現象 は割 賦 販 売 の進 展 に

更 に拍 車 を かけ てい る 。 従 っ て今 後 のチ ケ ッ ト団体 は 次 の 点 で大 い に発 展

し成 長 してい くもの と信 じる。

今後 の 中小 小売 商 店 は 割 賦 販 売 の 売 上増 進 で発 展 してい くこ とが一 番 の

発 展 策 で あ る こと。 欧 米先 進 国 なみ の割 賦 水 準 に近 づきつつある今 日,各

小 売 商 店 も割 賦 販 売 の売 上 増 加 を無 視 しては そ の発 展 が考 え られ ない 。

ま して店 舗 の拡 大 や 支 店 の新 設 の経 費 よ リチ ケ ッ ト団 体 に支 出す る資金

協 力 の方 が コス トも低 く速 効 的 で あ る。 協 同 化 の考 え 方 も理 解 の あ る小

売 商 の 間 で推 進 さ れ る し,そ れ以 外 に方 法 が ない こと も認 識 されつ つ あ

る もの と信 じる。

電 子計 算 機 の利 用 に よる コス トの低 下

大企 業 だ け に利 用 さ れ て い た電 子 計 算 機 もチ ケ ッ ト団 体 の 利 用が 可 能 に

なつ て きた こ と と,そ の利 用 に よつ て事務 コ ス トが低 下 し加 盟店 と消 費

者 の 間 に介在 す るサ ー ビス業 務 と して の存在 価値 が復 活 した ことは業 界

の 大 きい 福 音 で も あ る。

更 に こ の電 算 化 の 推 進 は 全 国 チ ケ ッ ト団体 の合 理 的 業 務 研 究 と様 式 な ら

び に シス テ ム の統一 進 歩 を招来 し,進 ん で 業 界 の業 務 統合 か ら コス ト引

下 げ ま で発 展 す る可 能 性 を もつ て い る。

チ ケ ッ ト団 体 の特 色 強 化

地域 住 民 と の密着 性,低 所得 層 ま で の 浸透 力,頭 金 の い らない 信 用供 与,

貸 倒 率 の低 い 信 頼 感,等 チ ケ ッ ト団体 な らで は の特 長 で一 見 短 所 で もあ

る反 面,長 所 で も あ る。 今 後 は この良い 面 も十 分 に活 用 し信 用 販売 の

専 門店 化 し てい く方 向 を とる な らば,大 資本 の企 業 に対 して も別 の角度

か ら競 争 が可能 で あ る と思 う。

最 後 に大 切 な こ とは 協 同 組 合 員,役 員 各位 の 自覚 と協 力 で あっ て,次

の各 項 を強 力 に改 善 す る よ う希望 す る。

a加 盟 店 は 自分 の加 入 してい るチ ケ ッ ト団 体 を協 力 に発 展 させ,十 分 活

用 す る熱意 を 自覚 す る こと.

b協 同 組合 の利 用 会 員 は個人 の客以 上 に貴 重 な上得 意 と して サ ー ビスに

万 全 を期 す る こ と(現 金 客以 上 に注 意 す る必 要 が あ る。)
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cチ ケ ッ ト業務 の 運営 に専 門 家 を 登 用 す る と同時 に専 門 家 の 活 動 を十 分

に理 解 し支 援協 力 す る こ と。

dチ ケ ソ ト団 体 に積 極 的 に 投資 し資 金 の充 実 を 図 る こ と。

eお 客 に喜 ば れる加 盟 店 の拡 大 と他 団 体 との提携 統合 に 積極 的であること。

以 上 の こ とが らが順 次実 行 に移 され て行 くな らば チ ケ ッ ト割 賦販 売 の前 途 は

益 々有 望 で ある。

㌦

に

61.ろ シ ス テ ムへ の要 請

1.チ ケ ッ トシス テ ムの多 様性 と共 通 性

チ ケ ッ トに よる割賦 販 売 は 昭和26年 頃 か ら4,5年 の間 に全 国 各地 で急

速 な流 行 を遂 げ,今 日で はチ ケ ッ ト団体 の ない商 店 街 は 珍 しい とい わ れ る程

に な つ た。

この よ うに新 しい 制度 が急 速 に 普及 した た め,チ ケ ッ ト販売 の 方法 は 各 団 体

そ れ ぞ れ の独 自性 や工 夫 に ょつ て実 施 さ れ,全 国 的 に観 察 した場 合 実 に千 差

万 別 の状 態 で ある。 さ らにそ の事務 処 理 方 法 に至 っ ては 共通 点 を探 す の に困

難 な程,変 化 に富 ん で い る。

も と もと小 売商 は よそ の店 に ない特 色 を 出 す こと が常識 で,そ の 小 売商 に よ

つ て組 織 され,専 門 の指導 家 も手 引 書 もな く,ま して各 地 で人 情風俗 の違 い

もあ る こ とか ら も,そ の方 法 に差異 が あ る とい うことは 努 力 の結 晶 で あつ て,

当然 の現 象 と言 え よ う。

しか しな が ら今 日の マス コ ミは 庶 民 の生 活 に も多様 性 の あ る反面,平 準 化,

均 一 化 の傾 向 が ある こ と も見 逃 せ ない 。

この よ うに考 え てみ る とチ ケ ッ ト事業 に お い て も全 国的 に 多 くの共 通 点 が存

在 し,原 理 原 則 は 常 に同一 で あ る が,た だ当 事 者 の考 え方,重 点 の お き方 で

変 化 が起 っ て お り,そ の内容 も効果 も実 は大 同 小異 とい う場 合 が少 くない 。

か つ て チ ケ ッ ト様式 の 全 国調 査 を した と き,百 会 百 様 の形 式 で余 り の変 化 に

関係 者 を びつ ぐ々させ た こと もあつ た。

しか しなが ら,逆 に どの チ ケ ッ トで も通 用 してい る とい う こ とで,百 様 の人

種 に 夫 々適 当 な'もの が与 え られ てい る訳 で も ない 。 当 事者 が熱 心 の あま り変

更 不 可能 と考 え てい るだ け で,本 当の地 域 差 は極 く一部 分 と考 える こ とが真
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実 だ と思 う。

2.シ ス テ ム共 通化 に よる全 国的 利 点

また 印 紙 税等 の関係 か らチ ケ ッ トの全 国 調査 を した とき,全 国各 地 か らチ

ケ ッ トにっ い て色 々 の意 見 が寄 せ られ,研 究会 等 の機 会 も与 え られ,そ の結

果 を全 国 各 地 に発 表 され た こと が あつ た。

こ う した全 国 的研 究 に よつ て今迄a人1人 で研 究 され てい た内 容 が,総 合 さ

れ 驚 く程 の ス ピー ドで進 歩 した。 今 日チ ケ ッ トの原理 はす で に常 識 問 題 と な

つ てお り,全 国 的 に便 利 なチ ケ ッ ト様 式 の普及 を見 るに至 っ てい る。 我 々は

こ う した全 国 的研 究 と標 準化,共 通 化 の進 歩 性 に注 目 したい と思 う。

また ・ 最近 神戸 クー ポン の光 永 常 務 か ら 「現 在 各地 の チ ケ ッ ト団 体 は各 個 バ

ラバ ラにチ ケ ッ ト販 売 を 実 施 して お り,点 の よ うな存 在 に なつ て い るが,と

れ を各 会 の共 同 研 究そ の他 の方 法 で,せ め て線 のっ な が'りに進 歩 され た い 」

と言 わ れ た ことが あ る。

これは 何 も合併,統 合 ば か りで な く,上 述 の 如 くシ ス テ ムの共 通 化,標 準 化

を 図 る こと在そ の研 究 を す る ことだ け で も大 きい利 点 が ある の で,今 後 チ ケ

ッ トの全 般 に 亘っ て この共通 性 の探 求 と実 施 が極 め て大切 で ある こ とを示 唆

され た もの と思 う。

今 日ま では チ ケ ッ トそ の もの と チ ケ ッ トの実 施 方 法 につ い ては,若 干 の研 究

会そ の他 で論 議 も あつ た が,チ ケ ッ ト事 務 処 理 に至 っ ては ほ とん ど放 任 同様

の状 態 で,そ れ こそ 百 会 百 様 の有様 で あ る。

しか しな が ら事務 処理 の 内容 は,表 面 的,対 外 的 なチ ケッ トの こ とが ら と違

っ て,内 部 事項 が多 い だ け にそ の研 究 も整 理 改 善 も可 能 性 が多 い は ず で あ る。

従 っ て仮 に全 国 の チ ケ ッ ト団 体 が同 じ内容 の事 項 をお互 に分 析,研 究 し,標

準 化 を図 っ た な らば,そ の結 果 は急 速 に最 高 の もの とな り,全 国 的普 及 を見

て各 団 体 が受 け る効果 の 大 き さは莫 大 な もの とな る。『

ま た,そ れ が 間接 的 に専 門 家 の認 識 と指 導 を呼 び起 こし,さ らに進 歩 を促 す

こ とは 必要 で ある。

こ うした 風 調 を譲 成 す る根本 は 全 国 に散 在 す るチ ケ ッ トの 当尋 者 各 位 が,同

じ結 果 を生 ず る や り方 で あれ ば,で き るだ け標 準 化 され た方 法 も採 用 しよ う

とい う気持 ち を もつ こ とで あ る。
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そ れ が現 実 では同 じ こ とで あれ ば,自 分 の考 案 した独 自の方 法 を と りた い と

い う気持 ち が強 く,こ の まXで は い つ ま で待 っ て も業 界全 体 的 な研 究 も進 歩

も望 め ない。

相変 らず各 団体 ご とに特 殊 な ケー ス で実 施 し,1人 で苦 労 しな が ら改善 を 図

る とい う極 め て進 歩 の遅 い状態 と なる。

5チ ケ ッ ト事 務 の機 械 化 と シ ステ ム標 準 化

チ ケ ッ ト団 体 にお い て も4,5年 前 か ら事 務 処 理 の 合理 化,機 械 化 が進 展

し,各 地 各 団 体 にお い て色 々の機 械 化 が実施 され てい る。

中 には極 め て 立派 な効 果 を 収 め てい る実例 もあ り,ま たそ うい う内容 を発 表

され た こ とも あ るが,前 項 ま で に色 々 と述 べ た通 り,各 地 各 団 体 の チ ケ ッ ト

事 務処理 方 法 が余 りに も夫 々独 創 的叉 あ り,百 会 百様 の形 式 で あ る ため に,

そ の模 範 的 の実 例 が まる で無 関係 に なつ て し ま う状態 が 非 常 に 多 い の が残念

で ある。 或 はそ の実 例 の極 く部 分的 長 所 だけ し か採 用 で きない場 合 も多 い。

これ では 折角 の研 究 発 表 も大 した 利益 に な らない。

従 っ て この 機械 化 も矢 張 り各 会 単独 の研 究実 施 が 多 く,そ の ため に次 の よ う

な失敗 例 の方 が沢 山 耳 に入 っ てい る。

○ 機 械 化 して 能 率 は確 に良 くなつ た が経 費節 減 に まで は至 らなか つ た。

○ 機 械 化 は一 応 成 功 した がそ の機 械 を練 習 さ せた 熟練 職員 の退 職 で充 分

に使 い こな せ ない ケー ス。

○ 機械 の能 率 が頭 初 の計画 よ り下 廻っ て コ ス ト高 或 は能 率 不 足 とな る ケ

ー ス
O

Oチ ケ ッ ト事 務 処 理 向 きの機 械 で ない た めに 部分利 用 に止 ど まる 中 途 半

端 な ケー ス。

等 色 々 の実 例 が 多 く あ り,結 論 と して会 計 機,計 算機,復 写機 そ の他 機械 の

利 用 に よつ て理 想 的,合 理 化 に成 功 した事 例 は少 数 と言 っ て も過言 で は ない 。

(宛 名 印 刷 機 と穴 あ け 機 では成 功例 が 多 い)

矢 張 リチ ケ ッ ト事 務 処理 の完 全 且 つ本 格的 合 理 化 は コン ピュ ー タ](電 子 計

算 機)の 利 用 が第 一 で,そ の コ ン ピュ ー タ ー も事 務量 とコ ス トの 面 か ら今 日

迄は 高 根 の花 で あつ た6

－f53_一



4.チ ケ ッ ト事 務 処 理 と コン ピュー ター

前 項 の よ うに チ ケ ソ ト事 務 処理 に つい て時 期 尚 早 の感 が あつ た コ ン ピュ ー

ター も最 近 は機 械 の進 歩,コ ス トの低 下,計 算 セ ン ター の普 及等 に よつ て条

件 次 第 で は チ ケ ッ ト事 務 処理 に利 用可 能 に な り,特 に最 近 人 件 費 の 値上 りと

人手 不足 のた め,事 務 処理 コス トの値 上 りに苦 心 す る チ ケ ッ ト団体 に とっ て,

安 い費 用 で正 確 に 処 理 し人 手 を要 しない この コ ン ピュー ター利 用 こそ は,正

に起 死 回 生 の特 効 薬 の よ うな もの で,チ ケ ッ ト事 業 に新 しい天 地 が拓 け た よ

うな感 じが す る。

コン ピュ ー タ'・利 用 の長 所

○ 事i務処 理 コ ス トが安 くな る こと.

○ 職 員数 が少 くて す む ことは 職 員 の待 遇 改 善 に な り労 働 問 題 の解決 策 に

もな る。

○ 合 理 化 され た 事 務 処理 が手 軽 に で き る こ と。

○ 各 種 統 計 資料 が得 られ る ご とに よつ て チ ケ ッ ト事 業 の 運 営 が科学 的,

計 量 的 に把 握 で きる こ と。

○ 売 上 額 の増 大 事務 量 の急増 に対 して何 等 の 影 響 が ない ば か りで な く却

っ て コス トが安 くなる。

○ チ ケ ツ、ト事 業 に信 頼 感 と発 展 性 を与 え る こ と。

但 し,コ ン ピュー タ ・・が以 上 の 効果 が あ るか ら とい つ て,コ ン ピュ ー タ・ で

あ りさ えす れ ば 何 で もそ うなる訳 では ない 。 従 っ て条 件 次第 に よつ ては と記

した とお り であ る。

そ の条 件 とは 次 の通 りで あ る。

○ シ ステ ム設 計 とプ ・グ ラムが安 い コス トで完 全 な処 理 が可能 となつ た

場 合 に 限 る。

○ 多数 の機 種 の 中 か らチ ケ ソ トに 向 く機 種構 成 を選ん だ場 合 に限 る。

また そ の為 に は次 の点 に も注 意 しなけ れ ば な ら たい。

○ 各 団体 が夫 々独立 して研 究 した ので は無 駄 な苦 労 と時 間 が掛 り費 用 も

嵩 む た めつ い 無理 を して 失敗 す る場 合 が多 い 。

○ 移行 準 備 か ら実 施 ま で には多 くの手 違 い と予 想 外 の で き ご とが多 い の

で共 同 実 施 等 に よつ て 経 験者 の指 導 を受 けな けれ ば損 が 多 い こと。
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5.結 論

諸 般 の 困難 に遭 遇 してい るチ ケ ッ ト割 賦 販売 団体 に とつ て,こ の コ ン ピ ユ、

一 夕㌧ の登場 は正 に救 世 主 の再 来 で
,こ れ に よつ て安 い コス トで 安 心 して売

上 拡 張 に努 力 で きる状 態 に なっ た。

た だ,こ の救 世 主 は使 い方 次第 で毒 に なつ た り特 効 薬に なつ た りす る む つか

しい 存 在 で ある か ら,チ ケ ソ ト団体 と して は上 手 な利 用方 法 しか 許 さ れ てい

ない だけ に苦 心 も多 い こ とに なる。

本 シ ス テ ムの設 計 に あた つ て最 も苦 労 した 点 は前 述 の通 り千差 万 別 の独 創 的

チ ケ ッ ト団体 中,な るべ ぐ多数 の団 体 が利 用 で きる よ うに す る こ と であつ た。

従 っ て,多 くの事 例,方 法 を研 究 し,そ の標 準処 理 シス テ ム を予測 して,そ

れ に よつ て一応 の標 準 プ ロ グ ラム の作成 を終 っ た訳 で ある。

この完 成 に よつ て今 後 各 団体 の異 る事務 処 理 の場 合 も,相 違 点 だ け を修 正 す

るだ け で,新 に設 計 し編成 す る必要 が な くな り,普 通 のチ ケ ッ ト団体 な らば

す べ て利 用 可 能 に なっ た。

こ こで チ ケ ッ ト団 体 と して利 用 す る側 に考慮 してほ しい点 に次 の2点 で ある。

aチ ケ ッ ト団体 全体 の た め,さ らに各 個 の チ ケ ッ ト団体 の た め ,こ の 標準

事 務処 理 シ ステ ムを 頭 か ら嫌 は ない こ と。

○ 前 各 項 で記 した如 く,た だ我 独 尊 の時 代 では な く,全 体 と共 に 正 しい

方法 で 安 い費 用 で安 心 して前 進す るた め には 小異 を捨 て,大 同 につ くだ

け の気 量 と勇気 がほ しい と思 う。

bす べ て の事 務 処理 シス テ ムを今 後 は標 準 化 す る よ う日頃 か ら心掛 け る こ

と。

○ 業 界 に於 け る点 の存 在 をや めて 線 のつ なが り と し,自 分 だ け の小 い力

に頼 る考 え よ り も全 体 の向 上 と共 に 自分 も向上 す る よ うな強 力 な動 きに

協 力 願い たい と思 う。

将来 は どの団 体 も好 む と好 ま ざる とに拘 らず コ ン ピュー タ ーに よる事務

合理 化 は必 至 に な る と考 え られ る の で,そ の時vatkつ て急 拠100%改

正 す る よ り も今 日只 今 か ら全 体 の流 れ に協 力 して 事務 処 理 シ ス テ ムの標

準 化 に努 力 する こ とは入 の た め で な く各 団 体発 展 の基 礎 に な る もの と信

じて疑 い ない。
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欧 米 に於 け る巨大 科 学 の 進 歩 は 多数 の科 学 者 に よる共 同研 究 の チ ー み ワー ク

が 取 っ て い るの と我 々協 同 組 合 で も組 合 員 にぼ 日頃協 力性 と全 体 の発 展 を第

一 義 とす る よ う指 導 してい る立 場 で あ る。

そ の 我 々が チ ケ ッ ト割 賦販 売 業 界全 体 の た め,新 に起 りつつ ある コ ン ピュ ー

タ ー利 用 を前 に して,チ ケ ッ ト事務 処理 の標 準化 を考 え且つ 率 先 して実 行 に

入 る こ とは,業 界 全 体 ど して の事 務処 理 向 上 のス ピー ドを早 め る第 一 歩 で あ

る。

6.1.4新 シ ステ ム の設 計

新 シ ステ ムの設計 にあ た つ ては,ま ず 経営 管理 の近 代 化 に よる企 業 の発 展 に伴

な うEDPシ ス テム化 とそ の効 果 的利 用 を重 視 して,以 下 の各 項 目に つい て充分

に 考慮 した。

1.経 営活動 全 般 に わた る弾 力 化 お よび 積 極化 を配慮 した 。

2.経 営 戦 略 の強化 を考 慮 した。

5.情 報 の フ ィー ドバ ック に対 す る施 策 と して最 適 化,迅 速 化 に よ り経 営処 理.

サ イル を短 縮 した.

4.要 員,設 備(資 材),資 金 の最 適 運 用 は か る。

5.組 蔵 の簡素 化 に よる人 的,物 的,時 間 的 無駄 の大 幅 な削 減 等 の実 施 を可 能

にす る。

以 上 の よ うに,企 業 の体 質 に大変 革 を実現 させ る もの で,こ れ らは具 体 的 な数

値 と しては,客 観的 に把 握 が 困難 な もの もあつ た が,で きる限 り核 心 にふ れ る よ

う努 力 した。 これ らを念 頭 に お き推 進 した。.

EDPシ ス テ ム化 は,一 連 の全 部 門 に わ た り完成 しなけ れ ば実 現 で きない乙 と

で あ り,相 当 な長期 間 に わ た る計画 立 案 お よび検 討 が必要 で あ る事 は 前 章 の 現 状

調査 に お い て述 べ た。 した がつ て,経 営 目標 とそ の具 体 的 な手段 につ い て基本 的

に確 立 が な され なけれ ば な らない。 特 に重要 視 す べ き こ とは,優 秀 な人材 の投入

で あ り,一 方 に お け る関 係 部 門 の積極 的 な協 力 が肝要 で ある。
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6.1.4.1.新 シ ス テ ム の 基 本 方 針

EDPシ ス テ ム 化 に 対 し て は ま ず 基 本 方 針 の 確 立 が 必 要 で あ る 。

こ の 基 本 方 針 の い か ん に よ っ て 全 て を 制 す る と い つ て も 過 言 で は な

い 程 重 要 で あ る 。 ま た,企 業 に お け る経 営管 理,事 務 管理 な どの 体系 を

根 本 的 に改 善 し,近 代 化 合 理 化 を達 成 して,目 標 効果 を追 求 し向上 す るた め に は,

企 業 と して確 固た るEDPシ ス テ ム の基本 方針 を 確立 し,強 力 な推進 態 勢 を もつ

て計 画 的 に推進 す る必要 が あ る。

そ こで 基本 方針 確立 の必要 性 に つい て次 に例 挙 す る。

○ 基本 方 針確 立 の必 要性

(1.)EDPシ ス テ ム導入 の最 終的 目的 は利 益 の獲 得 で あ る。 しか しな が らED

Pシ ステ ム導 入 のた め には,き わ め て 多額 の投 資 が必 要 で あ る が,こ れ らの

回収 は容 易 な もの では ない 。 回収 と利 益 の追求 のた めに は,導 入 に よつ て何

を ね ら うか,ど の よ うに 推進 し,ど ん な効 果 を期 待 す る か,な どの大 きな基

本 方 針 を確 立 し,計 画 的,組 織 的 に 推 進す る こ とが大 切 で あ る。

②EDPシ ステ ムの導入 推 進 は 担 当 部 門 のみ の職責 で ある ば か りで な く,関

係部 門 の課 題 で もあ る。 した がつ てEDPシ ス テ ムの導 入 を成 功 させ るた め

には,全 部 門 の歩 調 を揃 え た協 力 態 勢 と思想(考 え方)の 統 一 が必 要 で あ り,

全部 門 の協 力 態勢 を確 立 す る こ とに よつ て円滑 な推 進 がは が れ,企 業 と して

の統 一 方 針 が確立 す る。

(3)EDPの 導 入 に より,企 業 内 に お け る各部 門 の組織,職 務 権 限,管 理 方 式,

事 務 方 式 な どが大 き く変 化 す る こ とが 予想 され る ので,こ れ らの事 態 を抵抗

な く排 除 し,円 滑 に推 進 す る こ とが必 要 で ある。

(4)EDP導 入 は必 ず し も成 功 す る もの で は な く,そ の成 否 は,い つ に かNつ

て 計画 の 良 否 に起 因 す る 。 この計 画 に あた り万全 を期 す る ため に は,紺 綬 的

に多 くの人 材 を投入 し,長 期 的 に推進 せ ね ば な らず,所 要 時 間 も莫 大 で ある。

した がつ てEDP計 画 を 厳然 と して,推 進 する ため に基 本 方 針 が 必要 で あ る。

(5)EDPシ ス テ ムは 導入 後,目 標 を 達成 す る まで きわ め て長 い年 月 を要 し,

この 間 の計 画時 点 にお い て も,導 入 実施 後 にお いて も,幾 多 の 困難 と問 題 点

にを解 決 し,計 画 の修 正 を し,推 進 す る ため に も基 本 方 針 が必 要 と なる。

(6)す で に卓 上 電 子 式計 算 機 やPCSな どが導入 され て お り,こ れ らの基 本 方
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針 が確 立 され てい る場 合 で も,活 用 の 目的 が本 質 的 に異 なる の で,EDPS

用 と して改 め て検 討 し,編 成替 え を行 な うべ き であ る。

○ 基本 方 針 の 進 め方

EDP導 入 方 針 は 企 業 にお け る トップ ・マ ネー ジ メン トが樹 立 す べ きで あ

る が,実 際 は機 械 自体 や 経 営 管理,事 務管 理 な どに つ い て基 本 的,専 門 的知

識 を有 す る関係 部 門(ま た は担 当者)が,ト ッ プの意 思 方 針 に基 づ き,基 本

方 針 と内容 を立 案 し,ト ソプに 提 出 して審 議 を仰 ぎ裁 可 を得 て 推進 す る形 式

とな る。

卓上 電 子 式計 算 機 やIPCSを 導 入 してお らず,専 門 的 知 識 を有す る部 門,

担 当者 が い ない 場 合 は,適 任者 を選 び研 究 を させ て,原 案 を ま とめ させ る よ

うに す る。 基 本 方 針 は次 の項 目,内 容 につ い て で きる限 り具体 的 に お りこん

だ。

(1)EDP導 入 のね らい,目 標

EDP導 入 の ね らい,目 標 の設 定 に当 っ て は,単 に経 営 の近代 化 とか,デ

シ ジ ョン ・メー キ ングへ の活用 とか,計 画 予測 精 度 の向 上 や 原 価低 減 な どの

抽 象 的表 現 に止 ま らず,具 体 的 に細 目を 明 示 す る必 要 が あ る。 す な わ ち間接

員 の15%減 少,原 価 低 減 の20%達 成 や デ ー タ作 成 の5日 間早 期 化 な どの ・

項 目に わ た り目標 を 明示 した。

② 対 象 業務 の明 示

EDPシ ス テ ムの 導入 目標 を達 成 す るた め に は対 象 業 務 を具 体 的 に設定 す

る必 要 が あ る。 す な わ ち経 営資 料 とな る経 営 計 算,日 常 の事 務処 理 を推進 す

る事 務 計 算 な どに分 け,こ れ らの業務 と して何 を選 び,ど う推 進 す るか,重

点 目標 を明 ら か にす る と ともに具体 的 に計 画 さ れ て始 め てEDP化 の進度 は

統 制,監 査 され て 円滑 に推進 す る こ とが で きる。

① 発 券 業 務(会 員 証,チ ケ ッ ト)ご

② 請 求 業務(団 体 用,個 人 用)

③ 集 金 業 務

④ 会 員 業務

㊤ 資金 管理

⑥ 経 営 管理 業 務
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⑦ 加盟 店 業 務

(3)推 進 上 の理 念k・ よび 目標 確 立

ED]1)シ ス テ ム の完 成 に は,非 常 な努 力 と忍 耐 と時 間 が必 要 な うえ に関 係

部 門 の 絶 対 的 な協力 態 勢 と考 え方 の統一 が必要 で あ る。 した がつ て前 項 に お

け る,② 請 求業 務 に重 点 を置 きそ の他,① か ら⑦ まで を複 産 物 と し,目 標

達 成 に向 っ て努 力 した。 この よ うな意 欲 を企 業 内 に 充満 させ,思 想 統 一 を計

る こ とが大切 で あ る。 ま たEDPの 推 進 に際 しては,必 ず 抵 抗 や 批判 が発 生

す るの で,こ れ らを円満 に解 決 し,要 望 や忠 告 と して善用 した。EDP推 進

の思 想,理 念 を企 業 内一 般 に 明示 し普及 を は か り,権 威 あ る もの とす る と共

に 目標 は 更 に高 く重 要 をお び てい る。 この あた りが従 来 の事務 改 善(電 子 式

卓 上 計 算 機 な ど)と は 異 な り範 囲 も広 く考慮 しなけ れば な ら ない 。
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(4)新 シス テ ム推 進 上 の組 織

EDPシ ス テ ム化 計 画 の推 進 の摘 否は,推 進 組 織 の能 力 に 大 い に影 響 され

る,し たが つ て十 分 な推 進 組 織 を形 成 す る ことが 重 要 と な る。 更 に リー ダー

に は権威 あ る実 力者 を選 定 す べ きで あ り,と れ らに 適 切 な人 材 を投 入 す る こ

とは,き わ め て重 要 な原 則 的 な こ とで あ る。

推進 を担 当 す る 組 織 と して職制 上 の 特 定部 門 が トッ プの 指 示 に よ り行 な う

場 合,職 制 を新 らた に設 け る場 合 とが あ る。 で きえ れ ば職 制 が設 定 され,計

画 に専 念 させ,責 任,権 限 を 明確 化 して推進 実行 を徹 低 させ る とと が望 ま し

い 策 で あ る。 この場 合 も従来 の組 織 のま まで良 い か ,あ るい は拡 大 す るか,

機 能 と能 力 を再検 討 す る必 要 が ある。 また リー ダー と して は,部 課 長 ク ラス

の人 材 を専 従 的 に 当 て る こ とが望 ま し く,担 当者 を3～4名 選 出 して,ED

Pシ ス テ ム化 推 進す る。 計 画 が軌 道 に のb次 第 逐 次 補 充 して将 来 に備 え る事

が必 要 で あ る。

(5)組 織 の メンA・-ue定

プ ログ ラマ ーや オ ペ レー タ ーの経 験者 を 求 め る こ とは,ま ず不 可 能 と考 え

な け れば な らない 。 そ こで企 業 内 よ り適任 者 の選定 を す る こ と と した。 これ

れ はEDIPシ ステ ム の推 進 お よび実 施 に対 して大 切 な こ と で あ り,能 力を十

分 に勘 案す る必要 が あ る。

① プ ログ ラマ … オ ペ レー タ の養 成 に あ たつ て,最 も大 きな問 題 は,職

能 にお け る能 率 が極 端 に適 性 に ょっ て 左右 され る と とが 明 白で は あ るが,

適 性 は あ る時 期 の もの であ り,時 間 の経 過 と共 に 異 なる た めに見 出す こ と

が 非常 に困 難 で あ る。 しか し適 性 を見 出す一 つ の方 法 と して,適 性検 査 が

あ り,あ るい は観 察 が あ る。 これ らは ある程 度 有 効 で は あ るが 絶 対 的方 法

で は ない。 以 下 に適 性 を見 出す 目安 と しての項 目を あげ る。

イ 適 性 検査 を 行 な う。

ロ 経 理 や数 学 の得 意 な人。

ハ 論 理 的 に良 く整 理 さ れ た文 章 を ま とめ る能 力 の あ る人

な どがEDPシ ス テ ムの プ ログ ラム の プ ログ ラマttや オ ペ レー タ ・に適 任

で ある。
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② プ ランナ ー や シ ステ ム ア ナ リ ス トに対 す る 重要 な資格 条 件 は,実 務 に精

通 して い る こ とで ある。 一 般 的 に実務 習得 は例 外 処 理 を伴 な うた め に,実

務 教育 は プ ログ ラ ミング教育 よ りも長 い 年 月 を要 す る。 実 務 に精 通 してい

る者 の うちか ら プ ラン ナ ・の素質 を備 え てい る 者 に対 し,プ ログ ラ ミング

教 育 を 行 ない 。 プ ラン ナ ・・と す る方法 が有利 で あ る。 なお,EDP設 備 の

前 後 は通 常 きわ め て多 忙 とな りが ち で あ り,プ ランナ ・の 必 須 条 件 で ある

新 シ ステ ムの 適用 手 法 に 関す る研 究 が 行 なわれ に く くな るた め,で きる限

り早 い 時期 に文 献 調査 や 実態 調査 お よび 分析 に 関 して は行 な う必要 が あ り

これ に よ り知 識 を 蓄 積 し新 シ ス テ ム の設計 に あた る の が望 ま しい。

6.1.4.2.新 シス テ ムの 概要

チ ケ ッ トに依 る割賦 販 売 団 体 の規 模 を勘 案 して中型EDPSを 使 用 し,処 理 方

法 と しては タ ー ン ・ア ラ ウン ド ・シ ステ ムを採 用 し,ま た プ ログ ラム言語 と して

は本 シス テ ムの普及 と凡 用性 を考慮 しCOMHLER言 語 を使 用 した。 将 来 の事 務

長 の増 加 に対 処 す るた め 次 の よ うな 段階 に従 っ て設計 した

○ 第1次 計 画

前章 の 現状 調査 に基 づ き分 析 を行 な っ た結 果,第1次 計 画 段 階 では 請求 業 務

に主 目を おい て,投 入 資 料 をい か な る手段 で行 なっ た ら最 良策 か を検 討 した。

した がつ て キ ーパ ン チ作 業 をは ぶ くこ とに よ り,投 入 資料 の作 成 段 階 にお ける

人 手 の介 在 を排 除 し,人 手 に よる誤 りの発 生 を防止 し正 確 性 の 向 上 を計 っ た。

ま た人 手 の介 在 に よる時 間 の短 縮 を計 り,請 求 業務 お よび 関連 業 務 を 円滑 に推

進 した。 この ため に投入 資 料 と して マー ク セ ン ス ・カー ド(マ ー ク ・カー ド)

を利用 し,ワ ン ク ッシ ョン置 き試 行 す る こ とに よ り,実 際上 の正 確 性 を究 明 し

た。 そ の後 マ ー ク ・カ ー ドの使 用 を前 提 と した。
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1.事 務処 理 流 れ 図

チ ケ ッ ト団体 の組 織 の大 小 に限 らず,ほX'下 図の よ うな流 れ に従 っ て処 理

が なさ れ て い る。
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(何 ら か の 加 工 が ほ ど こ さ れ る)

一163_



前 図 に 示 す よ う に チ ケ ッ ト割 賦 販売 シ ス テ ムは4者 間e・cas'ける金 銭 の 流

動,あ るい は商 品 の移 動 にす ぎ支い。 これ らの 情 報 を いつ,ど こで把 握 し,

だ れ に どん な情 報 を 加工 して伝 達す れ ば 各署 が満足 す る か,と い う問 題 へ め

ア プ ロー チ につ きるの で ある。

2.1節32)で 明示 した業 務 に関 して順 次 記 述 す る。 但 しA① とD①

に 関 しては第1次 計画 と しては 除 き,第2次 計 画 の 段 階 に加 え,新 シ ステ ム

の 効 用 を倍 加 す る。

(1)D① にお い て審査 可 決 され た会 員 に対 す る投 入 資料 は会 員 マ ス タ.・デー

タ と して一 定 様 式 に 記入 され,チ ケ ッ ト団 体 内 の情 報 と して記録 され る。

これ を会 員 マス タ ・プア イル(会 員 台帳)と よぶ。 この会 員 マス タ ・プア

イル は,必 要 項 目を全 て抱 含 し,磁 気 テ ー プ(磁 気 デ ィス ク)中 へ 会 員番

号 順 序 に従 っ て記録 さ れ てい る。

(2)D② で は会 員 マ ス タ'・プ ア イル を利 用 して4半 期 ま たは3半 期 程 度 の期

間 をお き,チ ケ ッ トの発 行 を し,郵 送(大 部 分)に よ り会 員 の手 元 に送 付

され る。 この場 合 に利用 さ れ る会 員 マ ス タ ・プア イル の項 目列 挙 す る と,

お よそ 次 の通 りで あ る。

(1)種 別(職 域 ・家庭 団 体,個 人,個 品)

② 年月 日(チ ケ ッ ト発行 年 月 日)

③ 等 級(会 員 に よ リチケ ッ ト綴 りの金 額 が異 な る)

④ 郵 便番 号

⑤ 住 所(カ ナ入 り,二 段 打 ち 出 し)

⑥ 氏 名(カ ナ文 字)

⑦ 会 員 番 号(1桁 の チ ェ ック ビ ッ トを付 加 す る)な どを使 用 す る。年 月

日につ い ては,○ 新 シ ステ ム の詳 細 で 記 述 す る。

(5)A② 会 員 は必要 とす る商 品 を 求 め る場 合 に会 員証,限 度 額表(ta買 物 カ

ー ドとか
,鉛 買 物 メモ な ど とい う)及 び 申込 手 続 きの際 に使 用 した 登録 印

鑑 を加 盟 店 に持 参 して,目 的 の商 品 を入 手 し得 る仕 組 み に なつ てい る の で

現 金 の 支払 は,こ の 際 不要 で あ る が た め に,今 後の 伸展 は計 り知 れ ない も

の が あ る。

本 計 画 に お い ては,最 も重 要 な基 本 と な る投入 媒 体(マ ー ク ・セ ンス ・
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↓

カ ー ドあ るい は マー ク ・カー ドを利 用)と 共 に法 的 効 力 も備 え る た めに,

加 盟店 に備 え置 くマー ク ・セ ンス ・カー ドに は,す で に加 盟 店 番,一 連 番 号 を

与 を パ ン チ,印 字 し,記 入 欄 を設 け た。

会 員 記 入欄

① 会 員番号(新 シ ス テ ムの詳 細 に 記 す)

② 会 員 氏 名(漢 字,カ ナい ず れ も可)

③ お 買 物 金 額

'④ 分 割 回 数(1回
,3回, 20回)

各 チ ケ ッ ト団 体 に よつ て 回数 規 定 は異 っ て い る。

⑤ お 買 物 品 名(衣 類,カ メ ラ… …… な ど)

⑥ 捺 印(登 録 印 を使 用,① ～ ⑤ ま で を確認 の うえ)

加 盟店 欄

① 加 盟 店 印(日 付 入 リゴ ム印使 用)

.以 上 の条 件 を確 認 して,会 員 と加盟 店 は取 引 が成 立 した 訳 け で あ る。

マ ー ク欄 の マ ー キ ン グ につ い て は ,加 盟 店 また は チ ケ ッ ト団体 のい つ れ

で も可能 で,一 般的 に マ ー キ ング に つい ては,4Bの 鉛 筆 を使 用 して い る。

D③ に入 る前 段 階 と して,プ ルー フ,◆ リス トに よ る 内容 の チ エ ソク を数 回

に わ た り行 な う。

(4)D③ で は,請 求 書 を作 成 し個人 会 員 又 は団 体 宛 に郵 送 す る。 そ の内 容 は

ほ ぼ次 の よ うで ある。

困 住 所

(ロ)氏 名

←→ 郵便 番 号

←)請 求年 月

困 当 月 請 求 額

内 分 割 回 数

(卜)手 数 料

㈱ 残 回 数

(リ)未 請 求残 高

(ヌ)当 月 請 求 合計 額
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kど で あb,請 求書 と振 込 通 知 書 は 同封 の うえ送 付 す る。A③ で振 込 通 知

書 に現 金 を添 え 銀行(そ の他 金 融 機 関)に 振 込む 。c① で 処理,の 結 果 を

チ ケ ソ ト団体 に ブ イー ド,・バ ッ クさ れ,D④ で入 金 処理 が な され,次 にD

⑤ で未 収金 管理 が な され る。 これ が会 員 に 関 す る一 貫 の処理 で あ る。

次 に加 盟 店 に 対 す る処理 を記 述 す る と次 の通 りで あ る。

(5)B①,B② に っ い ては,(3)のk・ 買物 票(明 細記 入)を 再 確認 す る意 味 か

ら も,加 盟 店 に おい て売 上 請 求書 を起 票 す る。

○ 加盟 店 売上 請 求 書

① 店 番,店 名

② 会 員 番 号

③ 売上 年 月

④ 売 上 金 額

⑤ 売 上 チ ケ ッ ト合 計 枚 数

⑥ 売 上 合 計 金 額

以 上 の項 目を 加 盟店 で記 入 し,チ ケ ッ ト団体 に毎 月1回 の 売 上 請 求 を行 な

う。 但 しEDIPシ ス テ ムの チ ェ ッ クに必 要 とす る項 目は,加 盟 店毎 に売 上

合 計 カー ドと して,こ の売 上 請 求 書 か らキー パ ンチ して作 成 す る。

(6)加 盟 店 売 上 合 計 カー ド

① 店 番

② チ ケ ッ ト合 計 枚数

③ 売上 合 計 金 額

④ 適 用 月

以 上 の(3)と(6)をEDPシ ス テ ムに よるチ エ ソ クを行 な う。 チ エ ツク項 目は,

次 の通 りで ある。

(7)投 入 資 料 チ ェ ッ ク項 目

① 店 番

② 会 員 番 号,氏 名

③ 分 割 回数

な どプ ログ ラ ミン グ に よる論 理 的 にチ エ ソク が可能 な項 目 につ い て は,全

て 行 なっ た。 これ ま でが 会 員 に対 す る請 求業 務 の概要 で,こ の請 求 書 及 び
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振込 通知 書 を受 け た会 員 は,最 寄 りの金 融 機 関 に当 月 請求 合 計 額 を振込 み し

して完 了す る。

5.加 盟 店 に対 しては,前 述B② に ょ る売上 請 求 書 に より,諸 経 費 を控 除 した

差 額 を一括 して,加 盟 店 売上 計 算 書 を作 成 し更送付 す る と同時 に,金 融 機 関

に対 して綜合 振 込 依 頼書 に よつ て振 込 を行 っ て居 る。 新 シ ス テ ム に よ り,こ

れ らの業 務 処理 段 階 にお け る誤 り記入 が 皆無 と な り,時 間的,質 的 向上 を計

り得 る と同時 に入 手 の削 減 も実 現 化 した。

4.チ ケ ッ ト団体 と しては,入 金処 理(振 込 通 知 を金融 機 関 よ り受 け る)に も

とづ き未 収金 補 助 簿 の 消込 み を 自動 的 に行 ない,1カ 月 後 に は会 員 に 対 して

支払 督 促 状 を発送 して,こ れ を 記録 す る。 一 方,当 月 お買 物 合 計 額,当 月請

求 合計 額,未 請 求合 計額 のそ れ ぞ れ の項 目に対 して一 定 額 を設 け,各 項 目の

い つ れ か が設 定 額 を 越 え た場 合 に は,全 項 目を印刷 して,事 前 の 事故 防 止 策

と会 員 に 対す る管 理 を 行 なっ て い る。 内部 的 資料 として 回収 予 定 表 を 作 成 し,

資 金 繰 り,そ の他 経 営 管理 資料 と して利 用 して い る。以 上 の よ うにチ ケ ッ ト

団 体 を中心 と し,金 融 機 関 を媒 体 と して,会 員 に対 す る一 貫 した サ ー ビス と

管理 を行 な い,か つ 加 盟 店 には 締 後 か ら一 括 支払 の期 間短 縮 に よる代 金 回 収

の早期 化 を計 っ てい る ため,相 互 に お け る合 理 化 とチ ケ ッ ト団体 に おけ る間

接 諸 経 費 が 大幅 に 削減 され た。 これ で第1次 計 画 の基本 的 目標 は十 分 な効 果

を 揚 げ る こ とが で きた 。

○ 第2次 計 画

本 計 画 に は,ま ず第1次 計 画e・CfO・け る投入 資料 で あ り,次 には 申込 手 続 き よ

り会 員 審査 業 務 のEDP化 を計 る こ と が 目的 で あ る。

(1)投 入 資料

マー ク セ ンス ・カー ド(マ ー ク ・カー ド)を 使用 してい る が第2次 計 画

陸 い て は ・完 全 な ター ン'騨 ドを させ る為 めに ・ チ ケ パ 発 券 業 の 段

階 で光 学 文 字 読取 装 置 を使 用 す る と同時 に 印刷 装置 もまたOCR文 字 を 併

用 して,新 シ ステ ム の改 善 お よび効 果 の向 上 を計 る こ とに した 。 す なわ ち,

会 員 に対 してチ ケ ッ トの発 券 を行 な う際 に,不 変項 目は あ らか じめOCR

文 字 で 印字 して発 行 を し,変 動 項 目につ い て は マー ク欄 を利 用 す る こ と で

あ る。 勿論 記入 欄 は従 来 通 りの活 用 をす る。 こ の例 と して は,日 本 住 宅 公
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団 で,す で にEDP化 を行 なっ てい る家賃 の 徴 収業 務 がほX'こ れ に相 当 す

る とい え よ う。

(2)申 込 手 続 きお よび会 員審査 業 務

チ ケ ッ ト団 体 に加入 して,割 賦 販 売 を利 用 す る者 は,こ の会 員 申込 の手

続 き を行 ない,契 約 を締 結 す る。 そ の際 に大 別 して二 通 り の審 査 調 書 が作

成 され る。

① 申 込 書

(イ)住 所,氏 名(又 は 勤務 先 社 名,所 在 地)

(ロ)生 年 月 日,年 令

←→ 未 婚 ・既婚

←)家 族 構 成(既 婚 の場 合)

困 収入(所 得)

←寸 住居(ア パー ト,借 家,自 家 等)

以 上 の よ うな項 目につ い ては,書 類 審 査 が可 能 で あ る。

② 訪 問 調 書
'
ω 家 庭(勤 務 先)訪 問 に よる人 柄

(ロ)家 庭 訪 問 に よる家具 調度 品

内 そ の他(1)の 実地 調 査

e)(1)で 調査 し難 い項 目

以 土 の項 目にっ い て点 数 表 示 を行 な うが,こ の方 法 には 二 通 りあ る。それ

に は 或 る一 定 の 持 点 か ら減 ず る方 法 と得 点 方式 とが あ る が,い つれ の方 法

に して も一 定 の 基準 点 を設 け,基 準点 の 上下 句 点 か の 申込 み者 に関 して の

み,権 威 ある者 の決 裁 を受 け る シス テ ム で あ る。

新 シス テ ム の概 要 にお け る第1次 計 画 段 階 で,す で に従 来 の手 作 業処 理

量 の70%はEDP化 を な した こ とに な り,第2次 計 画 を包 含 す る と,お

'よ そ 全作 業 量
の90%に 値 す るEDP化 で あ り,文 字 通bの 合 理化 が計 ら

れ た。 残 る業 務 と しては,会 員,加 盟 店 の勧 誘 と集金 業務 の一 部分 のみ が

人 力 に ゆ だ ね られ る もの で ある 。一 方 会 員,経 営 の管 理 資料 をい か に現 実

の事 務処理 に対 処 す べ きが 問題 で あ るが,こ れ は トツ ブ ・マ ネー ジ メン ト

の 問題 意 識 と進 歩 的 な構 想 に頼 る以 外 は ない。
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6.1.4.5新 ン ステ ムの 運 用

1.デ ー タ処 理 サ イ クル

作業 処 理 に は,全 てそ れぞ れ の 処理(管 理)に 対 して一 定 の 周期 が 必 ず あ

る。 例 え ば,新 規 加 入 会員 と退会 々員 につ い て述 べ る と,前 者 の場 合 は 加 入

と同時 に会 員 証 及 び お買 物 票 の発 行 と ともに マ ス ター ・プ ア イル に 即 時 記録

する方 法 と マス ター ・プア イル の み を月 例作 業 開 始 の直 前 に記録 す る方 法 と

が ある。 い つ れ にせ よ問題 は起 ら ない が処理 方 法 としては,マ ス タ ー ・プ ア

イルのみ を月 例 作 業 の 直前 に記録 す る方 が,は る かに時 間 的 な効 用 が あ る。

但 し後 者 の退 会 々 員 に 関 して は過 収 金 処理 を行 なっ た うえ で,未 収金 残 高 の
む

無 きを確 認 して か ら でな い と退会 処 理 が行 なえ ない ので あ る。 つ ま り,ED

Pに よ るデ ー タ処 理 サ イ クル と管 理 サ イ ク ルは一 致 すべ き で あ る。 新 シ ステ

ムが採 用 さ れ て も請求 業 務 を主体 と して完 成 した本 シ ステ ムは 従来 と同 様 に

毎 月1回 の サ イ クル で処 理 され る。 詳 細 につ い ては,新 シ ステ ムの 詳 細 で

作 業 処 理 毎 に ブ ロ ック ・チ ャー トを添 え て記 述 し た。

2.新 シ ス テ ムの効 用

事務 処 理 のEDP化 に よる 効 用 は,人 件 費 の 削 減,事 務 コス トの 節 減 な ど

が 主 目標 で あ る。 管 理 部 門 のEDP化 は,管 理 活 動,管 理 機 能 に 役立 て る こ

とで あ る。 す なわ ち 手作 業 で は不 可能 な高 度 の処 理 を可 能 と し,科 学 的管 理

基 準 の設 定,例 外 管 理 原 則の徹 低 化 と,総 合 した 一貫 処理 シ ステ ムの確 立 と

情 報 の フ ィー ド ・バ ック ・コン トロール に より高 度化 を 目的 と し,管 理 の 質

的 向 上 を追 求 す る。 経 営 効果 を ね らい とす る機 械 化 に よつ て,経 営 的 ・全 般

的 な効 果 を 目標 と し,マ ネー ジ メン トの永 年 の経 験 と勘 に基 づ く主 観 的意 思

決 定 を排 除 し,計 数 的 ・計 量 的 な客観 的意 思 決 定 を追求 す る こ とを 目的 とす

る。

EDPに よ り発 生 す る エ ラーの 頻度 は,最 高 の場 合 で も人 間 が引 き起 す エ

ラrの 頻 度 に比 べ る と10-5～10-6で あ る か らEDPに お け るエ ラ_

は,ほ とん どない もの と判 断 して 良 い し,手 作業 の場 合 に起 っ てい た 転 記 ミ

ス ・計 算 ミスや これ らの ミス の訂 正処理 は 削 除 で きる こ とに な る。 従来 の 事

務 作業 処 理 過 程 に お い て は,伝 票類,帳 簿 類 等 は,各 部 門 間 を経 由 し,逐 次

情 報 が記入 され てい る が,同 じ内容(請 求 書,回 収 予定 表,未 収金 補 簿)の
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情 報 を伝 票 が異 な る毎 に転 記,記 帳 を行 なっ てい た。 新 シ ステ ムで は原 始 情

報 の発 生場 所 か ら直 接 的 にEDPへ 投 入 し,記 憶 され1るの で何 度 も書 く必 要

は な くな る。 ま た結 果表 や 帳 簿 につ い て も,従 来 の シス テ ムで は計 算 段階 毎

に 中間 資料 を作 成 しつ つ,最 終的 な もの を完成 してい た が,本 シ ステ ム採 用

に 当 り,結 果(出 力帳 表)の 内容 が 明確 化 され る こ とに よ り,そ れ に 対処 す

る投 入 資料 を備 えれ ば,僅 か な時 間 で要 求 す る最 終 程 告 書 を得 る こと が で き

る●

各 部 門 に お け る事 務 処理 の標 準 化 は,EDPシ ス テ ムに欠 か せ ない 事 柄 で

ある。 標 準化 に よつ て業 務 は 整 然 と行 な うこ とが で き る二 方 新 規 採 用 者 の教

育 もま た簡 単 に 推進 で き,従 来 の 縦割 りで行 なっ た人 事 移 動 を部 門 を問 わ ず

行 なえ るの で あ る。

手 作業 で管理 資料 を 作 成 した場 合 で は,す で に時 間的 ず れ が大 き く影 響 し,

そ の資料 を作 成 して も時期 を失 した ことで,ほ とん どが無 意 味 な資料 で あつ

た が,新 シス テ ム では 処 理 時 間 が 早 い た め,'正 確 な管 理 資料 を 提供 す る こ と

が で きる。 また新 シ ス テ ムで は 出 力資料 は,同 時 に数 部 作 成 で き るため,そ

の情 報 を必要 と す る部 門 に 同時 に早 期 提 供 で きる。一 方 必 要 な情報 さえ 明 確

にすれ ば,簡 単 に原 始 デ ー タを 加工 し,目 的 とす る資 料 を得 る事 が で きる の

で コ ミュ ニ ケー シ ョン がEDPを 介 して行 なわ れ る即 応的 な伝 達 が 可能 と な

つ た訳 けで ある。

そ の他 表 面 化 され な い効 果 と して,企 業 内 の職 員 に 対す る意 欲 の 向上 を う

なが す基 盤 と な り,管 理 的 な物 の見方 をす る等 の利点 が生 ず る。 筒新 シス テ

ム実 施 に際 し,従 来 ま で の手 作 業 又 は単 能 機 に よる方法 とは ま っ た く異 なっ

た シス テ ムで ある事 を全 企 業 内,加 盟店 お よび会 員 に徹底 したPRを し,E

DPシ ス テ ム に対 す る認 識 を深 め てお く必要 が あ る。
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6.1.5シ ス テ ム ・モ デル

EDPシ ス テ ムは 大 きく分 け ると 図6.1.1に 示 す ように 入力 、 処理'N出 力の3

つ の ブ ロック より構 成 さ れ る 。EDPシ ス テ ムの 良 し悪 しを決 定 す る最 も大 切k

事 は い か な る 出 力 資料 を作成 しそ れ を どの様 に 管理 し経営 上 に活 用 さ せ るか とい

う事 で あ る。

図6.1.1EDPシ ス テ ム

入 力

(エnpu七)

処 理

(ProceSS)

出 力

(Outpu七)
〔 〉

一

い か に誤 りの ない 入力 を投 入 し正 確 、迅 速 で精 度 の高 い処 理 を行 っ て も 、有 効 な

出力 資料 が 作成 さ れ なけ ればEDPシ ス テ ム も無駄 で あ る、 又い か に有 効 な出力

資料 を作成 して もそ れ を使 用 す る人 の理 解 と評 価 が十 分 で な い と これ 又何 も な ら

ない ので あ るo

又 有効 な 出 力 資 料 とは何 か、 どの様 な情報 が ど こで 、何 部 必 要 か とい う事 が 経 営

・者 ・管理 者 に よ り決 定 さ れ て始 めて シ ステ ムに対 す る投 入 資 料 の収 集 法 ・収 集時

期 や処理 方 法 が 決 定 さ れ、そ の結 果 詳 細 な ブ ロッ ク チャー トが示 され 移 行計 画 が

進 め られ るの であ る。

投 入 資料 を 作成 す る際 、各 部 門 に 必要 なデ ー タ"を 取 り揃 え る仕 事 も含 まれ る の

で 関係部 門 の十 分 な理 解 と協 力 が 必要 で あ る.

この章 は6.1.4の 実際 の流 れを述 べ る事 にす る。・

6・t・5.1・ 投 入 資 料

新 シス テ ムに お い て の投 入 資料 は情 報 で あ り、デ ー タ であ る。 どの よ うな

情報 が要 求 さ れ るか は 、 ア ウ トプ ッ トが何 で あ るか,シ ス テ ムの 内容 で あ る処

理 プ ロセ ス が 、 どの よ うな もの であ るか に よつ て決 定す るρ イン プ ッ トに よつ

て シス テ ム の 内容 が決 ま る の でな く、 システ ムの 目的や 要 求 に よつ て 、イ ン プ

ッ トの 内容 が支 配 さ れ る わけ で あ る。又 投 入 資料 作成 に つ いて は 、帳 票設 計 も

大 切 な事 で あ る。そ れは 従 来 の手 作 業処 理 で は帳 票 の合理 化 の みが 帳票 設 計 の

対 象 と なつ たが 新 シス テ ムに お い ては 、事 務情 報 が直 接伝 票や帳 票 に よつ て イ
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ン プ ッ トと して投 入 さ れ るわ け では ない 。そ こに は プ ロセ スが受 け 入 れ るた め

の媒 体 変 換 が必 要 で あ る.と ころ が イ ンプ ッ トの様 式 、方 式 が 、情 報 の伝達,

記 録保 存 の 手 段 であ る帳 票類 を経 て 、そ れ が イ ンプ ッ トの媒 体 に変換 され 、つ

ぎに プ ロセ スへ 投 入 さ れ るの では 経路 が 多 く、手 間 と時 間が か か る 、そ こで情

報形 式 の変 換 の手 間 をはぶ く方法 が要求 され る わけ で あつ て 、 マー クセ ンス カ

ー ドやOCRと いつ た方 法で 経路 をは ぶ い た り して情 報 の発生 を 直接 投 入す る

こと を考 慮 しなけ れば な らない 。投 入 資 料 作成 に対 して は正確 な情 報 を 、迅 速

に収 集 し て プ ロセ ス に投 入 しなけ れ ば な らない や 以 上 の点 にそ つ て検討 した帳

票 の項 目、投 入 周 期 お よび デ ー タ ー源 につ い て示 す。 なお 、投 入 項 目につ い て

はEDPシ ズテ ム に必 要 な もの の み を示す 。

1)請 求 業 務vak・ け る投 入 資料

1)-1お 買 物 デ ー タ(売 上 デ ー タ…)

従 来 の チ ケ ッ ト方式 を投 入 資料 と して扱 うと 、この ま まで は プ ロセ スには投

入不 可 能 と なる の で 、従 来 の チ ケ ッ トを プ ロセ スに投 入 で ぎる よ うな媒 体 に変

換 し左け れ ば な ら 左い 。 そ の矛1と して 現在 もつ と も多 く用い られて い る もの

は、 カー ドか紙 テ ー プに よる形 式 で あ る 。 これ らは 人 間 の手 に よる キ ー パ ンチ

で入 力媒 体 を 作成 す るが 、手 作業 に よるため パ ンチ エ ラー がつ きま と うの で 、

また キー パン チの コス トが 非 常 に 増 加 す るた め 、 ま た直 接 プ ロセ ス に投 入 で き

ない の で 、投 入 資料 作成(お 買上 デー タ'一・)に 時 間 と手 間 が非 常 に か か るた め 、

あ えて こ のパ ンチ方 式 に よる 入 力 媒体 変 換 をさ け る こと に した。 本EDPシ ス

テ ム につ い ては低 コス トで 又直 接 投 入(こ の 直 接投 入 とは 人間 の手 間 で キー パ

ン チす る の で は な く機 械 に よ つて キー パ ンチ して もら う方 法 で あ る。)で きる

よ うな方法 を採 用 した 。 この 結果 マー クセ ンス カー ド方 式(パ ンチ カー ド上 の

特 定範 囲 に鉛 筆 で マー ク して お き、 機械 で 自動 的 に識 別せ ん孔 す る よ うに した

カー ドで、そ の デ ー タ ー.・に 関す る限 り、改 め て手 作 業 に よる パ ンチ を必 要 とせ

ず 、 カー ドを伝 票 化 し て用 い る ことが で きるの で、 デ ー タ ーの正確 な収 集 と パ

ンチ速 度 の 迅速 化 に有 効 な方 式)を 実 施 中 で あ る。 そ の他 に プ ロセ スへ 直接 投

入す る方 式 と してOOR(文 書 に印 刷 した 文 字 を光 学 的 に読 み 取 る装 置)を 用

い て 投入 す る方 法 も実 行可 能 で あ る。
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図6・1・2マ ー ク セ ン ス カ、一 ド(実 施 中 の もの)

/毛 の・一 ド嶋 子計鰍 瞳 用 しますので折 喘 げた り
、汚 し勧 しないで下 さい

員 番 号

お買上金額
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回数
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団検 ・
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図6・t・2の マ ー クセ ンス カー ドは常 時 加盟 店 に 配布 して あ り 、会 員 が 会 員 証

(表 面)限 度額 表(裏 面 消 し込 方 式)を 提 示 して 、買物 が で きる よ う考 慮 し

た 。 加盟 店 で は 会 員番 号 、 お 買物 金 額 、分割 回数 を該 当項 目欄 に記 入 お よび マ

ー ク セ ン ス して
、会 員 に はそ の確認 の意 味 で署 名又 は捺 印 を して か ら所 定 の提

出 に ょり、 入 力デ ー タ・'と す るe

マー クセ ン ス カー ドに は 予 め 加盟 店 番 号(店 番
、一 連番 号)をEDPセ ン ター

でパ ンチ及 び印 刷 して か ら加盟 店 に配 布 す る 。

会 員番 号 の検(CHECKB[T)は 会 員番 号 の ミス を防 ぐた め の桁 と し利 用 して い

るo

加 盟店 番 号 の一 連 番 号 は加盟 店 な どで記 入 後紛 失 した時 な どの 防止 策 ど しての

番 号 で あ る。

1)-2加 盟 店 売上 合 計(加 盟 店 よ り)

加盟 店 売上 請 求 書 は 加盟 店番 号 、一 連番 号 の最 初 と最 後(〆 切 日ま での始 め一

連 番 と終 りの一 連 番 号)、 マー ク カー ド(お 買物 デー タ ・)の 合 計 枚 数 、売 上

請 求 合 計額 を記 入 す る。
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図6.1.3加 盟 店 売 上 合 計

店 番
一 連 番 号 合 計

枚 数
合 計 金 額

最 始 最 終

!

/ ＼

加盟 店番 号 の一 連 番号 は各 加盟 店 で保 有 す る マー ク カー ド(お 買物 デー ター)

の残 枚 数 を 把握 し作成 管 理 のた め また粉 失 の際 の 事故 防止 策 の た め に付 加 した

番号 で あ る。 また こ の投 入資 料 は お 買物 デー ター一との 内容 の 照 合 を 計算 機 に よ

b照 合 す るた めの デ ー タ・・で あ る 。 この 照 合処 理 方法 につ い て は3節 に詳細 を

記述 す るo

また 会 員 か らの 問 合 せ 、 応 答 に簡 便 で あ るe

2)会 員業 務 に おけ る投 入 資料

2)-1、 会 員 マ ス ター デー タ

会 員 マス ター 投入 資料 は移 行 時 に お いて は、移 行前 の会 員 台 帳 か ら必要 項 目を

キー パ ンチに よつ て投 入媒 体 を 作成 した 。 これ は会 員 氏 名 、 団 体 名、 代 表者 氏

名 、 団体 所在 地 、ftど が カ タ カナで あるた め に マー クセ ンス方 式 又 はOO.R方

式 で はで きない ため に キー パ ンチ に よつ てお こ なっ た。 ま た郵 便 番号 等 を入 れ

て請 求 書 な どを郵 送 す るた め 等 の必 要性 に応 じて 設 け た 。 会 員 マ ス ター投 入 資

料 は 、会 員 マ ス ター テ ー プの作 成 上 の投 入資 料 で 移 行 後 の 会 員 め追 加(新 加 入

者)、 変 更(支 払 日、所 在 地 、氏 名 等)、 削 除(退 会)な どの変動 に対 しては

会 員 マス ター テ ー プ、 メ ンテ ナ ス に よつ て会 員 マ ス ター テー プ の 更新 を お こ な

つ て い る 。以 上 は 移 行 時 にお け る会 員 マ ス ター の 帳表 で あ る。
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図6.1.4会 員 マ ス タ ーA帳 表

旧会員番 号 新 会 員 番 号
支

払

日

郵 便

番 号

払

込

区

分

等

級

団 体 個人 検 団 体 個 人 氏 名

/
/

/

ノ

ー
＼
ノ

住 所 入 会

年 月

2)-2会 員 マス ター-A帳 表

会 員 マ ス ターA帳 表 は団 体 の 中 で個 人 会 員 、 パー ソナ ル会 員 、 ナ シ ョナ ル会

員(個 品 扱)の 三 種 類 に関す る帳 表 であ り、必要 項 目は上 記 の通 り であ るが 、

そ の 中で 払込 区 分 は 出 力資料 の振 込 通 知 書 を出 力す る か、 しない かの判 定 の た

め の項 目で あ る。 出力 す る 会 員に 対 しては 振込 区 分 は スペー スで出 力 しない 会

員 に対 しては1を 入れ て識 別 す る。 又振 込 区分 の次 の等級 に っ い ては今 回 実 施

した システ ム ・モ デ ル につ い ては二 種 類 の等 級 が あ り、限 度 額 が ち が うた め に

この項 目に よつ て判 別 す る、 この項 目の 必 要 性 は この後 の3節 の処 理 で説 明 す

るo

図6.1.5団 体B帳 表

新団体番号
支

払

区

分

支

払

日

郵 便

番 号

所 在 地

(団 体所在地)検 団 体

/
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図6.1.6団 体O帳 表

新 団 体 ・番号 団 体 名 代 表 者 氏 名

検 団 体

上 記 の図 二種類 は会 員 マス ター ・プア ィ ルB帳 表 、C帳 表 で 団 体専 用 の帳表

で あ る。 この二 種類 ある とい う ことは 、 この項 目全 部(B、0両 方)を 投 入 媒

体(カ ー ド)に 変換 す る と1枚 の カー ドに収 ま らな いた め に 団体 だけ は二 種類

の 帳 表 が あ る。 こ'れ らB帳 表 ・C帳 表 の項 目につ い て は、 所 在地 に は職 域 団体

は 会社 の所 在地 、 家庭 団 体は 代 表者 の 住 所 を カ ナ文 字 で記 入、 団体 名 もカナ文

字 で記 入 、代 表 者 氏 名 はそ の 団 体 の代 表 者 で この代 表 者 は 団体 の 中 の個 人(図

6.1.4)に も記 入す る 。

5)集 金 業 務 に 拾 ける 投 入資料

3)-1過 収 金デ ー ター

過 収 金 デ ー タ とは前 月 の 請求 額 に対 して 入 金の 時 に先 入 れ が生 じた時 ・ こ

の デ_タ を 作成 す る。 この処 理 につ い て は以 後 の処 理 で説 明 す る。

図6.1.7過 収金 デ ー ター

会 員 番 号 過 収 金 額 適 用 月

一

一

一
＼

過 収 金デ ー タ.の 項 目は上 記 の項 目で あ るが 、 適 用月 とは この過 収 金 を デー タ

ー 処理 す る月 をい う。過 収 金 デー タ の 投 入媒 体は キー パ ンチ に よつ て お こ な

う。
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3)-2変 更 デー 久 ・

この変 更 デ ー タt－はEDPシ ステ ム で処理 後 の 会 員 か らの変 更 に対 して の投

入 資料 で あ る"こ のEDPシ ステ ム で 変 更で きる 種類 と して は下 記 の もの が あ

る0

1・ 返 ,品

2.分 割 回 数 変 更

5.金 額 変 更

これ らの変 更 に対 して投 入 媒 体 と しては キー パ ンチ方 式 で 処理 す る。項 目 と し

て は この うち どの変 更 を す る かの識 別 コー ドだ け ち がっ て 後 は全 部共 通 の項 目

とす る又 返 品以 外 は 全部 記 入す る。

図6.1.8変 更 デー タ・一

識

別
会 員 番 号

分同

割数

お 買 上

年 月
変 更 金 額

残

日

数
適 用

'

ノ一
㊧ 識 別 コー ド

1… … 返 品2… … 分割 回数 変 更5… … 金額 変 更

1.返 品

返 品 に対 して変 更 デ ー タは識 別(1)と 会 員番 号 、 分割 回数 、 お買 上年 、 月 を入

れ て累 計 テ ー プ上 に該 当 す る会 員に 対 して消去 す る だけ で あ る、そ の時 、該 当

す る会 員 とは会 員 番 号 、 分 割回 数 、ts買 上 年 月 を1つ の判 定項 目 と して 累計 テ

ー プ上 に も この項 目が ある の でそ れ らと比較 して等 しい もの を消去 す る
。

2.分 割 回 数 変 更

分 割 回数 変 更に 対 して変 更デ ー タ識 別(2)と 会 員番 号 、お 買 上年 月 、分 割 回数 、
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変 更金額 、残 回数 を入 れる 。 変 更金 額 に対 してEDP室 では 分 割 回数 変 更tsよ

び 金額 変 更に対 しては 、手数 料 等 の人 間 の判 断 が 入 る所 は考 慮 し ない ため に、

この変 更 金額 と残 回数 は 人 間が 考 慮 した もの を入 れ るoEDP室 の処理 は累 計

テ ー プ上 に該 当す る会 員 が い た ら変 更 金額 ÷残 回数 だ け の算 出 を して 累計 テー

プ上 を変 更 す る だけ に した〔

5.金 額 変 更

金額 変 更 に対 して変 更 デ ー タ識 別(3)と 会 員番 号 、お 買上 年 月 、 分割 回数 、変

更 金額 、残 回数 を入 れ る。 変 更 金額 、 残 回数 に対 して は分 割 日数 変 更 と同 じ扱

い とす る。

4)加 盟 店業 務 にお け る投入 資 料

4)-1加 盟 店 パ ラ メー タ

加盟 店 パ ラメー タ とは 出 力 貸 出 にお い て、 加盟 店 チ ケ ッ ト売 上 計算 書 、綜 合

振 込依 頼 書 を 作成 す る時 、 加盟 店 に対 し て一 定 に さ だ ま ら ない 金額 の項 目が で

て くる、そ の項 目に対 して処 理 をす る時 に投 入 して計算 をお こな う。

一 定 に定 ま ら ない金 額 の項 目 とは下 記 の図 の よ うな帳 表 に よつ て投 入 の媒 体 と

し て キー パンチ方 式 とす る。

図6.1.9加 盟 店 パ ラ メー タ ー

店 ・番 広 告 費 支部関係費 そ の 他 未 収 金 適年
月

一 へ

実 施 した シス テ ム ・モ デ ル に お い ては 図6.1.9の よ うな項 目が 一 定 にさ だ ま ら

ない項 目で か つ 加盟 店 売 上 計 算 書 、 振合 振 込 依頼 書 を算 出 す るの に 必要 な項 目

で あ るo
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4)-2加 盟 店 マ ス ター

加 盟 店 マ ス ター とは加盟 店 に対 す る出 力 資料 を算 出す る時 に必 要 な項 目 で か

つ 一 定 に定 ま る もの を加盟 店 マ ス ター に入 れ る〔

図6.1.10加 盟 店 マ ス ター

駆
番 店 番 店 名

銀行

区分

支 店

コ ー ド

口座

区 分
賦 課 金 研 究 会 費

～

一 ＼ ～ 一 ＼

上 図 が加 盟 店 マス ター の 項 目で あ り、 この内 で 地区 番 とは 、 この加 盟 店 は どこ

の地 区 に属 す る か、 また 出 力資料 に おい て地 区 ご との合 計 を算 出す る の で(夙

と して地 区 番10が 新 宿地 区 とい う よ うな)必 要 項 目で あ る。

銀 行 区 分 とは どこ の銀 行 に振 込依 頼 書 を 提 出 す る か、振 込 依頼 書 は銀 行 ご とに

出力 す るた め に、支 店 コー ドはそ の銀 行 の ど こ の支 店 で あ る か の項 目で この コ

ー ドは そ の銀 行 のEDPに 合 わ せ て、そ の銀 行 のEDPで あつ かつ て い る支 店

コー ドそ の ま まの コー ドを利 用 した 。

銀 行 区分 お よび支 店 コーNは 銀 行 協会 、地 方 銀 行 協 会 と のEDP化 に あ わ せ

て お こな う方 が銀 行 と して の事 務処 理 も考 慮 に入 れ て実施 した 。 口座 区 分は 加

盟 店 が 当座 預 金 か普 通預 金 の区 別 の コー ドで 、 当座 預 金が1、 普 通預 金 が2と

い う様 に 入 っ てい るp賦 課 金 お よび 研究 会 費 は今 会 実 施 した システ ム ・モ デ ル

で は 、一 定金 額 で あ る か らマス ター の項 目 と して扱 っ た。

6.1.5.2.作 成 資 料

この節 で は新 システ ム ・モ デ ル に お いて 作 成 さ れ る資料 につ い て記 述 す る 。

資料 の 作成 は システ ムの心 臓 部 と も言 うぺ き もので あ り、 目的 とす るア ウ トプ

ッ トを成 立 させ る ため に、 必 要 とす る投 入 資 料 に よっ て 、 作成 す る作 成 資料 の

ア ウ トプ ッ トの形 式 が きまっ て くる。 ア ウ トプ ッ トには 経 営管 理 資 料 と して社

内 の組 織 に配 布 され て、企 業 目的達 成 を 目標 とす る もの と、管理基 礎 資 料 と し

て そ の ま まEDPシ ステ ム ム で再使 用が 可 能 の よ うなア ウ トプ ッ トの二 通 りが
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あ る、 そ れ ら二 通 のア ウ トプ ッ トは そ の資料 の使 用 目的 に よっ て 定 ま る、従 っ

て 資料 作成 に 当っ て 、何 時 、 誰 が、何 の 目 的 で使 用 す る ものか を あ らゆ る角 度

か ら調査 、検討 し タ イム リー な情 報 提 供 が 出来 る よ う考案 し左け れ ば な ら左い 。

ま た、資料 作成 に 於 いて 注意 す べ き点は 、 作 り過 ぎない とい うことで ある。 と

か くEDPシ ステ ム を採 用 した場 合 、手 作 業 に於 い ては そ の 作成 資料 に 多 くの

労 力 を賢 い や した が 、EDP化 した場 合 は い と も簡 単 に 作b出 され る とい うこ

とで 無 駄 な資料 を作 り易 い もので ある 。従 っ て資料 の使 用頻 度 、 必 要 の度 合 を

考 慮 し作 成 す る必要 が あ る。 ア ウ トプ ッ トの決 定 に基 づい て プ ロセ ス過程 が 決

定 し、そ れ に必要 な イ ン プッ トが 明 確 に な る とい う過 程 を とつ て進 行 して い く。

ア ウ トプ ッ トの決 定 とそ れの経 営 、 管理 、作業 面 に お け る効果 や 有 用性 の評 価

① そ れ を得 るた め の プ ロセス内容 の確 定② そ れ に必 要 な イ ンプ ッ トの 内容⑤ そ

の求 め 方 、 といつ た順 序 で進 行 す る。

1)請 求 業 務 にお け る出 力資料

1)-1請 求 書

請 求 書 は 、迅 速 、正 確 に出 力 さ れ る こ とが 要求 さ れる 。 こ とに 多 くの顧 客先

が あ る割 賦 販 売業 務 に お い ては 重 要 な かっ 手 作業 の場合 は大 変 な労 力 が つい や

され る業 務 で ある 、EDP化 に おい て割 賦 販 売 業 務 で の 一番 重 要 な所 で もあ る 。

請求 書 の帳 票 デ ザ イ ン設 計に お い て顧 客 先 の 方 々が一 見 して明 確 かつ 納得 さ れ

る よ うな帳 表 設 計 を して い る。 また 従 来 の 請 求 書 は 、 個 人 用 と団 体 用 とが異 な

る様 式 を使 用 し てい たが 、 本EDPシ ステ ム に よ り、そ の統 一 化 を 計 り、 区 分

項 目を設 け て判 定 を行 なっ てい る 。そ の区 分 の識 別 は*印 を 付 け て 、 団体請 求

書 と して い る。 この 利点 と して 、請 求 書 作成 の時 に帳 票 の無駄 が な く、 かつ プ

リ ン トの時 間の節 減 と なる よ うに考 慮 して設 計 した 。
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A点 図6.1.11請 求 書

請 求 書 当組合のチケットによるお買物代の割賦支払金を下記の通 りご請求申し上げます。

郵便番号 住 所 ・ 協同

組合

会 員 番 号 (団体名)

TEL

.支 払 日 ご芳 名 様

請 求 書 舗 合のチ・州 二・、・頒 物代あ繍 交婚 を語 ・蝋 劇i鉦 頑 ・・

描 記r住 所n.-k
会 員 番 号'{団 体 名)TEL・

」e・ue_二2⊇ ご芳名 ・blMニ ヤク'マサコ 様'

図6.t・11が 今 回 実 施 した シス テ ム ・モ デ ルの請求 書様 式 で あ るp個 人 、団 体

用 共通 でA点 にお い て*印 で団 体 の判 別 をつ け る。

この帳 表 は4部 打 ち出 し・1部 つつ の刷 色 に より織 別す る。1部 目は黒 色 で 計

算 課 へ 、2部 目は緑 色 で集 金 課 へ 、3部 目は茶 色で 団 体 の み 、 団体 の代 表者 へ 、

4部 目は青 色 で個 人 へ と各 々の 関 連 部門 に わた る。 請求 書 につ い て の処理 は 次

節 で 記 述 す る 。

一181ア



'振 込 金 領 収 証
振 込 通 知 書 振 込 依 頼 書 ・

・ 層

.,昭 和 年 月 、日,
⑱ ・昭 和 年 月'日

金 額 ii
i¥8bgll

金 額
㌍i

i¥8β91

振込 先 ・

.銀 行 ・
銀行 支店

振込先

銀 行 銀行'支 店

」没 取人 ハ 隈 取人 ⑤
>7

お

撮

込

∵人

チヨタ"ク イイタ"ハ"シ

2-12●6

801

エヒ"サ ワ 千ンサク

様

お撮込人

おところ

おなまえ

チヨタ⑨ク イイタ"ハ ⑨三ノ'

2●12ロ6

.8叫
エヒ⑨サヴ 千ンサク

様

摘 要,
11. 月 分 割 賦 支 払 金

摘要
・11

月 分 割 賦 支 払 金

:1:記の とお り振 込金 として

領収 いた しま した

'取扱 店 名) ・・一
(取扱店→ 振込 人)

印 紙 、

上 記g)とh'Pis振 込 み い た しま したか ら

ご通知 申 しあ げ:ます'

(取扱店名)

(取扱店主取 まとめ店一・受取 人)

O

各
票

の
太
枠
内

は
必
ず
振
込
人

が
記
入
し
て
下
さ
い

。

昭和 年 月 日
勘定
科目

振込先
銀 行 銀行 支店 金 額

1'1¥8

お

受

取

人

㍊ ,よ う.Yう く み あ い ひ ゃ弓 か さ ・一 び 寸

内

訳

現 金

おな

まえ ヒ 当店券

預 合

.種 目

当 座 ・普 通 【コ 座

番 号
NO. 他店券

お振込 人

お ところ

お なま`え

チ三夕"ク.イ イタ⑨ハ"シ

2-12-6

801
■

エビ⑨リワ キンリク

様

一 一一†「 鵬

i・1

収
納

印
ま.
た
は

振

替

印

〔

L

`
二

]

下記の銀行の本支店でお取扱いいたします'
第 … 銀{f新4商 支%tf杵}直 領金(r」閥{番4ナ21055,番)

,…蔓…銀 ↑r{こ崎町∫乏,`ti滞三`f真金(11「"番号661198ト)

協 和 銀 行 亀 戸 支 戚f当 座預金(n座 番号16.1番)

11本目1圧銀行吾嬬町支店 当座f配合(n座 掘ト号196冒9

鯵～鴨{`Pll金庫板橋支``ξり`塵預金(r1感 『爵号1679番)/
手数料

1・r}

i `
協自1日間金庫深川支店 鯉座f買合(n庭 番サA7番)

i累Jll,fト{月1組 合 評」由Rt金(1」喪番号4q8番)

(取 扱 店 保管)'



振 込 通 知 書 の帳 表 に つ い ては銀 行 の 方 の制 限事 項 が ある た めに 、一 般 の様 式 を

採 用 した 。

④ の振 込 金領 収証 は チ ケ ッ ト団 体 か ら請求 書 と と もに 会 員 の 方 へ 郵送 さ れ て 、

会 員 の 方 が 当 月請 求額 合 計 の 金額 をそ え て チ ケ ッ ト団体 の 取 引銀 行 で領 収証 と

して振 込 会 員 の控 え と して保 管 す る 。

㊤ の 振 込通 知書 は チ ケ ッ ト団 体取 引銀 行か らチ ケ ッ ト団 体へ戻 っ て くる もの

で、 チ ケ ッ ト団体 では これ を もとに して 入金 処 理 の投 入資 料 を作成 す る ため の

基 礎 資 料 とす る。

◎ の振 込 依 頼 書は銀 行 内 での処理 用 とす る資料 で あ る。

振 込 通 知 書 作成 に手 作業 の場 合 は請 求 書 を見 て、転 記 をす るの で、 転記 ミス 、・

時 間 、 労 力等 に より大 変 な仕 事 で あ るが 、今 回 のEDPシ ステ ム に お い ては 上

記 の よ うな転 記 ミス、時 間 な どが大幅 に 削 減 され てい る。 この中 で転 記 ミス と

は 金 額 、振 込 人 、 住所 な どが一 番 多 く、重 大 な信 用問 題 で、 ま た請 求 書 は 作成

さ れ たが 振 込 通 知 書 の請 求 もれ な どが 、本EDPン ステ ム におい て は100%

解 決 さ れ てい る。

3)会 員 業 務 に お け る出 力資料

3)-1会 員 台 帳

会 員 台 帳 は 会 員 マ ス ター ファ イル に よつて 作成 され る台 帳 で、そ の時 点 に お

け る会 員 全員 を うちだ す の で 、 発券 業 務 な どの定期 作業 を赴 こ な う後 には必 ら

ず 作 成 す る もの で ある 。
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図6.1.13会 員 台 帳
昭和44年1月1日 現 在

種 旧会員 新会員番号 支払
別 番 号 検臨 個人

口 個 人 氏 名

1

4 7 8194 30 サカモト テルオ

l

l洲 〃 ザW層 糊 トレ司 ・67{1・5
4 7 8301 13 タンノ フ ミコ

lW初 卯 踵511i・57117・ ・
4 8 8502 12 イシカワク二才 ・已W撤 ←ト1W舷 酬 ・58 イ36

4 9 8505 22 スギザキ チエ ⇒ ト吻 が× 割 田 麟 蜘 列iO59 136

旧団体番号 新団体 支払日 団体名 団体代表者 団体所在地

1 0106 番号1 01 トシヨfンサツチョク助 ヤ粍 トマソi知ウ ミナトク ミタ5-7-5108

1 010601 7 1 1 01 ヤマモト マツタロウ047

1 010602 8 1 2 01 タムラ タツオ 048

司 010604 9 1 3 01 イチカワ ケイイチ 049

1 0.10605 0 1 4 01 タギキ シヨウジ 050

旧団幡 号 一 支払日 団体名 団体代表者 団体所在地 郵便番号

1 0107 2 01 ド層fンリツセ⇔ カ ナカジマノ赫 レ ミナ トク ミタ5-7-3108

1 8 2 1 01 イシパ シ ノVレジ 048

1 010702 9 2 2 01 カシワ ラ スズユキ 049

1 010705 0 2 5 01 シロガヤ イサオ 050

1 010704 1・ 2 4 01 ヒロノ スズエ 一 印は団体用051

1 010707 5 2 6 01 ナカジマ タダユキ 053

1 OfO708 4 2 7 01 ナカジマ ノホシレ 054

1 010711 6 2 9 01 ヒガシタカ ク ミコ 056

1 010714 9 2 11 01 クリタ ヒロオ 049

1 010720 2 2 14 01 ホシノ イサォ 052
'

1 010722 5 2 15 01 ハラダ マナカヅ 053



図6.1.13の 出 力 資 料 が 実 施 した会 員台 帳 の一 部 分で 、 パー ソナ ル と団 体 と団

体 の 中の 個 人 とが この よ う な形 式 で 出 力 さ れる 。

3)-2プ ルー フ リス ト1

ブルー フIJス ト1と は 、 買物 デー タを投 入 す る際 に矛1次 チ エ ツク で 加盟 店

売上 デ ー タ と組 合 せ て の チ ェ ック リス トで ある 。 この 出力 資 料 に よつ て、買 物

デー タ件 数 、 売 上 金額 合 計 、会 員番号 のチ ェ ック ビ ッ ト検 査 な どを加 盟 店 ご と

に照 合 す る。 この才1次 チ ェ ックに よ り80%完 全 なデー タ が チ ェ ックされ

る 。 この際 、 当 月売 上 件 数 と総合 計 金額 が算 出 さ れ る。

図6.1.14プ ルー フ リス ト1 昭 和44年1月 分

会員番号 分割
回数

お買上金額 店番 一 連番号 件 数 注 意

* 冨 一

=
一 CRAD

M

一

一

一
冨

～

一*
一一 ～ TOTAL-

、＼

合計¥ 総件数

図6.1.14が プ ルー フ リス ト1の プ リン トの例 で 会 員 番号 の 後 の*印 は 会員 番

号 に エ ラー が 生 じてい る場 合 、 お 買 上 金額 の後 の 冨印 は金額 に エ ラー が生 じた

場 合 、 また 加盟 店 ご とに金額 の合 計 と お買物 デ ー タの 件数 を算 出 して 、加盟 店

売 上合 計 と比較 して 、合 わ な い場 合 は 金額 の所 に 茎印 、件数 の所 に*印 が プ リ

ン トされ る 。 また 注 意欄 の 所 には 合 計 と加盟 店 売 上 合 計 が プ リン トさ れ る0

3)-3プ ルー フ リス ト2

プ ルー フ リス ト2は プ ルー フ リス ト1の デー タを会 員 マス ター フ ァ イル との

比 較 で、 投 入時 にお け る会 員番 号 だ け だった ものの 、 氏 名 が プ リン トされ 、 ま
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たそ の会 員 が本 当 に所 属 され て い る か の 千 エ ック、 ま た 買物 人 員、各 種 別 ご と

の 分割 回 数 ご との合 計 金額 を プ|1ン トす る。

図6.1.15プ ルー フ リス ト2

④

⑱

会員番号 氏 名(ヵ タ文字)
分割

回数
金 額 店番 一連番号

一 *
一

二

一

**

一 一*
一 **

買物人員

図6.1.15の 帳 表 でA会 員 に対 しては 氏 名 が カ ナ文字 で プ リ ン トさ せ て い る の

で所 属 さ れ てい る がB会 員 に対 して氏 名 が スペ ー ス の ものは所 属 され て い な い

ため会 員番 号 が お か しいの で は ない か とい う警 告 を意 味 す る 。 また一 連 番号 の

後 の*印 は 同一 会 員 で 分割 回数 ご との金 額 の合 計 、**印 は一 会 員 の当 月 の お

買 上合 計 を示 してい る 、 また最 後 で は種 別 ご との分割 回 数 ご との1ケ 月 の 売上

合 計 の 資料 も プ リ ン トされ るひ以 上二 種 類 の7'ル ー フ リス トに お い て100%

の 投 入 資料 の エ ラー チ ェ ック を齢 こ なつ て い る。 この二 種 類 の エ ラー チ ェ ッ ク
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を 修正 して、 完 全 なお 買 上 デー タを投 入す る。

3)-4チ ェ ック リス ト

チ ェ ック リ ス トは そ の 月 の お買 上 金額 、
,当 月請 求額 、未 請 求 残 高 の三 項 目に

あ る一 定 の金額 を定 め て 、 この 中 の三 項 目の 内一 項 目で もオー バ してい る会 員

に対 して警 告 を 発 す る た め の 資料 で あるeこ の資 料 か ら警 告 を だ され た 会員 に

対 して、 チ ケ ッ ト団体 側 で は 色 々な考 策 がで きる 。い わ ゆ る会 員 の管 理 資料 の

役 割 をはた す 。 これ は あ くまで個 人 ご との合 計額 か ら比 較 を す る。

図6.1.16チ ェ ック リス ト
昭和44年1月1日

会員番号 お買上 金額 当月請求額 未請求残高

レ!! ＼
こ の リス トは経 営 管 理 業 務 に おい て も大変 な役 割 を はた している 。

3)-5休 眠 会 員 チ ェ ック

休眠 会 員 チェ ックは 、 あ る一 定 の周 期 を設 定 して 、そ の周 期 間 で 金 々お買 物

を し なかつ た 会 員を チ エ ツ ク して出 力す る資料 で ある る。

図6・1・17休 眠 会 員 リス ト

昭和44年1月1日

一
これ は会 員 マス ター フ ァ イ ル を利 用 して 作成 し、入 会 年 月 に よつ て チ ケ ッ ト団

体 の方 で考 慮 して もら う方 法 で あ る。 会 員の整 理 を 目的 と し、 また、 この資料

に よ り会 員 の地 域 的 特 異 性 が わ か り、そ の地 域 の加盟 店 の成 り方等 の性 質 が わ

か り加盟 店 増 補 の経 営 政 策 と して の価 値 利 用 が あ る。
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4)資 金 管 理 業 務 にお ける 出力資 料

4)-1回 収 予 定 表

回収 予 定 表 とは 、 チ ケ ッ ト団 体 の資 金繰 のた め に 作成 す る もの であ るや1ケ

月 後 か ら10ケ 月 後 お よびt4ケ 月 後 の 各 月 に 入 金 さ れ る予 定 金額 を 、請求 書

との互 換 性 を持 っ て 作成 さ れ る 資料 で、容 易 に 資金 繰 り予 定 を管理 で きる。従

来 の手 作業 の場 合 は 把握 で きなかつ た、何 ケ月 後 の 入 金 予定 を これに よつ て解

決 してい る。

図6.1.18回 収 予 定 表

＼ 当月お買上 当月請求額 1ヵ月後 2ヵ 月後 3ヵ 月後

、

職 域

家 庭

パー ソ ナル ＼

ナ シ ョ ナ ル

合 計

10-14ヵ 月 後

本EDPシ ステ ム に お け る回 収 予 定表 は種 別 ご とに作成 され るた め 、 どの種 別

が多 く利 用 さ れ て い る か等 の管理 資料 な どに も用い られ る 。利 用会 員募 集 の前

向 き営 業 政策 に 利 用 で き る。

4)-2未 収 金 補 助簿

未 収 金補 助簿 は未 収 金 、過 収 金 、入 金 日、 振 込 日、 入 金額 等 を記 入 して明瞭

に把 握 で きる よ うな資料 で 、 この資料 は チ ケ ッ ト団 体 に お い て一 番 重 要 な管理

資料 で ある 。入 金 消込 の台帳 と して も利 用 して い る 。本EDPシ ステ ムに お け

る未 収 金補 助簿 は支 払 日 ご との小 計 を と りか つ 団体 番 号 順 に 出 力さ れ る ので一

段 と見 安 す くなつ て い る。請 求 書 の処理 を した ら この未 収金補 助 簿 は か な らず

一 体 と なつ て処 理 さ れ 入金 処理 の一 番重 要 な資料 で あ る 。
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項 目は 必要最 小 限 に しぼ り効 果 を あげ て い る。 職 域 、家 庭団 体 につ い ては支 払
工
日 ご との 団体 番 号順 で あ るが 、 パー ソナ ル 、 ナ シ ョナ ル につい て は 支払 日ご と

で出 力 さ れ る。

5)加 盟 店 業 務vateけ る 出 力 資料

5)-1チ ケ ッ ト売上 計算 書

チ ケ ッ ト売上 計算 書 は チ ケ ッ ト団 体 か ら加盟 店 に支 払 うべ き金額 につ い て の

明細 を 出 力 した もの で 、 出力 の方 法 は地 区 別 の店番 ご とに出力 す る 。 また地 区

番 が変 わ っ た所 で地 区 番 ご との合 計 も同一帳 票 に出 力 して利 用度 の 向上 をは か

つ たo

図6.1.20

チ ケ ッ ト売 上 計 算 書
.番

名

店

店

王
二

ら
上

今

一

　
1

{
I
L

70a__亙 ス5匹」しコ 竺22盟 一 殿44年1月5日 〆切分'(支 払日は翌 月25日です)

　 こ　 ミ　 ゆ

ll議匡

f'数料(7%)

05

渉舗mり 金(296〕 賦 課 金 研究会《ピ

…甘
支部関 係:lt そ の 他 未 収 金' 差 引 合 計 差引 お 支払M

この帳 票 は2部 出 力 して 、1部 は チ ケ ッ ト団 体 で保 存 し、1部 は加 盟 店 に送 付

して い る。

5)-2綜 合 振 込依 頼書

'綜 合 振 込依 頼 書 は チ ケ ッ ト団 体 の取 引 銀 行 か ら各加盟 店 に支 払 うべ き金額

(チ ケ ッ ト売 上計 算 書 の差 引 お支 払額)を 加 盟 店取 引 銀 行 に振 込 依頼 を行 ない

口座 別(当 座 、普 通)に 入 金 行をな う。この帳 票 は 銀 行 とのEDP化 を考 慮 して

設 計 した"
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図6.1.21

綜 合'振 込 依 頼 書
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本EDPシ ステ ムで は銀 行別 ごとに 出力 を 行 な うの で 、 この1ベ ー ジ で足 り な

い場 合 一 番下 の小 計(合 計)に つ い ては 、(合 計)の 方 を*印 に よつ て消 し、

内容 の終 った ペ ー ジ には 小計 を消 して出力 してい る。

6.1.5.5.処 理

従 来 の 手 作 業 の処理 方 法 は 、各 部 門 か ら発 生 す る帳 票 を・そ れぞ れ の担 当部

門 で帳 票 に記 入 、 作成 、起 票 して 、 これ を転 記 、集 計 して か ら統 計表及 び台 帳 ・

請 求 書 を 作成 す る方 法 で あっ た 。 しか し本 システ ム ・モ デ ルに お いて は大 幅 な

改 善 を 計 っ た 。 原 始 デ ー タ(お 買物 デー ター 会 員 より)(加 盟店 売 土合 計一 加

盟 店 よ り)を 一 定 部 門 に 集結 し、特 定 事項 に対 す る制 限(制 限 チ エ ツ ク)を 設

定 しそ の チ エ ツク を行 っ た 後 にEDPシ ス テ ム の入 力 資料 と して利用 してい る 。

この方 法 に依 り、従来 の手 作業 処理(起 票 、転 記 、 分類 、計算 処理)等 の プロ

グ ラム を 、 作業 手 順 書 の指示 に 従 っ てEDPシ ステ ムか ら要求 目的 とす る帳 票

(出 力 資料)が 自動 的 に出 力 さ れ 、要求 目的 の 出 力 が得 る こ とが で き る。以 上

の よ うな一 連 の 作業 を遂 行 す る過程 をEDPシ ステ ムの"処 理J'(Proeess)

と呼 ん で い るeEDPシ ステL利 用 に依 り、 従 来 の 手 作業 事 務 に おけ る、 人間

の労 力 、時 間 、誤 り等 の 削減 を し、管理 機 能 、 計画 機 能等 を大 幅 に 向 上 させ る

と共 に 、 資 料 の迅 速 化 、正 確 化 に よる意 思 決 定 に対 す る、随時 提供 が 可能 と な

り、 経営(運 営)の サ イ クルを速 め てい る 。 以 上 の処理 区 分 には ・毎 月行 う月

間 作業 、 四 半期 に行 な う期 間 作業 及 び随 時 作業(会 員 マス ター 変更 ・ 加盟 店 マ

ス ター変 更 、 累計 テー プ変 更)と が あ る。 以下 に各 作業 順 序 に 従 って 、具 体 的

に処理 過 程 を プ ロ ツク チ ヤー トとと もに 記述 す る・

1)月 間 作 業

1)・-1投 入資 料 の組 合 せ とチ ェ ック方 法

投 入 資 料 と して は 、 お 買物 デー タ(マ ー ク セ ンス カー ド)と 加盟 店売 上 合

計 との二 種 類 で あ る。 お 買物 デー タはEDP室 で 集 団穿孔 さ れ て店番 順 にSO

RTさ れ る。 この カー ドの番 号 を10と した。 加盟 店 売 上合 計 は穿 孔 機 に よつ

て パ ンチ さ れ 。 この カー ド番号 を20と し、 こ の カー ドも店 番順 にSORTす

る。そ して二 種 の カー ドを マー ジす るが 、加盟 店 売 上合 計 カー ド(20)を マ

ス ター と して店 番 ご とに マー ジす る 。図6.1.22の 様 な組 み 合 せ で投 入 す る。
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図6.1.22イ ン ブ ト デ ー タttの 組 合 せ

ヨ 、,・ 一 己.

チ エ ツク と して は図6.1.25の 様k流 れ に な る。

プ ルー フ ・リス ト1で は 、 お 買物 デ ー タをREADし なが らお 買 上金額 と件 数 を

加算 して、20の カー ドが きた ら(店 番 が変 った ら)加 算 してい た 金額 、件 数

が 、加 盟 店 売 上合 計 の 金額 と件 数 とに等 しい か を チ エ ツクす る。 出 力 の方 法 と

しては前 節 の 図6.1.14の 方 法 で 出 力 す る 。 チ エ ツクが済 ん で か ら10の カー

ド番号のみを磁 気 テ ー プ に書 き込む 。そ の磁 気 テー プは 図6.1.23のAテ ー プで

あ るo

プルー フ ・ リス ト2は プ ルー フ ・リス ト1のAテ ー プを会 員番号 の 分割 回 数 の

順 でSORTと し て 、te買 物 デ ー タ の 会 員 番 号 が 、 会 員 マ ス タ ー テ ー

プ(oテ ー プ)の 中 に 実 存 す る か の チ ェ ッ ク と 、 ま た 同 一 会 員 の

分 割 回数 ご との小 計 を ど り、会 員 番 号 が 変 わっ た所 で会 員 の合 計 を出力 して

い る。小 計 は*印 で 大 計 は**印 で示 し てあ る 。 ま た、 ここで 会 員の 氏 名(会

員 マ ス ター テー プ に登 録 され てい る氏 名)を カナ 文字 で 出 力す るが 、 万一 、 イ

ンプ ッ トが会 員 マ ス ター に登録 され てい ない 番 号 で きた場 合 は氏 名 は 出力 さ れ

てい ない 。 そ こで この会 員番 号 に対 し ては 充 分 に調 べなけ れ ば な らない。 プ ル

ー フ ・リス ト2の 出 力 は前節 図6 .1. .15の 方 法 で 出力 さ れ る 。

ま た 当月k・ 買物 会 員 に対 してcテ ー プ フ ァ イル内 の 休眠 コー ド内 に1を 入 れ て

買物 を した とい う こ とで入 れ る。

図6・1・25の 様 な流 れ を何 回 か くり返 して完 全 な イ ンプ ッ トデ ー タ(Dテ ー プ)

を作 成 し、 ミスを な くす 。 このDテ ー プは 当 月 お買 物 デー タの原始 デ ー タで あ

るo

一193一



(例)STEP1で の 処 理

STEPI処 理 前 の デ ー タ ・

A

B

O

D

E

F

G

会員番号

100

100

100

101

101

102

102

割

数

分

回

5

5

01

5

0

=
」

5

41

1

1

お・買 上

金 額

2000

10000

8000

5000

10000

5000

10000

上 記 の例 でA～Gま で の よ うな イ ン プ ッ トデー タが投 入 さ れ る とSTEP1で

の処 理 で はAデ ー タ とBの デ ー タ とでは 同一 会 員番 号 で かつ 分 割 回数が 等 しい

の で 、 お 買 上金額 は 加算 さ れ る。Cの デ ー タは会 員番 号 は 等 しい が 分割 回数 が

異 な るの で 、 ここ では一 つ の デ ー タ とす る。DとEの デー タは 同一 会 員番 号 だ

が 分 割 回数 が異 な るの で 、 こ こで はDとEの デ ー タ各 々は一 つ の デー タとす るo

そ れ以 後FとGの デ ー タは会 員番 号 、 分割 回数 と も等 しい の で 加算 さ れ る。A

～(}ま でのSTEP1の 処 理 後 の 内 容は 下記 の図 の ように な る。

STEP1の 処 理 後

ロ
A=A十B

ロ

C=C

ロ

D=D

コ
E=E

コ
F=F十G.

(上 記 の 内容 は 店 番 、一 連番 号 は のぞ い て あ る)

上記 の 結果 の内 容 がEテ ー プに な るo

会員番号 分割 日数 金 額

100 5 12000

100 10 8000

101 5 5000

101 10 10000

102 15 15000
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図6.1.23チ エ ツ ク ・ ル ー チ ン の プ ロ ツ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト
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図'6.1.24月 間 作 業 計 算 ル ー チ ン

○
1

○

SORT

会 員 番 号



1)-2月 間 作 業 計算 ルー チ ン

図6.1.24の 流 れが 月 間 作業 計算 ルー チ ンの ブ ロ ックチ ャー トで ある。 以 下

にSTEP1～STEP5ま で の処 理 方 法 を各STEPご とに記述 す る。

STEP1・'…'STEP1で は チ ェ ック ・ル ー チ ンを 流れ て きた 完全 な デー タD

テー プを イ ンプ ッ トと して処理 す るが 、Dテ ー プは 会 員番 号 と分 割 回数 順 に 入

っ てい るの で 、 こ こで は会 員 番 号 と分 割 回数 の等 しい金 額 を 加算 した もの をE

テ ー プに 書 き込 み 、 こ れ は 同一 会 員 の 中 で同一 分 割 回数 の お 買物 全 額 を加算 し

て 当月 お 買 上 金額 とす る の で あ る。

STEP2… …STEP2はEテ ー プを イ ン プ ッ トと して手 数料 の 計算 を す る プ

ログ ラムで あ り、 分割 回数 の イ ン プ ッ トは1が1回 払 、3が5回 払 、5が10

回 払 、7が15回 払 と して 投入 さ れ そ れぞ れ の手 数 料 の%は 料 率 テ ー ブル か ら

サ ー チ して くる。STEP2で の 計算 式 は手 数 料 込 分 割 金額

お買上金額+(お 買上金額 ×手 数料(%))

⑧= 分 割 回 数

の計算 式 か ら求 め 、十 の位 まで の端数 は初 回 に加算 す る。 二 回 目以後 の金額 は

均 等 全額 に した。 そ の ア ウ トプ ッ トの磁 気 テー プがFテ ー プで 、Fテ ー プの 中

の 回収 テー プは未 請 求残 高 の1ヵ 月 後 ご とに区 切 っ て残 回数 の 回数 だけ保 有 し

てい る。 こ の回 収 テー ブ ルの 使 用特 長 は図6.1.25の よ うな方法 で あ る。

図6.1.25回 収 テー ブ ルの移 動 方

A

B

1ヵ 月 後 2ヵ 月 後 3ヵ 月 後 4ヵ 月 後 5ヵ 月後 6力服 イ

1500 .1ら00 1500 1500 )
///

1ヵ 月 後 2ヵ 月 後 3ヵ 月後 4ヵ 月後 5ヵ 月後 6ヵ 月 後 7

1500 1500 1500

糟
檀

上記 のAに は 回 収 テー ブルが5月 分払 で買 物 を し て請 求書 を 出力 した 後 の未 請

求 残 高 の内 容 で あ り、Bは1ヵ 月 後 の請 求 書 を 出 力 した 後 の回 収テ ー ブルの 内

容 で あ る。AとBの 移動 の 方 法 を 回収 テ ー ブル 内 で編 集 、実 行 してい る。 この
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方 法 で、 変 更 の時 に プ ログ ラ ミング をす る 際 に容 易 にで きるの で この テー ブル

を も うけ て利 用 して い る。

STEP3… …STEP3は 累計 テ ー プ プア イルGテ ー プを 利用 して 、過 収 金 デ

ー タを投 入 す る。 過 収 金 を回 収テ ー ブ ル 中の1ヵ 月 後 の 中 か ら金額 を差 引 い て

い く方 法 で 処理 して い る。 処理 方法 は下 記 の図 で 例 を あげ て い る 。

例 会 員番 号100番 ・の 人が 過 収 金 と して3000円 が 発 生 した とす る。

過 収 金 が 発生 す る前 のGテ ー プの回 収テ ー ブ ル

会員番号 1ヵ月後 2ヵ月後 3ヵ月後 4ヵ月後 5ヵ月後 6ヵ月後 ( 14ヵ 月 後 糸請求残高

100 1500 1500 1500 1500 1500
}

1500 ン) 9000

過 収 金 が 発生 後 のGテ ー プの 回 収 テ ー ブ ル

会員番号 1ヵ月後 2ヵ月後 3ヵ月後 4ヵ月後
1

5ヵ月後 6ヵ月後
ノ

/
)

14ヵ 月 後 梧按司

イ00 1500 1500 1500 1500 6000{
1

図6.1.26

上 記 の様 に過 収 金が 処 理 さ れ る。 例 の 場合 は丁 度2ヵ 月 分 の過 収 金が 発生 され

た例 で あ るが 、上 記 の例 で 金額 だ け75円 の過 収 が 発生 した 場合 は 下 記 の 図 の

よ うに な る。

会員番号 1ヵ月後 2ヵ月後 3ヵ月後 4ヵ月後 5ヵ月後 6ヵ月後 14ヵ 月後 朱請求残高

100 1427 1500 1500 1500 1500 1500 8927 1

図2.1.27

過 収金 デー タは1節 の 投入 資 料 の 内容 を キー パ ン チ して、 累計 テ ー プ プア イル

((})と過 収 金 デー タ カー ドの会 員 番 号 との 比較 に よつ てGテ ー プ プ ア イ ル内 の該

当会 員 番 号 を さが して きて 、 金額 の 処理 をす る。

STEP4… …STEIP4は 当 月請 求 テ ー ブ プア イル(エ テー プ プ アイ ル)を 作

成 す る。 エテー プ ファ ィルの 作 成 はSTEP2のFテ ー プ プア イ ル とGテ ー プ プ

ア イ ル との マ ッチ ング で作成 す る。 マ ッチ ング の方 法 は 、会 員 番 号 に よつ てす

るがFテ ー プフ ァ イ ル を優 先度 を 高 く して作成 す る。 そ の 際 この後 のSTEP5
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〆

'

の 請 求 書 プ リ ン ト ・テ ー プ フ ァ イ ル(L1テ ー プ フ ァ イ ル)の 作 成 す る 時 に 当

月 お 買 上 を プ リ ン トの 際 、 一 番 ト ッ プ に プ リ ン トす る の で 優 先 度 を 高 く し て い

る 。 そ の た め にSTEP5で 判 定 を き か せ る た め1テ ー プ プ ア イ ル の 終 り にKEY

1と い う項 目 に 当 月 お 買 上 分 は1,累 計 テ ー プ(残 り 分)に は φ を も つ て 判 定

す るe

STEP5… …STEP5で はSTEP4の ア ウ ト プ ッ ト(1テ ー ブ プ ア イ ル)を

ロ

会 員番 号順 にな らべた1テ ー プ プア ィ ルを イン プ ッ トプ ア ィ ル と して請求 書

レポー トフア ィル 、 団 体 サ マ リー フ ァ イル 、更新 後 の累計 テー プ プア ィルを 作

成 す る。 この三 種 類 の テ ー プ ファ イル が 出力 資料 の基 本 と な る プ ア イル で あ る。

1・ 請 求書 レポー トフ ア ィ ル

請 求 書 レボー トプア ィ ルは 請 求 書の プーリン トをす るデ ー タが 入っ てい る プ ア

イ ル でLテ ー プ プ ア イ ルの 中 のL1プ アイ.ルで あ り、 この フ.アイ ルの 中は また

三 種 類 の識 別符 号 を もち い て い る 。1っ は請 求 書 の 各 々 の明細 、2つ 目は個 人

の合 計明細 、3つ 目は 団 体 明 細 で あ る。 また この プ アィ ルは チ ェ ック リス トの

出 力 資料 の もと にな る プ アイ ルで2っ 目の個 人合 計 明細 をつ か つ てい る。 テー

プの プア ィル構 成 図 のL1～L3の テー プ プア ィ ルの項 目が入 っ てい る。

2.団 体 サ マ リー テー プ

団体 サ マ リー テ ー プは 職域 、.家庭 団体 は 団体 の合 計 が 入 っ て い るが ・ パー ソ

ナ ル 、 ナ ショナル に対 して は 、各 々個 人 の合 計が 入 っ てい て 、 この テ ー プ プ ア

イル を用い て 出力 資料 を 作成 す るのは 、振 込 通 知 書 、未 収補 助簿 、 回 収予 定 表

とが あ り、 内容 は請 求 書 レボー トプ アイ ルのL3の テー ププ ア イル とほぼ 等 し

い内容 で あ る。 この テ ー プの プ ア イル構 成 図 はKテ ー ププ ア イル の 内 容 が入 っ

てい る0

5.更 新 後 の 累 計 テ ー プ フ ァ イ ル

更 新後 の累 計 テー プ プ ア イ ルは ま だ残 日数 が あ る会 員 に 対 して 、未 請 求残 高 、

回 収 テ ー ブル な どの移行 を した 後 の 累 計 テー プ ファ イ ルで あ る。 こ のテ ー プ プ

ア イ ルは 翌月 のGテ ー プ と して保 存 す る大事 なテ ー ブプ ア ィ ルで あ る。

未 請 求残 高 が な くなつ た会 員 に対 す るGテ ー プフ ァ イルは順 次 消 してい く。

以 上 の テ ー ブ プア ィ ル を作 成 してい る が 、こ の際Lテ ー プ フ ァ イ ル は団 体 のみ

団体 ・番号 か らサ ー チ して くるが 、 パー ソナ ル、 ナ シ ョナ ル会 員 に対 しては個 人
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番 号 で サ ー チ して くる 。

1)-3出 力 貸 出 作成 ル ー チ ン

出力 資料 作成 ルー チ ン とは前 の月 間 作業 計算 ルー チ ンか らの ア ウ トプ ッ トプ

ア イ ルを 利 用 して 出 力帳 票 に プ リン トす る ルー チ ン で あ る。 こ この 出 力帳 票 は

前節 の 出 力資料 で 説 明 して あ るの で省略 す る。

STEP6・ ・… ・STEP6はCテ ー プ プ ア ィル とLテ ー ブ プ ア イル をイ ンプ ッ ト

と して プ リ ン トす る 。

Lテ ー ブ プ アイ ルの 中 に三 種 類 の識 別符号 が あ るので 、 これ に よつ て判 断 して

プ リン トしてい る。三 種 類 の識 別符 号 で1は 個 人 ご との明 細 なの で明細 の プ リ

ン ト ・ポ ジ シ ョンに 入 れ る。 明細 の プ リン ト ・ポ ジ シ ョ ンは 最 大40段 プ リン

トされ る。2は 個 人 の合 計 で あ るの で 、個 人 合 計 の プ リン ト ・ポ ジ シ ョンへ、

4は 団 体 の合 計 な の で 団体 番 号 が 変わ った 時 に プ リ ン トす る 。Cテ ー プ ファ イ

ル(会 員 マ ス ター ファ イ ル)を イン プ ッ トとす るの は 各 個 人 ごとの氏 名 と支 払

日左 どを プ リン トす る時 に σテー プ プ アイ ル とLテ ー プ プ ア イ ルの会 員番 号 を

比 較 して サ ー チ して く るo

STEIP7…-STEP7はKテ ー ププ ア イル を イ ン プ ッ トと して振 込 通 知書 を

プ リン トす る。 このK』テ ー プ ファ イルは 全 部 の団 体 が 入 っ てい るが振 込通 知書

は 全部 は い らない の でKテ ー ププ ア ィル 内 の振 込KEYの 項 目 に よ つて1が あ る

ものは振 込 通 知 書 を プ リン トしてい 方い。 これはSTEP5の 処 理 してい る時 に

σテー プ プ ア イ ル の振 込KEYを 参 照 してKテ ー プ プ ア イル 内 に挿 入 してい る・

STEP8.… …STEP8はKテ ー プフ ァ イ ル内 の 支 払 日 と団 体番 号 の項 目を支

ロ

払 日順 の 団体 番 号 順 にSORTし た 後 のKテ ー プ ファ イル を イン プ ッ トと して団

体未 収金補 助簿 を プ リン トす る。 支 払 日が 変 わ るご と に各 項 目 ご とに合 計 を プ

リン トして 、 ベー ジ切 替 を お こ左っ てい る 。

ぐ

STEP9… …STEP9はKテ ー プ フ ァ イ ル を イ ン プ ッ ト と し て 回 収 予 定 表 を

ロ

ブ リン トす る。 こ の 回 収予 定 表 はKテ ー ブ プ アイ ル内 のk－ 買上 金額 、 当月 請

求 額 、 と回 収 テ ー ブル 内 の1ヵ 月 後 か ら14ヵ 月 後 ま で の 内容 を 、種 別 ご とに

算 出 して種 別が変 わ っ た と ころで プ リン トす る。

1)-4加 盟 店 関係 作成 ルー チ ン

加 盟 店 関 係 作成 ル ー チ ンは チ ケ ッ ト売上 計 算 書 、 総 合 振 込依 頼書 の二 種類 の

、
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出 力 資料 を 作成 す る ま での 過程 の処 理 を い う。そ の過 程 の ブ ロッ ク チ ャー トは

図6・1・29の 図 の よ うな流れ に な る。

STEP10… …STEP↑0で は チ ケ ソ ト売 上計 算 書 、 総 合振 込 依 頼 書 を プ リ

ン トす る時 に 必要 なす べて のデ ー タを 作 る ルー チ ンで あ り、 イ ン プ ッ トと して

r

はSTEP2の ア ウ トプ ッ トファ イ ル(Fテ ー ブ プア イル)を 加盟 店 順 に したF

テ ー ププ ア ィ ル とPデ ー タ(加 盟 店 パ ラメー タ)と 加盟 店 マ ス ター フ ァイ ル

(Nテ ー ププ ア ィ ル)の 三 種 類 を もち い て プ リ ン トテー プ を作成 す る 。Pデ ー

タに 関 しては 矛1節 の投 入 資料 の加 盟 店 パ ラメー タ を参 照 の こ と。 デ ー タ処理

ロ

と し ては 、Fテ ー ププ ア イ ル内 の 同一 店 番 に関 す るts買 上金額 を 加算 す る。

加 算 した金 額 に加盟 店 に関 す る手数 料 、 歩積 預 り金等 の 金額 を 算 出す る。 加 盟

店 マス ター か らは 地 区番 、店 名、 銀 行 コー ド、 口座 区分 、 賦 課 金 、 研究 会 費 を

サ ー チ して くるひ

Pデ ー タカー ドか らは 広告 費 、支 部 関 係 費、 そ の他 、未 収 金 を サ ー チ して くる 。

ロ

こ れ ら の サ ー チ はFテ ー プ プ ア イ ル 内 の 店 番 を 優 先 し てNテrプ プ ア イ ル 、

Pデ ー タ 内 の 店 番 と の 照 合 に よ つ て サ ー チ し て く る 。 以 上 の 様 な 処 理 を し て 加

盟 店 関 係 レ ポ ー トテ ー プ(Mテ ー ブ プ ア イ ル)を 作 成 す る 。

S佃P11… …ST刊Pltは チ ケ ッ ト 売 上 計 算 書 を プIJン トす る ル ー チ ン で
、

ロ
イ ン プ ッ トと してはMテ ー プ プア イ ル を地 区 番 号 順 の店番 でSORTし てMテ

ー ブ プア ィル を作成 して か らチ ケ ッ ト売 上 計算 書 の 帳票 に プ リ ン トす る
。 プ リ

ン ト しなが ら同一 地 区 番 の ものは プ リン トす る項 目全部 を加算 して 、地 区番 が

変 わ る ご と に地 区 の 合 計 を 同一 帳 票 に プ リン トす る、そ の際店 番 の 項 目の プ リ

ン トポ ジ ン ヨンには 地 区番 を店 名の プ リン トポ ジ シ ョンには地 名 を プ リン トし

てい る。 最 後 には 総合 計 も プ リン トし て い る。

STEP12… …STEP12は 綜 合 振 込 依 頼 書 を 作成 プ リン トす る ル ー チ ンで 、
ロ

イ ン プ ッ トと してはMテ ー プ プア イル を 銀 行 コー ド1頂にSORTし たMテ ー ブ

プ ア ィル を もちい て作成 す る。 プ リン トしなが ら銀 行 コー ドの 同一 の もの に対

しては 金額 を加算 して、 銀 行 コー ドが 変 わっ た ら合 計 を プ リン トす る。

1)-5月 間 作 業 の例 外処 理

月間 作業 の例 外処 理 とは会 員 マ ス ター フ ァ イル、 加盟 店 マ ス ター フ ァ イ ル な

どの 更新 を お こ な うルー チ ンで あ り、 これ らの 処理 は カー ドに よつ て 処理 す る 。
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これ らの ル ー チ ンを メンテ ナ ス ルー チ ン とい う。

メ ンテ ナス ル ー チ ンの 条件 は会 員 あ る いは 加盟 店 の追 加 、変 更 、 削除 の三 条 件

だ け をお こな う。

追 加 …… 会 員 あ る いは 加盟 店 の新規 加 入 を い う。

変 更… …会 員 、加 盟 店 な どの あ る項 目の変 更を い うひ

1)-6会 員業 務 の 月 次処理

会 員業 務 の 月次処 理 とは毎 月 お こ な う会 員業 務課 にお け る会 員 業 務 課 の管 理

資料 を 作成 す る ルー チ ンで処 理 し、帳 表 を作成 す る。

◎

STEP15

t

チ エ ツ ク

LIST

＼ －
STEP13… …STEP13は 会 員 に対 して、 お 買物 金額 、 当月 請 求 金額 、未

請 求 残高 を各 々の会 員 の合 計 に対 して 、 あ る一 定 の 金額 を定 め て、 そ れ 以 上 の

金額 に対 しての 管理 表 を作成 す る ルー チ ンで あb、 イ ン プッ トと してはLテ ー

プ プア ィル(レ ポー トテー ブ フア ィ ル)中 のL2の テー ブプ アィ ルを もちい て

チ エ ツク す る。 出力 の 方 法 につ い ては 出力 資料 のチ ェ ック リス トを参 照 の こ と。

例 と しては 、 会 員 マ ス ター の 方 で は 、会 員 の支 払 日変 更 、代 表 者 氏 名変

更、等 加 盟 店 では 住所 変 更 な ど。

削 除 これは 退会 を い う。

以 上 の変 更項 目に つ い ては処 理 内 で必 要 とす るた め コー ド付 け を した。追 加

(SupPユ θ皿θnt)でS,変 更(A■tera七ion)でA,削 除(De■ete)Dで

コー ド付 け を お こな つ た。
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イ ン プ ッ トデ ー タ(変 更 デ ー タ)に は二 種 類 あ る、 そ れ は団 体 の 中 の個 人会

員 、 パー ソナ ル 、ナ ン ヨナ ルに対 して と、 団 体 に対 して の種 類 で あ り、 これ ら

は 投 入 資料 の場 合 と同 じ よ うな項 目を 必要 と し、そ の 頭 に変 更 コー ドを付 け る

だけ で よいが 、 削除 に関 して は 削除 コー ドと会 員 番号 を 付 加 して 、処 理 を行 在

うo

変 更、 削除 につ い ては マス タニ フ ア ィル 内 に かな らず あ る会 員番 号 又 は店番 で

あ る 。追加 に つ い て あ らた な番 号 を付 加 す る。

変更 処理 に関 して は マス ター ファ イル 内 の会 員 番号(店 番)と 変更 デ ー タの会 員

番号(店 番)と の比 較 に よつ て お こ な う。

t)-7期 末 作 業 の 処 理

期末 作 業 の処'理 は休眠 会 員 手 工 ツク の リス トで 、 こ れは そ の時 点 の会 員 マス

ター フ ァ イ ルを イ ン プ ッ トと して 作成 す る。 これ は マス ター フ ァ イ ル内 の休 眠

コー ド内 に1が 入 っ てい る会 員 は 期 間 内 に1回 で も買物 を した会 員 で あb、 そ

の コー ド内が0の 会 員は 期 間 内 に1回 も買物 を しない会 員 で あ る。 この会 員 に

対 して プ リン トをす る。 プ リ ン ト方 法 につ いては 出 力 資料 の休 眠 会 員 リス トを

参 照 の こ とひ
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請 求 書
団 体 用

}両 方
個 人 用

SORT

支払日,団 体番号

K

STEP8

団体 別チ ケ ッ ト

未 収 金 補 助 簿

STEP9

回 収 予 定 表

図6.1.28月 間 作 業 出 力 ル ー チ ン'
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図6.1.29加 盟 店 関 係 作 成 ル ー チ ン

SORT

地 区番 号 店 番

M

STEP11 STEP12

チ ケッ ト売 上

計算 書 総合振込依頼書
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cテ ー プ 会 員 マ ス ター フ ァ イ ル

新会員番号 支 個人 団 体 代表者氏名

種 旧会 員 チ 団体 個人 氏名 パー ソナ ル、 ナ シ ヨ パー ソ ナ ル、 ナ

工 ナルは スペ ー ス シ ヨナ ル、 ス ペ

ツ 払 一 ス

番 号 ζ
番号 番号

職域、家庭団体 職域、家庭団

別
《 日

の み 体 のみ

r所 在 地
払 チ エ ツ ク 郵 便

K 等 休
入 会

・〉 ソ ナ ル 、 ナ シ ヨナ 込
E 眠

ルは個人住所
キ ビ ッ ト

番 号 Y コ
年 月

職 域 、家庭 団 体 の

個 人 は スペー ス
1 3桁

2 級

|

ド

G

,}テ ー プ 累 計 テ ー プ フ ァ イ ル
(}

種

別

新 会 員

番 号

お買上

年,月

分 割

回 数

適

用

月

来月請求

金 額

回 収 テ ー ブ ル

2ヵ月後

の

請求 額

5

〃

4 5 φ 7 8 9 10

ノ

未請求

残 高

過 収 金

(先 入金額)13 14
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D

}テ ー プ のMTフ ォ ー マ ッ ト
E

種 会 員 番 号 お 買 上 分 店 番 一 連

(新) 割
金 額

回 番 号
別

数

Fテ ー プ のMTフ ォ ー マ ッ ト

種

別

新会員番号 個

月

分

お買上

金 額

分

割

回

数

手数料

…ぎ)

合計金額

㌶劃
料/

初 回

金額

二 回目

以 後

金 額

(覧)闇 等金)

残

回

数

当月

請求

金額

/

＼
ノ

/未 請求

残 高

回 収 テ ー ブ ル(未 請 求 残 高 の 内 訳)/

1ヵ 月

後

2 5 4

1

5 6 7 8 9

i

10 11 12 13 14

店 番

号

連

番

一
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L3の テ ー プ プ ア イ ル

K 種 団 体 適 団 体 団 体 団体 団 体 団 体 支 郵便 団体

E お・買 上 手数料 合計 当月請求 未請求残高

Y 番 号 用 金額 合 計 金額 額合計 合 計 払 番号 名

金 額

5 別 月 日

団 体

代表者

氏 名

団 体

住 所

工

}の 当月請 求 テ ー プ プ ア イル
エ ノ

種

別

新会員

番 号

適

用

月

お買上

金 額

分

割

回

数

撒 合計

金額

初回

金額

二 回 目

以 後

請 求

金 額

残

回

数

当 月

請 求

金 額

未請求

残 高

回 収 テ ー プ

1ケ 月

後

請 求

金 額

2ヵ 月

ノレ

回 収

未請求

額

過 収 金

(先 入金額)

K

E

Y

1

ノ

14ケ 月

後

KEY1=1… … 当 月 お 買 上 分

KEYlxφ … … 累 計 の 分
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Kテ ー プ 団 体 サ マ リー フ ァ イ ル

支

払

日

団 体 名

(パー ソナ ルナ ン ヨナ ルは スペー ス)

代表者氏名

露選)

団体所在地

誌)

.

郵便

番号

当 月

お 買上

金 額

当月

請求

額

回 収 テ ー//

種

別

団体

番号

1ヵ月

後

纐

2ヵ 月

後

3

/プ ル
手

数

料

手 払

戻
敷 金

料 額

当 月

お 買上

口

人 貝

当月

請求

人員

振

込

K

E

Y

〈 14ヵ 月

後

請 求 額

未請求

残 高

過

収

金

額

Lテ ー ブ レ ポー トフ アィル(レ ポー トフ ァ イ ルに は 三 種 類 の 物 が
L1の テー ププ ア イル 順 序 よ く は

い つ て い る)

K

E

Y

1

種

別

新会員

番 号

お買上

金 額

分

割

回

数

手数料 合計金額

(黍畢‡姦)

初回 目

金 額

二回 目

以 後

金 額

`

残

回

数

当月

請求

金額

未請求

残 高

L2の テー プ プア イ ル

K 種 新会員 お買 上 当月請求 未請求
E 金 額 額 合 計 残 残高

Y 番 号 合 計 合 計

(イ臥) (個 人)' (個 人)

2 別

`
1
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チ ケ ッ ト売 上 計 算 書 レ ポ ー ト。テ ー プ プ ア イ ル(Mテ ー プ プ ア イ ル)

地 店番 店 名 お・買 上 手数料 歩積預 賦課金 研究 広告費 支 部 その他 艦 銀

金 額 り 金 関係 行
区 ③ A×% A×% 会 費 費

区

番 分 i

ノ

一

支 店 口 口座 差引額 差
,引

コ ー ド

座

区
番号 合 計 お支払額

分
■

「F一 一 「

■

6.4.5.4.例 外 処 理

例 外処 理 とは実 在 す る ファ イ ルに つ い て シ ス テ ム ・モ デ ルが 予定 してい 方い

処 理 をす る必 要 が あ る場 合 、特 別 の ラ ン、 あ る いは 一連 の ランを実行 上設 け る

こ とに 左 る。一 つ の例 と して、本EDPシ ステ ム ・モデ ルに お いて 、金額 変 更

分 割 回数 変 更 、返 品(取 消)な どの例 外処理 を取 扱 うた め 、 これ らの変 更 にぱ

累計 テー プ プ ア イ ル(Gテ ー ブ プ アイ ル)を 更 新 す る こ とに よ り例 外 処理 をお

こな う∩

金 額 変 更 …… 金額 変 更 とは過 収 金 処 理 以 外 の変 更 で、 お 買物 デー タを イ ン

プ ッ トして請 求 書等 を 発行 した 後 に 、そ の 金 額 に対 して 、記 入 ミスな どの

時 、 累 計 テ ー プ プ ア ィル内 に は ミス したま まの 金額 で 計算 した結果 が入 っ

て しま うこれ を訂 正 す る時 に金 額 変 更 と して の処理 をす るo

分割 回数 変 更 … … 分割 回数変 更 は お 買物 デ ー タを イン プ ッ トして 請求 書 を

発行 した 後 に 、そ の 分割 回数 が ミ スの場 合 と、会 員 か らの分 割 回 数変 更 の

要望 が生 じた時 左 ど分割 回数 に関 す る変 更 の時 の処 理 をい う。
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る・記入項 目と しては下記
の図の よ

ンチ方式に ・つて投 入し
て処理 す る。

例外処理 変更 デ_多

種
会員番号 分 割 韻 士 変 更金額別

回 数 年 月

議灘 羅
変 更 デー タ作成 に関 して は全 部

'チ ㌘ ト団 体 臨 い て 作成 し
、そ れ を受 取

う柵 票 に 記 入 して も らい
、そ れ を キ_く

回残

数

蕪離 籍1職爵

黙鍵難1藩寒薫il

■
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◆

ヘ タ

6。1。6プ ロ グ ラ ム パ ツ ケ ー ン

こ の ブ 。 グ 。 ム 陣 け る 主 紗 一 チ ・ は 次 の 通 りで あ る"

チ エ ツク ル ー チ ンtプ ルー フ リス トt
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チ エ ツ クIJス ト2プ ル ー フ リス ト2

(部 下)
1

、

初期色 品

,

ε
匹

=ENピ ー

キ、

人物

繊 〉=

'
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6.2実 例2

食 品 卸 売 業 に お け る販 売 業 務
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6.2実 例2

6.2.1は じ め に

今 回当 セ ン ター が 開発 した販 売 管 理標 準 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ は 酒類 及 び食 品

を主 体 とす る卸 問屋 を そ の対 象 モデ ル と してい る。

この対 象企 業 は商 圏 を東 京 を中 〔♪に,そ の 近郊 と し、 取 扱 い 商 品は 約5,000種 、

取 引先 約2,000軒 の規 模 を持つ 会 社 で ある。

社内 め事 務 機械 化 以 前 の状 態 は カナ ・タイ プに ょる ワン ライ テ ィ ン グ ・シ ステ ム

で の伝票 ・帳 簿 作成 と会計 機 を使 っ た 日計 表 及 び 月計 表 の記 載 とい つ た シ ステ ム を

採 っ て い た の で ある が、・こS数 年 来 の 消 費 ブー ムの 影響 か ら取 扱 い 商 品 が急激 に増

加 し、 そ れ に伴 っ て 売上 高 も又 比 躍 的 に 伸張 した 結果 、発 行伝 票 枚 数 は膨 大 なもの

に な り、 従 来 の シ ステ ム及 び マン ・パ ワー では そ の処理 に能 力 の不 足 が 目立 ち早 急

に根本 的 な改 革 を迫 られ る状 態 に あつ た。

この現 状 を打 破 し円 滑 な シ ステ ムを完 成 す る こ とは 一 口に言 っ て非 常 に難 しい 仕

事 で あ り、 決 して一 朝 一 夕 に 出来 る もの で は ない 。

一 般 に業 務 活動 の 内容 を見 る と

阜 各 ラインに基 づ くデ ー ター処 理 と呼 ば れ る業 務 活 動

2.各 ライ ンの業 務 活 動 を コ ン トロー ル し、指 示 す る管理 活 動

5.経 営 の意志 決 定 活 動

の三 種 に分 け ら,れる。

これ等 に対 してEDP化 の 目標 と して は、

1.コ ス ト ・セー ビン グ、 す なわ ち事務 活 動 の合理 化 に基 づ く労 務 費 の節 減一

2.'効 果 的 左管 理 を行 な うた め の管 理 資 料 の 作成。

5ベ ター マネ ー ジ メン ト、 す なわ ち経 営 の意 志決 定 に対 しより よい 情 報 の提供

等 が上 げ られ る。

この うちEDP化 の終 局 の 目標 は5.の 部 分 であ る が、 しか しこれは デ ー ター処理

の合 理 化 で あつ て こそ 始 め て完 成 す る も ので あ り、EDP化 の当 面 の 目標 は事 務 合

理 化 に よる人 員 節 減、 処理 の迅 速化 に置 く こと が必要 で あ り、 かつ 正 当 な順 序で は

'ない か と思 わ れ る
。

当 セ ンタ ー では以 上 の 如 き見地 に立 ち、 当 プ ログ ラム ・パ ッ ケー ジ を開発 した。

従 っ て 管 理資料 云 々の立 場 か ら見 れ ば幾 分 そ の 不足 が見 られ る か も知 れ ない・ しか

し、 この プ ログ ラ ム ・パ ッ ケー ジを 多い に利 用 し、 これ を第 一 歩 と して次の 飛躍 を
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目ざ す こ とは決 して 不可能 な こ とでは ない と思 われ る。

この パ ッケー ジが 関連 企 業 間 で多 い に利 用 され、 そ れが 企 業促 進 のため に 若 干 で

も役 立つ こ とが あれ ば我 々 シ ステ ム設 計 者 に とつ ては 非 常 な喜 び で あ り、 かつ 目的

とす る もの で ある 。

6.2.2食 品 卸 売業 の 現 状

この 種 の業 界 に おけ る 業 務 組 織 は依 然 と して 旧態然 の所 が 多 く人 手 を 中心 とした

人 海 戦術 でそ の処 理 に 当 り電 子 計 算 機 を中心 と した シス テ ム を採 用 してい る会社 は

わ ず か1社 にす ぎない。 即 ち、 現況 と しては 、 自社 導入 でほ ぼ 全 面的 な切 り替え を

終 了 して い るの は、 前 述 の如 く1社 のみ で あ り、 他社 に おい て は 自社導入 は 完了 し

て い るが部 分 的 な処理 に よる研 究開 発 の段 階 にあ る 所 が2、3社 、44年 度後 半 か

ら45年 度vak・ い て導 入 計 画 の ある 所 が2、3社 で あ り、 そ の外 では 中 小14社 で

共 同計 算 セ ン ター を 設立 し共 通 業 務 の処 理 に当 って い る所、 又部 分 的 な処理 を計 算

セン タ ー に委 託 してい る所 が 数 社 とい つ た ところ で あ る。 この 様 に機 械 化 が遅 れ て

い る原 因 は種 々の理 由が 考 え られ る が、 ま ず そ の中 で も古 い 習慣 及 び、 し きた り と

いつ た 前 時 代的 な産物 が この 業 界 には 未 だ存 在 してい る とい う こ とに あ る様 に思わ

れ る。 とい うのは、 この業 種 の大半(特 に大 手 の会 社)は 数10年 以 前 にい わゆ る

問 屋 と して設立 され、 そ の時 点 で の慣 習、 しきた りを引 き継 ぎなが ら次 第に そ の幅

を広げ て来 た様 な と ころが 多 々見 うけ られ る か らで ある。 従 っ て この 様 な機 械化 と

は とて も結 び付 きそ う にな い と ころ の状態 は早 急 に打 破 し新 しい 現 代 の社 会 情勢 に

沿 っ た シ ステ ムを導 入 す る ことが急務 で あ る と思 われ る。

さ て、 計 算機 を中心 と した新 シ ス テ ムへ の移行 に おい て まず 考 え るぺ き こ とは、

そ の移 行 順序 で あ る。 通 常は ま ず 日常業 務 に適 用 し、 順 次 管 理 事 務へ、 そ して経 営

の意 志 決 定 へ と高 度 の適 用 方法 へ と進 む こ とが一 般 に言 われ てい る ことで あるが、

今 回 の シ ス テ ムの設 計 に当 っ て は、 この様 な理 論 は と も角 と して、 日常業 務 が処 理

能 力 を オ ー バ ー して お り、 この打 開 が急務 で あ る とい う実 状 か ら して、 まず 日常 業

務 を出来 る だ け広 い範 囲 で機 械化 す る こ とに よ り、 膨大 な 事務 量 を吸収 す る ことを

第 一 目的 と し、 更 に従 来 は人 力 の関係 そ の他 で作 成 不可 能 で あ つ た管理 資 料 を作 成

す る ことに よ り、 管 理 事 務 の 向上 を計 る こ とを併 わ せ て企 図 し、 シス テム の基本 構

想 を勘 案 した。
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ま ず第1に 考 え るべ きこ とは デー タ 、の収 集方 法 及び 計算 機 へ のイ ン プ ッ ト方 法

で あ るが、 収 集 方 法 は大別 して2通 りの方 法 が 考 え られ る。 そ の1は 品物 の 出荷 伝

票 と紙 テ ー プ(エ ッ ジカ ー ド使 用)を 同 時穿 孔 す る方 法、 そ の2は 配送 後 受領書 の

引 合 わせ が終 了 した時 点 でそ れ を一 応 完 全 な売 上 と見 な し、 受 領書 よリデ 一 夕 を
ノ へ

抜 きだ す 方法 で ある。 しか し、 この2通 りの方 法 には 各 々一 長一 短 が あ り、1で は

処 理 の ス ピー ドは上 が る が ミス が多 い。2で は バ ッ チ処理 であ る か ら1に 比 べ る と

ス ピー ドは一 段 落 ち る が、 正 確性 は あ る とい つ た 具 合 で ある。

そ こ で当 シ ス テ ム の場 合 は デ ー タ'の 量 及 びそ の 内 容 か ら考み、2の 方法 を採 用

した。

次 に イン プ ッ トす るデ ー タの範 囲 で あ る が、 これ は販売 管 理 シ ステ ム に 直 接、 間

接関 係 す る デー タ を全 て イ ン プッ トす る と どを条 件 と し、 売 上 ・入 金 の み な らず

仕 入、 移 動 ま で をそ の対 象 と した。

イン プ ッ ト媒 体 は デー タ 量 及 び取 扱 い の簡 便 さ か らカー ドと し、 そ の種 類 は前

述 の 如 く、 売上 ・入 金 ・仕、入 ・移 動 の4種 に 区分 し、 同時 イン プッ トをそ の条件 だ

設 計 した。

処 理 サ イク ル は 売上 発 生 か ら機械 処珪 ,∫ 一 応7日 と し、極 力そ の サ イクル で処

理 す る ことを 前提 と した。 しか し、 これ は売 上 伝 票 の発 行そ の もの の ス ピー ドに も

関係 す る こと なの でそ の辺 りの事務 改善 の必要 性 は 多い に考 え られ る こ とで あるち

作成 資料 は販売 員管理、 得意先管理、 売掛 ・買掛金管理、 在庫管理 等そ の用 途に

従っ て区 分 し作 成 してい る が、 将 来 必要 性 の 出 て くる こ とが考 え られ る 資料 につ い

て の デー タ'は 全 て プ ア イ ルに して残 す よ うに設 計 した。

以 上 が 当 シ ス テ ム(う設 計 概念 で あ る がそ の詳 細 にっ い ては以 下 順次 述 べ る ことに

す る 。

(1)会 社 概 況

イ 沿,革

株式 会 社M本 店 は、 明 治2年 に創 業 を 開始 し現 在 に至 っ てい る が、そ の業

務 は 酒、 ビー ル、 そ の他 一 般 食 料 品 の卸 売 りを 主 に してい る。

ロ 所 在 地 東 東

ハ 資 本 金2 ,000万 円
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二 営 業 種 目

酒、 ビー ル、醤油、 味噌、墳罐詰、清涼飲料 水、調味 料そ の他一 般食料 品

の卸売 リ

ボ 従 業 員

550名(男:250名 、 女120・ 名)

へ 関 連 会 社1社

ト 営 業 所'

板橋、葛飾、 世田谷、千葉

(2)業 務活動 の現状

当社 の業 務活動 は計画、 販売、経理、一般事務の四部門 に大別 される。計画

は長期計画及 び短期計画 の二つ の計画 が主柱 をな し、特 に長期計画はそ の年の

販 売計画 の全貌 を表 わす もの であるか ら・ 前年 の実績 をもとに詳細 かつ 綿密 に

作 成される。販売は倉出及 び直送 の二つの系統 を採ってい るが最近 の交 通量の

増加並 びに小売店 の販売形式 の変 化 に伴 って生 じる輸送問題、伝票処理 の煩雑

さは 日増 しに増加の一途 を途っている。 又、取扱 い商品の;生格上在庫管理上 の

問題、 季 節的 な販売 の変動 ひい ては社会 経済状態 の動向 にも即応 した活 動が要

求されるため計画 部門即ち管理部 門に対 する比重 が増大 してい る。販売、経理

に於い て一部機械化 を行 ってい るがそ の主体 となる伝票 処理、 資料作成過程 は

末 だ手作業 で行っ ている。現 時点では比較的 スムーズ に処理 されているがやは

り手作業 よ り生 じる誤 りが多 々発 生す る事 実は否めない。

倉庫は板 橋、 世 田谷、 葛飾の三 カ所に設置 され、板橋 は単独 に営業 も行って

い る。 しか し完全 に独立 した ものではな く仕入、 直送等 に関す る指令は本店 よ

り与 え られ る。

1計 画

月 に一 度定例会議 として次の会 議 が持たれ、そ こで諸計画 がたてられる。

重 役 会 議

総 合 会 議

販 売 会 議

資 金 会 議

課 長 会 議

=2㌔々 一



〔年 間計画 〕

前年実績 の%増 とい う形で販売量 が決定 され る。

決 定 の 基 と な る 資 料 は 得 意 先 別 売 上 実 績 、 販 売 員 別 売 上 実 績 等

である。 しか しこれ らの資料を作 成す るのは非 常に作業容量 が大 きいので全

商品につい て実績 を明 らかにす るのは現在では不可能 であ る関係上、商品に

制限を加えて作成 してい る。そ の結果 食品関係 等 の販売計画 はたてていない。

〔月間計画 〕

前月同月の販 売活動状況を参考に して計画 され る。又同時 に販売員別の販

売員 の販売能力、 実績及び担 当得意 先の活動状況等 を加味 した上 で、 販売 員

の販売割当 て も行 う。 この際割 当て決 定 に最 も重要な要 素になる。前月の販

売員個人 別実績は現況では短期間に於い て、 そ の把握 が不可能 なの で参考 に

はされ ない.又 、 在庫表、売 り上げ実績を基 に して仕 入量 の決定 を行 う。

以 上の各計画並 びに決定は各 課が主 となつ て行い、総合会議 に於い てその経

果 及びそ れに基 づ く今後 の動 向が検討 され る。

2販 売

販売形式は当 日受 注 一当 日販売 の形 を採っている。以前は当 日受注 一翌 日

販売 で あつ たが、現 在では小売店 の注文が小 口化 し小売店に於 け る在庫の回

転 がス ピー ド化 したの が現形式 に変 化 した主要因 である。そ のため第2章 で

記 した如 く販売部 門 には迅速 に しか も正 確にその処理 にあたる ことが要求 さ

れる。特 に注文 が殺到す る午前 中にはそれが云われ る。販売形式 の も う一方

の方法 に直送販 売 がある。 これは受 注 した商品に よリメーカ に依頼 し、 直

接得 意先 に運送す るや り方 である。 この方法 であれば倉庫 の在庫 には関係 な

く商品販売 が行え るので、その処理 は比較的簡単 であるが唯、 売上発生よ り

その成立 の判 明迄 時間 が掛 り過 ぎることが難点で ある。何如 なら各販売員 の

実績判 明の遅れ、 統計 資料の遅 れを招 く原因にな るか らである。そ の他 拡

充、引 き売 りと云った ような新製 品の販売のため の方法 を採 ってい るがこれ

らは機械化には直 接関係 しないので、 そ の詳細 についてはここでは省略する。

食品問屋 に於け る販 売管理 の特 徴及 び重要 な点 は、次 の二 点に まとめ られ

る。そ の1は 前記 の販売活動の迅速さ であ り、 そ の2は 取扱い 商品の性質 に

起因す る在庫管理 で ある。不良在庫 を な くし回転を早 くする事 が最 も重要な
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こ とで あ るが、 そ のた め に は 上 層部 の適 格 な判 断 が 必要 に なる。 不 良在庫 に

在 り易 い商 品は何 か、 い か に そ れ を防 ぐか、 又万一 不 良 在庫 に なつ た場 合 そ

の処 理 は ど うす る か又新 製 品 の 販 売方 法 等 多 くの問 題 が上 層 部 に 対 して与 え

られ るだろ う。

そ の一 つ一 つ に対処 した適 格 な判 断 を行 う こ とは容 易 な ことで は ない。 対

メー カ ・・、 対 販 売 店 と の充 分 な 情報 交 換、 トッ プか らス タ ッ フ迄 の ライ ンの

確立 、 過 去 の デー タ の 蒐集 等 問 題 解決 の 糸 口に な り得 るそ れ ら の情報 網 の

統合 が今 後 のM本 店 に与 え られ る大 きな課 題 と云 え よ う。

5.経 理

経 理部 門は次の二部 門 に大別 される。 その1は 販売の成立 の結果 として起

る入金処理 を取 り扱 う会計 部 門で あり、そ の2は 販売の全般 に渡 る伝票 の集

計、統計 資料 の作 成等 の業務 に従 さわる計 算部門 である。各 伝票類は売上げ

発生 と同時に ワン ・ライテ ィグで酒類、 ビー ル、醤油、食品 の四分類別に受

注伝票 より業務部 門で作成 され ここに回され る。入金 に関す る伝票 に関す る

伝票類は会計部 門に於いて計 算部 門へ 回され、 売上げに関す る伝票類 と共に

統計 資料 作成に使用 され る。 以上 の過程に於け る分類 ・集計 ・照合及 び資料

作成等 の作業は一部機械化 されてい るが、そ の大半は手作業 である。特 にそ

の全 てが人間の手を介 している分類 は大変 な作業量で ある。 現在5～4人

(女 子)の 手で行ってい るが月末 の作業 には全員 で当っ ている。経理部門に

は現在50人 程 の事務員 が業務 に従事 しているが(大 半 は女子)そ の数は現

在の従業員 数の約7分 の1を 占め るものである。販売員 の数 と比較 して も5

:3の 割 で経理 関係の方 が多人数 で ある。そ れでは、 何故そ れ だけの人員が

必要 なの か?答 は 〃処理上必要 だか ら 〃。

(5)業 務分析 図

次 に当企 業の業務分析 図を示 す。
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6.Z5現 状 の問題 点

我 々は、 業 務 活 動 の現 状 を第1次 現 状 調査 、 第2次 詳細調 査 を通 じて把 握 した。

調 査 に当っ て は我 々が感 じた重要 事 項 の1つ に計 画 性 の欠 如 が あ げ られ る、toよ そ

企 業 活 動 は 過去 の実 績 に基 ず く計 画 に 従 っ て動 かね ば な らず、 い わゆ る経 験や カ ン

に よつ て活動 しては な らない 。

合 理 化 を推 進 して ゆ く過 程 で 日常 用い てい る用 語 の統 一 も必 要 事項 で あ る。 各課

あ る い は人 に よつ て同 じ内容 を違 っ た言 葉 で表 現 してい る。 例 え ば印 分 帳一 商 品受

払 い 台帳 、 販 売 員 一外 交 員 一 担 当 者 一 セー ル ス マ ン、仕入 先 一 メ ー カー生 産 者、 商 品

一 品 名 一 銘柄 等 の用 語 は 早急 に統一 しなけ れば な ら な い。 用 語 の統一 に よる言葉 の

定 義化 は販 売 政策 の上 で必 要 かつ 有益 な事 で ある。 職 務 分 掌の作 成 も必要 であ る。

現 時 点 では職 務 分 掌が ない ため組 織 に 仕 事 がつ か ず、 入 に仕 事 がつ き業務 活 動が 混

沌 と して い る。

体系 づ け られ た職 務 分掌 は 業務 の 内容 を円滑 にす る。

当 モデ ル では作 成 帳 票 の種 類 が非 常 に 多い 。 この原因 は基本 的 な帳 票 を 作 る為 の

補 助帳 票 が 多 い 為 で ある。 機 械化 に あ た つ て何 が本 当 に必要 な 帳票 か再 考 す る必要

で あ る。 第2次 調 査 で は 直接 現場 の担 当 者 に対 して 面 接 を行 っ たが 、 担 当 者 は現 在

の 自分 の職務 の事 務 量 が どの 程 度 か知 らな い 者 が 多 い.そ の ため管 理 者 も作 業計 画

が た 〉ず な り ゆ き管理 にな つ て し まつ て い る。 事務 長 の把 握、 作 業撰 進 の確立 は機

械 化 に 是非 と も必 要 な ことで あ り早急 に や らね ば な ら ない。 そ の調 査 に は時 間研 究、

動 作分 析 等 の調 査 手法 の 導入 も良 い だ ろ う。

次 に エ ジー の処理 も大 切 な事 項 で あ る。 直接的 な エ ラー は処理 作業 時 間 を増す だ

け で な く機 械化 後 のデー タ こ・の受 渡 しの際 の エ ラー、 オペ レー シ ョンエ ラー 等様 々

の間 接 的 エ ラー を起 す 原因 とな る。 作 成 さ れ た伝 票(情 報)が 何 らか の都 合変 更 さ

れ る原 因 に は2つ の場 合 が考 え られ る。 そ の1つ は 作 成 さ れた 伝 票 が誤 っ て起伝 さ

れ た場 合(以 下ERRORと 呼 ぶ)、 そ の2は 伝 票 の一 部(あ るい は全 部)が 都合 で

修正 さ れ た場 合(以 下 修正 と呼 ぶ)で あ る。ERRORは シス テ ム設計 上 で極 力 さ

け る よ うなシ ステ ムに作 りあげ、 修 正 は企 業 が生 きてゆ く継 続誤 業体(ゴ ニ イン グ

コ シサ ー ン)で あ る以 上様 々 な時点 で起 る こ とを考 慮 しな け れば な ら ない。

こXで は第1次 、 第2次 調査 に於 い て 判 明 し た売 上 伝 票 に対 す るERRORに っ

い て の実 態 をABO分 析 と呼 ば れ る調査 手 法 で調 べ てみ た。 以 下 の図6 、2.5-A～

'・∋2も4一



図6.2.5-Dは そ れ ぞ れ酒 類、 食 品、 ビー ル、 醤 油 の結果 で ある。

図 か ら明 らか な様 にERRORに は銘 柄 違 い、 単 価訂 正 、 金額訂 正、 数 量 訂正 等、

売 上 伝呉 起 算 時 の エ ラー が殆 ん どであ る。 主 な原 因 と して は次 の2つ が考 え られ る 。

○ 価 格体 系 が複 雑 で あ る。

○ 受 注 時 間 が 集 中 してい る。

ERRORを 減少 させ るた め には起 伝 後 直 ち に違 う人 がチ エソク す る、 動作 改 善

を行 なっ て 受注 時 の作 業負 荷 を減少 す る等 が考 え られ る。
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ビ ー ル 訂正伝票起伝原因
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醤 油 訂正伝票起伝原因
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6Z4シ ステ ムへ の要 請

我 々は 以 上 の如 く業務 活 動 状 況 を把 握 しEDP移 行 へ の指 針 と して次 の様 な 結 論

を 得 た。 業務 活動 の全 て をEDPに 移 行 す るこ とは 様 々に変 化 し てい る企 業 の 中 に

あつ て有 意 義 かつ 好 ま しい こ とで あ ろ う。 しか しそ の企 業 の 全 て を包 克 した 全 体 的

なEDP移 行 を最 初 か ら計画 す る こ とは 非常 に困 難 な こ とで あ り,か えつ て 業務 の

混 乱 を招 く原 因 にな りか ね な い。 む し ろEDP移 行 を 最初 に手 掛 け る場 合 には 最 も

組 織 的 な部 分 か ら始 め る こ とが好 しい結 果 を もた らす だ ろ う。

で は 当社 に於 い ては どの部 門 を移 行対 象業 務 に決 定す れば よい か?上 層 か ら下

層 迄 の あ らゆ る部 門 で行 わ れ る 「決 定 」 に対 して詳 細 か つ迅 速 に情 報 を 与 え なけ れ

ば な ら ない部 門 ・それ は販 売 管 理,及 び 在庫 管 理 部 門 で あ ろ う。 特 に販 売 政 策 上 与

え る影 響 が非 常 に大 であ る とこ ろ の請売 実 績 の詳細 な情 報 は現 時 点 に於 い て は もは

や 計 算 機 にた よ ざ ら るを得 な い だ ろ うと思 わ れ る。 増 大 す る販 売 網,そ れ に よっ て

もた ら され る多 くの帳 索 群,そ れ らの 処理 を人 の手 に た よって い る ζ とは ます ます

情 報 の遅 れ を招 くに違 い ない 。

情 報 の遅 れは 即 判 断 の遅 れ を 招 きひ い て は過 当競 争 と も言 うべ き現代 の社 会情 勢 に

敏 速 か つ正確 に対 処 し得 な くな るか も知 れな い。

計算 機 は 新 しい情 報 を 注入 す れ ば正 確 に しか も驚 くべ き速 さで 判 断,処 理 を行 い

人 間 の期 待 に寸 分 相 違 な い結 果 を もた らす だ ろ う。 その 結果 を 検 討 し正 し く企 業 に

役 立 て るこ とで又 新 しい今 迄 得 る こ との な か った情 報 を得 る こ とも 可能 で あ ろ う。

しか し,こ こで忘 れ て な らな い こ とは 計 算 機 に正 しい 判断 を 行 わ せ るのは 人 間 で あ

り,そ の結 果 を 有効 に使 用 す るの も人 間 で あ る とい うこ とであ る。

そ の ため には 計算 機 と人 間,す な わち 計算 機 とM本 店 の従 業者 全 てが 二 者 一 体 と

な っ た企業 の合 理化 を 計 る こ とが 今 後 の 活動 にお い て最 も重 要 な こ とでは な い か と

思 わ れ る。

6.2.5シ ステ ムの構 想

(1,)基 本構 想

第1次 調査,第2次 調 査 の結 果 か ら,売 上 ・仕 入 ・入 金 に基 づ く販 売 在 庫 管

理 シ ス テ ムが,当 社 の 現状 に最 も即 応 し た もの であ る と と,及 び これ らの情 報

が時 機 に応 じて 得 られ る こ とが必 要 であ るこ とを 痛感 し た。 一般 に経 営 管理 へ

一`・・b59・"一



の電 子 計 算機 の導 入 は,次 の3段 階 が 考 え られ る。

1.日 常 業務 へ の適 用

2.管 理 活動 へ の 適用

3.経 営 の 意志 決 定 活動 へ の 適 用

経 営EDP化 の本 来 の 目標 は,経 営 の意 志 決 定 に寄 与 す る マネ ジ メ ン ト情 報

の提 供 にあ る。 しか し,そ の基 礎 とな る 日常 業 務 のEDP化 が計 られ な い か ぎ

り,計 算 機 の高 度利 用 は砂 上 の楼 閣 にす ぎな い。従 って,、 当面 の課 題 として 売

上 ・仕入 ・入 金 に関 す る 日常 業務 に,デ ー タ 処理 の主 眼を 置 くこ とに した。

日常業 務 は,管 理 サ イ クルか ら次 の 様 に 分類 が で き る。

o日 次 処理

05日 ・10日 処理tL

o月 次 処理

。 年次 処 理

また必要 とす る情 報 に よって 日常業 務 を 分 類す る と次 の 様 にな る。

o販 売 ,入 金 実 績 ナ巴握'

o仕 入,支 払 実 績 把握

。 在庫 把握

O管 理 資 料

入 力 デ ー タ の媒 体 と して,カ ー ド ・紙 テー プな どが 考慮 され た が,下 記 の理

由 に よっ て カー ドが 最 善 の入 力媒 体 であ る とし採 用 した。

Oカ ー ドの伝 票 機 能

o修 正,差 し替 え が容易 で あ る

o紙 テー プ よ りも入 力 が 速 く確実

o機 械 的 に分 類(SORT)が 可能

また,薪 シ ス テ ムの外 部 記憶 装 置 として 磁 気 テ ー プ(MagneticTape)を

用 い る こ と にし た。 磁 気 テー プは プ ログ ラ ムや デ ータ の 記憶媒 体 とし て利用 度

の高 い大 容 量 記 憶 媒 体 で あ る。 諸統 計 お よび デー タ ー の 分析 な どに必要 な 長期

間 の 膨大 な情 報 の 記 憶 には極 め て有 効 であ り,新 シ ス テ ムの ファ イル には 全 て

磁 気 テー プを 用 い て磁 気 テ ー プを 用い てい る。

プ ログ ラ ム言 語 とし てCOBOLを 用 い る。COBOL(CommonBussiness
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OrientedLanguage)は 民 間 お よび 政府 諸 機 関 の使 用 者,計 算 機 製 造 業 者

そ の他 の人 々が 集 まって 作成 し た事 務 用共 通 言 語 で あ る。

COBOLは 次 の 利 点 を もって い る。

1.共 通 性

COBOLは 事 務 用共 通 言 語 と して の性 格 を もっ てい る。 計 算 機 を新 しい も

の に置 き替 え た際 の プ ログ ラム コン バ ー ト,ま たは 一 部 の 仕事 を一 時 的 に他 の

計 算 機 で実行 す る と き,再 プ ログ ラ ミン グの手 間 を節 約す る。

2、 読 み ゃす さ

COBOLは 下 記 の様 に4つ の要 素 にわ かれ,プ ・グラ ムが 文章 を構 成 して

い る。

IDENTIFICATIONDIVISION

(プPグ ラム に関 す る説 明)

ENVIRONMENTDIVISION

(デ ー タ 処理 に使 う計 算 機 に関す る指 定)

DATADIVISION

(処 理 す るデ ー タ に関 す る指 定)

PROCEDUREDIVISION

(デ ータ を 処 理す る手 続 に関 す る指 定)

3.書 きゃ す さ

フ ロー チ ャー トに沿 って,そ の手 順 を 計算 機 の理 解 出来 る言 葉 に書 きなお す

この作業 を コー デ ィング と呼 ぶ。COBOLは 英 語 を基 本 とす る言語 で コー デ

ィン グの 日常 作 業 を 能 率 よ く行 な うこ とが で き る。

シス テ ム設 計 に あ た って は,シ ス テ ムの 目的 と範囲 を明 らか にす る と とも に
,シ

ス テ ム全 般 に わ た って 次 の こ とが ら に十分 留 意 し,運 用 し易 くか つ経 済性 の高 い

シス テ ムとす る よ う努 め た。

① 従 来 の事 務 処理 方 法 に と らわれ ず,徹 底 して簡 素 化,標 準 化 を図 る。

② 機械 処理 を し た 部分 の 前後 にあ る手 作業 部 分 の合 理化 を図 る。

③ 入 力資 料は 原 始 資 料 を あ て,記 入 方 法 は 誤 りの起 らぬ よ う配意 す る。

④ 電 子 計 算 機 の効率 的利 用 を図 るた め シ ス テ ム設 計 上 の次 の事 項 に留 意 す る'

O電 子 計算 機 で 行 な うデ ー タの チ ± ックは ,エ ラー リカバ リーを考 慮 し効
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黒 白勺にz寸な う。

Oオ ペ レー シ ョン エ ラー の起 らぬ よ うな ツ ス テ ムにす る。

o同 一業 務 におけ る入 力 資 料 ま たは 出力 資 料 の大 き さは,極 力同 一 の 規格

に統 一 す る。

O電 子 計算 機 の機 械構 成 を考 慮 して機 械 処 理の 工 程 を設 計 す る。

⑤ シ ス テ ム設 計 終 了後 または 実 施 にお い て,い たず らに シ ス テ ム変 更 を きた

さな い よ う,長 期 的 な見通 し に立 った設 計 を行 な う。

{2)シ ス テ ム設 計 の方 法

基 本構 想 に従 って シ ス テ ム設計 を進 め てい く過程 は,計 算 擬 の 処理 手 順 に類

似 してい る。 す な わ ち,デ ー タが入 力 され なけ れ ば 計算 機 は以 後 の プ ロセ スを

行 な うこ とが で きず,ま た途 中の プ ロセ スが なけ れ ば ア ウ トプ ッ トもあ り得 な

い。 言 い替 えれ ば,こ こ で言 求 す る シス テ ム設 計 とは,入 力 さ れ た デー タを処 理

し出力 され る まで の過 程 を い って い る。対 象 企 業 の新 ツ ス テ ム に於 て,入 力 資

料 は 得意 先 に対 して行 な った販 売 事 実 を示 す 売 上 伝票 を主 た る入 力 資 料 と し,

仕入 先 か らの商品 仕入 に伴 な う仕入 伝 票 と商 品 販 売 の結 果 として 起 る入 金 伝 票

を 用 い るこ とに した。 また,商 品 の 仕入 と売 上 には,商 品 の在庫 管 理 の 必要 性

が生 じ る。

(2)-1販 売 情 報 の把 握

販 売事 実 を捕 え る原始 デ ー タ とし て売 上伝 票 を 用 い る。 売 上 伝票 は 前述 の様

に倉 出 し売 上伝宗 と直送 売上 伝票 の2種 類 にわか れ る。 倉 出 し売 上伝 票 は 得意

先 か らの注 文 受 注 時 に,直 送売 上 伝 票 は メー カ… か らの商 品 配達完 了 報 告書 送

付 時 を売 上 日 とし入 力 す る こ とに し た。

旧 シス テ ムでは 売 上伝 票 を,酒 類,ビ ー ル,奨 油,食 品 の4分 類 毎 に別 々の

伝 票 が 用 い られ,か っ 直送,倉 出 し別 に異 な ってい た。伝 票 の種 類 が 多 い と事

務 を 煩雑 にす るだけ で は な く,誤 りの原 因 ともな りかね な い。 機 械化 に 当 って

売 上伝 票 を一 種 類 に統 一 し,必 要 最 少 限 度 の伝 票 を ワン ライ テ ィング で作 成す

る こ と に した。 売 上 デー タ… は 売 上 年 月 日 と整 理番 号 お よび行 番 号 を 最 少 の単

位 とし て捕 え る。 配送 区 分 は倉 出 し,直 送 の 区 別 を示 し,そ れ ぞ れ売 上 即入 金

か否 か が判 別 され る。 また,商 品 に よっ ては値 引 き不 可商品 もあ り,そ の他 追

加 売 上,御 来 店,訂 正 な どの よ うに 直接 デ ー タ として 影 響 の ノ:(い項 目を も り込
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む ため適 用 を,も うけ た。

売 一ヒ伝 票 は 図6、2.6-A売 上 伝 票 の フ ォー ムに従 い,関 連 伝 票(入 金 伝 票,

納 品書 受 領書,発 送 伝 票等)と 同 時 に ワソ ライ ティ ン グで作 成 さ れ る。

{2)-2入 金情 報 の把 握

入 金 情 報 は 売 上 の結 果 と して生 じ,取 引き の終 りを示 す 大 切 情 報 で あ る。 入

金 が 売上 データ とチ ェ ッ クされ る こ とを消込 み と呼 び,消 込 は 売 上 年 月 日 と整

理 番号 に よっ て行 な わ れ る。

入 金 伝 宗 には入 金 の区 分 を 表 わ す入 金 区分 が定 め られ て い る。 入 金 区 分は 現

金,小 切手,手 形 お よび それ ぞ れ が 即入 金 であ るか否 か を 区別 して い る。入 金

が手形 で あ ると きは 手 形 済 度を 手 形 満期 日 として 記入 す る。

これ らの情 報 に よっ て,売 掛 金 の 回収 状 況,敗 充 員の集 金 実 績,手 形 済 度 の

把握 な どを行 な い,資 金 運 営 に役 立 て る。

入 金 伝票 は売 上 伝 宗 起伝 時 に ワン ラ イ ティ ングで 作成 され る。 計 算 機 へ の入

力資 料 と して は,図 の太 線 で囲 ん だ 内容 を イ ン プ ッ トデ ー タ とす る。

(2)-5仕 入 情 報 の把握

仕入 情 報は 売 上 の前 あ るい は 同時 に起 る。 仕入 に よっ て販 売 が 行 なわ れ,売

上 げ た商品 と仕 入 た商品 との 差 異 が在庫 で あ る。 問 屋業 の様 な社 会 的影 響 を お

よぼ す流 通 企 業で 仕入 実 績 の は たす 役 割 は大 きい。 仕入 情 報 は 図6.2.6-C仕

入 伝 票 の フ ォー ム に基 づ い て 作 成 さ れ る。 仕入 区 分 は,仕 入 た 商品 が 直送 で あ

るか,倉 入 で あ るか を区別 す る。 計 算 機 へ の入 力資 料 として,図 の太 線 で囲 ん
'

だ内 容 を イ ン プ ソ トデ ー タ とす る。

{2)-4在 庫 情 報 の把 握',

在 庫 は 前述 の 様 に,売 上 と仕入 の差 を もっ て捕 える。 また倉 庫 が数 か所 に分 散

配 置 されて い る企業 では,倉 庫 間移 動 の情 報 を売 上,仕 入 に加 え在 庫 の管 理 と

行 な う。従 って,冗 上,仕 入 伝 票 は 売 上 ・仕入 情 報 の他 に,在 庫 を把 握 す る全

て の情 報 を網羅 しなけ れ ば な らな い。 た とえば返 品 ・破 損 な ど につい て も適 切

な 処置 が 出来 る様 に な って い る。

商 品 移動 は,商 品 を必要 とす る倉庫 が要 求 を出 し,払 出 し側 倉 庫 が 移 動 伝 票

を起 伝 す る。 商品移 動 伝票 は 図6.2.6-D移 動 伝 票 の フォ ー ムに よって 作 成 さ

れ,計 算 機 へ の入 力 資 料 と し て図 の太 線 で囲 ん だ項 目を イ ン プットデー タとする。
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6.26シ ス テ ム の 概 安

EDPシ ス テ ム の 設 計 に は,取 引 の 条 件,単 位 の き め 方,ト ラ ン ザ ク ッ ・ン,エ

ラ ー リカ バ リー な ど を も れ な く 調 査 し,分 類 整 理 し な け れ ば な ら な い 。 当 節 で は,

イ ン プ ッ トさ れ た 冗 上,仕 入,入 金,移 動 デ ー タ が,ど の よ う な 型 で 集 積(File)

さ れ,処 理 さ れ る か を 述 べ る 。 .

{1)エ ラ ー リ カ ノミ リー(事 故 ヌ寸策)

エ ラ ー リカ バ リー と は,シ ス テ ム 上 で 起 り 得 る す べ て の 誤 り の 検 出 お よ び 事

故 に つ い て 述 べ た も の で あ る 。 エ ラ ー に は 機 械 的 な 誤 り も あ れ ば,人 為 的 な 誤

り も あ り,シ ス テ ム設 股 上 で 十 分 に 検 討 し て お か ね ば な ら な い 。

エ ラ ー の 検 出 は 次 の 様 に 分 類 さ れ る 。

Oカ ー ドイ ン プ ッ ト時 に 検 出

Oマ ス タ ー テ ー プ と チ ェ ッ ク さ れ た 時 に 検 出

O中 間 フ ア ィ ル 上 で の 検 出l

oそ の 他 の エ ラ ー

ヵ ニ ド イ ン プ ッ ト時 に 検 出 さ れ る エ ラ ー は 比 較 的 単 純 な エ ラ ー で チ エ ッ.ク ・デ

ジ ソ ト({5)コ ー ド設 計 及 び コ ー ド参 照)の エ ラ ー,売 上 年 月 日 と 配 送 年 月 日,

処 理 日 の チ エ ソ ク,倉 庫,4分 類 の チ ェ ッ ク な ど を 行 な う。

マ ス タ ー テ ー プ と チ ェ ッ ク さ れ た 時 に 検 出 さ れ る エ ラ ー に は ,得 意 先 の 担 当

戦 死 員 が 異 な る,得 意 先 コ ー ド,商 品 コ ー ドな ど で チ エ ッ ク ジ ッ トは 正 し い が

コ ー ドが す で に 破 棄 さ れ て い る
,適 用 単 価 が 異 な る な ど の エ ラ ー で あ る 。

中 間 フ ァ イ ル 上 で 検 出 さ れ る エ ラ ー に は,完 全 に 同 じ デ ー ターJT・が2つ あ る,

入 金 に 該 当 す る 売 上 デ ー タ ー が な い,す で に 入 金 さ れ て い る に も か か わ ら ず 再

度 入 金 さ れ た な どが あ る 。 こ の 段 階 で の エ ラ ー は,個 々 の デ ー タ に 関 し て 言 え

ば 正 し い の で,非 常 に ゃ っ か い な エ ラ ー で あ る 。 そ の 他 エ ラ ー に は,オ ペ レ ー

シ ョン エ ラ ー,ハ ー ド的 な エ ラ ー な ど が 含 ま れ る 。 オ ペ レ ー ツ ヨン エ ラ ー は 結

釆 を 見 て 始 め て 発 見 出 来 る 事 が 多 く,ハ ー ド的 エ ラ ー も 同 様 で あ る 。 フ ァ イ ル

段 階 で の トー タ ル チ ェ ッ ク 等 に よ っ て 極 力 防 せ が ね ば な ら な い 。

各 段 階 で の エ ラ ー 番 号 お よ び エ ラ ー チ ェ ッ ク方 法 を 以 下 に 記 す 。
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1・ カ ー ド イ ン プ ッ ト時 に お け る 検 出

(入 力 時 の 論 理 チ ェ ッ ク)

＼<一 ・

エラー番号
＼

売 上100 仕 入200 移 動500 入 金400 i

E-1 配 送 日 直 送 日 売 上 日 付

2 処 理 日 処 理 日 処 理 日 処 理 日

3 得意先■秘 《) 仕入先(i認 《)

4 配 送 区 分 仕 入 区 分 OUT倉 庫 入 金 区 分

5 倉 庫 倉 庫 IN倉 庫

6 4分 類 4分 類 4分 類

7 商 品 名(チ エ ツ クデイジット) 醜 名(霧 膓《)商 品 名(チ エ ソクデ イジツ ト)

8' 適 要

9 特 殊 伝 票 特 殊 伝 票

10 直送 売上 日 ・ 手 形満 期 日

11 修 正
1

修 正 修 正

2・ マ ス タ ー テ ー プ と チ ェ ッ ク さ れ た 時 に お け る 検 出

売 上 仕 入 移 動 入 金

商品 の4分 類が 商品の4分 頬が 商品 の4分 類が

違 う 違 う 違 う

販売 員がない

得意先がな い 仕入 先がない

担 当販 売員が違

う

商品 がない 商品 がない 商品がない

適用単価 が違 う

一一267一



3.中 間 ファ イ ル上 で の 検 出

o

o

o

o

O

o

O

o

全 く同 じ入 金 デー タ が2つ 以 上 あ る

入 金 に相 当す る売 上 デー タが ない

入 金 され て い る売 上 デー タ ・に再 度入 金 デ ー タが きた

即入 金 デ ー タ であ る の に即入 金 ファ イル に売 上 デ ー タが な い

デ ー タの 追加 で あ る に もかか わ らずす で にあ る

デー タ の変 更 で あ る にもかか わ らず,変 更 す る相手 が な い

デ ー タの消 去 であ る にもか か わ らず,消 去す る相 手 が な い

デ ータ 中に同 年 月 日,同 整 理 ナ ンバ ー を もつ デ ー タが あ った

4.そ の 他 の エ ラ ー

各 プ ロ グ ラ ム 内 で 検 出 す る。

{2)プ ア イ ル フ オ ー マ ッ ト

当 シ ス テ ム は 磁 気 テ ー プ ベ ー ス で 設 計 す る こ と を 基 本 構 想 で 決 定 し た 。 フ ァ

イ ル は 基 本 的 な 最 も 重 要 な 内 容 を 網 羅 し た マ ス タ ー フ ァ イ ル と.実 績 を 集 積 し た

実 績 フ ァ イ ル,お よ び イ ン プ ッ トデ ー タ ー フ ァ イ ル に 分 類 さ れ る 。 フ ァ イ ル の

項 目 お よ び 内 容 は フ ァ イ ル 一 覧 表 を 参 照 の 事 。

1.イ ン プ ッ ト ・フ ァ イ ル

.'Oデ ー タ ・ カ ー ド

売上 カ ー ド

仕入 カ ー ド

入 金 カ ー ド

移 動 カー ド

パ ラメ ー ター カー ド

そ の 他 ダイ レク ト修 正 カー ド

Oマ ス タ ー カ ー ド

販 売 員 マ ス タ ー カ ー ド

得 意 先 マ ス タ ー カ ー ド

商 品 マ ス タ ー カ ー ド

仕 入 先 マ ス タ ー カ ー ド、

(修 正 売 上 カー ド)

(修 正 仕入 カー ド)

(修 正入 金 カー ド)

(修 正 移動 カー ド)

(オ ペ レー シ ・ン時 に使 用)

(必 要 に応 じ使 用)
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2.マ ス ター フ ァ イル関 係

Oマ ス ニター フ アイ ル

販 売 員,得 意 先,商 品,仕 入 先 の 基 本 情 報 を 網羅 した プ アイ ル

o在 庫 フ ァ イル(Btape集 積 フ ァ イル)

商 品 の在 庫 状 況 お よび在 庫 実 績を 把 握 す るための プ ア イル

3.実 績 プア イル

o得 意 先別 売 上,入 金 残高 フ ァ イル(Atape)集 積 プア イ ル4分 類 毎 の

売 上入 金,残 高 等 を把 握 す るた め の フ ァイ ル

o消 し込 み プア イ ル(Ctape)明 細 フ ァ イル,前 月 まで の 売 上 で未 入 金

の消 し込 み に用 い る。

o入 金 実 績 プア イ ル(Etape)明 細 フ ァイ ル。 売上 デー タが入 金 に よっ

て 消 し込れ た場 合 この フ ァイ ル に保 存 され る。

o仕 入 実 績 プア イ ル ㊥tope)明 細 プ アイ ル。仕 入 デー タ の実 績 を集 積

す る ため の プア ィ ル

o同 月売 上 プ ア イ ル(Gtape)明 細 フ ァイ ル。 月初 か らの 売上 デ ー タ

お よび同 月入 金,即 入 金 デ ー タ ー・を集積 し た フ ァイ ル,

o手 形 管理 プア イ ル(Htape)明 細 プ アイ ル。 手形入 金 さ れ た入 金 デ ー

タtフ ァ イ ル。Cの 入 金 実 績 プア イ ル に様式 は同 じであ る。

o売 上,仕 入,移 動 プ アイ ル(工 七ape)明 細 ファイ ル。 在 庫 管 理 把 握 の

た め 月初 か ら売 上,仕 入,移 動 デ ー タ ーを 累積 した プ アイ ルで あ り,在

庫 フ ァイ ル と共 に在庫 実 績 の把 握 に用 い る。

(3)ト ラン ザ クッ ヨン

トラ ンザ クシ ヨン とは売 上,仕 入,移 動,入 金 な どの よ うに実 績 プ ア イ ル に

増 減 変 更 を もた らす す べ て の動 きを 総 称 し てい る。 それ は,取 引の 成立 に と も

な っ て起 る商品 の動 き また は金 額 の動 きな どを 明確 にしな けれ ば な らな い。

トラン ザ クシ ョン には 集積 プ ア イル の増 減 に関 す る もの,明 細 フ ァ イ ル に関

す る もの,そ の他 の トラ ンザ ク シ ョン に分類 され る。

1.集 積 プ ア ィル に関 す る もの

O在 庫 フ ァイ ル の増 減 形 体
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1.集 積 フ ァイル に 関す る もの

○ 在 庫 ファ イル の増 減形 体

F

直送 入 庫 出 庫
入 庫
累 計

出 庫
累 計

直売
累計

倉 売
累 計

仕入
累 計

売上
直 送 一ト

脇

十

倉 出 し 十 十 十

仕入
直 送 十

倉入 れ 十 十 十

移動
受入 れ(エ) 十 十 十

払出 し◎ 十 十 －i

I

○ 得 意先 別 売 上 入 金残 高 プ ア イ ル 仏Tape)

売 上 は売上 累計 に加 え る。 入金 は入金 累計 に加 え る。

2、 、明 細 プア イル に関 す る もの

プア イル 名 テー プ名 売 上 仕 入 入 金 移 動

消 し 込 み 0 一(前 月 売上 に対 す る入
、 金)

入 金 実 績 E 十

仕 入 実 績 F 十

同 月 売 上 G 十 +纏)

手 形 管 理 H 十 一

売 上・仕入 ・移 動 1 十 十 十

5.そ の他 トランザ クシ ョン

特 殊 伝 票(売 上 、仕 入 伝 票)に つ い ては 次 の様 に取 り扱 う。
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コ ー ド

1

2

3

パ4

5

数 量

商 品 出入 に 算入 しない

黒 仕)デ ー タ

商 品 出入 に算入 しない

赤 ←)デ ー タ

赤 ←)

(4)出 力 資料 の 目的

基 本 構 想 に 於 て、 調査 企 業 の当 面 の 目標 と して売上 、 仕入、 入金 に供 な う日常

常 業務 のEDP化 にデ ー タ処理 の主 眼 を置 くこ とに なつ た6日 常 業 務 は管 理 サ

イクル お よび 出力 す る情 報 に よつ て分 類 す る と次図 の様 に なる
。

＼功

＼
情報

日次処理 5日 、10日 処 理 月次処理 年次処理

販
売

①売上速報 ⑪得意先別売上明
細書

入
金

②入金速報
◎売上限度表

'

⑫請求書控
o得 意先元帳
⑭得意先別売土入
金残高明細書

仕
入 ④仕入速報 ⑱仕入月報

在
庫

⑤移動速報

⑥商品受払い 日
0商 品受払 い月計

表

→

計表

管

⑦速報合計表
(4分 類毎 の合

計)

⑨中分類別売上数量
実績表

⑩販売員別売上数量

⑰収金実績表
⑫受取手形管理表
⑲商品別売上実績

⑳販売員得意先別
売上金額前年対
比表

⑧ エ ラ ー リ ス ト 実績表 表 ⑳販売員別売上金

理 額前年対比表
⇔販売員月別売上
金額前年対比表

の全売上金額前年
対 比表

図62.1情 報 お よび 処理 サ イク ル に よ る帳表 分類
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(4)-1.日 次 処理

日次 処理 は エ ラー リス ト、 速麺 類 及 び速 報 合 計表、 商 品 受 払 い 日計 表 、 売 上

限 度表 の4種 に分 け る こ とが で きる。

エ ラー リス トは前 述 の(1)エ ラー ・リ カバ リー で述 べ た様 に カー ドイ ン プ ッ ト

時 に検 出 され る もの と、 マ ス ター テ ー プ とチ エ ツク された 時 に チ エ ソクす る も

の の2種 類 が あ る。

速 報 お よび速 報 合計 表 は売 上 速 報 、 仕入 速 報、 移 動速 報、 入 金 速 報 、速 報 合

計 表 の順 に出 力 され る。 速 報 は そ の名 前 が示 す よ うに実 績 を な るぺ く早 く捕 え

る ため と、 デ ー タ のチ ェ ッ ク リス トの役割 りを兼 ねて い る。 エ ラー リス トに 出

力 され る 内容 は、 デー タ の論 理 エ ラー で あb、A得 意 先 がB得 意先 と誤 って書

か れ て しまつ た よ うな エ ラー は、 速 報 の読 み 合 せ の段 階 で チ ェ ック され る。 も

し誤っ たデー タ が あつ た ときは 修 正 カー ドにパ ンチ し、 正 しい デ ー タ と置 き替

え る。 速報 合計 表 は修 正 済 の デー タを4分 類 別、 売 上 ・入金 ・仕入 ・移 動 別 に

デ ー タの件 数 お よび 合計 金 額 を プ リン トした もの で あ る。 エ ラー リス ト、 速 報

☆ よび速 報合 計表 は表6.2.1で 示 さ れ る用紙 を用 い る。

商品 受 払 い 日計 表 は 個 々 の商 品 毎 の在 庫 数 量 力1算出 さ れ る。計 算 機 は あらか

じめ計 算 さ れて い る 適性 在庫 とチ ェ ック し、 も し適 性 在庫 水準 を下 まわ って い

る場 合 に は発 注 数 量 を プ リン トす る。 管理 者 は当 日 の 在 庫、 適性 在 庫、 発注 数

量 を考慮 し仕 入 要 求 を 仕入担 当課 に行 な う。商 品受 払 い 日計 表 は表6.2.2を 用

い る。

売上 限 度表 は不 良得意 先 の貸 し倒 れを防 ぐため に あ る。 不 良得意 先 は、セー ル

スマン の 報告 に基 き、 調査 担 当 者 がそ の得意 先 の資 産 情況 、 信 用度 等 をチ ェ ッ

ク し、 売 掛金 限 度額 と して決 定 され る。計 算 機 で は 当 日 ま で の売 掛金 合 計 と限

度 額 を チ ェッ ク し、 も し限 度 を越 え てい る な らば得意 先 名、 売上金 、 売 掛金、

売上 金 限度額 等 を プ リン トす る。 売上 限 度 額等 を プ リン トす る。 売上 限 陳表 は

定 型 用紙 を使 用 せず 、 標 準 用紙 を用い る。

(4)-2.半 旬、 旬処 理

5日 、10日 処 理 で 出力 さ れ る帳 表 は いず れ も月 初 か らの 売上 実績 を5日 、

10日 毎 に算 出、 累 計 した もの である 。

5日 処理 で は、 中 分 類 別 売 上 数 量 実 績表 を出 力 す る。中 分 類(酒 類 、 ビー ル、
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醤 油・ 食 品)を 個 々 の分類 の中 で10分 類程 度 に分 け た もの で ある。 中 分類

別 売 上 数 量 実 績表 は 中分 類 毎 の5日 間 の売 上 を集 計 し月 初 か らの 累積 と共 に

管理 資料 と して 出 力 す る もの で あ る。 後述 の販 売 員別 売 上 数量 実 績 表 と とも

に表6・2・5の 用 紙 を共 通 に用 い る。

10日 処 理 では、 販 売 員別 売 上数 量 実績 表 を 出力 す る。 と の帳 表 は 事 前 に

販 売 員毎 に割 り当 て られ た 目標 数量 と実 績 との差 異 を計算 し、 販 売 員 海 の 目

標 達 成 率 を 算 出 し管 理 資料 とす る もの で ある。 割 り当て は 中分 類 毎 に割 り当

て は 中分 類 毎 に 割 り当 て る。

(4)-5月 次 処理

月 次処 理 は請 求 書 の様 に直接 日 々の業 務活 動 に結 びつ くもの とそ うで ない

もの に分類 出来 る。 業 務活 動 にむす びつ くもの と しては、 請 求 書、 仕 入 月 報

商 品受払 い 月計 表 が あ り、 直 接 結 び つ か ない 管理 資料 と して 得意 先 別 売 上 明

細 表、 得 意先 別 売 上入 金 残 高 明細 表 、 集 金 実 績表 、 受取 手 形管理 表 、 商 品別

売 上 実 績表 が あ る。 また 得 意 先毎 の台帳 と して得 意先元 帳 が ある。

請 求 書は 販売 員 、得 意 先 毎 に前 月 まで の末入 金 売 上、 当 月 の売 上(入 金 済

の売 上 も含 む)を4分 類 別 に 出力 す る。 出 力後 請 求書 は販売 員 に渡 され て売

掛 金 回 収 業 務 を行 な う。

仕 入月 報 は当 月 の全 て の仕 入 商 品 を仕 入 先4分 類 別 に 出 力 し、 支 払 い に用

い る。

商 品受 払 い 月計 表 は 日次処 理 で 出 力す る商 品受 払 い 日計 表 を1カ 月 分 集 計

した もの で あ る。 商 品 受払 い月 計 表 は 倉庫 別 に出 力 した もの と全 倉庫 を ま と

め た全 店 表 の2表 に プ リン トさ れ、 在 庫 の前 月 繰越 と当月 入 庫、 当月 出庫 、

年 月 日等 を出 力 す る。 管 理 者 は個 々 の商 品毎 の荒 利 益、 回 転率 を知 る こと に

よつ て販 売 政策 ・ 在 庫 政 策 の基 礎 資 料 と し、 最 終 出庫 年 月 日に よつ て長期 在

庫 の処 理 を行 な う。 全 店 表 は数 カ所 の倉庫 の これ らの情 報 を ま とめた もの で

ある。

請 求 書 は表6.25を 、 仕入 月報 は表6.2.8.を 、 商品受 払 い 月計 表 は表6 .2.

9を 参照 す る こ と。

得 意 先 別 売 上 明細 表 は1カ 月 の売 上 デー一夕を 商 品毎 に 合 計 した もの で ある。

売 上 は 倉 出 し売上 と直送 売 上 に分 け られ、 得 意先毎 に どの よ うな商 品 が よ く
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販売 され ているかわか る。得意先別売上 明細表は表6.2.4で 示 され る。

得意先別売上入 金残高明細表は得意先別 の当月の売上合計 金額、入 金合計金

額・ 残 高・ 前 年 同 月 比 を出 力 した も の で ある。 この表 の 目的は 得 意 先別 の4分

類 毎 の残 高 を求 め る こと に よつ て貸倒 れ を防 ぎ、 販 売 政 策 に役立 て る こ と に あ

る。 得 意 先別 売 上 入 金 残 高 明細 表 は 表6.2.7を 参 照 の こと。

集 金 実 績表 は 販売 員 毎 の 当月 の集 金 対 象額 と集 金実 績 か ら集金 率 を算 出 し、

手形 済度 別合 計 金 額 を 明 らかにす る こと に よつ て、 販 売 員 の集 金 を促 進 す る こ

と にあ る∩

受取 手 形 管 理表 は得 意 先別 の 売掛 残 を算 出す る とと もに、 手 形入 金 の済 度 別

金 額 を 明示 す る ことに ある。 販 売 員 は この表 に よつ て手形 入 金 の管 理 を行 な う。

集 金 実 績 表 と受取 手形 管 理表 は 同一 の用 紙 表6.2.10を 用 い る。

商 品別 売 上 実 績表 は特 定 の メ ー カ ・か ら指 定 さ れた 商 品 の売 上実績 表 で ある。

た とえ ば メー カ 報告 を義 務 付 け られ て い る ビー ル、 醤 油 な どが この表 に プ リ

ン トさ れ る。 商 品 別 売 上 実績 表 は表6 .2.11を 参 照 の こ とe

(5)コ ー ド設 計 お よび コ ー ド一 覧

(5)-1コ ー ド設 計 の基 本 方 針

コー ド設 計 は本 来 管 理 の単 位 との関 連 を 考慮 し設 計 しな けれ ば 友ら 支い.コ

ー ドは単 に機 械 処理 の便 利 のた め につ け られ た もの では な く、 必要 た管 理 資 料

が適 宜 に得 る こ とが で き、 また利 用 者 が利 用 しやす い コー ド体 系 に設 計 す る必

要 が あ る。

コ ー ド設 計 の基 本 方 針 は次 の様 に した。

○

○

○

○

○

○

○

(5)-2

機械化 に 伴 ない設 定 し た コー ドは以 下 の 通 りで あ る。

コ ー ドが 管 理 の単位 毎 に な る よ うにす る こと。

利 用 者 が利 用 しやす い形 式 で あ る こ と。

分別能 力(1対1の 対 応)が あ る こ と。

融 通 性 が あ る こ と。

業 界 で用 い て い る統一 コー ドを 出来 る だ け 用い る こ と。

機 械 処理 に便 利 であ る こ と

コー デ ィン グ エ ラー防 止 の た め、 チ エ ソク 戸 デ イ ジ ソ トを用 い る こ と.

コー ド一 覧

－r274F



○ 販売 員 コー ド 数 字5桁

125

際 販売員

○ 得 意 先、 仕 入 先 コー ド 英数 字8桁

12345678

地ーー

}
1

ー
.

ー

区

程蕪 雑 鰭
㍗

売 上 デー タで 帳 合先99の と き別 配 と し処理 を 行 な う。

○ 商 品 コー ド 数 字7桁

1254567

4分 類 中分類 ノ」・分類 メーカ 品 目

商 品 コ ー ド は5桁 の 簡 易 コ ー ドを 設 定 し、 デ ー タ ・、イ ン プ ッ ト時 は 簡 易 コ

ー ドに て イ ン プ ソ ト を 行 左 う
。

簡 易 コ ー ド

12345

1簡 易 ・ 一 ・ 彫,,

簡 易 コー ドは 商 品 コー ドの中 分 類毎 に一連 番 号 を付 与 し、 将 来 の拡 張 に た

え る よ う余 裕 を取 る。

○ 倉庫 コ ー ド 数 字1桁

1

2

3

刀4

桁　字数

1

2

z
∨

4

店

谷

飾

橋

類

ル

田

ド

一

本

世

葛

板

酒

ピ

コ頭分4

油

'
品

書

食

〇
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t

○ 配送区分 数字1桁

倉 出 し

直 送

倉 出 し即入金

直送即入 金

○ 仕入区分 数字1桁

倉入 れ

直 送

○ 入金 区分 数字1桁

現 金

小切手

手 形

売上即 現金

売上期小 切手

売上即手形

○ 適 要 コー ド 数字1桁

値 引 不 可

御 来 客

追 加 売上

訂 正

○ 主要 商品 コー ド 数 字2桁

00～17

02次 店 コー ド

得 意先 で2次 店 のみ

○ 数 註(パ ラ、 ハ コ)

○ 移 動 コー ド 数 字2桁

本 店 → 世 田谷

葛 飾

板 橋

1

2

3

4

1

2

1

2

3

4

5

6

2

3

4

5

特定 商品のみ

2

数 字4桁

バ ラのみ 数量 欄 の最下 位 に パ ンチ

12

15

14

一一2'76.・ .



世田谷 → 本 店

葛 飾

板 橋

葛 飾 → 本 店

世田谷

板 橋

板 橋 → 本 店

世 田谷

葛 飾

○ 単価決定 コー ド 数字1桁

生産者販売価格

大 知

都内小知

地 方小卸

特殊単価適要店

売上 が決 してお きない。

○ カー ドコー ド

売上 カー ド

仕入 カー ド

移動 カー ド

入金 カー ド

販売員 マスター

得意先 マスター

商 品 マス ター

仕入 先 マス ター

○ 修正 コー ド 数字1桁

追 加

修 正

消 去

21

25

24

51

52

34

41

42

43

-

(
∠

3

刀
4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

イー

ハ∠

3
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○ 特 殊 伝 票 コー ド 数 字1桁

0～5

特 殊伝 票 コー ドの詳 細 は(3)ト ランザ ク シ ョ ンを参 照 の こ と。

(5}-3チ エ ソク ・デ ィ ジ ッ ト

チ ェ ッ ク デ ィジ ッ トは得 意 先 ・仕入 先 お よ び商 品簡 易 コー ド共 に モ ジ ユー ラ ・

・イレ ブ ン とい う手法 を用 い てい る。

O〕 得 意 先 ・仕 入 先

得 意 先 ・仕入 先 コー ドは次 の基本 形 式 を もつ てい る。 チ エ ソク ・デ ィジ ッ

トの付 け方 は例 を もつ て示す 。

12545678

一般 形式 地 区 6鷲 L里 雪
チ エ ツク ・デ ィ ジ ッ ト

例1.得 意 先 コ ー ド

1

sTEP

1.定 数 を1か ら5桁 目 に 乗 算 す る 。

24501

× × × × ×

65452

1iHII‖ll

12201202

2.合 計 を 取 る

12十20一 ト12一 ト0十2=46

5.11の 倍 数 を 減 算 す る 。

46-44=2

4.3で 計 算 さ れ た 数 値 を11か ら 減 算 す る 。

11-2=9

5.チ エ ツ ク ・ デ ィ ジ ッ トは9に な る 。

ローny・.[「 丁 「 一[一 ■'1
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例2.得 意先 コー ドに英文 字 が入 る場 合

12545678一
英 文 字 は 下 記 の 様 に 数 字 に 置 換 し、 例1と 同 様 に し て 処 理 を 行 な う 。

A→1E→6

B2(}『7

C5M8

D4Tg

E5

STEP

1・ 英 文 字 を 数 字 に 置 換 す る
。

A1241→11241

2.'

112 、41

× × × × ×

65432・

ll・il・Il・n・ll

658122

3.

6十5十8「 ト12一 ト2=33

4.

33-55=0

5.

11-0=11

6・ チ ェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト は 下1桁 の1を 取 る 。

② 簡 易 コ ー ド

簡 易 コ ー ドの 一 般 形

12545
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例1.商 品 番 号 が4562の と き

STEP

1.4

×

5

‖

5

×

4

・|1

6

×

5

・u

2口

×

2

・ll

2020184

2

3

4

5

20→-20-{-18+4==62

62-55=7

11-7=4

チ エ ツ ク ・ デ ィ ジ ッ ト は4と な る 。

6.2.7シ ス テム モデ ル

(1)サ イ クル に よる シス テ ム 説 明

(1)二1日 例 作業

日例 作 業 は通 常 の処 理 修 正 処理 及 び 集 積、 マ ス ター メ ンテ ナ ン ス ルー チ ン の

4っ の ルー チ ンに分 け て作 成 して い る。

○ 通 常 の処理

売 上、入 金 、 仕 入、 倉 庫 間 移 動 のデ ー タ は一 括 して イ ン プ ッ トされ、入

金 情報 を 除 くデ ー タ・・は マ ス ター フ ァ イ ル とチ エ ツク す る た め チ ェ ック し易

い 様 に 各 コー ドは レ コー ドか ら分 離 され 再 編集 され る、 入金 デ ー タ ・の チ エ

ソク には 実績 フア ィル、 売掛 プア イ ル、 そ して、 チ エ ソク され て 出来 上 っ た

売 上 情 報 に対 して、 入 金 情報 がチ エ ツク され る。 この様 に して 出来 た1日 分

の情 報 は 日計 表 と して取 引先(又 は仕 入 先、 倉庫 毎)に 分類 され、 ア ウ トプ

ソ トされ る。

そ して一応 この情 報 を1日 分 の デー タt・tとして一 時 保 存 し、 チ ェ ックの段 階

で 出力 され た エ ラー リス トに基 い て、 修 正 デー タ を イン プ ッ トす る。

修 正 デ ー タ の チ エ ソク や作 成 は通 常 の デ ー タ ー作 成 ル ー チ ン と同 じルー チ

ンに よ り作 ら れる が修 正 デー タ・ は イン プ ソ トされ る カー ド上 に特 別 の コー

ドを設 け 区別 して い る。

この修正 デー ター を一時 保 存 され て い る ソー ス デ一 夕 ペ に対 し修 正 を行 い
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そ の ア ウ トプ ッ トプ ア イル を完全 な1日 分 の デ ー タ と して実 績 プア イル を完

全 な1日 分 のデ ー タ と して実 績 フ ァ イル に集 積 す る。

集 積 の段 階 で は、 売 掛 に対 し入 金 が発 生 した場 合 は売掛 プア イル よ り消 去 さ

れ る。

マス ター修 正 は毎 日行 なわれ るわ け で は な く修正 の 必要 に応 じてい つ で も

行 なえ る様 に なっ てい る。

各 コー ドや マス ター の 要 素等 が あ らか じめ基 準 に従 っ て チ ェ ック され 、 新 規

登 録、 修 正、 消去 され る。

筒 マ スタ ー フ ァ イ ル(プ ア イル一 覧 参 照)は4つ のマス ター を全 部1つ の テ

ー プ プア ィル に納 め て い る
。

(1)-2半 旬、 旬 作 業

販 売 実績 を把 握 す るた め に、5日 、10日 毎 に、 月 初 か らの数 量 又 は 金 額

(食 品にっ い ては 数 量 は 把握 で きない た め)を 累 計 し、 取 扱 商品 別(半 句)、

販 売 員 別(旬)に 出 力 す る もの で あ る。

売 上実 績 プ ア イル

⊂ 一国 一
半 日報

シ

旬
・報

半 旬報:中 分 類 別 売上 数 量 日計 合 計表

旬 報:販 売 員別 売上 数量 実 績 表

(1)-5月 例 作 業

① 得 意 先 別売 上 入 金 残 高 明細表 の ア ウ トプ ッ トと プア イル の更 新

この作 業 では得 意先 別 に当 月 の売 上 ・入 金 の実 績 を集 計 し、 前 月残 よ り当

月 残 を算 出 しテ ー プ プ ア ィル を更 新 する と共 に 明細表 を ア ウ トプ ッ トす る。

又、 そ の月 の実 績 は 年 計 用 と して テ ー プ ファ イ ル内(卍2カ 月 分)に 保 存 さ

れ る。
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前 月繰 越

残 高 ファイ ル

売上実績 ファイル

/

㌫ ◎

入金 実 績

ファイル

売上入金残高

明細表

② 請 求書(得 意 先元 帳)の 作 成 と売掛 デ 一 夕 の 繰 越作 業

月末 にその 月 に取 引 の あ っ た明 細 な デ ー タ・・及 び 前 月以 前に ま だ売 掛 に

な っ て繰 越 され てい る明 細 な デ ー ター を取 引先 別 に請 求 書 及 び得 意 先元 帳

(同 一 フォ ー マ ッ ト)に プ リン トし請 求額(残 高)を 算 出 し得 意先 別 売 上

入 金 残高 フ ァイ ル とチ ェ ッ ク して 請 求 額欄 に表示 す る。

同 じに前 月以 前 の売 掛 及 び 当 月発生 した 売掛 は 次 月 に繰 越 す ため 売掛 フ ァ

イ ルの 更新 を す る。 尚 訂正 用 の 特 別 な デ ー タ に対 し ては,こ の時 点 で 編集

され る。

⑤ 手 形 管理 表 作 成 ルー チ ン

手 形入 金情 報 の 全 て を 得意 先 別 に集 計,チ ェ ッ クし,処 理 月末 に於 い て

手 形 済 度 を過 ぎた情 報 等の 削 除 や当 月発生 し た手 形 情 報 等 に基 て 手 形管 理

司 フ ァイ ルの更 新 を行 う。

又,受 取 手形 管 理 表 は 得 意先 別 に手 形 済 度 が1ケ 月以 内,2.5.4ケ 月

以 上 とそ の合 計 を そ れぞ れ枚 数,金 額 を そ して帳 簿 残 を 表 示 した もので

あ る。
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一
手形 管 理 ファイル

入金実績

◎プ アイ ル

(ご?=

手 形 管 理 　'

31
◎

売 上入 金

残 高 ファイル

次 月繰越用

手形管理

プ アイル

(手 形 管理 表 作 成 ル ーチ ン)

④ 在 庫 管理 表 作 成'

在 庫 管 理 ル ーチ ンは.(1)受 払 い 日計 ルー チ ン,(2)受 払 い 月計 ル ー チ ン,

(5)在 庫 メ イ ン テナ スス ル ー チ ソの3種 で構 成 され て.L・る。

受 払 い 日計 ル ー チ ンは,日 々の売 上,仕 入,移 動 に供 な う在 庫 トラン ザ

クシ ョンを 行 な い数 量 の把 握 と発 ・1:数量 ,在 庫 評 価 額 の算 出 を行 な う。

発 注数 量 の算 出 には,普 通 定 期発 注方 式 と定量 発 注方 式(発 注 点発 注方

式)の2通 りの処 理 の方 法 が あ る。

定期 発 注方 式 は,あ らか じめ 定 め られ た在庫 の水 準 に不 足 す る量 を一 定

期 間(日,週,月)毎 に発 注 して ゆ くや り方 で あ る。

定量 発 注方 式 は あ らか じめ納入 期 間 中の受 注予 測 量 よ り発 注 点 を定 め
,

在 庫 が発 注点 を下 まわ っ た と き に,総 在 庫 費 用 が最 小 にな る よ うな 標 準発

注量 を発 注 す るや り方 で あ る。'
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今 回 の 卸売 問 屋 業 のEDP化 で は 定量 発 注 方式 を 用 い て い る。 標 準発 注量 の

算 出は,古 典 的 な 経済 発 注 量(EOQ)の 計算 式 を用 い て,前 月の デ ー タか ら

計算 し,在 庫 マ ス タ ー フ ァイ ル に入 れ てお く。 日 々の ルー チ ンでは 在庫 数 量 の

差 を チ ェ ッ ク し,発 注数 量 を 計算 して い る。

経済発 注量 一
2×1日 当 りの発 注 費 用 ×前 月の売 上高

在 庫 維 持 率

算 出 され た発 注 数 量 に よ って,管 理 者 は 仕入 部門 に対 し仕 入 要 求 を 出す。

受 払 い 月計 ル ー チ ンは,(1}倉 庫 別受 払 い 月 計表{2)全 店受 払 い 月 計表 の2表

で構 成 され てい る。

倉 庫 別 受 払 い月 計表 では,品 目毎 の そ の月 の直送 売 上,入 庫,出 庫 の金額 お

よび数 量 の 合計,次 月繰 越,荒 利 益,商 品 の回 転率 等 を算 出 し てい る。

荒 利益 は 次 の式 に よっ て算 出 してい る.

荒利益 一直送売上合計+倉 出克上合計一繰 越金 額一仕入合計+在 庫金額

商品 の 回 転 率 は次 の式 に よって 算 出 してい る

倉 出 売上 総 数 量回 転率 一 ×100

月間 の平 均在 庫数 量

全 店受 払 い 月計表 は,倉 庫 別受 払 い 月計 表 を 合計 し た もので あ る。従 って,

荒利 益,回 転 率 は 各 倉 庫 を 合計 し た金 額,数 量 に よ って算 出 してい る。

⑤ そ の他 の 出 力帳 表

仕入 月報

倉 庫 別 及 び取 扱 い商 品 別 に その 月 に発生 した 仕入 数 量 及 び金 額 を 明 細 に実 績

フ ァ イル よ り出 力 した もの で あ る。

尚,倉 庫 捌 に別 ペ ー ジ にメ ー カ ・(仕 λ 先)別 の 仕入 金 額 を集 計,出 力 して い

る。

集 金 実 績表

販 売 員 別 に集金 対 象 額 と集 金 実 績 よ り集 金率 を 算 出 し,そ の販 売 員 ・販 売 員
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の所属別,全 体 の集金状 況を出力 した ものであ る。

主 要商品別売上 実 績表

取扱い 商品 中特 に販売実績の高い ものや,特 別 にその商品だけ実績を把握 す

る必要 のあ るもの等 に 主要商品 としての コー ドを設定 し,月 毎 にその実 績を

出力 したものであ る。

得意先別売上明細表

得 意先別,商 品別 に又,配 送区分別 にその数量 と金額の明細 を出力 した もの

である。
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〈 速 報 ルー チ ン〉 テ㌢タ ラード
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〈中分類別売上数量 目'計合計表(5日 報)〉
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〈販 売員別売上数量実績表〉
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〈 マ ス タ ー メ ン テ ナ ン ス ル ー チ ン〉
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〈得意先別売上入金残高明細プアィル(庖 ▲)作 成 ルーチン〉
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〈 請求8作 成 〃一 十 ン(R-51)〉
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一
〈 得意先別売上明細表作成 ルーチン(R-25)〉
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〈主要商品売上実績表作成 ルーチン(R-56)〉

コントロール

e4†

＼

「=へ
、

、

、

α ∂'、

姥-
早

己]㎏ γ:

ピ"

、

、

、

-

、

.

、

了L汀v』

ATrAeH

、

＼

、

、:

L__」

一301一



り
く 手 形 管 理 ル ー チ ン'(R-54)〉
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〈 仕 入 月報 作成 ルー チ ン(R-55)〉
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〈商品受払日計表及 び月計表作成ルーチン〉
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〈 コ ー ド ブ ッ ク 打 出 し ル ー チ ン〉
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〈 移 行 プ ア イ ル コ ン バ ー ト一 覧 表 〉

① デ バ ソ ク 時 に 必 要 な プ ア イ ル

oデ イ リ ー 作 業
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合 計 備 考
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7カノ イズ 里ヤ 140074 売上合計 3.384⑱ ⊃87 .`580⑨878 ■0工 ●390 z68・874 8●.35●5zg

入金合計 3句814句066 3・597,27う 104・910 z17・T31 7⑱73.$982

残 高 3.384⑱ コ8T 3φ712⑱378 10い390 Z68,874 ?⑱467⑱029

前年同月比 o 0 '・0 0 O

力 田力ワ▼ シ,イ ・●ヨ 14094.5 売上.合計 う194.01 113句180 48◆T47 47`143 728・571

入金合計 541●zう9 T3・068 55◆7工0 48句460 718,497

残 高 1●1■8令09Z 2040006 ,6,766 z6工 ●274 1⑱640,138

前年1司月比 o 0 O 0 0

スス,宇 トシ. 141011 売上合計 300・810 266も12, 5▲ ・250 71,240 689,423

入金合.計 276,474 2669123 う5・000 ,0・344 647・941

残 高 300・810 0 0 71●240 372・OうO

旧年同月比 u 0 o 0 0

,▼,,ワ ク;ア, 14119嶋 売上合計 u o o o o

入金合計 u o O 「o 0

残 高 ∪ u u o o

前年同月比 u o o o 0

方コ「工P・,●,ン. 141595 売上合計 312句 ⊃5, 194,102 ■8令8,0 25・754 ・うう1⑱06エ

入金合計 ⊃,9.4う よ 工63`200 .8⑱8.0 工z・9,9 ,,4⑨460

残 高 424◎176 30690Z 0 zう.T.角 480●8,2

前年同月比 u o o o 0
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残 高 ■69・ 喝80 11402`989 o 8ZO 1,う75,Z89

前年同月比 u o u u o
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6.2.8プ ロ グラ ム ・パ ッケー ジ

このパ ッケ ー ジ に は約90本 の諸 ル ーチ ンが含 まれ て い る。 そ の ル ー チ ンを

作 業 別 に示 す と次 の よ うで あ る。

(1)デ イ リー作業

○ 速 報 ル ー チ ン

o修 正 ・集 積 ル ー チ ン

(2)半 句 作 業

o中 分 類 別 売 上 数量 日計 合計 ル ー チ ン

(3)旬 作 業

○ 販 売員 別 売上 数 量 実 績 ル ー チ ン

Oマ ス ター メン テナ ン ス ・ル ー チ ン

(4)目 次 作 業

O

O

O

O

O

O

O

O

得意先 売上入 金残高明細 ルーチン

請求 書作成ルーチン

得意先 別売上 明細表 ルー チン

集 金実績表作成 ルーチン

主要商 品売上実 績表作成ルー チン

手形管理 ルー チン

仕入 月報 ルーチ ン

在庫管理ルー チン

(5)不 定 期 作 業

oコ ー ド ブ ッ ク 打 出 し ル ー チ ン

O在 庫 マ ス タ ー ダ イ レ ク ト修 正 ル ー チ ン

Oプ ア イ ル チ エ ツ ク ル ー チ ン

次 に以 上 のル ー チ ンに含 まれ る プ ・グ ラ ムの うち使 用 頻度 の 高 い もの のみ抜

き出 して列記す るo

(1)速 度 関 係

OINC5

0PHASE11

一ー一525r



O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

PHASE12

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

13

15

f6

21

31

32

34

35

36

② 半 旬
oPHASE4↑

(5)旬

OPHASE42

(4)マ スター修正 関係

OMA工N[1]ENANCEl

oMAINTENANCE2

0MA工NTENANCE3

0MAINTENANCE4

0L工ST4

0SUBMASTER

OMASTERDUMP

(5)月 報 関 係

o

O

得 意 先 別 売 上 入 金 残 高 明 細 ル ー チ ン

PHASE50

PHASE51

RE]⊇ORT32∴ 、

請 求 書 作 成 ル ー チ ン

PHASE60'

PHASE61

一526一



O

O

O

○

O

O

○

PHASE62'

得 意 先 別 売 上 明 細 ル ー チ ン

]⊇EI)ORT23

集 金 実 績 表 作 成 ル ー チ ン

PHASE71

主 要 商 品 売 上 実 績 表 ル ー チ ン

SYUYO

R36REPORT

R36P

手 形 管 理 ル ー チ ン

R34MERGE

R541

R34

R34p

仕 入 月 報 ル ー チ ン

R35P

REPORT35

在 庫 管 理 ル ー チ ン

PHASE120

〃121

〃122

〃24C7

"2404

KANAMA工NTEAB

不 定 期 作 業

PHASE55

ZA工KOMA工NTEl

ZAIKOMA工NTE2

CODEBOOK

R8

一327一



R5

R6A

R6B

R6MM

R7A

R7B

(1)日 次作 業 フ ロー チャ ー ト

日次 作業 は、 デ ー タ リー ドと チエ ツク、 マ ス ターテ ー プ とチ エ ツク、 入金

の消 し込 み 、速 報 プ リン トの4種 の主要 ル ー チ ンか ら出来 て い る。 事 務計 算

の シス テ ム に於 て、 デ ー タの完 全 な チ エ ツクが終 れ ば そ の80%が 終 っ た と

い つ て も過 言 で は ない 。

各 ル ー チ ンの説 明 を以 下 に 記 す 。

① デ ー タ リー ドとチ エ ソク

エNC5

カー ドイン ブ ソ トル ー チ ンで ある。 計算 機 使 用効 率 を 高 め るた め、

工/Oは メ イ ン ルー チ ン と切 り離 して用 い る。 この ル ー チ ン で は、 カー

ドイ メー ジ の ま まに若 干 の チ ェ ック を行 ない磁 気 テ ー プ に書 い てい る。

PHASE11

デ ー タの論 理 チ エ ソク ル ー チ ンで ある。 マ ス ター テ ー プ とつ き合 せ し

な くて も出来 る全 ての 論 理 チ ェ ックが行 なわ れ る。 エ ラーが あれ ば エ ラ

ー コー ド(E-一 一× ××)を デー タ レ コー ドに付 加 す る
。

② マス ターテ ー プ とチ エ ツク

PHASE12

このル ー チ ンで は マス ター テー プ とつ き合せ して 出来 る全 て の チ ェ ッ

ク を行 な う。 た とえ ば、 販 売 員 と得 意先 、 得 意先 毎 の適 要 単 価 な どで あ

るo

また 、得 意先 名 、 販 売貴 名 等 の カ ナ文 字 、2次 店 コー ド、 主 要 商 品 コ

ー ド等 を付 加 す る
。

⑤ 入 金 の 消 し込 み

PHASE15

一328・ 一一



入 金 デ ー タに相 当 す る売 上 が あ るか 否 か の チ ェ ック で ある。入 金 は

即入 金、 同月 入 金 、 前 月以 前 の売 上 に対 す る入 金 に分 類 され、 そ れぞ

れ0521、NO(}、NOCテ ー プ とマ ッ チ ング され るo入 金 デ ー タ

に相 当 す る売上 が な い と きは エ ラー と して プ リン トされ る。

④ 速 報 プ リン ト

PHASE13

チ エ ツク され、 カ ナ文 字 が 付加 され た デー タの プ リン トル'一チ ンで

ある。 フ ロー チ ャ ー トは略 す。

(2)在 庫 管理 ルー チ ン

在 庫 管理 ル ー チ ンは、 在 庫 管 理 メイ ン ルー チ ン、 受払 い 日計 プ リン トル

ー チ ン
、 受払 い 月報 倉庫 別 ル ー チ ン、受払 い 月報 全 店 ル ー チ ン の4種 で構

成 され て い る。

① 在 庫管 理 メイ ン ル ー チ ン

PHASE120

この ル ー チン で は 当 日の売上 、 仕入 、 移 動 デ ー タ に よつ て、 在庫 プ

ア イ ル と トラン ザ ク シ ョン を行 な う。

メ インル ー チ ンの フ ロー チ ャ ー トと、 在 庫 トラ ンザ ク シ ョン、 移 動

平 均 ル ー チ ン の フ ロー チャ ー トを 記 す。

② 受,払い 日計 プ リン トル … チ ン

PHASE24C7

この ル ー チ ン では 前 述 の在 庫管理 メ イン ルー チ ンで 作成 され た受 払

い 日計 レポ ー トテ ー プか ら受払 い 日計 を プ リン トす る ル ーチ ン で あ る。

フ ロー チャ ー トは 略 すo

◎ 受 払 い 月計 倉 庫 別 ル ー チン

PHASE121

在庫 プア イル か ら倉 庫 別 の受払 い 月計 表 を プ リン トす る ルー チ ンで

あ る。 荒 利 益、 在 庫 回 転 率 等 を計 算 す る。

④ 受 払 い月計 全 店 ル ー チ ン

PHASE122

在庫 ファ イル か ら受 払 い 月計 全 店表 を プ リン トす る ル ー チ ン で あ る・
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前述 の倉 庫 別 を 品 目毎 に 合計 した もので、 荒利 益 、 在 庫 回 転率 等 も合計

して表 示す る。

(4)手 形 管 理 ル ー チ ン説 明

この ル ー チ ンは 手形 及 び先 付小 切 手 の済 度 毎 、 手形 残 及 び 総残 高 を集 計

しア ウ トプ ッ トす る。 受 取 手形 、先 付 小切 手 は全 て1本 の テー プに プア イ

ル され済 度 が切 れ る毎 に 自動 的 に テー プ上 か ら消去 さ れ る。

イ ン プ ッ ト:

手形 管 理 プ ア イル(H-F工LE)

得 意 先 マス タ ー(A-FエLE)

計 算 項 目:

得 意 先 入 金 月 日毎 に件 数

得 意先 手形 済 度 毎 に金 額

合計:

販 売員 合計

辞別 計

総 計

ア ウ トプ ッ ト:,

手 形 管理 表

手 形 管理 プ ア イル
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〈 手 形 管理 琴 作成 ルーチ ン〉
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9

(3)修 正 ル ーチ ン説 明

このル ー チ ンは 売 上、 仕 入 、 移 動、 入 金 につ い ての 修正 を行 う。

修 正 コー ド

消去=1

訂正==2

追 加=3

を各 カー ドに パ ンチ し(そ の他 の項 目はSourcθOARDと 同様 に パ ンチ)

前 記 の速 報 ル ー チ ン を ラン し作 成 したテ ー プ と速 報 テー プ をma七chingor

mergingし 、 一 日分 の デ ー タ"∵を作成 す る。

イ ンプ ッ ト:

速 報 テ ー プ(売 上)

.速 報 修 正 テ ー プ(売 上)

速 報 テ ー プ(入 金)

速 報 入 金(入 金)

ア ウ トプ ッ ト:

1日 分 実 績 テ ープ
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〈PHASE12マ ス ター ・テ ー プ と マ ッ チ ン グ 〉
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(5)主 要 商 品別 売上 実 績表 説 明

この ルー チ ンは主 要 と見倣 さ れ る商 品 の 売上 げ 実 績 を集 計 し作表 す る もの で

あ るo

イ ンプ ッ ト:売 上 実 績 ファ イル(G-FILE)

計 算 項 目:

ハ コは全 て バ ラ換 算

容 量 は リッ トルに 換 算

(バ ラ合計 ×容 量)÷(荷 姿 ×633×24)

合計:

販 売 員 トー タル

メ ー カ'ト ー タル
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・〈 主 要 商
.品別 売上 実 績 表 レポー トテ ー プ作 成 ルー チ ン〉
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(6)販 売員 別 売上 数 量 実 績 ル ー チ シ説 明

この ル ー チ ンは販 売 員 別、 中分 類 に売上 数 量 及 び金 額 を把 握 し酒 、 ビー ル、

醤 油、 食品 の各 々 につ いて 以 下 に 示す 諸計 算 を行 い ア ウ トプ ッ トす る。

イン プ ッ ト:

売 上 実 績 プ ア イル(G-F工LE)

計 算 項 目:

酒、 醤 油

全 数 量/180,000十 〇.05

ビ ニ ル

全 数 量/24/635十D.05

食 品

全 額 のみ ト_タ ル

ア ウ トプ ツ ト:

販 売員 別 売 上 数量 実 績表
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<旬 報 作 成 ル ー チ ン>
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(7)得 意先 プア イル更 新 プ ログ ラム

この ル ー チ ンは得 意 先 に対 す る売 上 、 入 金、 残 高 の各実 績 を 日 々更 新 す る ル

ー チ ンで あ る
。通 常 、'デ イ リー サ イク ル で行 うもの で あるが そ の時 の実 情 に於

い て は何 日分 か ま とめて バ ッチ処 理 を行 うこと も可 能 で あ る。

イ ン プ ッ ト:

・売 上 実 績 ファ イル(G -FエLE)

入 金 実 績 ファ イル(E-FエLE)

得意 先 フ ァ イル(A-FエLE)

ア ウ トプ ッ ト:,

得 意 先 プ ア イル(A-FエLE)
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〈得意先プアイル更新 プ・グラム〉
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(8)集 金実績表 作成 ルーチン

販 売員別 に、4分 類、入 金予 定月毎 に集計 し、 その区分概要 は月内現金 と当

月集 金分 に区分され る。

又、集金対 象額 とは得意先別残高 明細 ファイルの前月残 を販 売員毎、4分 類

毎 に集計 した もの である。

集金率算 出方

集金率1=当 月集金分/対 象額

集金率2=月 内 現 金/対 象額
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〈 集金 実績 表 作 成 ルー チ ン〉
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(9)売 上 、 入金 、 残 高 明細 表

この プ ログ ラムは、 す で に作 成 済 の 得意 先 別 売 上入 金残 高 プア ィル の 内容 を

4分 類 毎 に 印 刷 し、 そ の 際 に売 上 累計 を今 年 実 績 の概 当す る月 に移 し、 残 高 累

計 を前 月 繰 越 に移 しへ 売上 、 入 金、 残 高 をそ れ ぞ れ零 にす る。
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〈 得 意先 別 売上 入 金残 高 明細 表>
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㈹ 請 求 書 及 び繰 越残 テー プ作成 ルー チ ン

この ルー チ ンは 当 月迄 繰 越 さ れ てい る夫人 金 分 の売 上 及 び 当月 売 上 分 に対 す

る請 求 書 を作成 す る と共 に、 翌 月 に繰越 す 分 の未 入 金 テ ー プ(繰 越 テ ー プ)を

作 成 す る。

イン プ ッ ト:

売上 実 績 ファ イル(G-FエLE)

消 し込み プア イル(C-FエLE)

得 意先 プア イル(A-FエLE)

計算 項 目:

前 月 残:前 月 以前 で未 入 金 の ものの み表 示

当 月 売 上:当 月 売上 のみ(即 入 金 も含 む)

当 月 入 金:当 月 分 に対 す る入 金 の み、 従 っ て前 月残 に対 す る入金 は な し。

残 高:当 請 求 書 に表 示 され てい る売上 げ 未 入 金 の もの。

売上 月別 合計

4分 類 別 合計

前年 実 績

ア ウ トプ ソ ト:

請 求 書

得 意先 元 帳

繰 越 テ ー プ
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〈 請 求 書 レ ポ ー ト フ ァ イ ル 作 成 ル ー チ ン 〉
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〈 エNe5デ ー タ カ ー・一・ド ・ イ ン プ7ト ル ー チ ン 〉
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〈PHA日 田 げ 一・チエ・クと編集〉
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〈PHASE15入 金速 報matchingル ー チ ン 〉
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〈PHA8E120在 庫 管理 メイ ン ルー チ ン〉
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〈受 払 日計在庫 管 理 トラン∀ ク シ ヨンルー チン〉
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〈 移 動 平 均 ル ー チ ン〉
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〈PHASE.122受 払 月計 全店 ル ー チン〉
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